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名古屋葵大学の『総合科学研究』

 総合科学研究所所長　遠山佳治

　創立 周年を迎える令和 年度から、名古屋女子大学は男女共学化し、名古屋葵大学へと名
称変更をしました。それに伴い、「総研」も名古屋葵大学総合科学研究所として生まれ変わりま
した。本学園のキーコンセプトである「共創社会、葵で凜々しく」を体現すべく、健康科学部健
康栄養学科にフードサイエンスコースを設け、感性工学的領域を見据えた学部設置に向けて、大
きく方向転換をしています。
　総合科学研究所が扱う研究も、大学の進むべき方向に合わせて、将来性のある研究内容へと新
しくまい進していきます。まず、機関研究「感性工学を応用した豊かな感性価値の創造的研究」
を設置し、豊かな感性価値による創造事例を生み出すことを研究課題としました。また、文理融
合の視点により、「文系志向の学生における科学的思考力を育む効果的な授業法の研究」を機関
研究「大学における効果的な授業法の研究 」として立ち上げました。機関研究「大学におけ
る効果的な授業法の研究」は、平成 年度から開始し、初年次教育テキスト原案の作成など多
くの成果を上げることができ、「大学における効果的な授業法 ～本学教育に適した効果的なイ
ンストラクショナルデザインを活用した授業改善方法の研究～」「食と健康に関する研究」は発
展的に一区切りをつけました。
　そして、平成 年度から始まりました機関研究「創立者越原春子および女子教育に関する研究」
は、令和 年度からは、「創立者越原春子および本学園が歩んできた教育に関する研究」へと幅
広く高等教育全般を扱いつつ、引き継ぐことになりました。校名の「葵」には、学園創立の地が
葵町であったことから、共学校として新たな一歩が始まるにあたり、今一度建学の原点に立ち返
るという意味が込められています。
　以上のように、前述の将来性ある研究領域を中心に、その他の機関研究「幼児教育で育みたい
資質・能力に関する研究」や各種プロジェクト研究など本学園の学術的な進展が一層加速される
ことを期待します。
　さらに、大学知を社会に還元していく取り組みも大切なことで、瑞穂区および瑞穂保健センタ
ーや瑞穂児童館との交流事業を発展させて、地域貢献事業をより一層充実することにより、地元
へ開かれた大学として存在できるよう取り組んでいきたいと考えております。
　学内外の皆様のご理解、ご協力いただいていることに感謝を申し上げますとともに、今後も総
合科学研究所の諸活動にご支援いただきますよう、お願いいたします。
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機関研究論文

　本研究は、平成 年度から進められている総合科学
研究所機関研究の授業改善プロジェクトの一環であり
「大学における効果的な授業法の研究 」として機関研
究を継続してきた。期間は令和 ～令和 年度までの
年間である。研究主題は、これまでの ～ の研究「情
報教育・語学教育・教養教育・初年次教育・評価方法・
学士力育成・主体的な学び・アクティブラーニング」の
結果を踏まえ、「主体的・対話的で深い学び」を定着さ
せるために授業の基盤となる授業設計に注目し「本学教
育に適した効果的なインストラクショナルデザインに関
する研究」である。現在、感染症等により教育を取り巻
く環境は大きく変わり、授業法も対面から遠隔授業等へ
と広がり、今後ますますハイブリッド型（対面と遠隔の
組み合わせ）授業が拡大していくと考えられる。一方で
は、教育の内部質保証がクローズアップされていること
から、予測困難な状況にも柔軟に対応し、学生の主体的
な学びができるように支援する必要がある。そのために
は、新しい時代を見据え、本学学生の状況をしっかり把
握したうえで効果的なインストラクショナルデザイン
を研究していく必要がある。初等中等教育においても
GIGAスクール構想により学習環境の ICT化も推進され
た。学生自らが学修を設計できるように支援することを
教育の ICT 化にも視点に加え「本学教育に適した効果
的なインストラクショナルデザインに関する研究」をす
る必要がある。そこで、令和 年度からは、学生自らが
学修を設計できるように支援することを目的として「本
学教育に適した効果的なインストラクショナルデザイン
に関する研究」を教育のICT化も加味して着手してきた。
　研究 年目は IDの共通理解を深めながら、インスト
ラクショナルデザイン設計の基礎となる授業形態に視点
をあて研究を進めた。特に教育における ICT 化にも焦
点をあて、各研究員が大学で担当する授業を紹介し合
い意見交換をした。研究会も IWBとWi-Fi が設置され
ている西館ラーニングコモンズで行った。実践報告とし
て以下の 例が提示され事例について活発な協議がされ
た。
（ ）対面のグループワークをWeb上で行うことの試み
（ ）学生のMicrosoft における効果的な利用法
（ ）ML教室における ICT 化の授業形態
　 年目には各研究員が授業の ICT 化も視点に入れイ
ンストラクショナルデザインを取り入れた授業を実践し
報告した。以下の 例が提示され事例について協議がさ

れた。
（ ）電子黒板の効果的な利用法
（ ）電子黒板とタブレットの双方向授業法
（ ）英語学習における効果的な電子黒板の利用法
　また書籍の輪読を通して本学の特性に合ったインスト
ラクショナルデザインの構築について検討した。
　研究 年目は、 年目に引き続き、各研究員が担当す
る科目のなかで ICT 化も視点とした効果的なインスト
ラクショナルデザインである授業実践の発表を行い、本
学の学部・学科の特性に応じたインストラクショナルデ
ザインを探るために全体で検討をした。また、インスト
ラクショナルデザインの目指す学びである「効果」「効
率」「魅力」ための理論や手法を研究するために鈴木克
明・市川尚・根本淳子編著『インストラクショナルデザ
インの道具箱 』の輪読を継続した。各研究員は章ご
とに内容をまとめ、本学の特性に合ったインストラクシ
ョナルデザインを探究することができた。
　 年目に検討した内容は、概ね次の通りである。
（ ）看護基礎教育における ICT を活用した教育実践例
　アクティブラーニングを視野に ICT 化による講義・
演習、臨地実習の実践例が報告された。講義・演習編で
は Edmode（課題等を共有できる学校用 SNS）を用い
たオンラインでの課題提示と提出について、臨地実習編
では「教育用電子カルテ教材を用いた看護過程の展開」、
「状況設定シミュレーションの実践」と「臨地実習施設
と遠隔で協働したカンファレンスや技術指導（Zoomの
活用）」の実践例が報告された。
（ ）「インストラクショナルデザインの道具箱 」
　「学びの設計指針」においてＭ・ガニェの 教授事象
の ．導入（ つの事象） ．情報提示（ つの事象） ．
学習活動（ つの事象） ．まとめ（ つの事象）につ
いて利用事例として幼児保育学専攻 年の「総合英語
B‒ 」が提示された。
　「評価技法」における形成的評価について医療系の会
員から臨床実習の指導者になるための評価から臨床実習
中の形成的評価について話がされた。実習中はパラメー
タが多く、より指導過程の定量的評価の必要性も話し合
われた。またルーブリックの有効な活用や形成的評価と
総括的評価の連続性の大切さも検討された。
　本稿は、 年間の研究結果を各研究員が第 章から第
章までにまとめたものである。

　多くの皆さまにご高覧いただき、ご意見を賜ることが
できれば幸いです。
 （竹内 正裕）
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　本章では、主にこれまでの日本における学校教育にお
いて、「インストラクショナルデザイン」（以下、杉原執
筆部分においては IDと表記する）がどのように受け入
れられてきたのかについて、基礎的な内容となるが、整
理していきたい。なお、ここでは小学校、中学校等にお
ける児童・生徒への実践だけでなく、大学の教育におけ
る授業改善等も含めて、その受容の様子について考えて
いく。
　まず、日本の様々な先行研究において IDという概念
や手法が取り上げられ、また考察がなされてきたが、管
見の限り、教育工学研究の領域等を中心として、特に鈴
木らによる研究は度々引用されてきたと思われる。ここ
では最初に、日本での ID研究を進めてきた鈴木の記述
から、その受容の流れについて整理しておきたい。
　鈴木は「 年頃から「インストラクショナルデザ
イン」というカタカナがタイトルに含まれた書籍がたく
さん出版され始めました」（鈴木、 年、 頁）と述
べる。また、 年に鈴木自身が書籍を出した当時の
日本においては「授業設計や授業デザインという言葉は
通用しても，カタカナの「インストラクショナルデザイ
ン」という言葉は通用しませんでした」（鈴木、 年、
頁）と述べる。しかしその後、ID に関する書籍の出

版が続き、（ 年頃には）「すっかり「インストラク
ショナルデザイン」という言葉も定着したよう」（鈴木、

年、 頁）と判断されている。
　さて、鈴木は授業に関する ID の目的について、「効
果を高め，効率よく，魅力的な授業にすること」（鈴木、

年、 頁）だと述べる。しかし、言うまでもなく、
学校の段階や種類が変われば、その内実は変化していく。
それでは、例えば大学の授業に関連しては、日本の先行
研究や書籍でどのように IDについて語られてきたのだ
ろうか。
　例えば『大学授業改善とインストラクショナルデザイ
ン』という書籍がある。この中で、第 章を執筆した村
上は、ID について、「ID は，入口と出口のギャップを
特定し，それを埋める教育・学習プログラムを設計・開
発する取り組みである」（村上、 年、 頁）と述べ
る。また現在、大学に明確化が求められる三つのポリシ
ー（アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシ
ー、ディプロマ・ポリシー）も、「それぞれが入口・方
法・出口に対応しており，インストラクショナルデザイ

ンの考え方と同じであると考えることができる」（村上、
年、 頁）と述べている。更に、本研究とも関わ

り（第 章で考察したい）注意しておきたい点として、
村上は学生の現状を次のように述べている。「 歳人口
は減っているのに，大学生の数はむしろ増えており，高
学力者が集中する一部の大学を除くと，同じ大学に入学
する学生の学力は低下していることを認識しておく必要
がある」（村上、 年、 頁）。村上が特に説明を試
みているのは IDで重視される「入口」に関する視点で
ある。大学の授業改善の為、ID の手法や概念の導入を
進めるとしても、まずは学生達の状況を把握し理解する
ことが「入口」として重要であることは、何度確認して
もよいポイントといえるだろう。
　また、別の視点にはなるが、本研究でも度々報告・検
討された ICT と ID の関連についても、先行研究にある
言葉から、少し触れておきたい。先に紹介したように、
IDが授業の効果、効率、魅力に関わるものであるならば、
そこに活用される理論や方法、道具には大きな制限はな
いと考えることができる。もちろん、従来活用されてき
た（既に現場でもよく知られている）ICT についても、
ID に活用される（べき）ものと考えることができるだ
ろう。例えば森下は次のように述べる。「教育活動に現
代のさまざまなテクノロジを活用することを ICT 活用
と呼びます。その利点は子どもたちの興味・関心を引き
出し，授業の魅力を高めること，授業の効率や効果を改
善できることです」（森下、 年、 頁）。またこれ
に関連し、「インストラクショナルデザインとめざすと
ころは同じです」（森下、 年、 頁）とも述べら
れている。他方で、森下はこの説明の中で、「ICTもチ
ョークや黒板などと同じ教具」（森下、 年、 ‒
頁）とし、「ICTよりもノートと鉛筆のほうが効率がよ
い場合に，無理に ICTを使う必要はないでしょう」（森下、

年、 頁）とも述べる。森下の説明は大学の教育
を想定したものではないが、このような IDと ICT の共
通性の指摘、また上記の村上の「入口」の考察にもおそ
らく通じる注意点等は、大学の教育の場面においても共
有できるものと思われる。
　ごく簡単な紹介と整理に留まるが、このように、既に
ID の手法や概念は、大学での教育における三つのポリ
シー等とも関連しつつ、また大学の教育に限らず、小学
校、中学校等、多くの教育場面で活用される ICT とも
関わりながら、重要な概念として広く教育の現場に導入
されているといえる。
　さて、本研究においては、大学の教育現場に関わり、
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教育や保育、看護、理学療法等、それぞれの分野におけ
る ID の活用法の報告や考察がなされてきた。しかし、
IDが様々な研究分野に応用可能な手法・概念とはいえ、
今回の研究のように、多様な研究分野の専門家が集まり
議論する上では、学生像に関する共通了解を得ることが
難しかったり、そもそも IDの捉え方に微妙な違いを感
じる部分があったりしたように思われる。上に整理した
ように IDが広く導入されつつある現状においても、同
じ大学内とはいえ、活用方法を共有し、ID に関する議
論を深めていくことにはいくらかの課題が残されている
ように思われた。この点については、次章からの研究参
加者による各報告をふまえて、第 章で改めて考察して
みたい。

鈴木克明（ 年）「第 章　インストラクショナルデザインと
は何か」稲垣忠、鈴木克明編著『授業設計マニュアルVer. 
─教師のためのインストラクショナルデザイン─』北大路書
房、 ‒ 頁。

松田岳士、根本淳子、鈴木克明編著（ 年）日本教育工学会
監修『教育工学選書Ⅱ第 巻　大学授業改善とインストラ
クショナルデザイン』ミネルヴァ書房。

村上正行（ 年）「第 章　入口を点検する」松田岳士、根本
淳子、鈴木克明編著、日本教育工学会監修『教育工学選書
Ⅱ第 巻　大学授業改善とインストラクショナルデザイン』
ミネルヴァ書房、 ‒ 頁。

森下孟（ 年）「第 章　情報化への対応（ ）　授業の魅力・
効果・効率を高める ICT」稲垣忠編著『教育の方法と技術　
主体的・対話的で深い学びをつくるインストラクショナルデ
ザイン』北大路書房、 ‒ 頁。

 （杉原 央樹）

　本節では、大学生がMicrosoft Teams をどのように
効果的に利用しているか／できるかを、授業実践の観点
から検討する。Teams は、学生と教員が一つのプラッ
トフォームで情報を共有し、コミュニケーションを促
進するための強力なツールである。本研究では、Teams
の利用が学生の学習にどのように貢献するかを具体的な
事例を通じて明らかにする。

　Microsoft Teams は、Microsoft の一部として提
供される統合コミュニケーションおよびコラボレーショ
ンプラットフォームである。Teams は、チャット、ビ
デオ会議、ファイル共有、タスク管理などの機能を一つ
のアプリケーション内で提供し、ユーザーが効率的に
コミュニケーションを取り、共同作業を行うことを可
能にする。Microsoft には、Teams の他にもWord、
Excel、PowerPoint、OneNote などの生産性向上ツー
ルが含まれており、これらのツールとシームレスに連携
することで、学習や業務の効率を大幅に向上させること
ができる。
　本学はMicrosoft を契約しており、すべての学生
がアカウントを持っている。ただし 年度入学生ま
では、教員用アカウントと学生アカウントは別テナント
扱いでの契約となっており、Teams を利用するために
は教員も学生アカウントを利用する必要がある。

　Teams は、授業ごとに「チーム」を作成し、授業内
グループワークに「チャネル」を利用し、チャネルでの
「ファイル共有」を行うことで、学生の学習を支援する。

　各授業に対して専用のチームを作成することで、学生
と教員が一つのプラットフォームで情報を共有できる。
これにより、授業の進行や課題の提出がスムーズに行わ
れる。さらに、チーム内では授業のアナウンスや重要な
連絡事項を一元管理できるため、情報の見落としが減少
する。

　グループワークや特定のトピックに対してチャネルを
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作成し、効率的なコミュニケーションとコラボレーショ
ンを促進する。チャネル内でのディスカッションやファ
イル共有が容易になるため、学生の協働学習が活性化す
る。チャネルごとに異なるトピックやプロジェクトを管
理できるため、情報の整理がしやすくなる。

　チャネル内で資料や課題を共有することで、学生がい
つでもアクセスできるようになる。これにより、授業外
での学習や復習が容易になる。ファイル共有機能を利用
することで、学生は共同でドキュメントを編集したり、
リアルタイムでフィードバックを受けたりすることがで
きる。
　Teams の利点として、学生間のコミュニケーション
促進、グループプロジェクトの効率化、授業外でのディ
スカッションの活性化が挙げられる。教員用アカウント
であれば課題提出とフィードバックの管理も Teams 上
で行うことができる。

　Teams を効果的に利用するための具体的な方法とし
て、以下の点が挙げられる。

　チームとチャネルを利用して、プロジェクトの進行管
理や情報共有を効率化する。学生は、チャネル内でタス
クを分担し、進捗状況を共有することで、プロジェクト
を円滑に進めることができる。さらに、タスク管理機能
を利用することで、各メンバーの役割や進捗を明確にし、
プロジェクトの成功に貢献する。

　個別チャットやグループチャットを活用して、授業内
容の理解を深めるためのディスカッションを促進する。
これにより、学生は授業外でも積極的に学習に取り組む
ことができる。チャット機能を利用することで、リアル
タイムでの質問や意見交換が可能となり、学習の質が向
上する。

　Stream の機能を利用し、学生の演習発表の様子を撮
影した動画を共有し、フィードバックを行う。これによ
り、学生は自分の発表を振り返り、改善点を見つけるこ
とができる。動画を共有することで、他の学生の発表も
参考にすることができ、学習の幅が広がる。

　以下に、実際の授業での Teams 利用事例を紹介する。

　「道徳教育の理論と方法」（ 年）では、翌年度の小学
校・中学校実習を見据えた道徳科の模擬授業を学生が実
施する。模擬授業は現場の研究授業に倣って、授業後の
検討会に重点が置かれがちである。本授業でも以前は模
擬授業実施後は児童生徒役の学生からの質疑応答、後に
教員からの講評という流れになっていた。しかし課題も
多く、十分な時間が確保できない上に発言・意見が偏っ
てしまうきらいがあった。
　そこでまず Teams 上で相互評価用の Form を用意し
た。これによってすべての学生（と教員）からの評価・
意見集約が容易になった。提出された評価・意見はリア
ルタイムで確認できるため、模擬授業実施者にとっても
素早くフィードバックを受けられるようにもなった。
　その上で、Stream での模擬授業動画の共有・フィー
ドバックを通じて、学生の実践力を向上させている。模
擬授業を実施した学生は、自分の模擬授業を視聴し、他
の学生や教員からフィードバックを受けることで、授業
の質を向上させることができる。児童生徒役の学生は、
模擬授業後すぐに模擬授業の様子を映像で振り返りなが
ら、評価および意見について考えることができる。動画
を通じて、自分の授業の進行や話し方を客観的に見直す
ことができ、改善点を具体的に把握することができる。

　「教育課程論」（ 年）では、「次期学習指導要領をど
のように改訂すべきか」を大きな問いとして設定した知
識構成型ジグソー法を採用している。エキスパート活動
として「学習指導要領の変遷」「資質・能力」「カリキュ
ラム・マネジメント」「主体的・対話的で深い学び」「教
育・学習評価」を設定し、学生はエキスパート資料とし
て各テーマに関わる専門文献や教育データについて学習
する。ジグソー活動では異なるエキスパートとなった学
生をグループに集め、互いの専門性を共有・活用して始
めの問いに答えるという学習形式である。この学習形式
では、グループ活動をいかに円滑かつ効率的に進めるか
が肝要となる。エキスパート活動では難易度・分量とも
に学生にとって難易度の高い資料を読みこなして整理す
る必要が、ジグソー活動では異なる専門性の共有および
協働的な知識の活用が求められるからである。
　そこで知識構成型ジグソー法におけるエキスパート活
動・ジグソー活動のグループにチャネルを割り当て、効
率的な情報共有と協働学習を支援している。各グループ
は、チャネル内で情報を共有し、ディスカッションを行
うことで、深い理解を得ることができる。チャネルを利
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用することで、各グループの活動が整理され、情報の混
乱を防ぐことができる。

　教育社会学ゼミナールでは、ゼミの運営および卒業論
文作成に Teams を活用している。卒業研究のテーマは
個々に設定するが、社会調査のうち量的調査については
ゼミ単位で実施すると効率が良く、具体的にはアンケー
ト調査を共同で実施することがある。そのため質問紙や
依頼状（Word）・オンラインフォーム（Forms）・ロー
データ（Excel）を共同編集できるプラットフォームを
必要とする。
　そこでチャネルを活用して、卒論アンケートの共同作
成やグループワークを支援している。学生は、チャネル
内でアンケートの設計やデータ分析を行い、共同で卒論
を作成することができる。チャネルを通じて、各メンバ
ーの役割分担や進捗状況を共有し、効率的に作業を進め
ることができる。

　Teams の利用は、学生の学習に多大な効果をもたら
す。特に、コミュニケーションの促進、協働学習の効率
化、授業外での学習の活性化などが挙げられる。今後の
展望として、さらに多くの授業で Teams を活用し、学
生の学習効果を高めるための新たな方法を模索していく
ことが重要である。Teams の多機能性を最大限に活用
することで、学生の学習体験をより豊かにし、教育の質
を向上させることが期待される。
　課題として、本学では教員が教員用アカウントを利用
できないため、教育機関向け Teams の性能のうち一部
しか利用できないことには留意が必要である。そのため
LMS として導入されているWebClass との併用が不可
欠な状況も多々ある。併用によるコストを含んだ上で、
利用すべきかどうかの判断が必要となる。
 （佐々木 基裕）

　前回の授業法研究 では教職科目「教育の方法と技術」
のシラバス「ユニバーサルデザインの授業」において授
業内容の定着化のために KJ 法（川喜田二郎、 ）を
行ったことを報告した（竹内、 ）。ユニバーサルデ
ザインを視点とした授業VTRを学生に視聴させ、授業
のなかのユニバーサルデザインを意識した学習環境や指
導法を抽出することを KJ 法で行い授業内容の定着が促
進したことを報告することができた。
　しかし、本学の渋谷教授から KJ 法を利用した「授
業におけるユニバーサルデザイン見つけ」では、情報
の input をまとめていくことはできたが、ややもすると
output がおろそかになることに留意しなければならな
い、との指摘を受けた。
　今回は、その反省も生かし能動的かつ協働的学習に有
効な思考ツールである KJ 法を教職科目「教育の方法と
技術」のシラバス「授業分析のワークショップ型協議
会」においてoutput にも配慮してKJ法を行った。また、
授業分析の つの方法としてのワークショップ型研究協
議会の理解を深めることもねらいの つとした。
　日本の授業研究は、古くから行われ海外でも lesson 
study と呼ばれ注目されており授業力向上のために有効
に活用されるべきものである。従来、日本の授業研究協
議会は、ロの字型（会議型）で着席し前席に司会、授業者、
管理職または指導主事が座り、まわりの席に授業参観者
が座る形態である。そこでは、授業者が、授業のねらい
や手立て、授業における成果や反省を述べ、研究協議の
テーマにそって質疑応答、議論が行われる。最後に指導
主事等から講評をいただき会は終了する。しかし、会議
型では、なかなか若手がベテランの教師の意見に対して
反論ができなかったり、議論の方向性が司会者の力量に
依存したりする等の欠点もあった。
　最近では、授業研究にワークショップ型で行う現場が
増えてきている。ワークショップとはもともと「仕事場」
「工房」「作業場」など共同で何かを作る場所を意味して
いる。ワークショップ型の授業研究の良さは、協働して
行うことで
①授業を多面的に見ることができ、授業を見る視野が広
がる。

②一人ひとりが意見を出し合い協働して改善策を考える
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ので、参加者が充実感をもてる。さらに同僚性も高ま
る。

③成果と課題、改善策が模造紙上で行われるので視覚化
できる。

④一定の時間内で成果を生み出すことができる。ことで
ある。

　ワークショップ型で KJ 法を利用するものとして、マ
トリックス法、概念化シート、拡大指導案等がある。詳
しくは竹内（ ）を参照されたい。
　本時では、マトリックス法を使用する。授業の「成果」
「課題・疑問」と「改善策・共有化」を行に、「子どもの
活動」と「教師の支援」、「その他」を列としたマトリッ
クスを模造紙（図 ）に作りファシリテーター（ワーク
ショップの司会進行役）を中心にワークショップを進め
る方法である。成果には、良かった点やうまくいったと
ころの青の付箋を貼る。課題・疑問のところには、疑問
点やうまくいかなかったところの赤の付箋を貼ってい
く。それぞれ同じようなことが記入してある付箋はグル
ープ化してキーワードを付けていく。それぞれのグルー
プでの関係がわかれば矢印等でグループ間の関係を視覚
化する。それを基に、改善策や良かったところの共有化
を図っていく。 ～ 名で つの班を作り、最後は、フ
ァシリテーターが班での話し合った改善策や共有化する
ところを発表して全体での授業研究の共有化も図る。こ
の方法では、特に焦点を当てたい視点を授業参観前にテ
ーマとして設定しておくことが有効である。この方法は、
ファシリテーターが時間の管理をし、参加者の意見を引
き出し、それらの意見を関連付けたりまとめたりする力
を必要とし、深まった授業研究のためには、ファシリテ
ーターとグループ員の柔軟な相互作用が必要となる。

　学生は授業VTRから学習環境と指導の手立ての成果
と課題・改善点を KJ 法で抽出し、さらに授業の改善策
を考えることで授業分析力を向上することをねらいとす
る。また KJ 法を行うことで学生はワークショップに参
加意識をもって臨むことになる。ブレインストーミング
の 原則である ．他者の意見に批判しない。 ．思い
ついたことはどんどん示す。 ．できるだけ多くの意見
を出す（質より量） ．他人の意見を聞いて新しい発見
をする。をワークショップを始める前に示し、多くの意
見を自由に出し、いいところは共有化することを確認し
た。さらに、学生の抽出項目を検討することで学生の授
業への視点を明らかにし今後のシラバスの授業方法への
指針とする。

　児童教育学科の 年 名は「教育の方法と技術」の
授業で「授業分析のワークショップ型協議会」の説明を
聴く。続いて、公立小学校の承諾を得た 年生算数「ひ
き算（ ）」の授業VTR（学習環境や指導法の活動がわ
かる場面を抽出し 分に編集）を視聴させた。学生に
は青と赤の付箋を配布し上記で述べた「KJ 法を使った
マトリックス法」で授業研究を行った。授業VTRはビ
デオ観察分析ツール（CIAO: Collaborative Implement 
for Active Observation）で視聴させた。
演習内容概要
　授業参観の視点としてのⅠ教師の話し方、Ⅱ授業展開、
Ⅲ教材教具、Ⅳ学習環境について説明をする。
　また、ユニバーサルデザインを視点とした授業のポイ
ントとして次の つを説明する。①場の構造化、②刺激
への配慮、③ルールの確立、④生活の見通し、⑤指示の
出し方、⑥集中・注目のさせ方である。
　次に、授業研究のワークショップ型協議会について「マ
トリックス法」の進め方について確認をする。CIAOを
利用して授業VTRを視聴後、マトリックス法でのワー
クショップ型授業研究協議会を行う。
授業VTR内容概要
　小 　算数　単元名　ひきざん「 - のけいさんの
しかたをせつめいしよう」以下授業VTRの概要である。
　　 ．学習課題の確認　 ．問題「ぱんが こありま

す。 ことりました。なんこのこるでしょう」 ．
式を考えワークシートに記入　 ．数図ブロック操
作で計算を確認（個別） ．計算の仕方をブロック
で再確認（児童：黒板で説明） ．ブロックの動き
で計算の仕方をことばで確認（教師： を と
にわける、 から をひいて 、 と で ） ．
計算の手順話型の数字を空欄にして確認（黒板）
．ホワイトボードの「 - 」の計算の仕方の確認　
．振り返りを行う。

・アンケートの結果
　ワークショップ後、参加度（あなたはどのくらい参加
することができましたか）、共有度（自己と他者の意見
を共有することができましたか）、拡張度（自己の考え
を広げることができましたか）、意欲度（意欲的に取り
組むことができましたか）について 件法（ ：できな
かった～ ：よくできた）でアンケートを行った。
　参加度（M= . , SD= . ）、共有度（M= . , 
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SD= . ）、拡張度（M= . , SD= . ）、意欲度（M= . , 
SD= . ）と高い数値を示し、学生がワークショップに
積極的に取り組み他者の意見を共有しつつ自己の考えを
深めていったことがわかる。
・OUTPUTの成果
　前回の授業法研究 で行った KJ 法では「ユニバーサ
ルデザインを視点とした授業の手立て見つけ」として授
業内容の抽出を中心にしていた。今回は、授業の成果
と課題を抽出し、さらに改善策を協働思考することで
output の充実も図った。その結果、抽出項目をマトリ
ックス法（KJ 法利用）でグループ化しキーワードをつけ、
まとめていくことで多くの学生は、意見が共有できた、
自分の気付かなかった視点が知れた、考えの幅が広がっ
た等の感想を記述していた。これは前回の成果と共通す
ることであった。今回は、さらに授業の改善策を協働思
考したことで、指導場面での教師対児童の双方向性に加
え児童間の理解の伝達や教え合う場面の必要性などを考
えることができた。また、グループ間での発表により児
童間の活動がペアであったりグループであったりする効
果を考えることができた。

師児

体物

体

子どもの活動 教師の支援 その他

物

成果

課題

改善策

座席配置

ペア活動の導入
具体物の操作

具体物の操作

児童対教師

図１　ワークショップ型マトリックス法（例）

　授業分析については、学生が授業の中の部分に注目し
て活動を抽出する傾向があった。この授業では授業全体
の流れのなかでの small step の工夫など仕組まれてい
る。学生に単元を見通した俯瞰的な分析力を育成するこ
とが課題となった。
　また、本事例は、 年度に実践された。 年度
では、コロナ禍により対面でのグループワークができな
くなった。今後、グループワークもオンライン会議シス
テムのような ICT を有効に活用していく必要があると
考えられる。対面とリモートのグループワークの比較検
証が今後の課題となると考えられる。

竹内正裕（ ）大学における効果的な授業法の研究

 （竹内 正裕）

　昨今の ICT（情報・通信技術）の発展には目覚ましい
ものがあり、その外国語（英語）教育への応用や児童・
生徒に与える効果についての実践報告も多く発表されて
きている。ICT の効用は多岐に渡り、外国語教育の質を
高める画期的なツールであることは疑いない。
　しかし、ICT は外国語教育の課題をことごとく解決す
る魔法の杖ではないことに留意する必要がある。たとえ
ば、指導者が ICT 機器やソフトウエアを十分使いこな
せなければそもそも授業での活用は見込めない。また、
指導者が使用法に習熟していたとしても、ICT の使用目
的を理解し、児童生徒理解に基づいて教材・機器と指導
内容・方法との整合性を図らなければ十分な効果は得ら
れないであろう。場合によっては「ICT を使用しない」
ことが最善の選択肢になる場合すらある。
　本稿は、外国語教育における ICT の効用と課題につ
いて基礎的な考察を加えることを目的とする。以下、ま
ず では、外国語教育で利用しうる ICT の種類につい
て概観する。 では、小学校外国語活動・外国語科の
授業を念頭に、デジタル教材と電子黒板に焦点を当て、
ICT の効用について確認する。 では、ICT の活用とイ
ンタラショナルデザインの関係について考察する。 で
は、ICT の課題と展望の一端を確認し、まとめとしたい。

　外国語教育における ICT でまず思い浮かぶのは、電
子黒板（interactive whiteboard）、デジタル（マルチ
メディア）教材、CALL（computer-assisted language 
learning）、インターネットの活用であろうが、それ以
外にも従来から利用されていたテレビ・ラジオ・電子辞
書・デジタル録音録画機器（CD/DVD レコーダー）な
ども含まれる。このうち、小学校の教室環境において特
に有用で外国語教育の新しい可能性を切り開くものは電
子黒板とデジタル教材であろう。

　外国語活動・外国語科でデジタル教材・電子黒板を使
うことで、これまで難しかった教材提示上の工夫が手軽
にできるようになった。たとえば、語彙指導に有効なフ
ラッシュカードはパワーポイントを使うことで操作性を
向上させることが可能になったが、デジタル教材を使う
ことで児童の習熟度や特性に合わせたきめ細かい提示が
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できるようになっている。イラストのみ、スペリングの
みの提示に加え、それぞれの大きさも選択することがで
きる。児童が文字に習熟するのに合わせて、イラスト部
分を小さく、スペリングを大きくしていくなどの活用が
可能である。提示間隔の選択やランダム再生が自在にで
きるのもデジタル教材ならではの強みであろう。
　デジタル教材には外国語教育に特化した機能が集約
され、必要な時にすぐに使えるのも大きな強みである。
たとえば、英語のリズムを練習する際に、これまでは
CD/DVD、リズムボックス・メトロノーム、ピクチャー
カードを別々に準備する必要があったが、デジタル教材
にはこれらが一箇所にまとめられているため、直ちに練
習に取りかかることができる。外国語授業では帯活動や
隙間時間を利用して短時間の活動を積み重ねることが多
い。準備や後片付けが迅速にできることはデジタル教材
の見過ごされがちな長所と言えるであろう。
　デジタル教材にはネイティブスピーカーの音声が多く
収録されているが、これは日本語を母語とするHRTの
役割を補い、耳からのインプットを増やすことだけに留
まらない効用がある。たとえば、音声の再生速度を変え
たり、文字提示の有無を選択したりする機能によって、
児童の習熟度や認知メカニズムに合わせた指導が可能に
なる。児童が文字に慣れ親しんでいない段階では、音声
だけを聞かせることで、児童への負荷を軽減することが
できよう。人間の認知資源は限られているので、情報処
理上の負担を調節することの有用性は論ずるまでもな
い。　
　デジタル教材のオーセンティックな（＝本物志向の）
動画や音声は児童の異文化理解・異文化コミュニケーシ
ョンへの興味・関心を高め、内発的動機付けを引き出す
ことに役立つ。動画に登場する同世代の小学生と疑似的
に対話する活動もあり、世界の人々とつながる楽しさを
味わうことができる。これは、多様な人々とコミュニケ
ーションを図ろうとする姿勢の原動力となる。
　電子黒板とデジタル教材を組み合わせて使うことで児
童の主体的・協働的学びが促進されることも指摘してお
きたい。たとえば、外国語活動には自分の好きな色を使
って虹を完成させ、好みの多様性に気づかせる活動があ
る。児童が各自の教科書（紙媒体）に虹を描けばよいわ
けであるが、何人かの児童を指名し、電子黒板に提示さ
れた絵に直接虹を描いてもらうこともできる。こうする
ことで児童それぞれの虹をクラス全体に共有できるだけ
でなく、描いた児童は授業への参加意識が高まり、強い
当事者意識を持つことができるようになる。タスクを自

分事として捉えることができるようになるということで
ある。これは、自分の思いを大切にしながら他者の考え
を尊重する態度を養う基盤となるであろう。

　ここでは、鈴木（ ）に基づいて、外国語教育にお
ける ICT の活用とインストラクショナルデザインとの
関連について考えてみたい。
　まずデジタル教材による小学校英語の学びは、最初
に最終的ゴールが分かる全体像から始め、徐々に複雑
な課題を提示していく精緻化理論と相性がよいと言え
る。一例を挙げる。文部科学省（ ）の Unit （I 
like blue）において、最初の目標は自分の好きな色につ
いて I like～で表現できることにある。この時点で「好
きなものを伝えたり聞いたりする」という最終ゴールは
明確になっている。最初に色名（black, blue）が選ば
れているのは、外来語になっている単語も多く（ブラッ
ク、ブルーなど）、また不可算名詞のため語形変化させ
る必要もなく、児童にとって負荷が非常に小さいからに
ほかならない。色名の後はスポーツ名が続く。スポーツ
名（baseball, soccer など）は色名よりやや複雑である
が、多くは外来語になっており（サッカー、バレーボー
ルなど）、不可算名詞でもあるのでそれほど負荷は大き
くないからである。最後は食材の好みを表現する段階に
なるが、ここではなじみのない単語（cucumber, green 
pepper など）も登場する上、可算名詞・不可算名詞の
区別も求められ、児童への負担は相当重い。この指導の
流れでは、最初の段階から全体を知り、限られた範囲の
語彙だけでもコミュニケーションの楽しさを味わえるこ
とが大きな利点であろう。その後、段階的に複雑な表現
が導入されるので飽きずにコミュニケーションへの意欲
を維持できる効用も大きい。最初から児童に全貌を示し、
徐々に細部が理解できるようにしていくトップダウン的
指導は小学校英語教育全体に通底する特徴である。
　デジタル教材には先行オーガナイザーの活用も随所に
見ることができる。トップダウン的指導とも関連するが、
新出表現を具体的文脈の中で最初から提示し、その有用
性を児童に実感させながら今後の見通しを持たせる工夫
が典型例として挙げられる。
　見やすさ・分かりやすさ（文字情報・イメージ情報・
レイアウト）もデジタル教材の特質であるが、そこには
児童の内発的動機付けを喚起・維持するゲーミフィケー
ションの手法もふんだんに盛り込まれていることに注目
したい。デジタル教材には、英語を勉強していることを



─　　─

機関研究論文

意識することなくゲーム・クイズ感覚で与えられた課題
を達成するタスクが随所にちりばめられている。たとえ
ば、What’s this ? で影絵（シルエット）の正体や外来
語の漢字表記（海星＝ヒトデ）を尋ね合うクイズなどは
児童のわくわく感を大いに高めるであろう。

　外国語教育における ICT はまさに良いことづくめの
ようである。しかし、そこには陥穽も潜んでいることを
最後に指摘しておきたい。小学校英語におけるデジタル
教材や ICT の活用は、多重知能理論の観点からも、児
童の様々な能力・特性を活かしたタスクの提供を可能に
するという指摘がある。特に児童の認知的多様性に対応
できるメリットが大きいことは疑いない。しかし、教師
自身が児童の個性や成長、クラスの集団特性をしっかり
見取り、それに合わせて ICT の活用方法をカスタマイ
ズしなければ所期の効果は得られないであろう。ICT 活
用の土台にあるのは人間たる教師の確かな児童理解力・
指導力なのである。

文部科学省（ ）『Let’s try ! 』東京書籍
鈴木克明（監修）（ ）『インストラクショナルデザインの道具

箱 』北大路書房

 （服部 幹雄）

　少子高齢化の進行に伴う人口構造の変化は激しく、医
療の高度化・複雑化や医療技術の進歩等、変わりゆく社
会の中で、変化に応じた適切な医療提供体制の整備が求
められている。看護学教育では、 年 月に保健師
助産師看護師学校養成所指定規則及び「看護師等養成
所の運営に関する指導ガイドライン」が一部改正され、

年度から改正カリキュラムが適用されている。改
正された看護師等養成所運営に関する指導ガイドライ
ン（厚生労働省， ）では、看護基礎教育においても
ICT を活用するための基礎的能力やコミュニケーション
能力の強化に関する内容を充実されることの必要性が明
記されている。
　看護基礎教育における ICT 活用の必要性は、技術の
進化と教育の質向上に深く関連している。技術の進歩に
伴い、ｅラーニングをはじめとするオンライン学習プラ
ットフォームやシミュレーション学習が発展し、学生が
実践的なスキルを効果的に習得できるようになった。さ
らに、新型コロナウイルスのパンデミックによって対面
授業の実施に制約が生じ、オンライン学習やリモート教
育の重要性が一層明らかになった。ICT の活用は地理的
な制約も取り払うため、遠隔地にいる学生であっても質
の高い教育を受けることが可能となった。こうした背景
から、看護基礎教育に ICT を導入することは、学習の
効率化、実践力の向上、学習の共有と協働、自己評価と
フィードバックの促進、さらには柔軟な学習環境の提供
を可能にし、学生の学習効果を高めるとともに、教育の
質の向上に寄与する重要な役割を果たしている。

　看護基礎教育で活用されている ICT には、ｅラーニン
グ、ｅポートフォリオ、LMS（Learning Management 
System）、学習用アプリケーション（電子教科書など）、
医療教育用電子カルテ、XRデバイスなどが挙げられる。
看護基礎教育で ICT を導入する目的は、学習者の学習
の動機づけ、技能学習におけるマルチメディア教材の活
用とシミュレーション学習の促進、アップデートされた
知識の提供、卒後教育、遠隔教育など、多種多様となっ
ている。そのため、教員には、これらの ICT 機器のシ
ステムや特性を理解し、学習者の学習目標に合わせて活
用することが求められる。本稿では、看護基礎教育にお
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ける ICT の教育実践について、小児看護学領域におけ
る具体的な活用事例を紹介する。

　小児看護学領域の科目は、 学年次前期の小児看護学
概論（以下、概論）、 学年次後期の小児看護援助論Ⅰ
（以下、援助論Ⅰ）、 学年次前期の小児看護援助論Ⅱ（以
下、援助論Ⅱ）、 学年次後期の小児看護学実習（以下、
臨地実習）によって構成されている援助論Ⅰでは、子ど
もの健康レベルと発達段階に合わせた看護について学習
し、援助論Ⅱでは、事例をもとにした看護過程の展開と
看護実践について学習する。机上演習では、 分の講
義時間の中で、講義・グループワーク・グループ発表を
組み合わせた授業設計を行っている。小児期に特徴的な
疾患を持つ子どもと家族の事例を提示し、対象の発達段
階、疾患や治療の経過に合わせた看護について考察する。
その後、シミュレーション演習を通じて実践した看護を
振り返り、対象の疾患や治療の経過、発達段階に合わせ
た看護について理解を深めることを目的としている。

１）Google フォームを用いたグループワークの促進
　援助論Ⅰ・Ⅱでは、講義・演習の中にアクティブラー
ニング技法である「Think Pair Share」の方法を取り入
れ、学生全員が課題に参加することのできる環境を作っ
ている。この方法では、 つの問いに対して、まず、学
生が 人で考える時間を作る（事前課題を含む）。その後、
同じグループ内で共有・議論し、Google フォームにグ
ループで話し合ったことを入力する。最後にグループ発
表とGoogle フォームに記載された回答を全体で共有す
る。この方法を用いることで、学生全員の参加を促進す
るだけでなく、他者との意見交換や議論を通じて、コミ
ュニケーションスキルが向上すること、自分の考えを他
者に説明することで理解を深めること、多様な視点や意
見を共有することを目指している。
２）学習アプリケーションを用いた学習の促進
　援助論Ⅰ・Ⅱ、臨地実習では、参考図書として、本学
が契約している電子ブック（メディカルオンラインイー
ブックスライブラリー）を活用している。電子ブックは
スマートフォンやタブレット端末等、様々な媒体から閲
覧が可能である。また、電子ブックには検索機能があり、
特定の情報を迅速に見つけることができるため、講義・
演習における事前学習やグループワークの促進、臨地実
習中の自己学習を促進するための有効なツールとなって

いる。
３）ｅラーニングを用いた自己学習の促進
　援助論Ⅰ・Ⅱでは、小児看護学領域に特徴的な日常生
活援助技術（抱っこ、おむつ交換、点滴中の子どもの更
衣など）や看護技術（検査・処置時の看護、与薬時の看護、
身体計測など）について、演習前にｅラーニングツール
（ナーシングスキル）を活用し、知識および技術の確認
を行っている。ナーシングスキルは、エビデンスに基づ
く動画視聴が可能であり、手順を確認できるチェックリ
ストや確認テストが付いているため、演習前に繰り返し
視聴しながら手順を確認することができる。また、本ツ
ールは、スマートフォンやタブレット端末等、様々な媒
体から閲覧可能であることから、演習だけでなく、臨地
実習中の自己学習にも有効に活用されている。さらに援
助論Ⅰ・Ⅱでは、ナーシングスキルと整合性のある事前
課題を作成することで、学生が主体的に学習することを
支援している。
４）教育用電子カルテ（Medi-EYE）の活用
　教育用電子カルテは、実際の臨床に基づいて作成され
たものであり、学生がリアルな状況で受け持ち患児の情
報収集を行い、状態を評価し、看護計画を立案すること
を支援する。 学年次後期の臨地実習において、学生は、
限られた時間の中で電子カルテから必要な情報を選び、
子どもの状態を的確に把握することが求められる。そし
て、看護計画を立案し、実践、評価、修正するプロセス
を学ぶ。そのため 学年次後期の援助論Ⅰから教育用電
子カルテを活用することで、実際のカルテ情報から意図
的に情報を収集し、看護実践へとつなげる臨床判断能力
の育成を目指している。教育用電子カルテは、学生がス
マートフォンやタブレット端末等、個々のデバイスで同
時に閲覧することが可能である。そのため、個人課題を
促進するだけでなく、グループワーク課題の取り組みを
促進する有効なツールとなっている。
５）臨床現場を再現したシミュレーション演習の促進
　援助論Ⅰ・Ⅱでは、モデル人形やシミュレータを用い
たシミュレーション演習を積極的に行っている。
　援助論Ⅰでは、さまざまな発達段階にある子どもと家
族とのコミュニケーション、日常生活援助、身体計測の
演習を行っている。モデル人形を用いて、実際の子ども
役、看護者役を経験するだけでなく、啼泣機能やバイタ
ルサイン測定機能を備えたシミュレータを活用すること
で、コミュニケーションの工夫、安全・安楽な日常生活
援助、および身体計測の方法について学習している。
　 学年次前期は、受け持ち患児の情報収集、状態の把
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握、看護計画の立案、実践、評価の一連のプロセスを学
習する。教育用電子カルテと状況設定シミュレーション
演習を併用することで、学生が看護の一連のプロセスを
体系的に学習できるよう支援している。状況設定シミュ
レーションでは、実際の病室や患児と家族を再現した場
面の中で、学生が立案した看護計画に基づき、看護を実
践する。シミュレーション演習は、失敗が許される安全
な学習環境の中で繰り返し学習することが可能であり、
学生の心理的安全を確保するだけでなく、失敗経験を通
してより良い看護を模索・検討する機会にもなる。結果
として、学生は受け持ち患児の状態や発達段階に合わせ
た看護の理解を深めることができる。

　援助論Ⅰ・Ⅱにおける学生の授業評価では、概ね肯定
的な評価が得られている。一方で、ICT を活用した授業
設計と各科目の学習目標の到達度、ならびに臨地実習に
おける学習目標の達成度との関連について、客観的な評
価が十分に行われていないのが現状である。今後は、授
業設計と学習目標の達成度に関する客観的な評価方法を
確立することが重要な課題であると考えられる。

厚生労働省（ ）：看護師等養成所の運営に関する指導ガイド
ライン， ‒ ．

一般社団法人日本看護系大学協議会（ ）：令和 年度保健師
助産師看護師学校養成所指定規則の改正と大学における適用
の考え方，https://www.janpu.or.jp/mext_mhlw_info/，検
索日 年 月 日

 （橋本 侑美）

　保育学科では、第一部の学生は 年間、第三部の学生
は 年間の修養で保育士、幼稚園教諭二種免許を取得す
るカリキュラムとなっている。どちらのコースも入学し
た 年生の前期に子どもの保育に必要なピアノ技術の習
得のために「保育内容の理解と方法（音楽）」が卒業必
修科目となっている。そして、第一部の学生は、 年生
の後期に、また、第三部の学生は 年生の後期に「歌と
ピアノの技術」の科目が選択科目としてあり、「保育内
容の理解と方法（音楽）」で習得したピアノ技術を基に
弾き歌いや歌唱法の技術を習得している。保育学科では、
第一部 年生学生と第三部 年生を対象として後期の授
業が終了した 月に初めての実習である保育実習 Aを
控えていることもあり、ほとんどの学生がこの授業を履
修している。そして、第一部の 年生と第三部 年生の
前期、 月から 月に掛けての 週間、教育実習が行わ
れる。保育にこの学びを継続させるために、実習や今後
行われる就職試験への対応として、「子ども遊びと音楽」
が行われる。この授業では、教育実習での課題曲の他、
実習に向けて音楽遊びの指導法の学習、就職試験や就職
後にも生かせる即興法の技術などを習得している。
　音楽の授業としては、「保育内容の理解と方法（音楽）」、
「歌とピアノの技術」、「子どもの遊びと音楽」の学びの
承継を行い、そこで得た知識や技術を第一部の学生と第
三部 年生の学生を対象に、「保育内容演習（表現 ）」
や「総合表現演習」の授業に生かし、カリキュラムツリ
ーを構成している。
　先に述べたように、短期大学部では第一部の学生は
年間、午前中だけの授業となる第三部の学生らは、短期
間で保育に必要なピアノ技術や子どもの歌の知識と技術
を習得する必要がある。
　令和元年度終わり頃から広がりをみせた新型コロナウ
イルス感染症は、人との接触、特に飛沫感染を避ける必
要があった。特に、音楽の授業では、ピアノや歌唱の技
術の習得のため、個室にて隣り合う形で個人指導を行っ
ていた。また、歌唱技術の習得には、発声、発音、歌唱
というように、口を大きく開け、声を用いなければ身に
付かない技術であり、ML教室にて集団で歌唱を行って
いた。
　感染を避け、学習効果を維持するために、本学で利用
可能な LMSシステム（Calabo/Glexa）を令和 年度の
後期から手探り状態で少しずつ活用していったが、指導
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する教員の知識が覚束ないことと、学生らも利用に慣れ
ていなかったことから、本格的に取り入れていったのは
令和 年度からとなった。また、本学の LMS システム
（Calabo/Glexa）の運用についても、令和 年度をもっ
て終了となった。以下に、令和 年度から令和 年度ま
での音楽の授業で活用した本学 LMSシステム（Calabo/
Glexa）の内容、および、学習効果について述べること
とする。

　短期間ではあるが、保育に必要なピアノ技術を習得す
るために、本授業はバイエル 番以降から開始し、
程度までの曲を 曲と音階、子どもの歌の移調奏の弾き
歌い 曲を課題としている。但し、令和 年度以降は、
年々、ピアノ技術未経験者が多く入学していることを考
慮し、これまで実施してきた音階と弾き歌いの移調奏演
奏の他、ピアノ未経験者や初心者を対象にバイエル
番以降から 番までの中の 曲を必修課題としたＡグ
レード、 番から 番までの 曲を課題としたＢグレ
ード、 番までの 曲を課題としたＣグレードという
ようなレベル分け、学生自身が選択し、それぞれに合わ
せた指導を行った（図 参照）。

　その内容は、Ａグレードを対象とした模範演奏を
Glexa にアップロードし、学生の自主練習をサポートす
ることを目的とし、本授業における ICT の活用を令和
年度から実施した。その内容は、全グレード共通曲と

なる「おかたづけ」（作詞・作曲者不詳、小林つや江編曲）
の原調（ヘ長調）とハ長調の移調奏の他、Ｂグレード、
Ｃグレードを選択した学生については、ピアノ経験者で
あることから自主学習が可能ということで、『全訳バイ
エルピアノ教則本』より、自主学習が難しくなるバイエ
ル課題曲、バイエル 番、バイエル 番、バイエル
番の曲について、それぞれの原曲の演奏動画、楽譜を示
しながらの右手の解説とその演奏動画、楽譜を示しなが
らの左手の解説と演奏を行った。撮影については本学の
教員であった白石朝子講師が演奏し、学生が手の位置を
理解しやすいようにピアノの鍵盤を真上から撮影した。
　その動画内容とそれぞれの視聴時間を表 に示す。
　「おかたづけ」の曲については、演奏が 秒、演奏す
るための解説の動画も 分 秒と短く、両方合わせて
も 分 秒、バイエル 番、 番についても、それぞ
れの解説を含めた視聴時間はおおよそ 分程度であるた
め、学生たちは何度も視聴し、ピアノ技術習得に繋げ
た。バイエル 番は、Ａグレードの発表課題曲であり、
難易度もピアノ未経験者にとっては困難な課題と言えよ
う。しかし、それまでの課題に取り組むことに加え、
番の演奏法について詳しく解説した動画視聴を行ったこ
とで学生の自主練習に向けたサポートを支援できた。そ
の結果、前期の授業開講期間内で課題を終えられなかっ
た学生についても、再試験までの期間に動画を利用し、
課題を終えらせることができた学生が多くいた。
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　しかし、電子機器を苦手とする学生や、ひとりでの練
習が苦手な学生にとっては、動画での視聴も意味をなさ
ず、学生のやる気を促すには対面での指導も必要である
ことがわかった。

　保育者にとって、ピアノの他に必要な音楽のスキルに
は、子どもの歌の知識と歌唱技術の習得が挙げられる。
本授業では、 分を 分ずつ 分割し、弾き歌いの演
奏技術の習得を個人指導、歌唱技術の習得をグループ指
導、保育の指導に役立つ手あそびやリズム遊び等の音楽
を活用した指導の習得をグループ指導で行い、それぞれ
を全て受講する内容で構成している。
　使用テキストは、小林美実監修、井戸和秀編集、チャ
イルド社から出版されている『いろいろな伴奏で弾ける
選曲　こどものうた 』のテキストを中心に 曲を選
曲し、内、 曲は 部合唱のように異なるフレーズや異
なった動作が盛り込まれているため、それぞれの歌唱法
の動画を撮影し、全体総数 曲の視聴を課題とした（表
参照）。

　毎回、 曲程度の授業課題と参考曲 曲の学習を設定
した。それぞれの曲は短いものの、 分の授業時間中、
対面授業ならば歌の解説や詞の朗読、模範歌唱の視聴、

歌唱練習を行うには、 ～ 曲程度を覚えるのが限度で
あった。しかし、動画視聴を取り入れることで、これま
で参考曲として曲名だけを紹介していた歌や動きを付け
ることで表現が広がる子どもの歌について、多くの子ど
もの歌を紹介することができた（動画の内容の一部　写
真 ～ 参照）。

写真　動画の内容１ 写真　動画の内容２

写真　動画の内容３ 写真　動画の内容４ 写真　動画の内容５

　学生からの評価としては、通学の際に視聴することが
できるのと、何度も繰り返し視聴することで歌を覚える
ことにつながり、自宅で視聴する際は家族も一緒にいる
ことで、大学での学びの様子を保護者の方も理解しても
らい、保育者になるための励ましの言葉をもらったとの
発言もあった。また、動画が至近距離から撮影している
ため、顔の表情や目線など、視聴する度に気づくことも
多かったとの感想も多く寄せられた。
　飛沫感染を防ぐのに有効であった動画の導入ではある
が、歌唱法における動画は学習効果があったといえよう。

　本授業は、保育実習 Aを終えた卒業学年の前期科目
であり、本授業期間中に教育実習が行われる。また、就
職試験の開始、保育実習 への準備期間ともいえる。従
って、音楽を用いて子どもたちの表現あそびを豊かにす
るための指導法を中心に、弾き歌いや子どもの歌のピア
ノ技術の更なる技術の習得を目的とした「演奏法」と、
子どもの歌の初見や簡単な伴奏付けの技術の習得を目的
とした「初見演奏法」と、子どもの音楽遊びの実践を学
ぶ「実践法」の つのグループを 分ずつ受講する内
容で構成されている。
　ICT の活用としては、「実践法」の授業の中で、子ど
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もの前に立っていることを想定して、導入を含め、手あ
そびの様子を動画に撮影し、受講生同士でも閲覧できる
ように設定したGlexa のコーナーにアップする課題を
行った。
　アップする手あそびについては、レパートリーを増や
すことも目的としているため、授業で学んだもの以外と
した。その結果、全員の学生が、YouTube を視聴して
知識を広げたと述べた。
　アップされた手あそびの動画については、同じ題名の
作品もあったが、導入の方法が違ったり、表情や表現法
が違ったりしたため、学生たちも導入法について学びが
深まったと言っていた。
　特に教育実習中は、この動画をよく視聴したとの発言
が何人もから寄せられた。理由としては、YouTube か
ら作品を検索した場合、情報が多すぎるため、どれを視
聴したらよいのかがわからないことと、友人が行ってい
ることから親近感があり、導入の方法など、分からない
場合は直接質問することができるからとのことであっ
た。
　手あそびにおけるチャット機能も含めたGlexa の活
用は、実習中など登校できない状況においても利用でき
るため、有効であったといえよう。

　YouTube などでもバイエルの演奏動画を視聴するこ
とができる。しかし、その多くは、楽譜に記載されてい
る音価や速度、強弱記号、また、運指法についても記載
通りの模範演奏とは限らない。本授業で示した動画は、
楽譜に記載された演奏法を忠実に守り、解説を行いなが
ら模範演奏を行っているため、学生に学習しやすい環境
を提示できたことといえる。
　先にも述べたように、ICT などの電子機器の活用が苦
手な学生にとっては学習意欲が高まらないことから、扱
いやすい方法について考えていく必要があることと、一
人での学習を苦手とする学生の多くが、読譜と運指法に
問題があることから、読譜の技術の向上と、運指法につ
いての指導も必要なことがわかった。特に、大学で初め
てピアノを学ぶ学生にとって、バイエルの演奏技術は左
右の 本ずつの指をそれぞれ異なった指示により動かす
ことが必要となるため、思うように運指ができるような
指導法についても、研究が必要なことがわかった。

　コロナ感染を回避することや子どもの歌の知識を得る

ためには、動画視聴が大変効果的であったといえよう。
しかし、歌には、皆で一緒に歌うことで一体感を味わっ
たり、皆で歌う喜びを感じたりする共感する力がある。
この力こそが言葉を超え、国を超え、世界につながる音
楽の力といえよう。それを実際に体験できなかったのが
非常に残念である。このことは、コロナ禍を明けてから
の実施となるであろう。

　本授業では、手あそびの指導法を基に ICT を取り入
れた授業で構成した。やはり、コロナ禍ということで、
歌唱を伴うことから飛沫感染を回避するために ICT を
使った授業は効果的であったといえよう。
　しかし、手あそび以外の内容についても、子どもの遊
びが広がるように ICT の活用を行うことが大切であり、
その研究が必要なことがわかった。

　短大における ICT を活用とした授業の例として、担
当する音楽関連の授業の内容を基に記述したが、本機関
研究「大学授業法 」の 年間において、本学 LMS シ
ステム（Calabo/Glexa）を積極的に利用した授業法は、
コロナ禍により人との直接的な接触を避けるための方法
と相まって、学生の学習に非常に有効であったといえよ
う。特に、短大の学生にとっては、 年間、ないし、
年間という短い期間で幼稚園教諭二種免許状や保育士資
格を得るため、授業も含め時間的に余裕が無く、ICT を
活用することで知識や学習量を効果的に増やすこともで
きよう。しかし、ICT の利用が、その表面的な知識の習
得だけにならないように、また、人と人との直接的なコ
ミュニケーションからしか学べないこともあることか
ら、どのようなことを ICT で活用していくと効果的で
あるのかを精査していく必要があるといえよう。そして、
AI など ICT は時の経過とともに更に進化を遂げている
ことから、新しい技術についても研究を行い、取り入れ
た ICT が時代に合っているのかについても、学びを深
めていく必要があるといえる。今後も引き続き、研究を
行っていきたい。

バイエル『全訳バイエル教則本』全音楽譜出版社、
小林美実監修・井戸和秀編『いろいろな伴奏で弾ける選曲　こど

ものうた 』チャイルド社、

 （河合 玲子）
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　現代社会では、子どもの虐待とドメスティック・バイ
オレンス（Domestic Violence；以下DVとする）は深
刻な社会問題である。保育者養成校でこれらの問題を学
ぶことは、将来の保育現場での実践において極めて重要
である。保育者は子どもと日常的に接する立場にあり、
虐待の兆候を最初に察知できる可能性がある。そのた
め、虐待やDVに関する知識を持つことで、異変に気付
く感度が高まり、早期発見が可能となる。早期発見は、
子どもの安全確保と適切な支援につながる。また、子ど
もの最善の利益を考慮し、その権利を守ることは保育者
の責務であり、虐待やDVに関する学習を通じて、人権
意識を高め、子どもの権利を尊重する姿勢を養うことが
できる。さらに、これらの問題は家庭や地域社会とも深
く関わっている。虐待とDVの知識を持つことで、保護
者との信頼関係を築き、地域の関連機関と連携して子ど
もの福祉を推進する力を身につけることができる。加え
て、保育者としての専門的な倫理観や責任感を育むため
にも、虐待やDVに対する深い理解が不可欠であり、こ
れにより、子どもの安全と福祉を最優先に考える姿勢を
確立することができる。
　そこで、保育を学ぶ学生が、意欲的に授業に取り組
むために、「子ども虐待とDV」の授業にインストラク
ショナルデザイン（Instructional Design；以下 ID と
する）の視点で授業を構成することを試みた。IDとは、
教育活動の効果と効率と魅力を高めるための手法を集大
成したモデルや研究分野である。またはそれらを応用し
て学習支援環境を実現するプロセス（鈴木 ）と述
べている。本授業実践をまとめる際、ID の中心である
ARCS 動機づけモデルを取り入れることにより、学生の
学習意欲を高めるための設計や評価に有効であると考え
て試みた。

　本学の 年生科目「子ども家庭福祉」において、「子
ども虐待と DV」に関する授業を ID の視点で実践し、
学生が主体的に学ぶことを目的とする。具体的には、
ARCS 動機づけモデルを取り入れ、学生の学習意欲を高
める授業設計と評価を行う。

　学習意欲は、学習者が自発的に学びに取り組む動機づ
けの強さを指し、教育効果に大きな影響を与える。高い
学習意欲を持つ学習者は、学習内容への深い理解や知識
の定着、問題解決能力の向上など、学習成果が向上する
傾向がある。一方、学習意欲が低いと、学習への取り組
みが消極的になり、成果も限定的となる可能性が高い。
　ARCS 動機づけモデルは、教育心理学者ジョン・ケラ
ーが提唱した学習意欲向上のためのモデルで、以下の
つの要素で構成されている。これは、授業や教材を魅力
あるものにするためのアイデアを整理するための枠組み
でもある。
（１）Attention（注意喚起）：学習者の興味を引きつけ、
注意を維持する。
（２）Relevance（関連性）：学習内容が学習者の目標
や興味に関連していることを示す。
（３）Confidence（自信）：学習者が成功できるとい
う信念を持てるよう支援する。
（４）Satisfaction（満足感）：学習の成果に満足し、
学習意欲を持続させる。
　これらの要素を考慮して教育プログラムを設計・実施
することで、学習者のモチベーションを高め、教育効果
の向上が期待できると考えた。

　「子ども家庭福祉」の授業において、瑞穂区役所職員
および学生に写真掲載については、本報告書（総合科学
研究所：大学における授業づくり）の主旨を口頭で説明
し、書面で許可を得た。

　授業実践「子ども虐待とDV」において、ARCS モデ
ルを適用した結果を以下に示す。

　 年 月 日、「子ども家庭福祉」の授業では、瑞
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穂区役所民生子ども課の職員を招き、本学 年生の学生
を対象に「児童虐待とDV」に関する特別講義を実施し
た。講義内容は、児童虐待とDVの概要に加え、瑞穂区
や名古屋市における実態を含み、クイズ形式を取り入れ
ることで学生の興味を引きつけた。
　これにより、学生は「児童虐待とDV」を身近な問題
として認識し、授業への積極的な参加が促進された。

　以下のテーマでグループに分かれてパネルを作成す
る。
①子どもの虐待の種類とその影響
②DVが子どもに与える影響
③虐待とDVの予防策
④虐待とDVの法的対応
⑤虐待とDVの支援機関の役割
⑥虐待とDVの被害者支援
⑦虐待とDVの加害者への対応
⑧虐待とDVの社会的認識と啓発活動
　 年 月 日と 月 日の授業において、学生た
ちはグループワークを通じて「子ども虐待とDV」に関
するパネル作成に取り組んだ。各グループは ～ 人で
構成され、学生自身の経験や興味・関心、知りたい情報
や知識と関連付けながら、具体的な内容について検討を
した。多くのグループは、将来の保育現場で直面する可
能性のある状況を想定し、その対応策や取り組みを考察
した。この活動を通じて、学生たちは「子ども虐待と
DV」の問題を身近に感じ、主体的に学ぶ姿勢を養うこ
とができた。

グループワークを通じてパネル作成
（ 年 月 日・ 月１日実施）

　 年 月 日の授業では、学生にパネル作成の目
的と到達目標を明確に伝えた。具体的には、パネル作成

（プレゼン）とは、相手が求める情報を効果的に伝える
ことであり、閲覧者がそのパネルを見てどう感じるかが
重要であることを強調した。特に、「保育」を学ぶ学生
が『子ども虐待』について、どのように考え、どのよう
に行動したいかというメッセージを伝えることが目的で
あると説明した。

パネル作成（プレゼン）とは…
◎ 相手が、欲しいと思っているものを伝える 相手が、
そのパネルを見て「どう思ったのか」が重要！

◎ 今回は、「保育」を学ぶ皆さんが、『子ども虐待』に
ついて、

① どのように考え、②どのようにしたいと思っている
かそのメッセージを伝える！

　全体の作業がほぼ完成した段階で、上記の内容をパワ
ーポイントで提示し説明した結果、学生たちは以下の行
動を取った。
）伝えたいポイントを一つに絞るための話し合いを行

った。
）パネル上の文字の大きさや色彩に工夫を凝らした。

　これにより、学生たちはパネル作成の目標を明確に理
解し、工夫すべき点を把握することで、学びを深めるこ
とができた。このプロセスは、学生一人ひとりの自己効
力感の向上にも寄与したと考えられる。

　学習者の満足感を高めるため、学生が作成したパネル
を地域や校内で展示し、達成感を得られる機会を提供し
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た。これにより、学習の成果を認識し、内的満足感を得
ることができた。
　さらに、相互にコメントし合う機会を設け、評価や称
賛を通じて外的満足感を得られるよう配慮した。

　授業評価の方法として、各授業後に学生自身による振
り返りを実施し、自己評価を促した。さらに、各回の目
標に対して評価基準を設定し、形成的評価を行った。こ
れにより、学生は自身の学習状況を客観的に把握し、学
習意欲の向上につなげることができた。

・Attention（注意喚起）：地域の専門家による特別講
義やクイズ形式の導入により、学生の興味を引き、学
習内容への集中力が向上した。

・Relevance（関連性）：グループワークで学生自身の
経験や将来の職務と関連付けたテーマ設定を行うこと
で、学習内容の実用性を実感し、主体的な学びの姿勢
が強化された。
・Confidence（自信）：パネル作成の目的と到達目標
を明確に伝えることで、学生は自らの役割を理解し、
作業に対する自信を深めた。
・Satisfaction（満足感）：完成したパネルを地域や校
内で展示し、相互評価の機会を提供することで、達成
感と学習成果に対する満足感が高まり、学習意欲の持
続につながった。

　これらの結果から、ARCS モデルの適用は学生の学習
意欲と理解度の向上に有効であることが示唆された。

①授業実践の成功要因
・ARCS モデルの効果的な適用：学生の注意を引き、学
習内容の関連性を示し、自信を育み、満足感を提供す
ることで、学習意欲を高めることができた。

・実践的なグループワークの導入：学生自身の経験や将
来の保育現場を想定した活動を取り入れることで、主
体的な学びを促進した。

・明確な目標設定とフィードバック：パネル作成の目的
や到達目標を明確に伝え、学生同士のコメントや評価
を通じて、自己効力感を向上させた。

②課題
・時間配分の調整：グループワークやパネル作成に十分
な時間を確保する必要があった。

・個別支援の強化： 人余の人数で演習を行ったため、
学生一人ひとりの理解度や進捗状況に応じたサポート
が必要であった。

　保育者養成教育における ARCS モデルの有用性は、
以下の点で確認された。
・学習意欲の向上：ARCS モデルの各要素（注意喚起、
関連性、自信、満足感）を授業に組み込むことで、学
生の学習意欲が高まった。特に、地域の実情に即した
特別講義やグループワークを通じて、学生は学習内容
を身近に感じ、主体的に取り組む姿勢を示した。

・理解度の深化：学生自身の経験や興味と学習内容を関
連付けることで、理解が深まった。具体的なパネル作
成やグループディスカッションを通じて、理論と実践
の橋渡しが効果的に行われた。

・自己効力感の醸成：明確な目標設定とフィードバック
により、学生は自信を持って学習に取り組むことがで
きた。これにより、将来の保育現場での実践に対する
準備性が向上した。

・学習成果の共有と評価：作成したパネルの展示や相互
評価の機会を提供することで、学生は達成感を得ると
ともに、他者からのフィードバックを通じて自己評価
能力を高めた。

　これらの成果から、ARCS モデルは保育者養成教育に
おいて、学生の学習意欲を高め、深い理解と実践的な能
力の育成に有効であることが示された。

　本実践を総括すると、ARCS モデルを活用した授業設
計により、学生の学習意欲と理解度が向上し、主体的な
学びを促進できたことが確認された。特に、地域社会と
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の連携や実践的な活動を取り入れることで、学生の関心
と自信を高める効果があった。一方で、授業評価の方法
や継続的な改善点については、さらなる検討が必要であ
る。今後の研究や実践に向けて、以下の提言が考えられ
る。
・評価方法の多様化：学生の学習成果を多面的に評価す
るため、自己評価や相互評価に加え、客観的な評価基
準の導入を検討する。

・継続的なフィードバックの実施：授業中や授業後に学
生からのフィードバックを収集し、授業内容や方法の
改善に活用する。

・地域連携の強化：地域社会や関連機関との連携を深
め、実践的な学びの機会を増やすことで、学生の実践
力を高める。

・ICT の活用：デジタル教材やオンラインツールを活用
し、学生の多様な学習スタイルに対応した授業設計を
行う。これらの取り組みにより、保育者養成教育にお
ける授業の質をさらに向上させ、学生の主体的な学び
を支援できると考えられる。

鈴木克明（監修）・市川尚・根本淳子（編著）（ ）『インスト
ラクショナルデザインの道具箱 』，北大路書房．

向後千春（ ）インストラクショナルデザインの観点を採用し
たアクテイブラーニング．名古屋高等教育研究， ‒ ．

鈴木克明（ ）インストラクショナルデザイン─学びの「効果・
効率・魅力」の向上を目指した技法─．通信ソサイエティマ
ガジンNo.  秋号，電子情報通信学会， ‒ ．

 （鈴木 美枝子）

　保育は、複数の保育者の協働に支えられ、保育者と複
数の乳幼児と生活を共にする中で、乳幼児の発達を支え
る営みである。保育者を目指す学生にとって、協働を円
滑にするにはコミュニケーション力は、必要不可欠であ
る。それとともに、自己の意見を持ち、常に内省し、瞬
時に対応する行動力が必要であると筆者は考えている。
授業内で筆者は自身の保育経験を伝えながら、協働的保
育の必要性を伝えてきた。協働とは他者に従って働くこ
とでなく、お互いの意見を認め合うことから始まる。自
分なりの意見を持っていることが協働の成立には必要で
あると言うことである。保育は、流動的でその時どきに、
瞬時に考え行動したことの積み重ねで成り立つ。その考
えの基になるものが価値観である。価値観はそれまでの
経験や過ごしてきた環境によって培われる。したがって
筆者の授業では、その価値観を広げたり深めたりする手
段としての話し合いを積極的に取り入れて、学生には内
省的観察力を身につけて欲しいと力説してきた。
　本研究で筆者は、「インストラクショナルデザインの
道具箱 」）を参考にして実践事例を活用し、学生自ら
が学修する演習の指導形態を取り入れ、その効果を検証
する。

　次に示す授業形態により学生の理論的理解と感情的理
解、両方を習得できることを明らかにする。

　教材は、実践事例検討を主とする。
（ ）方法
①グループワークは、ケーススタディーやKJ 法を使い、
また認識革命理解 ）の 段階を参考に進める。またグ
ループの人数は、 人を基本とし、授業参加の様子や
課題内容によって変更する。

②発表の仕方は、口頭と紙面（板書も含む）で、課題内
容と授業時間の配分で決定する。発表者の選抜はグル
ープ内で決定する。但し、発表回数が同じになるよう
にする。

③学びレポートは、 段階評価と自由記述（評価根拠を
含む）とした。

④課題レポートは、後半（ 回授業のなかの 回目以後）
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から取り入れ、授業終了 分をあてた。
（ ）授業目標
　目標は、表 のように指導形態ごとに設定する。

表１　指導形態の方法と目標

授業形態 目標

① ・グループ討議
・グループワーク
　（KJ 法等）

討議中時間で人数を増加
（ 人→ 人→ 人）
発言の根拠も加えた発表

② ・グループ発表
　（口頭・黒板やプロジ
ェクターを使った発表）

発表は交代制・順番はグループで
決定する
発表を共有し、各学生の経験知と
する

③ ・学びレポート
　（振り返り）

行以上の文章で表現する
理解度を％で表記する
知識と体感がつながる理解の修得

④ ・課題レポート ～ 字にまとめる
自分の考えを文字に起こす
自分の考えをまとめる

　授業の変化を授業形態ごとに分析する。
①グループ討議やグループワークから
ア．実践事例を使った授業から
　筆者は、実践事例の検討は摸擬保育体験であると考え
取り入れた。保育の現場が想像できない学生は、実践事
例の出来事の善悪を取り上げる傾向にあった。
　第 回の実践事例検討「 歳児の噛みつき」では、「噛
むことは悪いことだと話し、噛んだ子にごめんなさいと
謝らせる」とか「玩具が欲しかったかもしれないけど噛
むことはいけないので優しく言い聞かせる」と言う意見
が大多数であった。第 回の実践事例検討「乳児の噛
みつき（第 回の事例とは異なる）」では「噛むのはよ
くないけど、自分の意思が表現できる姿でもあるよね」
「噛みつきが起きたのは、同じ玩具がなかったからじゃ
ない」「周りの子に興味が出てきたから、持っているモ
ノに目が行ったかも」と行為だけでなく、発達の背景に
も視点が向けられる会話が聞かれた。
　第 回の授業で、子どもをより深く心で理解すること
を取り上げた。その時学生は「理解と深い心の理解の違
いが解るようで解らん」と言っていた。第 回の実践
事例検討「 歳児のリレーで 回走る人を決める」では、
子ども達が自分達で、ジャンケンで勝った人が 回走る
と決めたのに、異議を唱えるのはわがままだという意見
がある中で、負けて走る権利はなくなったことは解って

いても、 回走りたいという子どもの行き場のない、も
やもやした心情への共感する意見もあった。また、「
歳児の 月だから、担任保育者は道徳性や規範意識を学
ぶ機会にすべきじゃない。保育者が言い聞かせるべきだ
よ」「 歳児の今だから子ども達自身で解決できると見
守っているとも取れるよ」と保育者の視点でも考えよう
としていた。「リレーだから、他の子も関係あるよね。
その子達はどんな気持ちなのかな」と個と集団にも視点
が広がっていた。
イ．絵本をつかった授業から
　絵本のストーリーを読み取るだけでなく、絵から時間
経過や心情・人との関係を読み取ろうとする発言もあっ
た。絵本「フレデリック」（第 回）では、冬を乗り切
るための食糧集めをする野ねずみ仲間とは異なる行動を
したフレデリックであるが、野ねずみたちの視点とフレ
デリックの視点で話し合うことによって、どちらも必要
でそれぞれが役割を果たすことで、つながるのが社会か
もしれないという意見も出た。理解するために立場を変
えたり絵本として表現されていない情報からも考えよう
とする発言に変化してきた。
ウ．授業の参加態度から
　話し合いへの参加は、自分の意見に自信が持てず、自
分の意見が正しいか正しくないか不安で、全員の意見を
聞き終えると「○○さんの意見でいいじゃん」「私も同じ」
と安易に結論をまとめてしまう傾向にあった。そこで
回目授業から白紙も可として KJ 法（付箋）をとりいれ
た。白紙も一つの意見として尊重した。第 回以降の授
業では、白紙で参加する学生はいなくなった。KJ 法は、
聞き役になりがちな学生も自分の意見を伝えられ参加で
きる。「いろいろな視点に気づく機会になった。」と学び
レポートに記す学生も出てきた。
　以上のように、このような授業実践をすることで、学
生たちは、自分の意見を持ち、実践事例の対象児の理解
だけでなく、対象児の所属する集団や環境・担任保育者
へも視点を向ける姿に変化した。
②グループの人数について
　グループ討議では、時間を区切って集中度を高めるこ
とや意見の偏り、参加者の授業に向かう気持ちを考慮し
て ～ 人構成とした。第 回の授業で、話し合いの
人数と心理的変化を検証した。 人 組として、話し合
い時間を 分～ 分以内に設定し、 組から 組、
組から 組と人数を増やして話し合い、人数の変化への
感想を聞いたところ、 組中 組のグループは、「人数
が増えるごとに、違う意見に触れる機会が増え、視野が
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広がる」と答えた。後の 組は、「 人は話しやすいが
人になると自分だけ違う意見を言っていないか不安が

あった。 人になると色々な考え方があるなと思えた」
と答え、もう 組は「人数が増えると同じような意見で
も言葉の選び方が違うなと思った」と答えた。
　グループワークでは、 組共「人数が少ないと同意
見が多く、まとめやすい時とまとめにくい時がある。人
数が多いと意見を言いにくい事もあるけど、色々な意見
をまとめる時、コレこっちにも入るんじゃない等まとめ
る大変さと面白さがある。」と答えた。
　以上のことで、人数は発表時期と、話し合う議題、確
保したい時間を考慮して、流動的に決定すると効果的で
ある。自分の意見を言葉にすることに慣れる時期は、少
人数の方が、共感が得られやすく安心感が得られていた
ことが学生の態度から理解できた。
③学びレポートについて
　自己評価できるように理解度％チェックを採用したと
ころ、振り返りの感想や疑問が下記の例のように具体的
に表現出来る学生が増えた。初期は「乳児の発達がよく
解りました」のように書いていたが、第 回では、「
歳児になると、道徳性や規範意識が芽生え自分達でルー
ルを作り遊べると考えていたが、事例のようにそれぞれ
の子どもの気持ちの葛藤や折り合いなど複雑な背景があ
ることが解った。」と書けている。
④課題レポートから
　学生が自分の考えをもち、そして文章で表現すること
を目標に課題レポートを 回課した。第 回で、「感情
的理解について」、第 回で絵本「フレデリック」、第
回で絵本「けんかの気持ち」を教材とした。第 回では、
「なんとなく違うことは感じるが文字に出来ない」とい
う内容が多かった。第 回では、「他者の意見を聞いて、
そういう見方もあると色々な視点から見ることに気付け
た反面、そこまで深読みしないといけないのと言う思い
も抱いた」と他者の意見を受け止めながらも自分の意見
（内省）で記述する学生も見られた。
　理論的理解と感情的理解（自分の意見）の両輪で、子
どもを理解しようとする姿勢が出てきたと感じる。

　学生の授業参加への姿勢から指導形態を変化させてき
た。その結果、理論的理解に加え感情的理解の視点も見
られる発言が増えた。記述は、自分の言葉での表現が増
えたが、理論的理解の記述が強い。その原因としては、
理論的理解のほうに価値を見いだす学生が多いからだと

考える。

） ノ・ジェス　 　認識革命─イメージ言語の提案─　ピー
スプロダクション

） 鈴木克明監修　 　インストラクショナルデザインの道具
箱 　北大路書房

 （田中 弘美）
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機関研究論文

　教員・保育士養成課程には様々な授業科目が存在す
る。とりわけ多くの学生が興味・関心を抱くのは、製作
や実演、模擬授業や模擬保育などを行う、実践的な授業
科目であろう。これらの科目は、学修者が手や身体、頭
を動かす活動が必然的に含まれており、主体的な学修に
繋がりやすいと考えられる。一方で、筆者が専門とする
教育心理学などの教育・保育の基礎的知識を学ぶ授業科
目では、話を聞くだけの受動的な学修となりやすい。学
修者の主体的な学修を引き出すためには、意図的に授業
内容を計画していく必要がある。
　本稿では、鈴木・市川・根本（ ）のインストラク
ショナルデザインの知見から、学修者の学ぶ意欲を引き
出す「ARCS モデル」を紹介する。その上で、筆者が行
っている教育心理学の授業を ARCS モデルの視点から
考察し、保育・教育の基礎的知識科目における、学修者
の主体的な学修を促す授業計画について考える。

　ARCS モデルは、教育工学者のジョン・Ｍ・ケラーに
よって提唱されたモデルである。学習意欲に関する心理
学理論のレビューと、教育実践者の知恵の分析から構
築された、理論と実践知の両方に基づくモデルである。
ARCS モデルは、Ａ（注意：Attention）、Ｒ（関連性：
Relevance）、Ｃ（自信：Confidence）、Ｓ（満足感：
Satisfaction）の 側面から学修者の意欲を高める。以下、
鈴木ら（ ）を基に、筆者の解釈もふまえて つの側
面について概説する。

　学修者が「なんだか面白そう！」と思い、学修内容に
注意を向けることで、学ぶ意欲が生じる段階である。注
意を喚起するためには、①好奇心・探究心をくすぐる（な
ぜだろう？どうしてだろう？）、②学修内容の見取り図
や見通しを伝える（こういうことをやるのね）、などの
働きかけが有効である。

　学修者が、学修内容と自分との繋がりを見いだし、「学
ぶ意味がありそうだな！　やりがいがありそうだな！」

と思い、学ぶ意欲を高める段階である。
　関連性を見いだすためには、①学修内容に親しみをも
つ（身近な例でいうとこういうことに繋がるのかぁ、今
までの学修とこういうことが関連するのかぁ）、②学修
内容を学ぶ目的やメリットを伝える（これがわかるとこ
んな良いことがあるのかぁ）、などの働きかけが有効で
ある。

　学修者が、学修をやり遂げることに自信を抱く段階で
ある（「これはやればできそうだ！」）。
　自信を抱くためには、①学習目標を明示する（こうい
うことがわかればよいのだな）、②達成度を一歩ずつ確
認していく（ちょっとわかるようになったな）、などの
働きかけが有効である。
　また、コントロールの個人化も有効である。これは、
誰かにやらされたのではなく、学修者自身が自ら学修を
進めてわかるようになったのだという感覚である。成功
は、全て自分が引き起こしたものなのだ（コントロール
したものなのだ）と感じることで自信が高まる。

　学修者が、「やってよかったな！」と満足感を得て、
さらに意欲を高める段階である。
　満足感が得られる働きかけは、褒める、認めることで
ある。「頑張ったね」とねぎらい、成功・達成の状況を、
学修者とともに確認すると良いだろう。
　また、身につけたことを現実に活かす機会や、仲間に
教えたりする機会を設けることも有効である。学んだ知
識を活かせる機会があると、「学んで良かったな」とい
う満足感が高まる。

　ARCS モデルを用いれば、私たちの行っている授業が、
学修者の学ぶ意欲を高めるものになっているか、もしな
っていないのであればどのような工夫が可能かを考える
視点が得られる。以下では、筆者が行っている教育心理
学の授業をARCS モデルの視点から考察する。

　注意喚起のために、筆者がよく使う手法は、日常でも
よく使う専門用語の意味を考えるという活動である（例
えば、発達／記憶／学習について、どんなイメージをも
っていますか？　言葉で説明できますか？と問う）。こ
れらの用語は日常でもよく使用するが、自分の言葉で説
明するのは難しい。また、人によってイメージしている
内容が多少異なる。よく使う用語だが、実際にはよくわ
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からないという体験をすることで、「今まで理解してい
たイメージと違って面白かった」などの感想が得られ、
好奇心が喚起されるようである。

　自己と学修内容との関連性を促す働きかけとして、教
育心理学が実践にいかに繋がるかを伝えている。特に、
第 回目の授業において、「何のために教育心理学を学
ぶか、学ぶことで何ができるようになるのか」といった、
学修の意義を明確に伝える。意義を伝えることで、「大
事な科目だとわかったので、しっかりと授業を受けよう
と思う」などの意欲的な感想が得られる。
　また、学修内容と自己の経験を関連付けるワークも多
く行っている。例えば、動機づけの原因帰属理論では、
失敗を努力に帰属することで動機づけが維持・向上する
ことが知られている。これをふまえ、最近、失敗してし
まったことを思い出してもらった上で、「失敗の原因を
何だと考えたか？　もし努力に原因を帰属するとどうな
るか？」をワークシートに記述してもらう。自分の体験
と理論を重ねあわせて考えることで、「こんな考え方を
すればよいのかとわかった」などの感想が得られる。

　筆者の授業では、自信を促す働きかけは不足している
ように感じる。各回の授業後に、理解度を自己評価する
といった活動を取り入れれば、「ちょっとわかるように
なったな、この後の授業もやっていけそうだな」という
自信が生まれるのかもしれない。
　自信を高めるためには、自信を損なわないことも重要
であろう。特に、心理学のような大学で初めて学ぶ科目
については、「よくわからない」という経験が積み重な
らないようにすることが大切である。できるだけわかり
やすい授業を心がけている。

　学んで良かったという満足感を得るために、学修内容
をふまえて子どもへの関わり方を考えるワークを取り入
れている。例えば、先の原因帰属の理論や児童期の発達
課題（勤勉性の獲得）をふまえて、「テストで思ったよ
うに点数が取れなかった子にどのような声をかけます
か？」などのワークを行う。ワークでは、「劣等感を感
じないように、頑張ったところを認める」「やればでき
るようになるよと伝え、一緒に頑張ろうと励ます」など
の回答が得られる。ワーク後の解説を通して、「子ども
への関わり方がわかってよかった、実際にできるように
なりたい」などの感想が得られ、学ぶことの意義や満足
感を実感していると思われる。

　本稿では ARCS モデルを紹介し、筆者の授業を考察
した。これらを通し、授業内での学生への問いかけや、
ワークの課題設定が、学修者の学ぶ意欲や主体的な学修
に繋がることを確認できた。やる気の有無を学修者のせ
いにするのではなく、何をしたら学修者の意欲が高まる
のか、主体的な学修を促せるのかを意識的に考えること
が、基礎的知識科目では特に重要だと言える。ARCS モ
デルは、そのヒントを提供するものである。
　筆者が個人的に好きなワークは、知識・理論と学生の
経験を関連付けるワークである。学生たちの知識・理論
についての理解が深まるのはもちろんのこと、読んでい
て楽しいというのが理由である。理論と経験を関連付け
るワークでは、学生の性格や人物像が垣間見える。この
ように、授業者も楽しめるような授業を考えていくと、
無理なく楽しんで授業改善ができるのではないか。
　本稿で述べた内容は、おそらく多くの先生方がすでに
実践していることであろう。知識と実践の関連性を伝え
たり、知識を使って実践を考えたりするなどの活動は
様々な授業で取り入れているだろう。ぜひ、先生方の
授業をARCS モデルから分析してみて欲しい。Ａ・Ｒ・
Ｃ・Ｓの 点がたくさん含まれていることがわかると、
自分の授業にさらに自信が持てるようになるかもしれな
い。

鈴木克明・市川尚・根本淳子：第 章「学びたさ」の道具、イン
ストラクショナルデザインの道具箱 、 ‒ 頁、北大路書
房（ ）

 （佐々木 真吾）
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機関研究論文

　理学療法学は、人間の身体機能の回復と維持を目的と
する実践的な学問領域である。理学療法士の養成課程に
おいては、解剖学や生理学などの基礎医学知識と、評価・
治療技術といった実践的スキルの双方を効果的に習得さ
せることが求められる。しかしながら、従来の教育方法
では、理論と実践の乖離が指摘されており、卒業後すぐ
に臨床現場で求められる実践力の育成に課題が残されて
いる。
　本論文では、理学療法学科の特性に応じたインストラ
クショナルデザイン（Instructional Design: ID）の提
案を行う。具体的には、理論的知識と臨床実践力の統合
を目指し、学生の主体的な学びを促進する教育設計につ
いて論じる。

　理学療法学科の特性として、以下の点が挙げられる。
基礎医学知識と実践的スキルの両立
臨床推論能力の重要性
患者とのコミュニケーション能力の必要性
多職種連携の理解と実践

　これらの特性を踏まえ、現在の理学療法教育における
主な課題は以下のように考えられる。
理論と実践の統合不足
臨床現場を想定した問題解決能力の育成不足
能動的学習機会の不足
学習者の多様性への対応

　効果的な学習設計のために、以下の ID原則を基盤と
する：

教授事象
ID第一原理
経験学習モデル
認知的徒弟制

　これらの原則を理学療法教育に適用することで、学習
者の動機づけを高め、知識の定着と転移を促進すること
が期待できる。

　オンライン学習と対面学習を組み合わせたブレンデッ

ドラーニングを導入する。オンライン上で基礎知識の学
習と事前準備を行い、対面授業では実技演習や問題解決
型学習に重点を置く。これにより、学習時間の効率化と
個別学習ペースへの対応が可能となる。
　具体例として、「運動学」の授業では、オンライン上
で関節の構造や運動力学の基礎知識を動画教材で学習
し、小テストで理解度を確認する。対面授業では、実際
の関節模型を用いた運動分析や、ペアワークでの関節可
動域測定実習を行う。これにより、理論と実践の効果的
な統合を図ることができる。

　実際の臨床症例を教材として用い、学生が主体的に問
題解決に取り組む機会を提供する。症例分析、評価計画
の立案、治療プログラムの設計など、一連のプロセスを
通じて臨床推論能力を養成する。また、グループディス
カッションを取り入れることで、多角的な視点の獲得と
協調学習を促進する。
　例えば、「内部障害理学療法学演習」の授業では、心
不全患者の症例を提示し、学生がグループで以下のステ
ップを踏む：
①症例情報の分析と追加情報の収集
②問題点の抽出と優先順位の決定
③評価計画の立案
④治療目標の設定と介入プログラムの設計
⑤予後予測と長期目標の策定
　各ステップでグループ発表と全体討論を行い、多角的
な視点を養う。

　バーチャルリアリティ（Virtual Reality: VR）やシミ
ュレーター機器を活用し、臨床場面を再現した学習環境
を整備する。これにより、学生は安全な環境で繰り返し
実践を行うことが可能となり、技術の習得と自信の向上
につながる。また、シミュレーション後のデブリーフィ
ングを通じて、振り返りと省察的実践を促す。
　具体例として、VRを活用した歩行分析演習を挙げる。
学生はVR空間内で様々な歩行障害を観察し、動作分析
を行う。例えば、片麻痺歩行、パーキンソン病の歩行、
変形性膝関節症による歩行などを再現し、それぞれの特
徴を比較検討する。また、床反力計と連動させることで、
力学的な観点からも分析を行う。
　さらに、高機能シミュレーター人形を用いて、呼吸理
学療法の実技演習を行うことも有効であると考えられ
る。実際には学生では経験することが困難である人工呼
吸器管理下の患者を想定することで、聴診、胸郭の動き
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の観察、体位排痰法などの技術を安全に練習できる環境
を提供することが可能となる。

　講義内容を事前にオンデマンド動画で学習し、対面授
業では質疑応答やグループワーク、実技演習に時間を充
てる反転授業を導入する。これにより、学生の準備状況
に応じた個別指導が可能となり、理解度の向上と実践的
スキルの習得を促進できる。
　「神経筋障害理学療法学」では、脊髄損傷のレベル別
機能評価と治療アプローチについて反転授業を実施す
る。事前学習として、脊髄の構造と機能、損傷レベルに
よる症状の違いについてオンデマンド動画で学習し、小
テストで理解度を確認する。対面授業では、レベル別の
機能評価デモンストレーションを行い、学生同士でペア
を組んで実践する。その後、症例に基づいたグループデ
ィスカッションを通じて、個別性を考慮した治療プログ
ラムの立案を行う。

　現在導入されている学習課程と成果を継続的に記録・
評価するｅポートフォリオ評価を、さらに有効活用する。
学生自身による振り返りと自己評価を促すとともに、教
員からのフィードバックを通じて、個々の学習者の成長
を支援する。また、臨床実習の記録や症例報告書なども
含めることで、理論と実践の統合を可視化する。
　ｅフォリオシステムのさらなる活用により、学生が
日々の学習記録、実技試験の動画、症例レポート、臨床
実習の振り返りなどを蓄積することが可能となる。定期
的に自己評価と目標設定を行い、教員がフィードバック
を提供する。卒業時には、 年間の学習成果を総括的に
評価し、成長の軌跡を可視化する。これにより、学生の
自己省察能力と生涯学習の基盤を養成する。

　医療系他学科との合同授業や演習を通じて、多職種連
携の重要性を学ぶ機会を設ける。ロールプレイやチーム
基盤型学習（Team-Based Learning: TBL）を活用し、
他職種の役割理解とコミュニケーション能力の向上を図
る。
　 年次の「健康増進とリハビリテーション」を発展的
に拡大し、理学療法学科、作業療法学科、看護学科、健
康栄養学科の学生が合同でチーム医療を学ぶ演習とす
る。具体的には：
①多職種混合グループの形成
②複雑な症例（例：脳卒中後の嚥下障害を伴う高齢患者）

の提示
③各職種の視点からの評価と問題点の抽出
④チームカンファレンスの実施と治療計画の立案
⑤模擬患者を用いたロールプレイによる介入実践
⑥振り返りとディスカッション
　この演習を通じて、他職種の専門性の理解、効果的な
コミュニケーション、チーム内での理学療法士の役割の
明確化を図ることが期待できる。

　提案する IDの実装には、以下の段階的アプローチを
採用する。
　 年目：選択科目「先進理学療法学」を新設し、提案
する IDを集中的に導入。学生の反応と学習効果を詳細
に分析。
　 年目：必修科目の ％程度に IDの要素を段階的に
導入。教員向け FD（Faculty Development）を実施し、
新たな教育手法の理解と実践をサポート。
　 年目：必修科目の ％以上に IDを適用。学生の学
年進行に合わせて、複雑性と統合度を高めていく。
　 年目以降：全科目への完全導入と継続的な改善サイ
クルの確立。

　提案する IDの有効性を評価するため、以下の指標を
用いる。
①学習到達度：
従来の筆記試験、実技試験に加え、OSCE（Objective 
Structured Clinical Examination）の頻度を増やし、
臨床技能の習得度を定期的に評価
ルーブリック評価において臨床推論能力や問題解決能
力を多面的に評価
臨床実習評価

②学習満足度：
学期ごとの詳細なアンケート調査
フォーカスグループインタビューの実施（学年ごとに
抽出）

③臨床実践力：
OSCEの内容を見直し、より実践的な課題を設定
卒業生追跡調査の実施（就職 年後、 年後）
就職先からのフィードバック

④教育効率：
教員の授業準備時間と学生指導時間の記録
学習管理システム（Learning Management System: 
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LMS）の利用状況分析
学習時間の活用状況

　これらの評価指標を総合的に分析し、カリキュラム委
員会で定期的に検討することで、PDCAサイクルに基づ
いた継続的な改善を図る。

　本論文では、理学療法学科の特性に応じた IDの提案
を行った。理論と実践の統合、臨床推論能力の育成、能
動的学習の促進を主眼とし、ブレンデッドラーニング、
症例ベース学習、シミュレーション教育などの方策を組
み合わせた包括的な学習設計を提示した。
　これらの提案を実装することで、学生の主体的な学び
を促進し、臨床現場で求められる実践力を効果的に養成
することが期待される。今後は、提案した IDの実践と
継続的な改善を通じて、理学療法教育の質的向上を図る
ことが重要である。
　さらに、本提案は理学療法学科に限らず、他の医療系
学科においても応用可能な要素を含んでいる。各専門分
野の特性に応じた調整を加えることで、医療教育全体の
発展に寄与する可能性がある。
　今後の課題としては、提案した IDの実装に伴う教員
の負担増加への対策、学生の個別ニーズへのさらなる対
応、急速に進化する医療技術に対応したカリキュラムの
柔軟な更新などが挙げられる。これらの課題に対して
は、教育工学の専門家や臨床現場の理学療法士との連携、
AI（Artificial Intelligence）を活用した学習支援システ
ムの開発など、多面的なアプローチが必要となるだろう。
　理学療法教育における IDの研究と実践は、今後も進
化する領域であり続けるだろう。テクノロジーの進歩や
社会のニーズの変化に柔軟に対応しつつ、効果的な学習
環境の構築に向けて不断の努力が求められる。
　理学療法教育の質的向上は、単に個々の理学療法士の
能力向上にとどまらず、医療サービスの質の向上、ひい
ては国民の健康増進に寄与する重要な取り組みである。
本提案が、理学療法教育の発展に向けた議論の契機とな
り、さらなる研究と実践につながることを期待する。

鈴木克明監修、市川尚・根本淳子編著：第 章「学びやすさの
道具」、インストラクショナルデザインの道具箱 、pp. 
‒ 、北大路書房（ 年）

 （内藤 紘一）

　理学療法士の養成校における卒前教育の中で、臨床実
習は学生にとって極めて重要な役割を果たしている。臨
床実習は、理学療法士としての基本的な技術や知識を実
際の現場で習得し、患者とのコミュニケーションスキル
や臨床判断力を養う場である。しかし、現在の臨床実習
では、学習の質にばらつきがあり、ハラスメント問題も
未だ存在する。ハラスメントは学生の精神的・肉体的な
負担を増大させ、学習意欲の低下や成績不振につながる
リスクがあるため、無視できない問題である。
　教育学分野で確立されている「インストラクショナル
デザイン（Instructional Design, ID）」を導入することで、
臨床実習の学習効果を向上させると同時に、ハラスメン
ト予防にも効果を発揮できると考えられる。本論文では、
インストラクショナルデザインを活用した臨床実習の改
善とハラスメント対策について提案し、理学療法士養成
課程の卒前教育における教育効果の向上を図ることを目
的とする。

　臨床実習では、理学療法士としての知識と技能を現場
で実践するための学びが提供されるが、いくつかの課題
が存在する。まず、実習開始前には臨床実習指導者との
事前打ち合わせ（指導者会議）が行われ、臨床実習の教
育目標の説明を行う機会を設けることが多いが、実習指
導者と学生の間で共有されていないことが生じることも
時々あり、その結果、実習での学習内容が断片的となる
場合がある。この理由は、医師や看護学生教育とは異な
り、理学療法士の臨床環境が実習施設毎で異なることが
多いことも関係している。また、指導者の教育経験やス
タイルに依存する部分が以前よりは少なくなったものの
理学療法士の職能的特性（専門手技の職人的アプローチ
等）から、学習の質にばらつきが生じやすい。さらに、
評価基準が曖昧であり、学生が自己の学習成果を把握し
づらいケースもいまだ課題としてある。加えて、ハラス
メントが臨床実習の現場で問題となることが指摘されて
いる。特に、パワーハラスメントやセクシャルハラスメ
ントが実習先の施設で発生することがあり、学生は実習
指導者との人間関係で精神的な負担を抱えることがあ
る。こうしたハラスメントは、学習環境を悪化させ、学
生が持っている潜在的な学習能力を阻害する要因となる
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ため、適切な対策が求められている。

　インストラクショナルデザインの手法に基づき、臨床
実習における学習目標を明確に設定し、実習指導者と学
生の間で共有することが重要である。各実習の到達目標
を具体的に設定し、実習開始時に学生と実習指導者で確
認することで、目標が共有される。また、ハラスメント
防止のため、養成校によるハラスメントへの注意を促す
事前説明会開催に加え、実習施設側でも実習開始時にハ
ラスメントに関する理解を深めるガイダンスを実施し、
学生が実習中に不適切な対応を受けた場合の相談窓口や
対処法を明確に伝える。

　インストラクショナルデザインの考えに基づき、学生
の特性に合わせた個別指導計画を策定する。例えば、基
礎知識が不足している学生には事前に基礎資料を提供
し、一定水準以上の学生には高度な臨床ケーススタディ
を用意するなど、柔軟な対応が可能となる。また、実習
施設内で実習指導者を対象とするハラスメント防止に関
する研修を行い、適切な指導方法を再確認する場を設け
る。
　ハラスメントに関しては理学療法士・作業療法士指定
規則改訂に伴い実習指導者となる要件として臨床実習指
導者講習会の講義、演習の一つとして学ぶ機会が設けら
れているが、講習会も 日間の短時間での学びに留まっ
ており、その後の更新を目的とする講習会も存在しない
ことから、理想は実習施設単位でのハラスメント防止に
関する研修開催が望ましいと考える。これらの取り組み
により、学生と実習指導者が相互に敬意を持ち、良好な
関係を築く環境を整える。

　インストラクショナルデザインの観点から、評価基準
を標準化することで、指導者間の評価のばらつきを減ら
すことができる。具体的な評価項目として、「患者対応
の適切さ」「技術的スキル」「リハビリテーション計画の
適切性」を設定し、それぞれの達成度を評価する基準を
明文化する。また、学生へのフィードバックも初期、中
間、最終等、定期的に行い、ハラスメントの影響で学習
が妨げられている場合には適切なサポートを提供する。
なお、ハラスメントの早期発見、その兆候を読み取るに
は最も当事者となりうる実習指導者とは別のハラスメン
ト対策担当スタッフや施設部門長など第三者が定期的に

評価、観察を行うことが有用である。

　ハラスメント対策として、学内における相談窓口の整
備や、学生が安心して相談できる環境の提供が重要であ
る。インストラクショナルデザインのプロセスに、学生
が不安や疑問を抱えた際に利用できるサポート体制の強
化を組み込む。具体的には、オンラインでの匿名相談シ
ステムや、学内外のハラスメント相談窓口の紹介を行
い、学生が問題に直面した際にすぐに対応できるように
する。

　先述では実習施設側の開催として提案をしたところで
あるが、養成校側においても臨床実習事前学習の一環と
して、ハラスメント防止教育を教育プログラムに組み込
むことも重要である。実習指導者や実習先の施設にも協
力を仰ぎ、学生や指導者がハラスメントの定義や対応方
法を理解する機会を設ける。これにより、臨床実習の場
におけるハラスメントを予防し、学生が安心して学べる
環境を提供することができると共に学生が卒後に実習指
導者となる時に役に立つ初期教育としての機能も期待で
きる。

　インストラクショナルデザインを導入し、ハラスメン
ト対策を含めた教育改善を行うことで、臨床実習の教育
効果が向上することが期待される。学習目標の明確化に
より、学生は実習で何を学ぶべきかを理解し、効果的に
学習することができる。また、個別指導計画と標準化さ
れた評価方法によって、学生は自身の学習進捗を正確に
把握できるようになる。
　さらに、ハラスメント防止教育を通じて、学生と実習
指導者の間に健全なコミュニケーションが促進されるた
め、教育環境が改善される。学生が精神的・心理的な負
担を抱えることなく学習できる環境を整えることで、学
習意欲が向上し、臨床実践に必要なスキルと知識が効果
的に身につくことが期待される。

　本論文では、理学療法士の養成校における臨床実習に
おいて、インストラクショナルデザインの導入とハラス
メント対策を提案した。指定規則改定後、臨床実習教育



─　　─

機関研究論文

の質の向上が進んでいる現状ではあるが、さらにインス
トラクショナルデザインを活用することで、学習目標の
明確化、個別指導計画の策定、評価方法の標準化とフィ
ードバックの強化、さらにハラスメント防止のためのサ
ポート体制の構築が実現できる。これにより、臨床実習
における教育効果が高まり、学生が精神的な負担を感じ
ることなく学べる環境が今以上に高めることが期待でき
る。今後は、この教育プログラムを実装し、その効果を
検証する機会を設け、継続的な改善を図ることが求めら
れる。

稲垣忠，鈴木克明編著：授業設計マニュアル─教師のためのイン
ストラクショナルデザイン─Ver. 、北大路書房（ 年）

加藤真弓著：臨床実習におけるハラスメント─課題と対策─、理
学療法ジャーナル 巻 号、医学書院（ 年）

 （加藤 芳司）

　本章では、これまで各研究参加者が報告してきた実践
や考察を踏まえつつ、今後の「インストラクショナルデ
ザイン」（以降、本章では ID と表記する）の活用に求
められるものについて、いくらかの考察を加えていく。
なお、本研究段階においては、ID に関る先行研究を広
く考察することは十分にできていないため、あくまで本
研究において残された課題を中心に考察していきたい。
　さて、既に第 章でも簡単にふれたように、ID は授
業の効果や効率、また魅力を引き出すためのデザイン等
であり、そこで活用される技術や方法も様々である。そ
のため、小・中学校等の義務教育の現場に限らず、大学
の教育等にも活用され、また ICT 等の既存の技術とも
関連付けることができる。本研究に参加した各学科の教
員からも、ICT や ID の原理・概念、手法が、それぞれ
の受け持つ授業やカリキュラム、実習等でどのように活
用されうるのかについて、様々な観点のもとで報告され
てきた。
　他方で各報告からは、様々な残された課題についても
示唆されたように思われる。その課題の内容は、各学科
教員の関心や専門分野の違いにも基づき多様であり、こ
こではその全てを考察することは困難と思われる。ただ、
今後のID活用のための手がかりとして、特に筆者（杉原）
が考察しておきたいポイントについて、少しでも提案す
ることを試みたい。
　注目したいのは、学生の状況や特性をどのように理解
し、対応するのかという点である。IDや ICT の手法や
概念は確かに応用可能性が高く有用であるが、それはあ
くまでも、ID等を使用する教員がそれらを深く理解し、
そしてその学びに参加する学生達とも、その理解を深く
共有できてこそ発揮されるものと思われる。このように
考えてみると、本研究における「残された課題」として
は、まず、IDの理解を共有する相手であり、また IDの
活用を考える上での入口ともなる、学生についての理解
や考察が不足しているのではないかという点が挙げられ
る。また、共同研究の難しさでもあるが、各学科教員の
イメージする学生像の共有が図りにくいという点も課題
の一つに挙げることができるように思われる。これは第
章で触れた先行研究の一つである、村上が指摘してい

た「入口」としての「学生の現状」（村上、 年、
頁）の把握とも関連する。例えば、筆者（杉原）が所属
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する児童教育学部児童教育学科においては、学生達の多
くは保育者や教員（小学校、中学校教諭）を目指してい
る。そのような学生達の姿を想像すると、今回研究を進
めていた ID（またはそれに関連する ICT 活用等）につ
いては、例えば模擬授業等でその手法や原理を伝えると
しても、どこか違和感を覚える学生達もいるのではない
かと考えられる。
　この違和感に関連して、例えば第 章でも引用した鈴
木も（特に教員養成課程に関る教師教育者の立場からみ
ても）重要な論点を示している。それは授業の性質に関
る次のような、鈴木自身の初期の疑問に表されている。
「大筋で計画してきたことを子どもたちにぶつけて，子
どもの顔を見ながらその場で臨機応変に変更しながら授
業を構成していく力が大切なのでは？　教壇に立つ日を
夢見ていた学生の頃，もし私が「授業設計」，あるいは
ID という言葉を耳にしたなら，おそらくこんな類の反
応をしたことでしょう」（鈴木、 年、 頁）。鈴木
のこの言葉は、教育哲学や教育思想を中心に学んできた
筆者（杉原）にも共感できるものである。特に教員養成
という舞台で IDの利点を、教師を目指す、しかし初学
者である学生達に学ぶことをすすめるならば、この疑問
に対する回答をどのように示すことができるだろうか。
鈴木自身は、ロバート・Ｍ・ガニェから直接教えを得
たこともふまえ、「四角四面のカッチリした設計という
考え方も悪くはないと思える柔軟性が出てきた」（鈴木、

年、 頁）と述べるが、多くの教員志望学生らに
とって、このような経験をすることは容易ではない。ま
た、教員養成・教師教育研究では、昨今「省察的（反省的）
実践家」としての教師が求められている（例えば、佐藤、

年を参照）。管見の限り、IDとの関連性については
まだ深くは研究されてはいないようだが、教育現場での
授業後の省察や、時には子ども達とのコミュニケーショ
ンの中、瞬間的な省察も重視するこの像は、既存の技術
や知識を適切に適用するだけの実践から脱し、思考の枠
組みを常に変化させ、再構築していくような柔軟さをも
っている。重要なのは、そこにある「問題状況における
新たな「意味」の発見」（杉原、 年、 頁）がなさ
れる点にある。これは一見すると、鈴木の述べるような
「カッチリした設計」と相性がよくないようにも見える
かもしれない（ここでは考察しきれないが、「省察的実践」
は知識や技術を受容しないわけではないため、必ずしも
相性が悪いとはいえない）。このような「違和感」のよ
うなものを、どの学科の学生たちも感じ取るものだろう
か。

　ID を大学の教育において導入し、活用していくため
には、やはりこの入口の部分における、「学生」側から
みた ID理解や「相性」についても研究を深める必要が
あるように思われる。もちろん、そこには多様性がある
ことが前提ではあるが、学生の願う実践の在り方と「カ
ッチリした設計」との関連性についても原理的に考察し、
ID の適用の在り方も考えていく必要があると考えられ
る。例えば、「実習」についても、教育、保育、看護や
理学療法等のそれぞれで、様々な伝統や慣習、ルールの
違いがあり、そこでの「設計」の意味や IDに求めるも
のも変わってくるだろう。更に、大学を取り巻く環境が
変化する中では、学生達の生き方や職業観、学問そのも
のに対する考え方・捉え方についても、学科ごと、年度
ごとにも変化や違いがあると思われる。
　今回進めてきたような、多様な学科の教員が集まる共
同研究においては、この入口の部分をより重視すること
で、つまり、各学科教員による学生理解の考察を深める
ことはもちろん、そこで深められた理解を広く（学科の
壁をこえて）共有・議論することで、よりIDの可能性（ま
たは残された課題）がみえてくるように思われる。

佐藤学（ 年）『教師というアポリア─反省的実践へ─』世織
書房。

杉原央樹（ 年）「教師教育における「反省」（reflection）の
意味に関する一考察─「技術的合理性」モデルの再検討を通
して─」『日本デューイ学会紀要』第 号、 ‒ 頁。

鈴木克明（ 年）「第 章　インストラクショナルデザインと
は何か」稲垣忠、鈴木克明編著『授業設計マニュアルVer. 
─教師のためのインストラクショナルデザイン─』北大路書
房、 ‒ 頁。

村上正行（ 年）「第 章　入口を点検する」松田岳士、根本
淳子、鈴木克明編著、日本教育工学会監修『教育工学選書
Ⅱ第 巻　大学授業改善とインストラクショナルデザイン』
ミネルヴァ書房、 ‒ 頁。

 （杉原 央樹）
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　本研究の目的は、授業法 の「主体的な学び」を意識
したアクティブラーニングの研究をさらに進め「大学の
教育に適した効果的なインストラクショナルデザイン」
を探究することであった。
　 章では、「インストラクショナルデザイン」をめぐ
る動向について、授業の機能としてのインストラクショ
ナルデザインの捉え方や大学教育における「入口」「出口」
を見据えたインストラクショナルデザイン、またインス
トラクショナルデザインと ICT 化との関連性について
述べてきた。
　 章では、本学におけるインストラクショナルデザイ
ンへの基盤として、GIGA スクール構想により ICT 化
された学習環境で学んだ義務教育・高等教育を経て入
学してくる学生が身に付けてくる知識・理解・思考力・
判断力・表現力・学びに向う力について研究会内で協
議した。続いて継続した大学での学びを進めるための
Teams の活用について提案された。さらに本学の各分
野で ICT 化も視点とした「インストラクショナルデザ
イン」の授業実践報告がされている。
　 章では、学部・学科の特性に応じた「インストラク
ショナルデザイン」の提案がされた。
　 章では、これからの「インストラクショナルデザイ
ン」に求められるものとして、学生の状況や特性をどの
ように理解し、対応するかという課題や学生と教員がイ
ンストラクショナルデザインの概念や ICT の手法を学
びのなかで共通理解する重要性が報告された。また、大
学生の「入口」部分における「学生側」からみたインス
トラクショナルデザインの理解や相性について研究を深
める必要性が提案された。
　本学を含め多くの大学では学修意欲が必ずしも高くな
い学生が在籍している現状の中で、生涯学び続ける学修
者の育成という目標を念頭において、「主体的な学び」
を推進させるために、授業において単にアクティブラー
ニングを導入するだけでなく、真の意味での「主体的な
学び」ができる学修者となる学生を育成するためには発
想の転換が必要と考え、「本学における効果的なインス
トラクショナルデザイン」について検討してきた。
　この研究は授業法 において「インストラクショナ
ルデザインの授業改善」をテーマにした研究で、さらに
深化、探究されることを願っている。
 （竹内 正裕）
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　令和 年度から始まった「プロジェクト型保育」も、
年目を迎えた。昨年度は、令和 年度の園行事中心の

プロジェクト型保育を見直し、より子どもの主体性を生
み出すプロジェクトとしての保育・教育の研究として取
り組んでいきたいという考えのもと、子ども主体の取り
組みの可能性に着目し発展的に考えてきた。テーマを「幼
児教育で育みたい資質・能力に関する研究─幼稚園にお
けるプロジェクト型保育の可能性に関する研究Ⅰ─」と
して、展開してきた。その中で、課題として出てきた幼
児期の終わりまでに育ってほしい「 の姿」を「幼稚
園教育要領」の中の 領域を基に、どのように関連して
いるかを、令和 年度の研究の中で考えていくことにし
た。そこで、令和 年度は、目的を、「幼児教育で育み
たい資質・能力に関する研究─幼稚園におけるプロジェ
クト型保育の可能性に関する研究Ⅱ─」として、さらな
る子ども主体の活動を生み出すプロジェクトとしての保
育・教育研究に取り組むことにした。
　特に、令和 年度は、子どもの体力向上を大きな目標
として、活動の共通テーマを「パワフル」と称し、様々
なプロジェクトに大きく反映展開していくようにした。
一つ一つのプロジェクトを検討していく中で、常に「パ
ワフル」とは、どのように関わりを持って捉えていくか
を念頭に置き、子ども達が一つのプロジェクトをどのよ
うに考え、展開していきたいかを考えあうようにした。
子ども達の主体性を引き出す日々の教育は、子ども自身
が様々なアイデアを出して考えていくことを自然な形で
進める力の育ちへつながるものとなった。さらに、子ど
も達は、周りの友達の声を聞いて、新たな考えを発展さ
せていく喜びを感じあうことができた。一つのプロジェ
クトにおいては、子どもが主体的に考え展開する中で意
欲の芽生えとなり、さらに実際の経験による成功体験か
ら、次への向上心へとつながっていくことができた。こ

の経験が、保育上の大きな成果になっていくものと考え
る。様々なプロジェクトを通じて、一年の成長の最終目
標である生活発表会に、どのような形で表現されていく
かを、継続してみていくことにした。

　本研究では、付属幼稚園における「生活発表会」を保
育・教育の到達点として、それに至る活動（日々の保育
及びプロジェクト）を対象に行った。以下に研究方法を
示す。
（ ）指導方法の計画
（ ）付属幼稚園教諭による教育・保育実践、実践記録
（ ）保護者対象アンケート調査
（ ）研究会による省察と批評
　なお、本研究は、名古屋女子大学「人を対象とする研
究に関する倫理審査委員会」の承認を受けて実施した（承
認番号 ‒ ）。

　本研究における教育・保育実践について、以下、プロ
ジェクト別に示す。

①「こどもの日」の意味やこいのぼりに関する「いわれ」
を知り、興味を抱く。【社会生活との関わり】
②こいのぼりの特徴やイメージを、絵本や ICT 機器な
どを通じて知る機会を持ち、個々のイメージをさらに
豊かにする。【数量や図形、標識や文字などへの関心・
感覚】【思考力の芽生え】【豊かな感性と表現】

③様々な材料や手法を工夫して、イメージしたこいのぼ
りを、のびのびと表現することを楽しむ。【思考力の
芽生え】【協同性】【豊かな感性と表現】
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図１　足に絵の具を付けて

図２　思い思いの手形模様がいっぱい

機関研究論文

　子ども達が新しい生活をスタートさせて、初めて体験
する季節行事が「こどもの日」である。今年度は、導入
の一つとして、前年度製作した「こいのぼり」を園舎
階のテラスに飾り付けし、子ども達が、そのこいのぼり
にどのように興味を示していくかを観察していくように
した。子ども達は、登園後、「こいのぼり」を見つけると、
すぐに笑顔になり、実際に「こいのぼり」に触れながら
歓声をあげる様子が見られた。特に、年中・年長児は、
前年度自ら作り上げた「こいのぼり」であることを思い
出し、「前作ったよね」と口々に会話が弾む様子が印象
的であった。年少児にとっては、初めて見る「こいのぼり」
に、「これは何」と言った疑問の声が出ていたが、年中・
年長児が、どのようなものなのかを説明をしてくれるな
ど、飾られた「こいのぼり」をきっかけにして、年齢を
超えた交流が広がっていくことができた。その中で、子
どもの中から、「今度はもっと大きなこいのぼりが作り
たい」という声が出てきた。そこで、今回は、前回より
も大きな白布を、教師の方で準備していくようにした。
こいのぼりの模様付けを早くしたいという子どもの要求
もあったが、まずは、こいのぼりの大きさを感じる体験
を行った。子ども達は、こいのぼりの模様付けを始める
前に、こいのぼりの大きさを実感できるように、床に広
がったこいのぼりの布の上に寝転んで、実際に、何人寝
転ぶことができるかを、皆で数えていった。皆で一列に
並びあって、人数を数えてみる中で、子ども達も、数字
が増えていくたびに、驚きの声が上がり、布一面に皆が
並べたことを喜びあい、全員でその広さを感じあうこと
ができた（協同性）。
　模様付けは、絵の具の赤・青・黄の 色を用意したと
ころ、年中・年長児は、前年度の経験から、すぐに絵の
具を手に付けて、思い思いの模様を工夫していく姿が見
られた。手形の模様付けは楽しく、白い布のあちらこち
らに移動しながら模様を付けていくことができた。さら
に、今回は、手形の模
様付けをスタートして
早い段階から、子ども
自ら絵の具に足を入れ
て、足形スタンプをや
り始めたのである（図
）。足形をすること
に抵抗もなく、また、
教師に声をかけること
もなく、子ども達の判

断で工夫を楽しむ姿
が見られた（豊かな
感性と表現）。年少児
は、入園前のプレスク
ールにおいて、絵の具
で遊ぶ経験をしていた
ため、手に絵の具を付
けることにも抵抗なく
取り組める子がいる反
面、手が汚れることに
抵抗を感じる子もいるため、個々の様子に合わせてスポ
ンジペンや筆などを用意し、手が汚れないよう配慮する
形で、対応していった。その中で、抵抗のあった子も、
少しずつではあるが、途中からは自らの手に絵の具を付
ける様子も見られるように変化していった。子ども達の
取り組み方は、個々に異なるが、その中でも、十分に楽
しい参加の仕方が見られ、意欲的に取り組む姿は、十分
に感じられた（図 ）。
　目とヒレに関しては、年長児が率先してどのような形
と大きさにするか、目の色のバランスはどのようにする
かを、iPad や絵本から情報を取り入れ考えあっていっ
た。特に、年少が模様付けをしたこいのぼりに関しては、
年少児のイメージを考えあい、「小さくてかわいいイメ
ージ」を共通に持ち、色や模様を工夫する様子が見られ
た（思考力の芽生え）（豊かな感性と表現）。年長児の年
少児への思いを感じる一面であった。出来上がったこい
のぼりは、園庭を横断する形で飾りつけを行い、子ども
達が毎日親しめるように飾っていった。登園してきた子
ども達は、こいのぼりがあることを喜び、手で触れよう
とジャンプし、担任に抱っこしてもらい何とか触りたい
という気持ちがあふれる様子が見られていた。
　今回は、こいのぼり製作の時期が、プロジェクトとし
てのスタートが遅れてしまったことから、各クラス担任
との話し合いが十分できず、プロジェクト担当者が中心
となっての取り組みとなったため、大きなこいのぼりか
ら各クラスのこいのぼり作りへの発展に結びつけること
が十分できなかった。子ども達の豊かな感性と表現とい
う点においては、今回のこいのぼり作りは、子どもそれ
ぞれの感じ方や発言を生かしてのびのびと製作に取り組
むことができたように思われる。また、目とヒレの工夫
においては、子どものアイデアの話し合いの中で互いの
意見を出し合い、その意見をどのように譲り合って調整
していくかを、年長児なりに考えあう姿が見られた。特
に、自分の描いた線が、もう一方の描いた線と合わなか



─　　─

総合科学研究　第 号

ったことがあった場合、「じゃ広めてもいいね」という
ように、相手を拒否することなく調整して合わせていこ
うとする意図が見られ、一つの経験から個々の育ちを感
じられる場面でもあった。
　全体的には、「ジャンボこいのぼり作り」の経験は、
子ども達にとって、全学年で取り組む初めての経験であ
り、皆で大きな達成感と喜びを味わう経験になったこと
は大きな意味を持つものである。入園・進級間もない子
ども達にとって、登園への意欲や楽しみにつながり、笑
顔を引き出すきっかけとなったことは、良い経験になっ
たといえるのではないだろうか。
　「こどもの日」の食に関する活動の一つとして、今年
度もお母さん先生による「ちまき作り」を行った。「ち
まき」は、前年度試行錯誤して生み出した作り方であっ
たが、その経験を継続して作っていただいた。子ども達
は、配膳室で、お母さん先生が「ちまき」を作る過程を
見学したり、おいしそうな香りに期待を膨らませたりし
ながら、「ちまき」が出来上がるのを待つことになった。
お母さん先生に各クラスで配ってもらった「ちまき」に
笑顔があふれ、おいしさをかみしめて食べる様子が見ら
れた。今回は、ちまきを包む笹は、準備ができなかった
ため、ワックスペーパーで包む形となったが、実際のち
まきの形を知らせるため、市販されている「ちまき」を
見る機会を設けていくことで、子ども達のイメージも広
がったように感じられた。
　「こどもの日」という一つの行事の中で、子ども達が「こ
いのぼり作り」という実体験と共に、食の経験を重ねる
ことによって、より行事の意味を理解し、イメージを確
かな知識として発見していくことができたように思われ
る。今回のような経験が土台となり、より子ども達の発
想の広がりにつなげていくことができるようにしたいも
のである。
 （森岡 とき子）

①七夕のいわれを聞いたり、お供え物や笹飾りを見たり
して伝統行事に関心を持つ。【社会生活との関わり】【思
考力の芽生え】【自然との関わり・生命尊重】

②笹飾りを製作するにあたって竹が生えている様子を見
ることで、関心を持ち笹飾りのイメージを膨らませる。
【健康な心と体】【自然との関わり・生命尊重】
③七夕の歌をうたったり、楽器演奏を聴いたりして楽し
む。【豊かな感性と表現】

④みんなで集うことを楽しみにしながら、思い思いに飾
りを作ったり自分なりに工夫して七夕製作を楽しんだ
り、行事のために必要な準備を行ったりする。【協同性】
【数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚】【言葉
による伝え合い】
⑤意見を出し合って七夕にやってみたいことを決めた
り、子ども達が主体的に会に関わったりして充実感を
味わう。【自立心】【協同性】【言葉による伝え合い】

　今年度は七夕飾りを
作っていくにあたり、
年中・年長児は本物の
竹が生えている様子を
見に、相生山オアシス
の竹林に行き、イメー
ジを膨らませて飾り作
りができるようにし
た。また、足場が不安
定な道を歩くことで、
子ども達のバランス感
覚を養ったり歩く経験を増やしたりできることを目的と
した。根に躓いて転ぶ子もいたが、足元に注しながら年
長児が年中児と手をつなぎ、リードしてくれたことで、
全員が歩ききることができ、健康な身体を育むことにつ
ながった（健康な心と体）。また、歩いている中で、落
ちていた竹の皮を拾い、一緒に行けなかった年少児に見
せてあげようと持ち帰る姿から、年下の子に対する思い
やりが感じられた。実際に竹に触れてみることで硬さや
触り心地を感じたり、叩いて音を聴いてみたりすること
で、五感を使って自然と関わりを持つことができた（自
然との関わり・生命尊重）（図 ）。翌日に竹について気
付いたことをクラスで話したときには、全身を使って竹
の高さを表現し、 本よりたくさんあったと話す姿が
あり、自然の壮大さを肌で感じることができたとともに、
数量や図形などへの関心を高めることにつながっている
と感じた（数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚）。
　七夕飾りを作っていくにあたっては、由来を話すだけ
でなく、今年度は日本各地で行われている七夕まつりに
も着目し、七夕に対する興味の幅を広げていった。その
中で、三大祭りの大きな吹き流しに子ども達が興味を持
ち、飾りたいという話が出たため、各クラスでどのよう
な吹き流しを作るか相談し、クラスごとの大きな吹き流
しを作ることにした。それぞれのクラスで特色のある吹

図３　 ツルツル？　ザラザラ？　
どんな感じ？
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図４　みんなわかるかな？

図５　冷たくておいしいよ！
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き流しを作ることができ、それを見合うことで、クラス
のみんなで共通の目的に向かって一つのものを作り上げ
たという達成感を味わい、協同性が育まれたと感じる（協
同性）。取り掛かりが遅くなってしまったため、もっと
時間をかけて吹き流しをどのように作っていくか、子ど
も達と話し合う機会を設けることで、より子ども達の主
体性が引き出せたのではないかと考える。
　七夕まつり会当日は、絵本クラブさんによる手遊びや
紙芝居を見たり、教員による合奏を聴いたりして楽しん
だ。合奏ではリコーダーやピアニカ、鉄琴、トライアン
グルなど、色々な楽器を使い、それぞれ違う音がどのよ
うに重なり合うのか子ども達に感じてもらえるようにと
演奏した。また、七夕まつり会でどのようなことをした
いか子ども達に問いかけ、主体的に会に関わって楽しめ
るようにした。年長の各クラスで 問ずつクイズを出題
することになったが、七夕に関する問題で、年中・少児
が答えられる、簡単すぎず難しすぎないものをというこ
とで、適度な難易度のクイズを考えるのが難しかった。
しかし、話し合いの中で、自分の気持ちを伝え合い、思
考力を巡らせ、解答する相手のことを考えることで、様々
な育ちにつながったと感じる（思考力の芽生え）（言葉
による伝え合い）（道徳性・規範意識の芽生え）（図 ）。
会自体は内容が盛りだくさんで、子ども達が主体的にか
かわりながら楽しむ時間と、見て楽しむ時間と、充実し
た内容になった。しかし、この時期の年少児にとっては
長時間になってしまったように感じるため、来年度はね
らいを絞り、内容を凝縮して楽しめるように時間配分な
ど工夫していきたい。
　食に関しては、お母
さん先生にわらび餅を
作っていただいたり、
給食業者さんに協力し
ていただき、七夕にち
なんだ特別メニューを
いただいたりした。わ
らび餅は冷たくて食べ
やすく、子ども達にも
好評で、お母さん先生
との関わりも楽しみな
がら、食の観点からも
七夕を楽しむことがで
きた（健康な心と体）
（図 ）。
　七夕を通して、歩い

て竹を見に行くところから、七夕飾りをみんなで作った
り出し物を考えたりし、七夕に関連したものをいただく
ところまで、様々な視点から子ども達の育ちを感じるこ
とができた。上に述べたように課題も残るため、来年度
の七夕に生かしていきたい。
 （竹内 敦子）

①友達や教師と一緒に泥に触れ、どろんこ遊びを楽しむ。
【健康な心と体】【協同性】【豊かな感性と表現】
②泥の冷たさ、やわらかさ、ざらざら感などを全身で感
じる。【健康な心と体】【自然とのかかわり・生命尊重】
③土のにおいや水の流れ、泥の質感などを肌で感じ、自
然の変化やおもしろさを体験する。【健康な心と体】【自
然とのかかわり・生命尊重】

　どろんこ遊びでは、園庭にある砂場の砂との違いを感
じ取って欲しいことや安全に遊ぶことができることを考
慮して、土選びから行った。今回使用したどろんこ用の
砂は、岐阜県関市の山から真砂土（まさど）と天然木曾
砂を ： の割合に配合した混合土で、量は 立米であ
った。その他に泥や水を溜めておくコンテナや雨どい、
檜の玩具等の準備、暑さ回避できるためのタープの設置
を事前環境設定として行った。
　当日は、『どろんこDAY』として保護者に事前に連絡
をし、着替えやバスタオルの準備をしてもらい、汚れて
も良い服装での参加とした。園全体でのどろんこ遊びは、
初の試みであったので、教職員で話し合い、学年毎に時
間差をつけての活動とした。保護者ボランティア（お父
さん・お母さん先生）も募り、 名の協力があった。
　学年ごとの遊びの様子としては、遊び方に違いが見ら
れ、発達段階に応じた遊びが展開された。年少児では、
教師に手を引かれながら、裸足でどろんこの山に登った
り、泥水に足をつけたり、泥を触ってみたり、また、特
定の場で、玩具を使ってごっこ遊びをする姿も見られ（健
康な心と体）（豊かな感性と表現）、初めての経験の子ど
もも多かったことから、慎重に泥の感触を確かめながら
遊ぶ姿が多かったように思う（図 ）。年中児では、泥
の入ったコンテナに入り、全身に泥をつけたり、泥のつ
け合いをしたりする姿（図 ）や、泥だんごを作りでは、
大きさを競い合ったり、一緒に作ったりする遊びや雨ど
いを使って水の流れを観察する姿も見られ（健康な心と
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図８　水を流すよ！

図９　どろんこ楽しい！

　図６　 泥ってどんな感じかな？　
ちょっとドキドキ

図７　泥をたくさんつけてみた！
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体）（自然とのかかわ
り・生命尊重）（協同
性）（豊かな感性と表
現）、ダイナミックな
遊びや自然物への興味
もより加わってきたよ
うに思われる。年長児
では、一斉にどろんこ
の山に駆け上ったり、
泥の投げ合いや寝転が
り全身を泥だらけにし
たりする姿や、友達と
協力して、土を掘って
川の流れを作ったり、
雨どいを利用して水の
流れを作る様子もあ
り、よりダイナミック
な遊びや友達と協力しながら遊びを展開することができ
た（健康な心と体）（自然とのかかわり・生命尊重）（協
同性）（豊かな感性と表現）（図 、 ）。
　どろんこ遊びを通じて感触遊びや自然物への興味、友
達との協力がみられる遊びとなった。また、保護者ボラ
ンティア（お父さん・お母さん先生）の協力もあり、安全
に配慮しながら充実し
た活動が実施できた。
　『どろんこDAY』以
降は、雨あがりにどろ
んこ遊びがみられた
り、夏休み前に クラ
スがどろんこ遊びを行
ったりしたが、昨年夏
は（令和 年）名古屋
では酷暑（ ℃近く）
が続き、警戒アラート
が発令される中では園
庭での遊びが中止とな
り、どろんこ遊びも継
続ができず、単発的な
活動となった。継続に
あたり、暑さ対策や環
境構成などの改善が必
要であったと考える。
　どろんこ遊びでは、
裸足で地面を踏みしめ

たり、手を使って泥をこねたりすることが多く、体のバ
ランス感覚や筋力が養われ基礎的な運動能力が向上する
と考えられる。泥んこの特徴である泥や水の冷たさやぬ
めりを肌で感じることにより、感覚が鋭敏になり、心地
よさを味わう体験が増える。また、どろんこ遊びは自由
度が高く、子ども自身が遊びを創造することができ、ど
のように泥を扱うか、何を作るかを自分で決めることで、
主体性や自己決定力が養われたり、友達と協力しながら
水路を作ったりすることも多く見られたことから、共同
作業を通じて他者との関わり方を学んだり、言葉による
伝え合いや会話をすることで言語表現力も伸びると思わ
れる。
　どろんこ遊びは、子ども達の発達において多くの側面
で重要な約割を果たす遊びであると思われる。「幼児期
の終わりまでに育ってほしい の姿」との関連を見て
も、心身の健康、自立心、協同性、思考力、創造性など、
多様な成長を促す要素が含まれている。どろんこ遊びを
積極的に取り入れることで、子ども達の成長を支えるこ
とができる。今後も、自然遊びのひとつであるどろんこ
遊びをより充実した教育環境を整えていくことが必要で
あると考える。そこで、今年度の改善点等を踏まえて、
来年度も引き続きどろんこ遊びを継続していきたいと思
う。また、来年度のプロジェクトの中に園庭改造計画が
あり、どろんこ遊びが継続・発展できるような環境も検
討していきたい。
 （皆川 奈津美）

①友達や先生と話し合いながら、材料や作り方などを考
え、カレー作りをする。【言葉による伝え合い】【協同
性】【思考力の芽生え】【自立心】

②自分達で作ったカレーを友達や先生と一緒に食べるこ
とを楽しむ。【言葉による伝え合い】【健康な心と体】【協
同性】
③夏の季節を感じ、盆踊りに関心を持ちながら友達や保
護者と一緒に楽しむ。【社会生活との関わり】【健康な
心と体】

　今年度は、昨年度までと大きく流れを変え、第一部は、
子ども達でカレー作りを行い、第二部は、保護者と一緒
に、職員による和太鼓の演奏、有志の保護者による出し
物、盆踊りと夏祭りの雰囲気を楽しむことを行った。
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図 　さつまいも、入れたい人！

図 　コーンください

図 　おいしいね！
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　カレー作りが今年度初めての試みとなったが、プロジ
ェクトリーダーを中心に、子ども達の主体性を引き出し
ながら、自分達で食材を選び調理することで、食育にも
つながるよう計画を進めた。
　食材選びをする上で、まずは家庭のカレーライスにつ
いて知ることから始めた。食育は、家庭との連携が必要
になる。そのため当日、第一部の保護者の参加はないも
のの、子ども達と保護者が話し合うことで、カレー作り
の取り組みに関心を持っていただくねらいも兼ねてい
た。クラスで、保護者から聞いてきたことについてカレ
ーの材料や、作り方、隠し味になどについて発表した。
材料の切り方は、野菜の味がよくわかるように、大きめ
に切っているという家庭と、全部の野菜をみじん切りに
して食べやすくしている家庭とに分かれた。細かく切る
野菜には、あえて嫌いな野菜を入れて食べられるように
していると、健康を考えて工夫し調理されていることに
も気が付いた。また、「チョコレートを入れている。」、「味
噌をいれている、味噌は赤みそだよ。」など、家庭それ
ぞれ、隠し味の工夫があることがわかった。カレーに味
噌を入れたら、どんな味になるんだろうと、想像を膨ら
ませ、共通する給食のカレーと比較しながら、話し合い
が活発に行われ、カレー作りに期待が高まっていった。
これらの話い合いを数日かけて行い、準備する材料のイ
メージを広げ決めていった（言葉による伝え合い）（思
考力の芽生え）。
　食材は、子ども達と事前に話し合ったものを、食材マ
ルシェに準備した。豚肉、挽肉、ジャガイモ、タマネギ、
ニンジンの他に、サツマイモ、レンコン、ナス、トマト、
シメジ、コーンなどを用意した。また、隠し味マルシェ
には、家庭の味として出ていた、バター、はちみつ、ケ
チャップ、チョコレート、赤味噌、すりおろしリンゴ、
にんにく、マヨネーズ、醤油、とろけるチーズを用意し
た。そのほか、共通となるカレールウや、白米、道具類
など、給食業者さんの協力を得て準備を行った。
　当日は、 時に登園し、 グループ ～ 人のグル
ープに教師とボランティアのお母さん先生の各 名ずつ
配置した。他にも、食材マルシェや、配膳など、お母さ
ん先生、お父さん先生のお手伝いをいただいた。
　全体で大まかな流れや注意事項を聞いた後、食材マル
シェを見てから、各グループで食材や調理の仕方などを
話し合った。特に、ポイントとなる隠し味で活発に意見
交換されたため、友達とぶつかる場面も見られたが、解
決策を一緒に考えながら意見の調整を行うことができた
（道徳性・規範意識の芽生え）（図 ）。

　食材をマルシェに取
りに行くときは、同じ
野菜でも吟味したり、
ほしい量を伝えたりな
ど、ワクワクした表情
で準備し、カレー作り
をスタートさせること
ができた（図 ）。
　調理過程は、ピュー
ラーを使って皮むきを
し、野菜の切り方もグ
ループで工夫しなが
ら、実際に包丁を使っ
て調理に参加した。子
ども達自身が衛生面や
安全面に意識できるよ
う働きかけた。ボラン
ティアのお母さん先生
にもお手伝いいただ
き、多くの大人の目で
見守りながら調理を進
め、子ども達のやって
みたい気持ちを大切に
し、自立心の育ちにつ
なげることができた。
　カレールウや水の量
の分量はあらかじめ知
らせてあったが、計量
カップを使い考えなが
ら入れ、隠し味を入れ
るタイミングも各グル
ープでの工夫が見られ
た。コンロを使用して、
目の前でカレーを煮込
むことができたため、グツグツする様子や匂いを感じた
り、配膳を自分で行ったり、自分達で作ったカレーであ
るとより実感することができた。
　食べ始める前に、各グループ工夫した点を発表し合っ
た。「苦手な野菜も食べやすくなるように小さく切った。」
など具体的な方法のほかにも「おいしくなあれと魔法の
呪文をかけた。」など自信を持って発表した。
　食べ始めると、「おいしいね。」「◯◯君が切ったにん
じんかな？」など、普段の給食の時とは、また違った表
情を見せていた（図 ）。
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図 　電子マネーでお願いします！
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　園長、主幹、各担任は、全グループのカレーを試食した。
どのグループも食べてほしいと配膳を手伝ったり、味も
自信を持って工夫したことを口々に伝えたりする姿が見
られた。食物アレルギーの関係でカレールウは同じもの
を使ったが、隠し味や食材、水の量や煮込み加減によっ
て、味がかなり違うことに驚いた。子ども達にも具体的
に感想を伝えると、満足そうな笑顔を見せ、「おいしか
った、ごちそうさま」と伝えてもらえる喜びを味わうこ
とができたようである。
　子ども達の発表や、食べてみた感想を賞状のタイトル
にし、園長先生から、表彰状の贈呈がされた。
　今回のカレー作りを通して、子ども達が主体となって
食材の準備から、調理、実食まで、友達と一緒にワクワ
クする体験ができたのではないかと思う。この経験を、
ドキュメンテーションでも配信し、家庭と共有すること
で、食への興味、関心が、夏休み中、家庭での手伝いに
つながり、継続するよう働きかけた。
　今年度は、子ども達の体力や時間等を考慮して、カレ
ー作りの工程に重点を置いたが、実際に買い出しに行く
など、子ども達のやってみたいことを広げていくことで、
さらに様々な育ちにつなげていくことが今後の課題であ
る。
 （関戸 紀久子）

①お月見について知り、月や夜空に興味・関心を持つ。
【自然とのかかわり・生命尊重】【数量・図形、標識や
文字などへの関心・感覚】【思考力の芽生え】
②お月見コンサートに参加し、月の歌を歌ったり、楽器
演奏を聴いたりして楽しむ。【豊かな感性と表現】
③保育者や絵本クラブの保護者の方と一緒に月の絵本を
見て、より一層、月に興味・関心を持つ。【言葉によ
る伝え合い】
④製作やだんご作りを通して、お月見を身近に感じたり、
親しみを持ったりし、お月見おだんご会に期待を持つ。
【健康な心と体】【社会生活との関わり】【数量・図形、
標識や文字などへの関心・感覚】

　十五夜の二週間ほど前から、絵本クラブさんに月に関
する絵本を読んでいただいたり、各クラスや職員室前に
月の満ち欠けがわかるものを設置したりし、月やお月見
という行事について関心が持てるようにした。満ち欠け

カレンダーを見ながら、その日の月や前日の月の形を子
ども達同士で話す様子も見られ、その姿からは、実際の
月を自分の目で見てみようという月への関心が高まり、
自然とのかかわりや図形への感覚を養うことができてい
ることが感じられた（自然とのかかわり・生命尊重）（数
量・図形、標識や文字などへの関心・感覚）。
　十五夜当日は、昨年の反省から、音楽表現を取り入れ
たいという教師側の思いがあり、児童教育学科の坪井眞
理子先生とゼミの学生さんに来ていただき、お月見コン
サートを開催した。生の歌声や演奏を聴けたことで、ド
キュメンテーションの保護者のコメントに「月を見なが
らいつもより高音で歌っていた。」とあったように、豊
かな感性が育ったと考えられる（豊かな感性と表現）。
　お月見おだんご会に向けては、事前におだんご会があ
ることを告知し、おだんごと交換するものを作ってきて
ほしいということを依頼した。昨年度のように、「チケ
ット」と限定しなかったことで、おだんごと同じくらい
の価値のものをそれぞれが考えて作り、個性豊かなもの
となっていた（思考力の芽生え）。年少児は、自分の好
きなものを立体的に作る子もおり、好きなものと交換し
ても良いと思える程の、おだんごへの期待値の高さが感
じられた。年中児はより現実的であり、財布とお金を作
っている子が多く見受けられた。 万円や 円など、
価値はそれぞれだったが、社会経験が増えてきているこ
とで、自身の社会生活と結び付けて考える力や、それを
再現して作る技能が育っていることが考えられる（社会
生活との関わり）。年長児は、作ってくれるお母さん先
生に手紙や絵本を作って感謝を表す子や、電子決済用の
スマホを作る子など、表現の仕方が多岐にわたっていた
（図 ）。交換する物を作るという活動は、一人一人の
様々な思いが作った物に込められており、この活動を通
して、物を作る技術や表現する力だけでなく、作ってく
れる相手への感謝の気持ちを持つ姿からは、 つの柱の
一つである人間性、お
金や電子決済用のスマ
ホを作る姿からは、生
活を営むための知識及
び技能も育まれている
ことが感じられた（社
会生活との関わり）（思
考力の芽生え）（言葉
による伝え合い）（数
量・図形、標識や文字
などへの関心・感覚）
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図 　やったー！　ゴールだ！

図 　どう？　おいしいね！

図 　おだんご３つください
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（豊かな感性と表現）。
今回はおだんご会の告
知とともに、交換する
物を持ってきてほしい
という依頼を教師側か
らしたが、告知のみに
すると、子ども達がお
だんごに対してどのよ
うに捉え、どのように
表現するのか、より主
体的な活動が見られた
かもしれない。
　おだんご会当日は、
今年度は異年齢交流の
意味を含め、全学年で
グループに分かれて
行った。そうすること
で、年長児は特に、年
少クラスに迎えに行っ
たり食べる準備を手伝
ってあげたり、年上だという自覚をもって行動する姿
が多く見られた（道徳性・規範意識の芽生え）（図 ）。
また、年長児が食べる姿を見て、だんごが苦手だった子
が食べてみようと思えたようで、食べてみたらおいしか
ったという良い経験にもつながり、異年齢交流の良さが
いろいろな場面で見られた。だんご屋ではだんごの数を
自分の好みによって考えて数を伝えたり、トッピングを
どうするかお母さん先生と一緒に考えたりする中で、言
葉による伝え合いがどの学年も育っていることが感じら
れた（言葉による伝え合い）（図 ）。
　今回のお月見で音楽的、造形的な活動やおだんご会で
の人との関わりを通して、様々な育ちが見られた。今年
度は運動面に力を入れていきたいということで、自分た
ちでススキ採りに行くことも計画していたが、近くにス
スキが生えているところがなく、残念ながら実現するこ
とができなかった。また、各クラスでは月やだんごなど
をそれぞれ作り飾っていたが、昨年度のように素材コー
ナーを生かした活動ができなかった。今後は素材コーナ
ーの在り方も改めて検討し、活用していきたい。
 （竹内 敦子）

①身体を思い切り動かす楽しさ・嬉しさを知る。【健康

な心と体】
②友達と力を合わせ、目標に向かって頑張ることができ
る。【協同性】
③最後まで頑張り抜き、今後の生活の自信へとつなげる。
【自立心】
④運動会を自分達で作り上げていく楽しさや、充実感を
味わう。【思考力の芽生え】【数量・図形・文字等への
関心・感覚】【言葉による伝え合い】【豊かな感性と表
現】

　今年度は「パワフル」をテーマに、「こういう身体能
力をつけたい」と、意図を明確にした競技を子ども達と
考えて進めた。具体的に身体能力を高めるためにはどの
ような活動を取り入れたら良いか作業療法学科の塙（ケ
ニー）杉子先生にもアドバイスをいただき、年齢に合っ
た運動や、学年の繋がりを意識しながら非認知能力を高
める運動遊びを検討していった。会場装飾は、子ども達
が思い思いに描いたフラッグが園庭の空を飾り、より運
動会への期待が高まった。
　年少組は、「かけっこ」と「リズム遊び」を行った。「か
けっこ」は、運動の基本の つである〈走る〉ことを、
ゴールを目指して力一杯走る楽しさを味わうことができ
るよう進めた。スタートの姿勢と気持ちを意識して取り
組み、自ら集中して走り出すことができるようになって
いった（健康な心と体）。ゴールには目標物「パワフル
タワー」を置くことで、走ることに集中し意欲的に行う
ことができた（協同性）（自立心）。目標物は園長先生に
もご指導いただき、子どもと相談し自分達のパワー溢れ
る顔の絵や担任の手形（ゴールで担任が迎え入れるとい
う意図）を描き、気持ちを盛り上げられるようにした。
最初は目標物の前で止まってしまう子もいたが、練習を
重ね走り抜けられるようになっていった。人前で走るこ
とに抵抗のある子も、加配教師や担任の援助、友達の応
援で完走できた（自
立心）（図 ）。また、
リズム遊びは入園以降
親しんできた〈体操〉
を、運動会のテーマに
合った歌詞等を考慮し
て選曲し内容を考えて
いった。普段から親し
む身体表現に加え、身
体部位を意識して脇を
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図 　パワー玉チャージ！

  図 　 グラグラを我慢して～！　
Ｔのポーズ !!
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伸ばす、手をしっかり上げる、小さく縮こまってから大
きくジャンプする動作等を取り入れた。丁寧な身体の動
きを意識して言葉を掛け、運動能力の向上を図った。ま
た、年少担任が運動会前に踊りの動画を配信し、親子で
のふれあいを促進し、当日は保護者と一緒に身体を動か
す楽しさを味わうことができたと思われる（健康な心と
体）。
　年中組は、「障害物競争」と「玉入れ」を行った。両
競技は、 学期から継続してきた〈忍者修行〉をテーマ
とした運動遊びとして取り組めるよう、競技名もそれに
因んだものにし、障害物競走は『秘密の特訓の巻』、玉
入れは『パワー玉投げの巻』とした。前者は普段から運
動能力向上を意識した動きを継続してきたことで、日々
上達がみられた（健康な心と体）（自立心）。また、競争
することよりも、修行と称し つ つの動きを丁寧に取
り組むことをねらいにした。また、城のオブジェを作っ
たことで雰囲気も盛り上がった（豊かな感性と表現）。
玉入れは、〈投げる〉動作の経験を楽しみながら重ねて
いくことをねらいとした。作業療法学科の塙（ケニー）
杉子先生のご助言から、教師が一方的に内容を決めずに、
子ども達がいろいろな玉投げの方法があることを経験し
た上で、どの方法を取り入れたいか意見を聞き、内容を
作り上げたことも意欲を引き出すきっかけになったと思
われる。また、玉入れだけでなく、曲に合わせてダンス
やストレッチも取り入れ、運動能力向上に繋がる動きを
構成したことでメリハリある競技となった。園長先生か
らのご助言で、ストーリー性も加味することで、子ども
達の気持ちも盛り上がった（言葉による伝え合い）。何
度も経験を重ね玉が入るようになり、達成感や自己肯定
感も高まっていった（健康な心と体）（協同性）（自立心）
（図 ）。今回は玉の数を競うことはなかったが、数量
の理解に繋げるための配慮も必要であったと思われる。
　年長組は、「対抗リレー」と「ケンケンくつ飛ばし競
争」を行った。対抗リレーは昨年の年長児が取り組む姿
を見て憧れや期待感を
持ち、日頃から遊びの
中で行う姿があったた
め運動会でやりたい事
として声が多く挙がっ
た。勝敗が明確な分、
クラス混合の チー
ムにして速さを合わせ
ることで練習の度に順
位が入れ替わり、意欲

的に取り組み競争する
力、関わる力の育ちに
繋がったと考える（健
康な心と体）（協同性）
（自立心）。腕の振りや
姿勢を意識し、練習を
重ねるにつれて走り方
の変化やバトンの受け
渡しも上達していった
（思考力の芽生え）。小
学校への接続を考慮し
今年度初めてリング型のバトンを使用したが、受け渡し
はスムーズにできた。練習の過程で、支援の必要な子以
外にも様々な配慮が必要な場面があったが、当日は力を
出し切ることができたと思われる。ケンケンくつ飛ばし
競争は、作業療法学科の塙（ケニー）杉子先生のご助言
で、目標物を置いて練習することで徐々に靴を高く遠く
まで飛ばせるようになり、体幹とバランス強化の経験を
楽しみながら重ねていく目標に繋がった（健康な心と体）
（協同性）（自立心）（思考力の芽生え）。曲に合わせて靴
飛ばしを行うだけでなく、ダンスや筋トレ、ハロウィン
仮装など、子ども達からの意見をファンタジーの世界観
で一緒に作り上げたことも意欲を引き出し、運動機能の
向上に繋がったと思われる（図 ）。ストーリー性のあ
る構成のため、展開がわかるように教師の説明が多くな
りがちだったが、園長先生からのご助言で、できる限り
子ども達の言葉や掛け声で進める流れに変更し、徐々に
声も揃っていった（言葉による伝え合い）。ハロウィン
仮装も、思い思いに製作して身につけることで気持ちも
盛り上がり、達成感や自己肯定感が高まり、心をひとつ
に挑戦する力を育むことに繋がったと考える（協同性）
（自立心）（豊かな感性と表現）。
　今回、テーマ「パワフル」として運動能力向上を意識
したが、運動会だけに留まらず継続をすることが大切で
あると思われる。今後も日々の保育の中で、年齢に応じ
た内容を計画的に検討しながら持続して取り組んでいく
ことが課題である。
 （平岩 保子）

①畑の方とコミュニケーションを図ることで親しみを持
ち、感謝の気持ちを育む。【社会生活との関わり】【言
葉による伝え合い】
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図 　斜め植えで植えてみよう！ 図 　ながーくのびたツルを切るよ
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②芋畑への道のりを歩き、幼稚園の周りにある建物や自
然、交通標識などを知り、地域への関心を深める。【健
康な心と体】【自然との関わり・生命尊重】【社会生活
との関わり】【数量や図形、標識や文字などへの関心・
感覚】
③サツマイモそのものについて知ったり生長に興味を持
ったりする。【自然との関わり・生命尊重】【社会生活
との関わり】
④園庭で育てたサツマイモを収穫し保存方法を調べた
り、試食したりして、畑での芋ほりに向けて期待感を
高める。【健康な心と体】【自然との関わり・生命尊重】
【思考力の芽生え】
⑤虫や土に触れることで、自然を感じる。【自然との関
わり・生命尊重】
⑥自分の手で芋を掘る体験をし、収穫の喜びを味わう。
【協同性】【自然との関わり】
⑦季節ならではの食材に触れ、食卓に並ぶまでの過程を
知り、様々な調理の仕方に関心を持つ。【健康な心と体】
【社会生活との関わり】【言葉による伝え合い】

　本園では例年、園近隣の農家の方の畑でサツマイモの
収穫体験を行っているが、食育や生命尊重の観点からサ
ツマイモの収穫だけではなく、子ども達が作付けや水や
りも経験し、サツマイモの生長の過程を間近で見られる
ようにしたいと考えた。一昨年も同様の思いから園庭の
花壇を利用しサツマイモ作りを試みたが、可食部が小さ
過ぎて全園児が試食するには至らなかった。その時の反
省を活かして子ども達と共にサツマイモの栽培を一から
学ぶところからはじめ、栽培に適した土作り、苗の植え
方、水のやり方等を図鑑やインターネットを使って各
クラスで調べた。また、幼稚園近くの JAの方に来て頂
き、作付けから指導してもらうことにした。 月初旬、
大きな芋の収穫を目指して斜め植えという方法で植え付
けを行った。他の多くの野菜を育てる時は種まきをする
が、サツマイモは種芋から芽出しをして使用する。子
ども達はこの違いを知
って興味を持った様子
だった（図 ）。植え
たばかりの頃は細くて
弱々しかった苗だが、
有志の子ども達がせっ
せと水やりを行ったこ
とで 週間ほどすると

土に根付き、順調に育っていった。秋になり一週間後に
畑での芋掘りを控えた頃、農家の方がご厚意で発芽に使
った種芋を幼稚園に持ってきて下さった。それを早速子
ども達に見せ、作付け前の苗はこのような種芋を使って
芽を生したということを知らせることができた（自然と
の関わり・生命尊重）（言葉による伝え合い）。 月中
旬に芋掘りをさせて頂く畑に年中組・年長組は徒歩で、
年少組は園バスを利用して観察に出かけた。自分達が園
庭で育ててきたものは厳しい夏の暑さに負けずツルが長
く伸び、緑色の葉がたくさん生えていた。これらと農家
の方が育てて下さったものとではどのような違いがある
のか、観察の際に興味関心が持てるように働きかけた。
幼稚園のサツマイモの葉はまだ青々としていたが、畑の
サツマイモの葉は収穫に向けて茶色に変色してきている
ものが多く、ツルに芋虫がたくさんついて虫食いの葉が
目立っていた。この夏は猛暑のため農家の方も栽培には
大変ご苦労をされていたようである。畑見学では土の中
を覗いてみることはできなかったが、子ども達は土の中
の芋の様子を想像し、自分達が芋掘りに来るまでに大き
くなってねと願って帰園した。 月下旬、大きな期待
感をもって芋掘り当日を迎えた。農家の方は芋の生育状
況を心配されていたが、大きなサツマイモが土の中から
次々に顔を出し、子ども達は夢中になって掘り進めてい
た。各自持参した布袋の中に大量のサツマイモを入れ、
「重い重い」と言いながら袋を抱えて収穫の喜びを全身
で感じている様子だった。この日に収穫した芋を大切に
保存し 月初旬、お母さん先生達にご協力頂き、クッ
キングで芋きんとんを作った。ふかした芋を思い思いの
道具（マッシャー・綿棒・フォーク等）でつぶし、味付
けや形作りを経験した。自然の甘みの優しいおやつが出
来上がり、収穫の喜びを感じながら美味しく頂いた（社
会生活との関わり）。畑での芋掘りの 週間後、いよい
よ幼稚園の花壇で育ててきた芋を掘ってみることにし
た。芋を掘る 日前に有志の子ども達にツル切り作業を
行ってもらい、 各クラス ～ 株ずつ土を掘った（図
）。 株から、大人のこぶし 個分ぐらいの大きさの
サツマイモが ～ 個
とれ、園全体では
個ほど収穫でき、ふか
し芋にして全園児が一
口ずつ味わうことが
できた（自然との関
わり・生命尊重）（図
）。今年度は園庭で
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図 　 わー、幼稚園のお芋もこん
なにたくさん

図 　テープをピーンと張って

図 　 先生、僕たちの作った音何
だかわかる

図 　 たくさん叩いて音を出せるよ
うに、カップを３つつけよう
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のサツマイモ栽培を通
して、芋のすべてを観
察することができ、試
食までつなげられた。
これらは子ども達にと
って学びの多い嬉しい
体験となった。
 （山本 利麻）

①音楽に合わせて、自由に体を動かすことを楽しむよう
になる。【健康な心と体】【自立心】【思考力の芽生え】
【豊かな感性と表現】
②生活の中のいろいろな音に気付いたり聞き分けたりで
きるようになる。【社会生活との関わり】【思考力の芽
生え】【自然との関わり・生命尊重】【言葉による伝え
合い】
③友達と気持ちを合わせて歌ったり合奏をしたりして楽
しむ。【協同性】【道徳・規範意識の芽生え】【豊かな
感性と表現】
④言葉の意味を理解し、曲の雰囲気を感じ取って表現す
ることを楽しむ。【健康な心と体】【思考力に芽生え】【豊
かな感性と表現】

　昨年度に引き続き、歌を選曲するにあたり、「元気な曲」
「優しい曲・静かな曲」「歌詞の意味を考えながら歌う曲」
「合奏」「保護者参加型の曲」の様々な曲調の 曲を選曲
していった。年長児については、子ども達と話し合って
決めていった。内容では、今年度のテーマである「パワ
フル」を発揮できるように、年齢別に表現方法を検討し
た。
　年少児は、それぞれの歌の歌詞に合った振りをつけ、
身体を大きく動かして表現することを子ども達と一緒に
考えていった。経験が少なく、歌詞の言葉からイメージ
して表現することに難しさを感じていたため、教師がい
くつか提案をし、子ども達と一緒に決めていけるように
した。身体表現が苦手な子もいたため、手を振り身体を
揺らしてリズムをとることを取り入れ、友達と一緒に歌
うことの楽しさを味わえるように配慮した（健康な心と
体）（協同性）。合奏では、空き箱や木の実、ビーズなど
廃材を使って手作り楽器を製作し演奏をした（豊かな感
性と表現）。自分と友達の楽器の音の違いに気付き、楽

しむ姿があった（図
）。また、叩く・振
る・こするなど音の出
し方をそれぞれ工夫し
ていた（思考力の芽生
え）。保護者参加型の
曲では、保護者と掛け
合いができる歌を選曲
した。予め、ドキュメ
ンテーションで動画を配信し、おんがくかい当日一緒に
行えるようにした。　年中児は、入場の際に曲に合わせ
て合奏しながら、パレードのように行進しながら入場し
た。簡単なリズムにしたものの楽器を鳴らしながら歩く
ことが難しかったので、教師がホイッスルで同じリズム
を鳴らし、リードを取り友達と気持ちを合わせて取り組
めるように配慮した。楽器の一つとして、今年度もバケ
ツ太鼓を作り取り入れた。バケツにガムテープを貼る際
には、しっかり張った状態で貼り付けないといけないた
め、友達と声を掛け合ったり、相談したりしながら、協
力し合って作る姿があった（協同性）（豊かな感性と表現）
（言葉による伝え合い）（図 ）。保護者参加型の曲では、
保護者と一緒に踊り、ふれあう箇所を取り入れた。抱き
しめてもらったり、高く抱きかかえてもらったりしダイ
ナミックに触れ合うことができ、親子ともに充実感を味
わっていた（健康な心と体）（豊かな感性と表現）。
　年長児は、身近にあるものを使って手作り楽器を製
作して、保護者参加の「音当てクイズ」を取り入れた。
iPad のアプリを使っ
た遊びを経験したこと
を活かし、手作り楽器
の音を録音し、 択ク
イズにした（思考力の
芽生え）（豊かな感性
と表現）（言葉による
伝え合い）（道徳性・
規範意識の芽生え）（図
）。新しい取り組み
として取り入れてみた
が、作った音を音響設
備を通して鳴らすと、
実際に鳴らしたものと
聞こえ方に違いが出る
ことや出題方法に課題
が見つかった。保護者
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参加型の曲では、ライブ感を演出できるようペンライト
など光るものを準備してもらい歌に合わせてふってもら
ったり、一緒に歌ってもらえるよう事前に手話動画をド
キュメンテーションで配信したりした。また、子ども達
には内緒でアンコールの声が上がるよう協力を呼びかけ
た。子ども達は驚きつつもうれしそうな表情を見せ、お
んがくかい終了後は、印象に残ったこととして一緒に歌
ったことを挙げる子が多く見られた（自立心）。
　会場ホール内には、歌にちなんだ絵を描いたり、ステ
ージ上にはミラーボールを各クラスで製作したりした
（協同性）（豊かな感性と表現）。おんがくかい当日は、
学年ごとの開催のため当日は他学年の様子を見学するこ
とができなかったが、会場いっぱいに描かれた絵が、応
援してくれているとはたらきかけたことにより、子ども
達の力となった。
　おんがくかいを通して、友達と気持ちを一つにして歌
うことの楽しさや心地よさを感じられることができた
（健康な心と体）（協同性）。その楽しさを友達だけでなく、
会場の保護者とも一緒に感じられるように、今年度は保
護者参加できる内容を検討した。保護者にも参加しても
らうことで、会場に一体感が生まれ、子ども達が活き活
きと取り組めるようになった（社会生活との関わり）。
今後も保護者も一緒に盛り上がることができる環境構成
をし、創り上げていく内容を考えていきたい。しかし、
主体性という点から考えると、いくつかの課題があった。
学年全体で取り組むと、個々の意見を反映しづらかった
り、会場のスペースより動きが限られたりした。保護者
の前で発表するとなると、形式的な内容となってしまう
こともあった。また、運動会とは違い、ステージに立ち、
大勢の保護者の注目を浴びることで、緊張を感じやすく
本来の力を発揮できない子もいた。子ども達の主体性を
より重視していくのであれば、クラス毎の開催が伸び伸
びとした姿で取り組めるのではないかと思われる。
 （光崎 亜紀美）

①クリスマスに期待を持ち、楽しくクリスマス会に参加
する。【思考力の芽生え】【数量や図形、標識や文字な
どへの関心・感覚】
②出し物や歌、音楽を楽しみ、クリスマスの雰囲気を味
わう。【健康な心と体】【協同性】
③クリスマスを身近に感じながら、自分なりに工夫して
クリスマスの飾り作りを楽しむ。【豊かな感性と表現】

④クリスマス会を通して、海外の文化に興味をもつ。【社
会生活との関わり】

　今年度のクリスマス会では、クリスマスに期待を持ち、
楽しく参加することを通して、文化に興味を持てるよう、
プロジェクトリーダーを中心に話し合い、クリスマス会
までの計画をたててきた。
　クリスマスへの期待
を高めるための取り組
みとして、サンタさん
への手紙作りをしては
どうかという案が出て
おり、実際に子ども達
からも手紙を書きたい
という声が多く上がっ
たため、早速始めることとなった。年中児が、サンタさ
んに向けて手紙を投函する「サンタポスト」を作ったこ
とをきっかけに、手紙の投函が始まった（協同性）。さ
らに年少児でも「大きな靴下」を作って手紙を入れるこ
とが出来るようにした。サンタポストと靴下は、ホール
前のクリスマスツリー横に設置し、いつでも投函出来る
ようにした。子ども達が思い思いにサンタさんに手紙を
書き、ポストや靴下に入れ、「届いたかな？」と想像し
つつ、クリスマス当日を心待ちにした（数量や図形、標
識や文字などへの関心・感覚）（図 ）。時折ポストを
のぞくと、自分が書いた手紙がなくなっているのを確認
し、「手紙がなくなってるよ！」、「サンタさんが持って
行ったのかも？」と驚きや喜びに満ち溢れた表情で、ワ
クワクする様子があった。サンタさんの存在に想いを馳
せ、想像力を膨らませながらクリスマスへの期待感を高
めることが出来た（思考力の芽生え）。手紙の内容も様々
で、サンタさんが幼稚園に来てくれることを願う子、欲
しいプレゼントをお願いする子、サンタさんの好きなも
のを描く子など、それぞれの思いが感じ取られた。手紙
を書く中で、クッキーとミルクを描いていた子どもか
ら、家ではサンタさんにクッキーとミルクをあげている
という話が出たことで、幼稚園に来てくれるサンタさん
を想って、紙粘土等でクッキー作りをする活動にも発展
した（豊かな感性と表現）。サンタさんへ書いた手紙は、
「可愛い手紙ばかりなため、みんなにも見て欲しいと思
い、サンタさんがホールに飾った」という設定にした（図
）。
　また、年長児からの発案で、年長児が歌と踊りを保護

図 　サンタさんに届くといいな
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図 　 ホールいっぱいに飾られた
サンタさんへの手紙

図 　 あわてんぼうのサンタクロー
スの振付けをレクチャー中

図 　 素材コーナーでクリスマス
飾りを作ったよ
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者の方やサンタさんを
含めてみんなで楽しも
うというアイデアが出
た（健康な心と体）。
これは、先の「おんが
くかい」で、保護者と
一緒に歌い踊ったこと
がとても楽しく、心に
残ったということがき
っかけであった。年少
児もよく知っている曲
を考えて、「あわてん
ぼうのサンタクロー
ス」を選曲し、踊りも
年長児が曲に合わせた
振付けを考え、年中、
年少組の部屋に出向い
て、優しくレクチャー
する姿が見られた（協
同性）。年長児が主体
的に行事に関わり、自
ら考えて楽しむ姿は、
他学年の子ども達にと
っても良い刺激となっ
たのではないかと考え
る（図 ）。
　造形面では、プレゼ
ントを入れてもらう袋に飾りつけを行ったり、素材コー
ナーでのクリスマス飾りづくりを行ったりして、クリス
マスの雰囲気を感じながら、それぞれの表現を楽しむこ
とが出来た（豊かな感性と表現）（図 ）。だんだんと
園内が子ども達の造形で賑やかになり、視覚的にもクリ
スマスムードを高めることが出来た。
　クリスマス会当日は、父母の会さんからの出し物から
始まり、年長児のキャンドルサービス、オルガニストの
吉田先生のピアノ演奏やサンタさんとの交流など、盛り
だくさんな内容で、終始温かい雰囲気に包まれた。特に、
父母の会に参加する保護者の方が、それぞれの得意な分
野を十分に発揮しあって作られたクリスマスの由来に関
する劇は圧巻で、子ども達も興味関心をより一層深める
ことが出来た（社会生活との関わり）。保護者の方の協
力による可能性の幅広さを実感するとともに、それが負
担とならずに、今後も様々な機会で協力していただける
よう、改めて日ごろから保育を理解していただき、保護

者の方との信頼関係を積み重ねていくことの重要性を感
じた。
　サンタさんの登場には驚きや喜びの歓声が上がり、吉
田先生の通訳を通して、質問をしたりプレゼントをもら
ったりして、心に残る時間となった（社会生活との関わ
り）。手紙の設定も、事前に吉田先生やサンタさんに伝
えていたことで、子ども達も「サンタさんに手紙が届い
て喜んでくれた」という実感を持つことが出来た。
　年長児のキャンドルサービスでは、練習中にロウが垂
れ、やけどをする例が出た。これまで幻想的だと思って
いたが、火を怖がる敏感な子もいたり、特性により、じ
っとしていられず動いてしまう子もおり、危険な様子も
時折見られた。支援を要する園児の増加や子ども達の様
子、状況を考えると、根底に立ち返って具体的に見直し
て行く必要があるという大きな課題も見えた。
　今年度は、子ども達からの発案で「サンタポスト」や
「大きな靴下」を作り、「サンタさんに手紙をかいて送る」
という取り組みを通して、クリスマス会までの期待を高
めることが出来た。また年長児の発案から、子ども達が
主体的に考えて動き、全体で楽しむことが出来た。どの
子どもも、クリスマスという行事やサンタさんへの想い
をそれぞれに持ちながら、クリスマスの楽しさを十分に
味わえたのではないかと感じた。
 （小澤 黎花）

①普段食べている米の栽培を通して、米ができるまでの
過程を知る。【健康な心と体】
②実際に栽培をすることで、興味関心を高めるとともに、
育てることの難しさを知り、何気なく食べているもの
に対する感謝の気持ちを持つ。【自然との関わり・生
命尊重】【社会生活との関わり】
③収穫後の藁を使ってしめ縄を作ったり、米を精米して
おにぎりクッキングをしたりして、収穫の喜びを味わ
う。【協同性】【豊かな感性と表現】【健康な心と体】

　昨年度に引き続き、今年度も園のプロジェクトとして
全学年で JAの方にアドバイスいただきながら、米作り
に取り組むことにした（社会生活との関わり）。
　 月から各クラスで種もみの発芽作業を始めた。昨年
度の反省を活かして、学年やクラスで種もみの水付けの
日がずれないようにスタートの日付をそろえていったも



─　　─

図 　上手に切れるよ！

図 　伸びすぎた苗 図 　 おにぎり会～具はなににし
ようかな～
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のの、発芽の生長がま
ちまちになってしまっ
たのは、原因が不明で
ある。土は、昨年度、
使用した土の根っこを
取り除き、肥料を混ぜ
て使用した。古い稲の
根っこはなかなか抜け
ず、水を入れたり、雨の日には雨ざらしにしたりして、
土を柔らかくして抜くようにしたが、その作業に大変苦
労した。しかし、戸外遊びの際に、自由に土作りができ
る環境を準備しその中で、異年齢の交流も深めることが
できたことは良い経験になったと思われる（協同性）。
　苗床が出来上がり、 月初旬に苗植えを行った。各ク
ラスでプランターやバケツに苗を植えたが、クラスによ
っては苗が伸びすぎた状態になってしまい、伸びすぎる
と根がつくのに時間がかかっていたため、苗植えをする
タイミングを逃さないようにすることが来年度は重要で
あると考える。 月頃になると葉の外側が黄色になり始
めたため、水分量を調節しながら様子を見た。念のため、
肥料を根元にまいたところ急激に穂が伸び始めた。昨年
度より 週間ほど稲穂を目視できる日が遅かったが、米
のなり具合も徐々に多くなっていった。しかし、たくさ
ん実っているように見えたものの、穂が垂れてこず、ま
っすぐのままの状態が半分ぐらいで、実が入っていない
ものばかりであった（図 ）。
　 月には稲刈りを行った。年長組からスタートし、
その様子を年中組が見学、年中組の様子を年少組が見学
というように作業を行った。年長児は昨年度の経験もあ
り、かまの扱いも安定感があった。年少児も年長児の様
子を見てイメージしたり、教師に手を添えてもらいなが
ら経験することができた。刈った稲を束にして干す作業
も子ども達が意欲的に取り組む姿が見られた（自然と
の関わり・生命尊重）。気温が高い日が続いたこともあ
り、米の実りが昨年に引き続き不良で、脱穀の際には米
が一粒ずつ取れず、穂のままちぎれてしまったり、米の
粒が小さかったりであ
った。そのため、米も
約 グラム、精米し
た状態では グラム
と大変少なかった（図
）。
　 月には、脱穀し
た後の藁を使って、し

め縄作りも経験した。
iPad でしめ縄を調べ
て、各クラスそれぞれ
個性があるしめ縄で新
年の飾りを彩ることが
できた（豊かな感性と
表現）。
　米作りの過程として
は、昨年とほぼ同じ形
で進めたが、年々、収穫の量が減って、育てた米でおに
ぎりを全園児が試食するという当初の計画は全く叶わな
かった。子ども達にはこの現状を伝えて、いかに米作り
が大変かを理解させるべきか迷ったが、今年度は市販の
米を買って、子ども達が育てた米として、 月におにぎ
り会を開催することにした。子ども達が食べたいおにぎ
りの具をあらかじめ聞き、お母さん先生にお手伝いいた
だきながら自分で握ったおにぎりを試食できたことは貴
重な経験になったと思われる（健康な心と体）。しかし、
種もみからの栽培で収穫した米を皆で試食することの限
界も痛感している。 月には、給食業者のご厚意で、脱
穀の際に出たぬかを使用して、キュウリのぬか漬けを作
っていただき給食の際にいただくことができた。この経
験でさらに、米の栽培の食育の幅が広がっていったと思
われる（図 ）。
　米の栽培をすることでその生長過程を知ったり、栽培
の難しさを知ったりするというねらいがあったものの、
収穫した米でおにぎりを作って食べるという子どものイ
メージや願いを叶えたいという教師の思いが強く、購入
した米を子ども達が収穫した米としておにぎり会をした
ことが良かったのかどうかは課題として残る。栽培の難
しさを子どもと共に実感し、では、その思いを叶えるた
めにはどうしたらよいかということを共に考えていくと
いうことが、子ども主体の保育なのではないかと振り返
った。次年度は、もう一度原点に立ち返り、米作りのプ
ロジェクトのねらいと進め方を考えていきたい。また、
その際に、田植えの時期が、新年度に入りすぐというこ
とも考慮し、子ども達とじっくり話し合いの時間を設け
て実行に移していけるかということも合わせて課題とし
て考えていきたい。
 （渡邊 和代）

①伝統行事に興味をもち、行事に参加して楽しさを共有
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図 　 「やいかがし」鬼が苦手な匂
いってどんな匂いだろう

図 　かごをねらって豆入れの練習
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する。【健康な心と体】【社会生活との関わり】【言葉
による伝え合い】
②節分の意味を知り、豆まきを体験する。【協同性】【思
考力の芽生え】【数量や図形、標識や文字などへの関
心・感覚】【豊かな感性と表現】

　今年度も豆まきを行うにあたり、子ども達にどのよう
な豆まきをしたいか投げかけてみることからスタートし
た。昨年度行った楽しい雰囲気の豆まきの印象が強く、
「楽しいのがいい」という声がまず上がり、その他に年
中児が運動会で行った「玉投げ」や「くす玉割り」、準
備体操「まめのせーる」などをやりたいという声が上が
った（言葉による伝え合い）。各クラスから挙がった意
見をまとめ、豆まき当日が半日保育であることを考慮し
て、今年度は全学年合同で豆入れ競争を行うことにし、
お父さん先生とお母さん先生を募ることにした。また、
昨年の研究会で「鬼は怖いものと子どもに伝えることも
大切」とご指導いただいたことも考え、昨年度同様に『お
なかの中に鬼がいる』の絵本を読んで自分の追い出した
い鬼を描き、豆を投げることに加えて、ヒイラギの枝に
イワシの頭を刺した「やいかがし」を戸口に飾り、鬼が
入ってこないようにする試みも行ってみた（思考力の芽
生え）（図 ）。自分の追い出したい鬼について、昨年
は年少・年中児では十分にイメージできない様子があっ
たという反省が出ていたが、年長児では「ユーチューブ
観ちゃう鬼」「ぼーっとしちゃう鬼」など、日ごろから
意識していることを具
体的に表現する子も見
られた（豊かな感性と
表現）。それぞれが描
いた鬼は玉投げのかご
に付けるとともに、糸
でつなげてガーランド
として飾り、絵本コー
ナーには豆入れやくす
玉割りコーナーを作っ
たことも当日への雰囲
気を盛り上げる環境設
定になったと思われた
（図 ）。
　豆まき当日は各自が
新聞紙等で作った豆を
持参してホールに集合

し、音楽に合わせて「まめのせーる」の準備体操をし、
その後は学年ごとに豆入れ競争を行った。運動会からの
つながりで、豆を玉に見立ててお父さん先生、お母さん
先生が背負ったかごをめがけて投げ入れていき、学年に
応じて背負うかごの高さや逃げる速度を変えてもらった
ため、無理なく楽しく取り組むことができていた（健康
な心と体）。かごに入った豆は数に関心が持てるように
数えていったが、ほとんどの豆が入ることになり、
ずつの塊にしても 学年とも コ以上になり、数える
のに時間がかかってしまった。次年度以降も行うのであ
れば、難易度を上げてなかなか入らないことも楽しみな
がら行うようにしたり、年中・年長児は数字が読める子
もいるため、園長先生からご指導いただいたカウントす
る際の表示を取り入れてみたりしてもいいと考える。し
かし、みんなで一緒に数えることで大きな数も数えられ、
関心を深めるきっかけになったと感じられた（数量や図
形、標識や文字などへの関心・感覚）。
　昨年度、課題として出ていたお父さん先生、お母さん
先生の参加の仕方については、昨年同様保育の中に参加
していただこうと今回はかごを背負っていただき、終了
後に「福みくじ」を手伝っていただくことにした。子ど
もと近い距離で関わり、一緒に楽しんでいただくことが
できた反面、子ども達の中には親しみの限度を超えて甘
えたり、ふざけたりしてしまう子も見られた。今後も保
育への理解やお父さん先生、お母さん先生との関わりの
場を広げる可能性を探りつつ、気持ちよく参加していた
だけるように子ども達への指導も必要になっていくと感
じた（社会生活との関わり）。
　後日、クラスごと絵
本コーナーに出かけ、
教員の「お福さん」か
ら「福茶」をいただく
試みも行った。緑茶に
炒った大豆と塩昆布、
梅干しを入れた「福茶」
は子ども達にはなじみ
がなく、匂いを嗅いだり実際に口にしてみて「おいしい」
「ちょっと苦手」「お茶漬けの味がする」など、それぞれ
の感想を口にする様子が見られた。子ども達にとって節
分の行事として豆をまくことや恵方巻をいただくことは
家庭でも経験している子が多いが、豆をまくことで災い
と冬を追い出し、福と春を呼び込むという行事の意味を
体験するいい機会になったように思う（図 ）。
 （白木 律子）

図 　「福茶」いい匂いがするね
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図 　宝はどこにあるのかな？
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①劇のシナリオやストーリー、道具などをクラスの友達
と話し合い、イメージを共有し合って、自分達で主体
的に作りあげていく達成感を味わう。【協同性】【思考
力の芽生え】【言葉による伝え合い】【豊かな感性と表
現】【数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚】
②普段の遊びや生活の一部を取り入れて、日頃の活動を
発表することで、自分の力を発揮し自信を持つ。【健
康な心と体】【自立心】【道徳性・規範意識の芽生え】【思
考力の芽生え】【数量・図形・文字等への関心・感覚】
【言葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】

　年少組は初めての経験であるため、入園以来積み重ね
てきた事を楽しく表現できるよう心掛け進めた。生活発
表会とはどういうものか理解する事が難しかったため、
学年で簡単なお話遊びを行い、セリフのやり取りや身体
表現を楽しんだり、観劇会で役者の方が役になりきる姿
を見たりして、生活発表会で行う劇遊びがイメージでき
るよう進めた。また、今までの園行事で表現する嬉しさ
を味わった事を思い出せるよう振り返った。更に、初め
ての経験に抵抗を示し、その活動をすることも観られる
ことも強く拒否をしたり、気分や周りの様子によりふざ
けたりするなど、支援の必要な子ども達がクラスにいる
事をふまえ、クラスみんなが自分の気持ちや力を発揮
し、少し勇気を出して自立できる場にしていきたいと考
えた。
　話の内容を考える時、どんなお話を作りたいか、楽し
く劇遊びをするにはどんな物・事が登場するとよいかな
ど子ども達と話し合った。すると、ヒーロー・ヒロイ
ン、車、電車、フルーツ……等様々な単語が並んだ（言
葉による伝え合い）。年少組は初めての経験のため、お
話の土台になる絵本からイメージを広げ、 学期から楽
しんできた「宝探し」や、本年度力を入れてきた運動遊
びも取り入れてお話を
作りたいと考えた（図
）。更に、支援の必
要な子どもが好きな電
車モチーフなども取り
入れ、みんなが興味を
持って参加できればと

考えた。
　あらすじは、動物達が電車で森に来て宝さがしを楽し
んでいると、「魔法の粉」を見つける。その魔法の粉が
降りかかると、動物がフルーツに変身してびっくりする
が、最後は変身した皆で美味しいパフェを作ってお客さ
んに食べてもらうという話になった。動物がフルーツに
変身し、そのきっかけは、子ども達から「魔法の粉」で
変身しようと発案があった（思考力の芽生え）。「魔法の
粉」は、教師間の雑談からヒントを得て、「宝探し」の
場面で見つける事とした。内容の理解を促すため、担任
が簡単な紙芝居を作り、視覚からの情報により役割や話
を共有し易いようにした。
　練習では、ホールでセリフを言い動くことに緊張を感
じる子もいるため、大きな声を出す遊びや、パフェ作り
遊び等で、のびのびと表現し思い切り身体を動かすこと
から始めた。また、好きな動物の動きを自分で考え、友
達と見合うことで、表現力が高まることを期待した。
　支援の必要な子どもは、表現遊びや発表の場が苦手で
練習も強く拒んだが、加配教師や好きな友達と一緒に行
動することで場にいることができた（協同性）（自立心）。
その日の気持ちにより波はあったが、当日最後は中央で
頑張った。もう 人の支援児は、練習で気持ちが乗らな
いとふざける様子があったが、大好きな電車の表現は気
に入り、歌も口ずさむようになった（豊かな感性と表現）。
劇の途中で小道具を 人占めしてしまい、友達とトラブ
ルになりかかったが、 人で持ちたい気持ちに共感し、
わかりやすい言葉でルールを知らせると理解を示し、本
番は役の子と持つことができた（協同性）（道徳性・規
範意識の芽生え）。
　歌や体操は、耳なじみのある曲を替え歌にしたり、劇
の内容に因んだ体操を選び、毎日一緒に楽しんだりした。
　造形表現では、年少児は学年間の成長過程を考慮して、
役を端的に表現できるお面を作ることにした。また、必
要な道具類を作りお話の世界を表現した。途中でフルー
ツに変身するため、動物とフルーツのお面を作ろうと話
し合ったが、変身する時の方法について子ども達と話し
合いを重ねると、いくつものアイデアが挙がった（思考
力の芽生え）（言葉による伝え合い）。子ども自身でお面
の着脱をする事に不安もあったが、数回の練習で素早く
行うことができるようになった。お面は、形状や装飾の
材料も子ども達が工夫し、図鑑や iPad の写真などを参
考にしながら楽しんで作っていた。道具類は、宝さがし
で使う宝や、フルーツパフェをイメージした大きな背景
を子ども達と作った。パフェは子ども達が食べたいパフ
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図 　 秘密の特訓中！両足ジャン
プできるかな？
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ェを想像し、“盛り付け” を楽しんで描いた（豊かな感
性と表現）。
　発表会前には、他クラスの練習を見合って表現の仕方
を吸収し、お客さんに観てもらう感覚を味わい刺激とな
った。担任自身も学びを得た。
　支援や配慮が必要な子ども達をクラスみんなで支え合
い、友達を気に掛けながら参加できるよう進めてきたが、
その結果、出しぶる子に「（隣で）一緒にやろう！」、小
道具を独り占めする子には「みんなで持とう！」等と声
掛けをするなど道徳性・協同性等が育っていった。
　当日は、緊張で声が
小さくなりセリフを忘
れる場面もあった。担
任も緊張しセリフを間
違えてしまったが、子
どもの指摘で流れが途
切れることなく進めら
れた（図 ）。自身の
失敗を反省すると共に、子ども達が緊張の中にも落ち着
いてお話の世界に入り、気付いた事を言葉で伝える力を
発揮できたと感じた。その為、もう少し言葉の表現を増
やせば力を発揮させてあげられたのではないかと反省し
ている。様々な経験を通し、クラスの友達と作り上げる
充実感や豊かな表現を発揮する喜びなどを感じ、次の学
年につながる自信になってくれたのではないかと期待し
つつ、次年度に向けより良い援助を課題としたい。
 （平岩 保子）

　初めての生活発表会であることを踏まえ、これまでの
幼稚園生活で経験してきたことを一人ひとりが無理なく
楽しみながら表現すること、友達と一緒に一つのお話を
作る楽しさを知ることを目標にして進めてきた。
　劇遊びとはどのようなものであるか、子ども達がイ
メージを膨らませることが出来るように、 月頃から、
よく知っている絵本の題材をもとに学年で簡単なお話遊
びを行ったり、童話などを読み聞かせて教師が演じてみ
たりして伝えてきた。遊びを通して少しずつ劇遊びへの
理解を進めることが出来たが、支援や配慮が必要な子、
初めてのことに敏感な子なども複数おり、学年でのお話
遊びでは参加せず、見学する子どもの姿が目立った。そ
こで、子ども達の好きなテーマをいくつか取り上げ、ク
ラスで遊び、その中で子ども達の興味関心が高く、みん

なで楽しむことが出来た “お風呂ごっこ” を大きなテー
マとして設定することとした。
　大きなテーマが決まってからは、子ども達もお話のイ
メージが膨らみ、少しずつ意見が出てくるようになった
（言葉による伝え合い）。さらに、子ども達の想像力を広
げていけるように、子ども達の話し合いから出た意見を
イラストにまとめたり、登場人物のペープサートを使用
したり、視覚的な教材を用意し、子ども達との話し合い
の場で活用した。視覚教材を用いることで、あまり発言
がなかった子や集中が続かなかった子も、話し合いに参
加する姿勢が出来て、より多くの子どもから意見が出て
くるようになり、視覚的アプローチの重要性を感じた（思
考力の芽生え）。また、子ども達とこの一年を振り返り、
出来るようになったことや楽しかったこと、好きな遊び
などを話し合った。それらを劇遊びの中で見てもらうの
はどうかと教師の思いを伝えながら提案すると、子ども
達も意欲的であった。これまで継続的に取り組んできた
リズム遊びやスカーフ遊び、入園当初から大好きな体操、
普段の生活で楽しんでいる手遊び歌、そして今年のテー
マ「パワフル」にもある運動遊びなど、話の内容に合わ
せて子ども達と考えながら、総合的に取り入れることに
した（社会生活との関わり）。特に今年度意識的に行っ
てきた運動面については、これまでサーキット遊びなど
で取り組んできた運動遊びの中から、動物の特徴や動き
に合わせたものを考えた（健康な心と体）。一人ひとり
の見せ場を作ったことで、取り組みへの意欲も高まった
（自立心）（図 ）。
　話し合いの結果、森の動物たちが、山のてっぺんにあ
る温泉を目指し、川やトンネルを乗り越えて順番に温泉
に入るというストーリーが完成した。話の結末である「お
ばけの呪文」では、当初、「みんながおばけになってし
まう魔法」と「虹色温泉にする魔法」の つで意見が割
れた。年少児では、自分の思いや主張が強く、中々答え
が決まらない様子が続いた。そこで実際に両方の結末を
遊んでみて、再度話し合いをしながら つの意見を組み
合わせ、子ども達の納
得のいくエンディング
となった（協同性）。
　ホールでの取り組み
が始まってからも、練
習という意識が強くな
りすぎないよう、普段
楽しんでいるリズム遊
びやごっこ遊びの延長

図 　おいしいパフェできた !!
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図 　 みんなで おんせん きもち
いいね

図 　 お湯が溢れ出すようにして
みよう！

機関研究論文

で、劇遊びに導入して
いけるよう心がけた。
支援が必要な子や初め
てのことに敏感な子に
も、それぞれの様子に
合わせながら援助を行
うことで、少しずつ楽
しく参加出来る場面が
増えていった。また、
子ども達にとって友達の存在も大きかったように見え
る。中々気が向かないような時にも、友達が声を掛ける
と自然と気持ちが切り替わるような様子もよく見られた
（協同性）。この一年間で築いてきた関係性、仲間意識が
年少児でも現れることに少し驚いた。
　衣装や大道具については、必要なものを考え、話し合
いながら作り進めた。冬至で柚子風呂の経験をした子か
ら、柚子を浮かべたいという意見が出たり、温泉旅行の
際に見た石風呂のイメージを友達に伝えたり、それぞれ
の経験もアイデアとなって合わさった（豊かな感性と表
現）（図 ）。衣装については、それぞれの役をイメー
ジしながら形を決め、飾りつけを行ってきたが、中々そ
の特徴を掴んだ表現が難しいものもあり、もう少し絵本
や写真などを沢山用意して、子ども達の表現の幅を広げ
ていけるとよかった。
　今回の生活発表会を通して、この一年を振り返りなが
ら、友達と一つのお話を作って表現し、それを発表する
という経験が出来た。お話作りでは、自分なりのイメー
ジを広げ、想像力を膨らませたり、自分の考えを一生懸
命言葉にして伝えようとしたりする姿から、思考力や言
葉の育ちが見られた。また、みんなで一つのお話を作る
ことで、少しずつ自分の思いと友達の思いの違いに気づ
いたり、協力しながら作っていくことが出来た（道徳性・
規範意識の芽生え）。これまでの生活で楽しんできたこ
と、出来るようになったことを発表することで、練習の
際から生き生きとした表情が見えた。当日は、沢山の観
客に緊張や気持ちの高
揚なども見られたが、
子ども達が好きな遊び
を多く取り入れたこと
で、無理なく伸び伸び
と普段の姿を発表する
ことが出来たと感じる
（図 ）。このことは、
子ども達にとって一つ

の自信となったのではないか。今回の経験から得た自信
や様々な力を今後の育ちに繋げていけるよう、さらに子
ども中心の豊かな保育を目指していきたい。
 （小澤 黎花）

　入園してからいくつかの行事を経験してきたが、大勢
の保護者を目の前にすると緊張により動けなくなってし
まったり、泣いてしまったりすることがあった。生活発
表会も初めての経験で未知の領域に踏み出すため、無理
なく楽しく取り組めることをクラスのねらいとして始め
た。
　劇遊びのストーリーを決めていく際には、子ども達の
遊びの中から発展することができないかと考えた。まま
ごと遊びの中で食べ物を並べてパーティーするという遊
びで盛り上がっている様子に着目した。子ども達にパー
ティーをするストーリーはどうかと提案したところ、ケ
ーキを作りたいという意見が挙がった。この意見をきっ
かけに、これまでに行事で経験してきたクッキングを振
り返ったことや、教師が選んだ絵本・紙芝居の読み聞か
せをしてその内容を参考にしながら、子ども達とストー
リーを膨らませ、次のようにまとめていった（思考力の
芽生え）。ウサギがニンジンを収穫する→仲間に分ける
→お礼に別のものを渡す→ウサギはニンジンが少なくな
ったことを悲しみ仲間とニンジンケーキを作る、という
内容である。
　身体表現では、子ども達との話し合いで決めた登場す
る動物の動きを考えた。 学期より取り組んできたリズ
ム遊びを基に、ピアノの音に合わせて、動物になりきっ
て歩く表現を取り入れた。次第に手や指の動きや表情、
強弱など自ら工夫する姿があった（健康な心と体）。身
体を使って表現することに抵抗を感じる子もいたが、友
達の様子を見ながら真似をするようになり、一緒に表現
する楽しさを感じていた（協同性）。また、今年度体幹
を鍛える運動遊びに重点を置いて取り組んできたため、
劇中に取り入れた。登場人物が移動する道中にヘビが現
れて跳び越える、でこぼこした道を歩くという表現とし
て、両足を揃えて跳ぶこととウェーブバランスの上を歩
くことで表していった。両足で跳ぶことや横向きになら
ず前を見て波打ったブロックの上を歩くことを目標と
し、一人ずつ発表することとした（図 ）。目標を立て
ることで、諦めずに挑戦することができ、生活発表会当
日は自信をもって取り組むことができた（自立心）。また、
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図 　前を見て、ゆっくりゆっくり 図 　 みんなでニンジンケーキを
作ろう！
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取り組みの中で、出番
を待っている子は、自
然と「頑張れ！　頑張
れ！」と声を掛けたり、
ウェーブバランスを歩
く時には、教師の真似
をして手で支えてあげ
たりする姿が見られた
（道徳性・規範意識の芽生え）。友達を励まし合う姿は、
仲が深まり協同性の育ちがあった。ケーキを作る表現で
は、わらべ遊び「なべなべそこぬけ」を取り入れた。友
達と一つのことをやり遂げる楽しさを感じてもらいたい
という教師の思いより、全員で円になって行うという発
展した内容も取り入れた。順番に進んでいくことや足並
みをそろえることが難しかったが、その度に子ども達と
改善点を話し合い、友達の存在に注目して考えられる発
言が見られた（言葉による伝え合い）（思考力の芽生え）。
一部教師の援助が必要となったが、ひっくり返ることが
成功できるようになった時には、大きな達成感と喜びを
感じることができた（自立心）。
　造形表現では、大道
具として劇の雰囲気が
出るよう、ニンジン畑
やケーキの絵を描い
た。友達と協同で製作
していくため、子ども
達の思いを大切にしな
がら、イメージを共有
して取り組めるように配慮した（協同性）（豊かな感性
と表現）（自然との関わり・生命尊重）（図 ）。時には、
周りが見えず各々に表現してしまう子がいたため、お互
いの思いを伝え合い、一つのものを作り上げられるよう
にした。イメージを共有できるように教師が個々の思い
を橋渡ししていくはたらきかけにより、徐々に友達を受
け入れようとする気持ちが芽生え、協同で作る楽しさを
感じながら取り組む姿があった（協同性）。衣装や小道
具の製作では、教師が作り方を提示したり、いくつかの
パターンを用意したりして子どもが選べるようにした。
衣装は一人ひとり伸び伸びと表現することができたが、
小道具ではものの概念ができ始め、ニンジンは橙、卵は
白、というように本物と同じものを作ろうとする子が多
かった。しかし、素材を多く準備することで、いろいろ
な素材を組み合わせたり、模様をつけたり、リボンを飾
ったり、創造的に作り上げる姿が見られた（思考力の芽

生え）（豊かな感性と
表現）。
　普段の遊びを中心に
内容を構成してきたた
め、生活発表会のねら
いをおおよそ実践する
ことができた。 年間
継続して行ってきた運
動遊びを取り入れたこ
とで、普段の力を発揮することができたように思われる
（図 ）。生活発表会終了後には、大縄跳び遊びにも繋
がり、さらに挑戦しようとする姿が見られた（健康な心
と体）（自立心）。また、「なべなべそこぬけ」のように
一歩進んだことも取り入れることで、難しいことにも挑
戦することや友達とやり遂げることの楽しさを感じるこ
ともできた（自立心）（協同性）。
　 歳児は様々な経験が少ないため、まだ自分なりの考
えを持って行動したり、自己表現が難しかったりするの
で、対話を通して子ども達の思いを引き出せるようには
たらきかけた。しかし、そのはたらきかけが誘導になっ
てしまっていないか、本当に主体的であったのだろうか
と悩むことがあった。教師がリーダーシップをとって進
めて行くことは大切だが、子どもの意見を引き出し友達
と共に作り上げていく楽しさを感じられる方法を今後も
模索していきたい。
 （光崎 亜紀美）

　 月頃から生活発表会に向けてクラスでどのような
表現をしたいか、どんなストーリーの劇にしたいか話し
合いを進めてきた。年少組の時に一度生活発表会を経験
しているため、子ども達は劇を演じて発表するというこ
とに関してはすぐにイメージができたようだった。すみ
れ組では『ようかいおんせん』という絵本が人気で度々
教師が読み聞かせをしてきた。また年長組が運動会のリ
ズム表現でおばけを演じたため、真似をして歌を口ずさ
んだり踊ったりして楽しんでいた。そのような流れから
子ども達は妖怪やおばけが登場するお話を作るのではな
いかと考えたが、子ども達からは忍者が登場する話にし
たいという意見が多くあがり、話を進めていくことにな
った。一学期は保育室を忍者屋敷に見立てて忍者ごっこ
を楽しみ、二学期の運動会では忍者修行と題した障害物
競走や玉入れを行い忍者になりきって身体を動かす楽し

図 　大きなウサギのニンジンケーキ
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図 　お話始まるよ～ 図 　 それー！　大縄跳び、とべ
たよ！
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さを味わった。これら
の流れが忍者を登場さ
せるお話作りにつなが
った。忍者の他にはど
のような登場人物にし
たいか問いかけると、
絵本『ぱくぱくワニの
マックス』からワニの
マックスを登場させたいという意見がすぐに出た。マッ
クスは食べ物でないものでもどんどん食べてしまう不思
議なワニで、子ども達にとって親しみのあるキャラクタ
ーだった。登場人物がおおむね決まり少しずつオリジナ
ルストーリーを考えていくことになった。話し合いの時
間を設けると毎日子ども達から様々な話のアイデアが出
て、想像力の豊かさに驚かされた（豊かな感性と表現）。
昨今 歳児も家庭でゲームをして遊ぶことが多いよう
で、ストーリーを決める際に「ミッションをクリアする」
「敵と戦って宝を手に入れる」等、ゲームの影響を受け
たような意見もあがった。日頃は恥ずかしくて皆の前で
意見を言うことがない女児がお話の結末部分を提案した
り、皆でする活動に対して消極的な男児が家庭でお話作
りの進行状況を母親に楽しく話したりするなど、一人ひ
とりがそれぞれの形で参加していた。ストーリーが決ま
ると気の早い男児がやりたい役を決めたり、絵を描くこ
とが得意な女児らが登場人物の絵を描いて遊んだりして
いた。その女児たちが描いた絵を活かしてペープサート
を作るとお話劇場コーナーが自然にできた（図 ）。お
話を演じる役、お客さんになって劇を観る役を交代で行
ったりお客さん用に布を床に広げて客席にしたり、自分
達で遊びを工夫しながら連日楽しんでいた。このペープ
サートの遊びを通してそれぞれの役のイメージを膨らま
せ、なりきって台詞を話す子も出てきた。劇の練習では
最初から配役を決めるのではなく、日替わりでやりた
い役を選んで表現を楽しんだ（豊かな感性と表現）（協
同性）。劇の中には女王からのミッションということで、
これまで行ってきた運動遊びの中から、大縄跳び、ブリ
ッジ、側転の三種類を取り入れ、それぞれやってみたい
子が披露することになった。ひとり用の縄跳びは連続し
てたくさんの回数を跳ぶ難しさがあるが、大縄跳びでは
教師がタイミングを合わせて縄を回す援助ができる為、
跳ぶ楽しさがわかり意欲的に練習に参加する子が増えた
（健康な心と体）。自分が大縄跳びを跳べるようになった
ことを母親に秘密にしておき、発表当日に跳ぶ姿を見せ
てびっくりさせたいと考えた男児もいた。本番に向けて

練習を重ね、年中組で
は初めてひとりで台詞
を話すことにも挑戦す
ることにした。自分ひ
とりで話す台詞は、ど
の子も緊張感があるも
のの、しっかり覚えて
言えるようになってい
った。ところが、本番
数日前になっても同じ役の子達みんなで話す台詞は互い
に周囲の子を頼ってしまい、なかなか言えなかった。ま
た教師自身も過度にサポートしてしまったことで、子ど
も達が自発的に協力して台詞を話すことにつながらなか
った。そこで子ども達だけで話せるように励まし、子ど
も達から台詞が出てくるまで待つようにしたところ、自
然発生的にリーダー的存在になって台詞を話し、劇の流
れを引っ張る子達が出てきて劇自体に活気が生まれた
（豊かな感性と表現）（自立心）。子ども達の可能性を信
じ、教師自身が出すぎないように気を付けながら見守る
大切さを改めて感じた。また今回の生活発表会に向けて
の活動の中でお客さんになってくれる他クラスの子ども
達の存在に助けられた。年少組の子ども達に誇らしげに
劇を披露したり、年長組の子ども達に面白かったよと感
想を言われて喜び合ったりする姿があり、良い異年齢交
流の機会となった。発表会当日は保護者の方の多さに圧
倒され、リハーサルの時より声が小さくなってしまった
り、側転の時に衣装のしっぽが気になって取り組めなか
ったりするハプニングがあった。また大縄跳びでは練習
時より多くの子が引っかかり心配したが、保護者の方の
暖かい声援のおかげでどの子も諦めることなく最後まで
チャレンジしていた。今回の劇遊びを通して、クラス皆
で一からお話を作る面白さ、皆で協力して劇を作り上げ
る達成感を味わうことができたと考える（図 ）。
 （山本 利麻）

　 月頃から生活発表会に向けて、まずは生活発表会
とはどういった行事かを子ども達がイメージできるよう
に昨年度の経験を振り返る機会を設けた。その話し合い
の中で、どういった発表会にしたいか投げかけたところ、
昨年度の経験から得た記憶をもとに、他学年が発表した
題目が口々に意見として挙がった（言葉による伝え合
い）。そのため、違った視点から捉えられるように、来
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図 　忍術ご披露「トンボバランス」
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てもらうお客さんに自分達ができるようになったことを
見てもらうとしたら、どんなことを見てもらいたいか？　
と投げかけてみた。初めはイメージがなかなかできなか
ったようで、意見が出てこない日が続いたが、教師側が
具体的に 月から振り返りをして、忍者に扮して運動会
で経験した運動遊び、自由遊びの中で友達と高く積み上
げられるようになったカップ積み（思考力の芽生え）、
縄跳びや鉄棒、音楽会で経験した手作り太鼓のリズム打
ちが自分達でアレンジできるようになったこと、ブロッ
クや木製の線路が複雑に組み立てることができるように
なったことなど（数量や図形、標識や文字などへの関心・
感覚）、いろいろなことができるようになったことを自
覚できるように話していくと、徐々に自己肯定感が高ま
る発言が出るようになってきた（自立心）。できるよう
になったことをどのように発表していくかを具体的に投
げかけると、運動会の経験から「忍者」に扮して、最後
の修行大会と称して、披露していくというイメージが出
来上がっていった。また、披露大会だけで終わらず、そ
こにストーリー性を持たせてはどうかと教師側が提案す
ると、「事件」「恐ろしいもの」「お姫様」「電車に乗って
助けに行く」など、ポツポツとキーワードが出てきた。
その点と点を教師側の一方的な提案にならないように配
慮しながら繋げていくと、ストーリーが少しずつ出来上
がっていった。
　忍者走りからの登場、準備体操、バランスの動き、サ
ーキット状の跳躍の動きは全員で行い、 つの忍術披露
（カップ積み、太鼓のリズム打ち、縄跳びと鉄棒、組み
立て）は自分が発表したい忍術を発表することにした。
準備体操は忍者に関係する体操を調べて、子ども達とい
くつかの体操の中から、どの体操を取り入れていくかも
話し合った（言葉による伝え合い）。子ども達がやって
みたいことを取り入れたことで、教師の想像以上に子ど
も達の意欲は湧きあがり、家庭でもYouTube を観て体
操をしている子も多かったようで、日に日に上達をして
いく姿に驚くこともあった（道徳性・規範意識の芽生
え）。また、今年度の教育目標の一つとして、運動能力
の向上を目指し、日々の保育の中で、継続して体幹を鍛
える動きを遊びの中で取り入れたり、運動器具を身近に
設置して運動遊びができる環境を整えたり、園外の公園
に積極的に出かけたりした。こういった取り組みが発表
会の中で成果としてはっきりと表れたとは言い切れない
が、子ども達の意識や教師側の意識が変わったことは事
実である。さらに、他クラスの発表の中で、取り入れて
いた動きに刺激を受けて、発表会後に挑戦する姿も見ら

れた。また、発表会後も、体幹を鍛える動きや体操は継
続していった（健康な心と体）。
　運動面の他にも、子ども達が興味のあることを活かし
ていく場面を作りたいという教師の思いもあった。その
中で、普段はおとなしい印象の子どもが、自分の得意な
ことを発表することで、リーダー役に立候補し、活き活
きとした姿を見せたり（自立心）、電車に興味があり絵
が上手な子が発案した場面を他児が快く認め、受け入れ
たりする関わりも見られた（道徳性・規範意識の芽生
え）。また、普段、友達との関わりの中で自分の思いを
素直に表現できない子どもも、自分の興味のある役が採
用されたことで、協調性や協同性を自然に表すことがで
きた。逆に、思いや意識が高いあまりに、練習の段階で
は周りをリードする存在であった子が、本番で緊張が高
まり、普段の力を出せない子もいた。しかし、そういっ
た苦い経験を乗り越えていったことが、さらなる成長に
繋がっていくと思われる（自立心）。
　造形面では、運動会
からのテーマが継続さ
れていたことで、運動
会で子ども達がそれぞ
れ作ったアイテム（頭
飾りや腕輪等）から発
展して衣装を作ること
にした（豊かな感性と
表現）。また、運動会の際に製作したダンボール上に描
いた城にさらに手を加えたりして取り入れた。森のイメ
ージの背景や蛇の大道具なども楽しみながら作っていく
ことができたが（協同性）、ダイナミックさという点で
は、子ども達の力を引き出しきれなかったことは否めな
い（図 ）。
　今回の発表会は、子ども達が忍者という題材に対して
「かっこいい」という解釈をする子がほとんどであった
ことが、発表会の練習
という感覚ではなく、
「かっこいい忍者にな
るための修行」「かっ
こいい姿を見せたい」
というイメージで（社
会生活との関わり）、
一層、意欲や自己肯定
感を高めることに繋げ
ていくことができた
（図 、 ）。今後も、

図 　石垣を高くしよう！
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図 　忍法ピョンピョン小岩渡りの術

機関研究論文

「忍者」に限らず、子
ども達が、やってみた
いと思えることを引き
出していくことができ
るように進めていきた
い。
 （渡邊 和代）

　昨年度までの経験を活かし、どのようなテーマで取り
組みたいのか、どんなことを伝えていきたいのかをもと
に話し合いを進めると、「得意なことを披露したい。」、
また、「魔法学校のおはなしがやりたい。」とクラスでイ
メージを共有することができた。これは進級当初、偏食
がちな子に、担任が「おいしくなぁれ！」と苦手な食材
に魔法の言葉をかけたが、ピュアな子ども達の、食べて
みようとする意欲につながり、ファンタジーの世界を楽
しんでいたことから出た発言であった。担任を魔法使い
と信じ魔法をかけてもらうことで力を発揮していた子ど
も達に、どのタイミングで真実を伝えるべきなのか悩ん
でいたが、この題材を通して、「本当の力は自分の心の
中にある。自分の言葉で心に呪文をかければ大丈夫！」
と教師の思いも組み入れながらお話遊びの細かいストー
リーを考えた。
　あらすじは、魔法学校の子ども達は、それぞれが得意
な魔法を持っている。ある日大切にしていた魔法の本が
なくなってしまい、みんなで力を合わせて本を探しに冒
険の旅に出発する。特技を生かした魔法を使いながら冒
険に挑む物語である。細かいストーリーは、それぞれの
得意なことのグループ（役）に分かれて考えた。全員で
話し合う時には、みんなに意見が伝えにくい子も、数人
のグループだと話し合いに前向きに参加できる子も多
い。リーダーになる子もみんなの意見を聞きながら話し
合いが進めていけるよう子ども達同士のやり取りを見守
った。クラスの話し合いでは、子ども達のイメージや話
し合う内容を軌道修正しながら進めていかなければいけ
ないため、教師が進行していくが、少人数であれば、教
師は必要に応じて介入するようにしているため、より主
体的にお話作りをしていくことができていた。みんなの
出た意見をまとめていきたいから、書く物が必要である、
調べたいことがあるから iPad を使いたいなど、自分達
で考え進めていく姿に、思考力や協同性の育ちを感じた。
支援が必要な園児が 名いるが、彼らが自分の得意なこ

とを生かし、クラスの友達にも認められ、無理なく楽し
める環境を、お話遊びの中にも取り入れていくことを大
切にし、台本作りも行っていくようにした。
　女児 名のダンスチームは曲決めから行った。子ども
達がイメージする曲を iPad で探し、実際に聴いてみる
ことで、テーマにあっているか、踊りやすい曲であるか
を考慮し曲決めを行った。どの子も意欲的で、登園後す
ぐに、踊りの振り付けや立ち位置を考えたり、練習をし
たりし、団結力ができた。その団結力が、他のグループ
にもいい刺激となり、主体的に取り組む楽しさにつなが
っていった。「みんなを元気にするダンス」は、曲の最
後に全員で踊ることになり、発表会以降も、踊り続ける
楽しいダンスとなった（協同性）。
　虫博士の役のグルー
プは、虫のクイズと
して、「バッタの目は
いくつあるでしょう
か？」、「カブトムシの
角はオスとメス、ど
ちらにあるでしょう
か？」の問題を考えた。
答えだけでなく、問題に関する解説を、自分達で考えお
客さんに教えたいと図鑑探しから始まった。昆虫図鑑だ
けでなく、飼育図鑑など広範囲にわたって調べたが、目
や角などの具体的な疑問の答えにつながる内容がなかっ
たため、次に iPad を使って調べた。検索すると、いく
つかのサイトが出てきたため、教師が援助しながら子ど
も達が読みやすいサイトで調べた。動画なども視聴しな
がら、目や角について関心を深めていたが、今まで知ら
なかったことが知識になる喜びにつながっていた。この
調べたことをもとに、オリジナルの虫図鑑を作り（社会
生活との関わり）、お話遊びの中で発表することができ
た（図 ）。
　毎日、練習を重ねることで、互いに助け合い絆が深ま
っていく様子が見られた。今回、感染症で自宅療養とな
った子がライブ配信を通して参加できるよう配慮した。
前日までにドキュメンテーションでクラスの子ども達の
思いを伝えると、当日、返事があり、子ども達にメッセ
ージを伝えると、より気持ちを一つにすることができ
た。本番は多くのお客さんがいたが、子ども達の表情は
明るく落ち着いているように見えた。張り切り、あわて
てしまう場面もあったが、ダンスやあやとり、虫クイズ
にサッカー、縄跳び、鉄棒、計算と自分の力を出し切り、
練習の成果を発揮できたと思う（図 ）。演技後も、ド

図 　虫図鑑作り
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図 　みんなを元気にするよ！ 図 　虹色のランドセルにしよう

総合科学研究　第 号

キドキしたけれど楽し
かったという声が多く
聞かれた。保護者の方
からも感動し、子ども
の成長を感じたと伝え
ていただくことができ
た。欠席の子もライブ
配信を通して一緒に演
じ、こちらからの呼びかけで一体感を得ることができた
と、保護者の方も喜んでくださり、うまく ICT を活用
することでいろいろな可能性が広がることがわかった。
 （関戸 紀久子）

　 学期後半からクラスで生活発表会に向けての話し合
いを始めた。幼稚園生活最後の発表会ということで、ま
ずは子ども達にどのようなことをやってみたいか投げか
けてみることにした。年長の子ども達はこれまでに 度
発表会を経験しており、昨年度もオリジナルのストーリ
ーを演じた経験からすぐに様々な意見を出す様子があっ
た。行事や活動の話し合いにおいて発言する機会の多い
女児が「一年生になるために冒険をするのはどうかな」
と声をあげると、そこから想像を膨らませて「手紙が届
いて冒険に出かける」「宝石をもらう」「宝石を集めると
いいことが起こる」など、ストーリーをつなげていくよ
うな意見が他児からも次々に聞かれた。ちょうどこの話
し合いの少し前に近隣の小学校から招待状をもらい、
年生のクラスと交流する機会があり、そこでの体験が印
象的だったことからこのような意見が出てきたと考えら
れる。また、家庭にランドセルが届くなど、入学準備を
始める声も聞かれていたため、この提案に賛同する子が
多かったのではないかと思われた。話し合いにより、「手
紙が届いて冒険に出かけ、もらった宝石を集めることで
小学生になるためのアイテムを手に入れる」という大ま
かなストーリーが決定した。さらに話し合いを進めてい
くと、小学校への期待とともに、「勉強を頑張りたいが
難しいのではないか」「給食は食べられるか」「友達はで
きるだろうか」など、不安に思っていることもあること
がわかり、「友達と協力して困難を乗り越えることで不
安を解消し、りっぱな一年生になる」というテーマを設
けていくことにした。その後は「どんなところに出かけ
てどのような冒険をするのか」や「宝石を集めたら何を
手にできるのか」など、細かな部分の話し合いを重ねて

いった。話し合いでは
さらに活発な発言が聞
かれ、全体で共通理解
しつつ、意見が分かれ
た際には多数決で決め
ていくようにした。こ
の話し合いの結果、「子
ども達の所に手紙が届
き、海と恐竜の国、宇宙へと冒険に出かけ、手にした宝
石のかけらを集めてランドセルを手に入れる」というス
トーリーに決まった（思考力の芽生え）（言葉による伝
え合い）（図 ）。
　クラスには個別に支援を行っている子や援助が必要な
子がおり、日頃から説明は口頭のみではなく、写真や絵
などで視覚的に伝えることを心がけていて、決まったス
トーリーや場面も絵に描いて紙芝居のように読むことで
全員が理解していけるよう努めた。その後は場面ごとに
分かれてさらに詳しい話し合いを行い、登場人物やどの
ようなことを行いたいかなどを考えていった。これまで
の自分たちの経験と他学年を見てきた印象から「得意な
ことを見せたい」という思いが強くあり、「海には人魚
と妖精がいて、得意な踊りを披露する」「恐竜は強くな
るために体を鍛える」「宇宙では惑星をイメージしたボ
ールを使った動きを取り入れる」などの内容が決まって
いった。内容を決める上で教師からは「すぐ簡単にでき
てしまうことではなく、練習してできるような少し難し
いことに挑戦してもらいたい」という注文を出すことに
した。
　身体表現としては今年度「パワフル」をテーマに運動
面に力を入れてきていて、これまでに行ってきたことも
思い返して内容を考えていった。自分から得意なことや
披露したいことを決める子が多かったが、なかなか決め
られない子は周りの友達や教師が日頃の姿から提案して
いくこともあった。また、全体や個々でいろいろな動き
を試してホール内でできるものを決定していった。その
結果、海では人魚と妖精が踊りとバランスを見せる、恐
竜が筋トレを行う、宇宙では惑星に見立てたボールとフ
ープを使った動きを行うことに決まった。子ども役はそ
れぞれの場面を冒険し、「あやとり、縄跳び、側転、計算、
ダジャレ」など、得意なことや取り組んできたことをス
トーリーの中で披露したり、フープを使った運動で競争
していくことになった（健康な心と体）。
　造形表現としては、役になりきるために身に付ける衣
装や小物をどのようなものにしたいか場面ごとで話し合
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図 　ポーズも恐竜になりきって
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い、準備していった。
運動会でハロウィンを
イメージした衣装を自
分たちで作った経験を
元に、ビニールや画用
紙を用いて積極的に取
り組む姿が見られた。
人魚や妖精は自分のイ
メージをデザイン画にしてから取り掛かったり、恐竜や
宇宙服は図鑑や絵本で見たものに近づけていこうとした
りする様子も見られた。実際に身に付けてみて不都合な
部分は顔がよく見えたり、動きやすかったりするよう教
師が援助し、修正していくようにした（豊かな感性と表
現）（図 ）。
　個別に支援や援助を
必要とする子は、最初
は参加を渋る場面も見
られたが、練習を重ね
て劇中の歌を覚えてい
くにつれて意欲的に参
加できるようになって
いった。また、周りの
友達もセリフがすぐに
出ない子を待ったり、
小声で教えたりするな
どの姿が見られ、クラ
スのまとまりや友達関係が深まる機会になったと感じら
れた。教師から提案した少し難しいことに挑戦する姿か
らは意欲や真剣さが感じられ、取り組む姿は周りの友達
も興味を持つきっかけとなった（自立心）（協同性）（図
）。
　今回の発表会の題材が小学校訪問の実体験と就学とい
う近い将来のことと結びつき、より期待の高まる経験に
つながったと思われ、そのことも含めて全員の子にとっ
て成長が感じられる取り組みとなったと感じられた。
 （白木 律子）

　本園では、幼稚園入園前の子ども達を対象に、子育て
支援活動の一環として、プレスクールを実施している。
現在の子ども達を取りまく社会の中にあっては、子ども
誕生後、すぐに幼稚園選びや様々な教室への参加を見据
えた子育てをする傾向が見られている。そうした現状の
中で、子どもの成長を願い、同年齢の子ども同士の関わ

りの中で、健やかな心身の成長につながる様々な遊びを
提供するとともに、子育ての中での悩みや不安に対して、
共に寄り添い援助していくことを目的として位置付けて
いる。また、集団生活の場として、本園教育の特色を理
解していただく中で、園への関心を高めていただけるよ
うにと考えている。

①初めての集団生活の場として、同年齢の子ども達に気
付き、一緒に過ごす楽しさを味わう。【自立心】【社会
生活との関わり】【協同性】
②集団生活の流れを理解し、いろいろなことを自分でや
ってみる。【自立心】【道徳性・規範意識の芽生え】

③いろいろな遊びに興味を持って、参加しようとする。
【思考力の芽生え】【健康な心と体】
④保護者の子育てをサポートし、共に子育てする楽しさ　
を味わえるようにする。【社会生活との関わり】【協同
性】
⑤様々な経験を通して、心とからだの成長をうながす。
【健康な心と体】【豊かな感性と表現】

対象年齢： 歳児親子、 クラス
実施時間：午前 時～午前 時 分
日程：
前期（ 月～ 月）
　第 回（ / ・ ・ ）
　　はじめまして　幼稚園ってどんなところかな
　　～自己紹介・室内遊び・戸外遊び・親子ヨガ～
　第 回（ / ・ ・ ）
　　からだを動かすって楽しいね
　　～リズム遊び・体操・サーキット遊び～
　第 回（ / ・ ・ ）
　　絵の具を使ってあそぶよ
　　～初めての絵の具遊び　赤・青・黄の絵の具を使っ
てどんなことができるかな～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　砂に触れる経験を楽しみましょう
　　～砂をさわることができるかな掘ったり、ケーキを
作ったり、どろんこ遊びを楽しみましょう～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　水遊びはたのしいな
　　～水の感触を楽しみながら、プール遊びをしましょ
う～

図 　とくいなことをやってみて
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図 　 うんとこしょ、どっこいしょ！　
抜けるかな？

図 　 おいもが抜けた！　みんな
の勝ちでごわす！
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　第 回（ / ・ ・ ）
　　久しぶりの幼稚園　元気なお友達に会えるかな
　　～身体を十分に動かして運動遊びをしましょう～
後期（ 月～令和 年 月）
　第 回（ / ・ ・ ）
　　久しぶりの登園！　お友達に会えてうれしいね
　　～新しいお友達も仲間入り、皆で仲良く遊びましょ
うね。運動会ごっこをします。「よーいどん！」走
るって楽しいね。お友達やお家の方と一緒に体を動
かしましょう～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　森のピクニック（リズム遊び）
　　～「森にピクニックに行きましょう」をテーマに色々
な表現をしながら遊びましょう。おやつも一緒に食
べてみましょう～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　絵の具遊び
　　～「赤・青・黄」の 色を使って、何が描けるかな。
色が混ざり合ってどんな色が見つかるかな～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　クリスマスに向けて
　　～クリスマスに向けて飾りを作りましょう。クリス
マスが待ち遠しいね～

　第 回（ / ） クラス合同
　　クリスマス会
　　～みんなでクリスマス会を楽しみましょう～
　第 回（令和 年 / ・ ・ ）
　　お友達と楽しく遊びましょう
　　～久しぶりの登園。幼稚園の生活（手を洗う・トイ
レに行く・椅子を自分で運ぶ）のやり方を思い出し
て、一緒にやってみましょう～

　　〈保護者座談会〉
　第 回（ / ・ ・ ）
　　色々な工夫を楽しみながら楽器作りをしましょう。
　　～どんな音がでるのかな～
　第 回（ / ・ ・ ）
　　卒会式
　　～今まで、一緒に過ごしてきたお友達や先生とひよ
こクラス最後の日を楽しく過ごしましょう～

以下の活動を取り上げて報告する。

①一年間、一緒に過ごしてきたクラスの友達と楽しく過
ごす。【社会生活との関わり】【協同性】
②お話の流れを理解して楽しく「お話あそび」に参加す
る。【言葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】
③保護者に見てもらえる嬉しさを感じながら、楽器を鳴
らすことを楽しむ。【豊かな感性と表現】【自立心】
④ 月からの園生活への期待を高めながら、友達や先生
との別れを惜しむ。【自立心】【社会生活との関わり】

　今年度最後の活動なる「卒会式」を、クラスごとに遊
戯室で行った。一年間の締めくくりとして、子ども達の
表現遊びと合奏遊びを発表形式で楽しむことにした。
　最初の活動は、絵本の『さつまのおいも』の世界をも
とに表現遊びを行った。一年間いっしょに遊んできた、
教師が扮する森に住んでいるごりこちゃんとクマゴロウ
くんと一緒に、子ども達も思い思いの動物になりきり、
表現遊びの世界に入り込んでいくことができた（豊かな
感性と表現）（自立心）。子ども達は、動物になりきりな
がら、「うんとこしょ、
どっこいしょ」とリズ
ムをとって、さつまい
ものツルを力いっぱい
引っ張る様子がみられ
た（協同性）（社会生
活との関わり）（言葉
による伝え合い）（図
）。友達や教師と力
をあわせてこちらも教
師扮するさつまいもと
の綱引きを楽しみ、最
後におおきなさつまい
もが抜けた時の歓声と
笑顔が印象的であった
（図 ）。子ども達は
達成感と満足感を味わ
いながら、仲間と協力
する喜びを感じること
ができたのではないか
と思う（豊かな感性と
表現）（自立心）（社会
生活との関わり）。
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図 　 オリジナルマラカス「ステ
キでしょ。」

図 　 ♪おもちゃのチャチャチャ♪
いい音がするね
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　次に行った活動は、
手作り楽器を使った合
奏遊びであった。事前
に子ども達は、ペット
ボトルにドングリやビ
ーズなどを入れて、自
由に飾り付けをし、世
界に一つだけのマラカ
スを作った（豊かな
感性と表現）（図 ）。
日頃のプレスクールで
親しんできた「おもち
ゃのチャチャチャ」の
曲に合わせて、歌を歌
ったり、マラカスを鳴
らしたりと全身で音楽
を楽しむ姿が見られた
（社会生活との関わり）
（協同性）（自立心）（豊
かな感性と表現）（図
）。一人ひとりが自
信を持って表現し、音
を出すことの面白さを
感じている様子があっ
た。
　今回は、発表会形式で行ったことで、子ども達の中に
は、少し緊張した様子や恥ずかしさを見せる場面もあっ
たが、ほとんどの子どもが保護者から離れて、教師や友
達と安心して楽しく活動に参加することができた（自立
心）（豊かな感性と表現）（社会生活との関わり）。一年
間一緒に過ごしてきた教師や友達とのつながりが、子ど
も達の心の安定につながっていることを感じた。
　最後に保護者の方に一年間の感想などを聞くことにし
た。そこでは、「親子で楽しく安心して通うことができ
た。」、「幼稚園でしかできない体験（絵の具あそびやリ
トミックなど）体験ができた。」、「毎回、プレスクール
に行くことを楽しみにしていた。」、「家庭でもプレスク
ールでうたった歌や体操をしていた。」など嬉しい声を
多数いただき、子ども達の心に残る時間を共に作ること
ができたことを実感した。
　今回の『卒会式』を通じて、子ども達が一年間で培っ
てきた「安心できる人との関係」、「自分を表現する喜び」、
「仲間と協力する力」などの姿が多く見られ、成長を感
じることができた。入園に向けて期待を持ち、安心した

幼稚園生活へと繋がっていけるよう、今後も一人ひとり
の成長を大切にした活動を続けていきたいと考える。
 （皆川 奈津美）

　令和 年度における付属幼稚園と名古屋女子大学（名
古屋葵大学）の連携事業を以下に示す。

　本活動は、名古屋女子大学付属幼稚園における 歳児
を対象とした親子向け子育てイベントとして実施した。
　昨年度は手指の巧緻性を高めたり、細かな作業に集中
して完成時の達成感を味わったりすることをねらいとし
たひも通し遊びを主な活動とし、そこにごっこ遊びの要
素を加えた活動を行った。この活動は、子どもが主体性
を発揮して造形活動に取り組む場、他者とのコミュニケ
ーションを経験する場、保護者が自身の子どもの手指の
発達やコミュニケーションの様子を知る場となり一定の
成果があったと考えている。
　今年度は、前回の活動のねらいを引き継ぎながら、子
育て支援の観点から使用する材料の改善に取り組んだ。
前回の活動では、台紙に毛糸が通る径の穴をあけるため
に穴あけポンチを使用した。穴あけポンチは自由な場所
に一定の径の穴をあけることができる道具であるが、家
庭にあることは少ない。このような特殊な道具を使って
準備した材料を使用する場合、イベントで経験した遊び
をそのまま家遊びとして取り入れることが難しいと考え
られる。
　そこで、今回は家庭でも入手しやすい、荷物の緩衝材
として使用されている「ボーガスペーパー」という再生
紙と「水」を活動の主な材料とし、イベントの活動を家
遊びへとつなげることをねらいとした。「ボーガスペー
パー」は再生紙のため繊維が短く、水で濡らしただけで
弱くなり、穴をあけたりやぶいたりしやすいという特徴
がある。荷物が届いた際、保護者がボーガスペーパーを
捨てる前に遊びの材料として子どもに手渡すことが増え
れば、五感を使った家遊びの機会の増加が期待できる。

開催日： 年 月 日
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図 　ソースと青のりをのせる

図 　ボトルを使って紙を濡らす
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活動場所：名古屋女子大学付属幼稚園　遊戯室
対象： 歳児とその保護者
活動名：「穴をあける・のぞく・とおす～紙を使った造
形遊び～」

　今回の活動では、「色めがねのお面」「たこやきづくり」
「木の実を飾ろう」の つの遊びを準備した。この つ
の活動に取り組む順番や時間は、子どもの興味に合わせ
て親子で相談しながら決めて進めることができるように
工夫した。

　「色めがねのお面」
は、子どもの顔の大き
さ程度のボーガスペー
パーの目の位置に、子
どもが水をつけた指で
穴をあけ、お面のよう
に紙を顔に当てて穴か
らのぞくという遊びで
ある。今回は、お面の
形をネコ型とクマ型の 種用意しておき、選択できるよ
うにした。「濡らした指で紙に穴をあける」「穴からのぞ
く」という要素のみでも十分子どもの興味を引き出すこ
とができるが、子どもが探究できる要素を入れるため、
シール状にしたカラーセロハンを準備し、指であけた穴
にセロハンを貼ることでお面が色めがねになる工夫を加
えた。

　「たこやきづくり」は、茶色のボーガスペーパーを水
で濡らし、濡れて柔らかくなった紙を手で丸めてたこ焼
き状にする遊びである。今回は紙を水で濡らす方法を
種類用意した。
　一つ目は、筆を使って紙全体を濡らす方法である。ボ
ーガスペーパーは水で
濡れた部分の色が濃く
なるため、子どもの手
の動きの痕跡が可視化
され、お絵描き遊びの
ような効果も期待でき
る。
　二つ目は、胴の部分
を押してボトル内の液

を出すソフトタイプの
ソースボトルを使う方
法である。筆のみで紙
を複数枚濡らす作業は
歳児に難しいと考

え、水遊びの要素を取
り入れた方法も用いる
こととした。ソフトボ
トルの先から水を出す
動きには水鉄砲で遊ぶような楽しさがあり、水の出具合
を目で確認しながら両手でソフトボトルを押すという体
の使い方を調整する経験の機会となることも期待でき
る。

　「木の実を飾ろう」
は、前回の「クリスマ
スツリーづくり」と同
様に、ひも通しを楽し
む遊びである。今回は
飾りをつける穴を子ど
もが自分であけること
ができるように、台紙
にボーガスペーパーを
使用した。穴をあける
方法を「色めがねのお面」と同じ「濡らした指で紙に穴
をあける」方法にすることで、覚えた加工方法を他の遊
びで応用する感覚を味わうことができるようにした。今
年はイベントの時期が 月中旬であったため、木に木の
実などを飾り付けるデザインとした。

　今年度の活動も前回に引き続き、活動に必要な材料の
配付をお店屋さんごっこ形式で行った。 つの遊びで使
用する水、筆、ソフトボトル、トレイ、雑巾などの道具、
お金などの共通の準備物のみを各自の机の上に準備し、
その他の材料はお店屋さん（保育者）のところに来て、
おもちゃのお金と引き換える形とした。はじめに つの
遊びの遊び方をまとめて紹介し、その後の活動順や時間
は親子で相談して決めた。イベントの対象が 歳児とい
うこともあり、まだ一人でお店屋さん（保育者）に自分
の要望を言葉で伝えることが難しい様子も見られたが、
「飾りを選ぶ」「たこ焼きにソースを塗り、青のりをのせ
る」「木を貼る台紙を取りに来る」など子どもとお店屋

図 　どんな色に見えるかな？

図 　木の実をたくさんつけたよ
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図 　お月見コンサートの様子「月」全員で演奏
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さんとのやり取りを複数回経験できるように設定したこ
とにより、保護者の援助を受けながら次第に自分の気持
ちを言葉や動作で他者に伝えることに挑戦しようとする
姿が見られるようになった。主となる活動は造形表現で
あるが、遊びをとおして総合的に学ぶという観点から活
動環境も含めた教材研究を行うことの効果を確認するこ
とができた。

　今回の活動では、水で濡らした指で紙に穴をあける、
水で絵を描く、ソフトボトルで水を飛ばすという水を使
った遊びを楽しむ姿が印象的であった。水遊びに夢中に
なり机や床が水で濡れることもあったが、雑巾で拭きと
ればすぐに乾き、絵の具のように汚れる心配も無いため、
安心して遊ぶことができた。イベント後には、「家でも
遊びたい」と材料を持ち帰ることを希望する保護者が現
れた。そのため、希望者には余っていた材料を配付し、
家で活動の続きができるよう促した。
　また、ひも通し遊びも前回と同様に子どもが集中して
取り組む姿が見られた。今回も 本の毛糸にたくさんの
ビーズを通すことに挑戦する子どもが多く、ビーズが長
く連なったひもを掲げて得意げに保護者や保育者に見せ
る姿が見られた。

　今回の活動では、教材の内容が 歳児の発達段階に適
した総合的な学びにつながっているのか、イベントの遊
びが家遊びにつながるかという つの観点を持って活動
を行った。
　まず、活動に関しては、 つの遊びとも水を用いたこ
とにより、子どもが関心を持って積極的に活動する様子
が見られ、水を使うことの効果を実感することができた。
また、ひも通しについては前回と同様に、ビーズや飾り
の穴にひもを通すという集中力が求められる活動に対し
て、比較的長い時間集中して取り組む姿が見られた。こ
のように子どもが関心を持つ材料を用意することによっ
て、保育者からの働きかけがなくても子どもが主体的に
遊ぶ場とすることができることが確認できた。また、一
斉活動ではなく、必要に応じて保育者や保護者とコミュ
ニケーションを取りながら活動を進める形とすること
が、子どもの他者に自分の思いを伝えるという経験の場
となることも確認できた。
　次に、今回の活動では、親子が活動の順番や時間を決
めて進める形にしたことで、前回よりも親子が能動的に

活動する様子が見られた。活動内容が保護者のみでも援
助できる簡単な遊びであったことが重要な要素であった
と考えられる。また、水のみで紙に「穴をあける」「絵
を描く」「粘土のように丸める」という加工ができるこ
とに対する保護者の関心は高く、材料を持ち帰った親子
も多かったことから、今回のイベント活動は家遊びのイ
メージ作りに貢献できたと考えられる。
 （山本 麻美）

　幼稚園の季節の行事として、「お月見コンサート」が
中秋の名月 月 日に行われた。令和 年度は歌を中
心にハンドベルアンサンブルも加わり、プログラム構成
をした。対象は 歳児から 歳児であり、プログラムの
ねらいを提示し、ボランティアで参加した学生の感想を
含めて考察を行うこととした。
　プログラムについては以下の通りとなる。

．「きらきら星」フランス民謡（ハンドベル）
．「星に願いを」リー・ハーライン作曲（ハンドベル）
．「お月さま」深尾須磨子作詞　箕作秋吉作曲（歌）
．「フランスのお月様」（歌）
　　「月の光」ヴェルレーヌ詩　フォーレ作曲
．「チェコのお月様」（歌）
　　オペラ「ルサルカ」第 幕から「白銀の月よ」ド
ヴォルザーク作曲
．「朧月夜」二重唱　高野辰之作詞　岡野貞一作曲
（歌）
．「うさぎ」日本古謡（歌、ハンドベル）
．「お月夜」交互唱　北原白秋作詞　山田耕筰作曲
（歌）
．「月」文部省唱歌（歌、ハンドベル、ピアノ）

　「お月見コンサート」では、自然、季節や行事を大切
にし、思いをはせるといったことが主旨である。その点
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図 　 年長さんはハンドベルを間
近で観察
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から秋の空や夜空、お月様ということを念頭にプログラ
ムを構成した。
．「きらきら星」子どもにとって馴染みのある曲が必
要であると考え「きらきら星」をハンドベルで演奏
した。耳になじみのある曲であることから、子ども
にとっても無理なく夜空をイメージすることができ
る。

．「星に願いを」ディズニー映画「ピノキオ」で歌わ
れる名曲で、ジュゼッペ爺さんが作った操り人形ピ
ノキオが、本物の人間になることを夢見る物語。「願
えばきっと叶う」という誰もが共感できるテーマも
魅力的である。心から願えば、願いが叶うという内
容を簡単に説明してから演奏を行った。
．「お月さま」優しい言葉の繰り返しで、話しかける
ように歌われる。幼児歌曲であるがあまり知られて
いないが、子どもの等身大で感じられる曲となって
いる。

． ．については「フランスのお月様」、「チェコのお
月様」ということで、世界に目を向けることが つ
のねらいである。また、普段ふれることの少ない声
楽的な作品であり、ある意味子どものとらえ方も違
ってくると推測する。以前にも行ったお月見コンサ
ートで、ピアノ曲であるドビュッシーの「月の光」
をとても熱心に聞いていた様子から、クラシック音
楽を体験するという意図からこの 曲をプログラム
に取り入れた。
．「朧月夜」学生と声部を 部に分かれて、 部合唱
を行った。独唱に続き、他の形態の歌唱も変化を感
じ取ってもらえればと考えた。お月様でも春の月で、
秋のお月様と春のお月様の様子にも興味を持てるよ
うに、事前のお話しを行った。
．「うさぎ」日本古謡で昔からよく歌われている曲で
ある。今回のプログラムの唯一の短調の曲であり、
その違いも感じ取れればと考えた。ハンドベルの響
きも味わいながら、マルテラートの奏法も入れて、
音色の違いも着目してもらえるように説明を行い演
奏した。

．「お月夜」演奏形態のちがいで交互唱を取り入れた。
「トントントン」「どなたです？」歌が会話になって
おり、風や木の葉、お月様がやってくるというお話
しになっている。子どもには素直に受け入れること
ができる日常の会話調の優しい音の対話になってい
る。
．「月」文部省唱歌の「月」は今でも広く知られてい

る曲であることから馴染みある歌で終わること、ま
たハンドベル、ピアノとのアンサンブルを行った。

　このコンサートについて、幼稚園教育要領の内容との
関連性は、環境、言葉、表現にかかわるものと考える。
当日の子どもの様子については、学生の感想は以下の通
りであった。
（ ）演奏中

・音楽に集中している子、楽器が気になる子、一緒に
歌を歌う子などが見られた。
・演奏中に目が合う子どもが多かったため、楽器だけ
でなく演奏者にも興味を持つ子が多いと知った。
・ハンドベルを叩くマレットの動きを真似て遊ぶ姿が
見られた。
・歌を聴いているときに、体をゆらして聴いている子
どもがみられた。
・後方の子どもほど、よく聴いているようにみえた。
・手拍子をするような仕草をしている子どもがいて、
それぞれ楽しんでいる様子であった。

　コンサート終了後、年長のみハンドベルを近くで見る
機会を作った。これについては以下の様子がみられた。
（ ）楽器の観察中

・楽器の大きさの違いについて気がついたことを口に
していた。
・「これ重い？」と、目に見えない部分にも興味を持
つ子どもがいた。
・「鳴らしてみたい」という子どももあった。

　学生が感じ取った内容であるが、演奏中に関心をもっ
て聴いてくれたことは、意義深い。また 歳児について
は、前方で動きながら
聴いている子どももあ
ったが、それでも目の
前で行われていること
に関心をもって注視し
ている様子にライブ演
奏での効果があったと
考える。
　楽器の観察について
は、楽器そのものの大
きさやその重さにまで
関心が寄せられたこと
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図 　H ロケット打ち上げ映像
　出典（ISAS／JAXA）
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から、日頃のもののとらえ方、関わり方について感性が
豊かで多面的になっていることがわかる。また楽器の並
び方が、子どもたちが見学した方向が大きなベルから、
小さいベルの流れで、低い音から高い音への流れになっ
ており、その違いに気が付いた子どもも見られた。短い
時間であったが、観察眼の細やかさに驚かされた。
　以上の内容から「楽器」「歌う」「アンサンブル」に接
して子どもたちの音楽表現についての世界観も広がりを
もてたのではないかと推察する。子どもたちはまだ音楽
の専門的な知識がなくても、純粋に音の響きを楽しんだ
り、心で感じ取ったりする力を持っている。音表現と日
常的にどのように接するか、また音の響きについて先入
観なくとらえられる感性が重要である。多くの体験をす
ることは、その子どものどこかの場面で再現され、その
時に印象が子どもの心に残る。その印象の記憶を大切に
することが、経験の積み重ねであり、自己表現、音楽表
現につながると考える。
 （坪井 眞里子）

　令和 年 月 日に、名古屋女子大学付属幼稚園に
て、在園児イベント「くうきロケットはっしゃ」と題し
て、空気を詰めたかさ袋のロケットをダンボールの空気
砲で打ち上げるものづくり体験イベントを行った。前回
の令和 年 月のイベントに引き続き 回目の実施とな
った。当時年少だった園児が年長になっているものの、
自分でつくったものを自分の力で打ち上げることを楽し
み、ロケットや宇宙に興味を持ってもらえる体験として
実践することにした。園児に宇宙へ飛び出すことへの興
味・関心をもってもらい、夜空や宇宙の星へ興味を誘う
ことを目的として、全員がロケットを打ち上げる体験イ
ベントにした。
　日本では新型H ロケットが打ち上げられたニュース
が流れ、日本人宇宙飛行士が、国際宇宙ステーション
ISS での船長として任務につき、また、アメリカでは火
星への有人宇宙旅行を見すえたアルテミス計画が着実に
進行している。今の園児たちは間違いなく宇宙の時代を
生きることになる。そこで、夜空の向こうの世界へ飛び
出すことをイメージしたロケット打ち上げ体験により、
宇宙への思いを強くするイベントとした。

　イベントの導入と
して、全園児へ宇宙
のお話を行った。お
月見プロジェクトな
どで月を見ている園
児に、 年前にア
ポロロケットが月に
行った話や、最近、日本の探査機が月に行った映像の話
をして、宇宙へ行けるんだという思いを持ってもらう。
「宇宙に行ってみたいですか」と問いかけ、宇宙へ行く
ためにはロケットが必要で、JAXAのロケット打ち上げ
映像（図 ）によってロケット打ち上げへの興味を持
たせる。「宇宙に行ってみたいですか」という問いかけ
に「行ってみたい」と手を上げる園児の姿もあり、宇宙
時代を生きる園児たちを頼もしく感じる場面があった。
夜空の見た目の宇宙から、飛び出した先の宇宙が想像出
来る力を育むことが、宇宙教育につながる。

　図 のように実際
のロケットはエンジン
での激しい爆発により
気体（水蒸気）を噴き
出して飛び上がる。こ
のエンジンをダンボー
ルの空気砲に見立て
て、ダンボール箱をた
たいて空気を噴き出す
ことでかさ袋のロケッ
トを打ち上げる（図 ）。
　前回と同様にイベント時間の都合上、事前に色塗りや
飾りつけを各クラスの先生の指導で行ってもらった。自
分のこだわりのあるロケットをつくっている園児の姿が
見られ、自分らしさやこだわりが見られた。
　ダンボールの空気砲は、園児がたたけるように小さめ
のものを用意したが、同じものではなく大きさや硬さの
異なるものの用意となったため、それぞれが自分で飛び
そうなものを選んで飛ばすことになり、飛び方はそれぞ
れ異なった。その中で、自分でうまく打ち上げる方法を
見つけたり、友達と競いそして教え合ったりしながら飛
ばす方法を見つける姿が見られた。高く打ち上げる園児
も見られ、経験から学び、試行錯誤を行いながら工夫を
するなど、短い体験の中でも多くのことを園児が経験し、

図 　 空気砲のロケット発射台（左）、
ロケット発射の仕方（右）
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楽しむことができていた。園児たちは、何度も打ち上げ
を行い、打ち上がる様子を自慢しに来る姿も見られ、園
児たちが楽しめたイベントとなっていた。
　手応えが、ロケットが打ち上がる高さにつながること
を体験し、上手く打ち上げるために、たたく位置やロケ
ットの状態を工夫しながら遊ぶことで科学の体験ができ
る。今回の体験イベントにおいても園児が科学体験でき
たものと考えている。

　今回のイベントにおいても、在園児全員が参加するた
めに、園の先生方にお手伝いいただくことになった。ダ
ンボールの空気砲の組み立ては事前にお手伝いいただ
き、また、当日のかさ袋ロケットの空気入れや羽根つけ
は各先生方にご負担をおかけすることになった。一人ひ
とり順番に空気を入れていくこと、羽根やビニールテー
プを貼っていくことなど作業が多く、時間がかかったこ
とで園児の飛ばして遊ぶ時間に差ができてしまった。園
の先生方のフォローはさすがで、園児が楽しく体験でき
たことには感謝しかない。前回、かさ袋の不良により空
気が抜けてしまうということが発生しため、事前に、か
さ袋の確認を行ってのイベントとした。それでも、テー
プの貼りはがしによって穴があくものもあり、自分のつ
くったかさ袋ロケットがしぼんでしまうことで悲しい思
いをさせてしまった。今回は、先生方の対応が素早く、
一人ひとりへの対応をしていただけたことで助けられ
た。
　今後への課題は、園児が簡単に羽根をはることができ
る工夫が必要ということである。まっすぐ打ち上がるた
めには羽根が必要で、羽根を貼る作業はあった方がよい。
セロハンテープに苦戦する姿があり、貼り付ける方法を
今後検討したい。

　今回のイベントで、園児が宇宙とロケットについて興
味をもって楽しく打ち上げ体験ができた。みんなとタイ
ミングを合わせ、カウントダウンと共に打ち上げた時の
園児の笑顔や元気な声は、この体験の楽しさを表してい
る。園には負担とご迷惑をおかけすることが多くなって
しまったが、この短い時間での科学の体験イベントが、
科学する心や宇宙への夢になって、園児の記憶に残るこ
とを期待する。
 （吉川 直志）

　プレスクールの一環として、音楽教育・表現ゼミナー
ルでハンドベルアンサンブルによるコンサートを実施し
た。

ひよこA・B・Cクラス（合同） 月 日（水）
みんなでクリスマス会を楽しみましょう

　構成については、ゼミナールの発表の前にプレスクー
ル担当教諭によるダンス活動（CD音源）、またゼミ演
奏後にくまごろうのお手紙とサンタクロースからのプレ
ゼントが行われた。前後に幼稚園の用意した活動があり、
その間の部分でハンドベル演奏を行った。
　音楽表現において授業では音源をできるだけ生の演奏
にするという事にある。今回もハンドベルのライブ演奏
を同空間で音の音色や旋律を楽しむことを主とした。ク
リスマスを題材に馴染みのある曲や飽きないで楽しめる
ようにディズニーの曲も選曲した。またホワイトボード
シアター／クイズ、パネルシアターの歌とお話しを用意
し、子どもが楽しめるような流れとした。クイズにおい
ては、回答、受け答えについて 歳児であることを念頭
に答えやすいこと、また答えが出てこなかった場合も用
意した。プログラムについては以下の通りとなる。

．ひいらぎ飾ろう（ハンドベル）
．きよしこの夜（ハンドベル）
．クリスマス Joy（ハンドベル）
．サンタさんのおしたく（クイズ、歌、ピアノ）
． パネルシアター「すてきなぼうしやさん」（小さ
な劇、歌、ピアノ）
．小さな世界（ハンドベル）
．ミッキーマウスマーチ（ハンドベル）
．あわてんぼうのサンタクロース 歌ってダンス
　　（ピアノ伴奏）

　プレスクールであることから、保護者の家族と一緒に
クリスマスを音やお話しで楽しむということが重要であ
る。環境、言葉、音表現といった観点での内容が主とな
っている。
（ ）ハンドベル演奏（音表現、環境、行事）
　「ひいらぎ飾ろう」「きよしこの夜」「クリスマス Joy」
のクリスマスソングは、おそらく日常生活の中にも（テ
レビ等の BGMにも入ってきていると推測される。クリ
スマスを想起させる曲は豊かな音楽と共にクリスマスの
イメージを作るものである。曲そのものとハンドベルの
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音色を楽しむことも一つの音楽経験となる。保護者と一
緒にからだを動かしたり、揺れたりしながら楽しむ様子
がみられた。
（ ）シアター系の活動について（表現、言葉）
　①「サンタさんのおしたく」
　ホワイトボードシ
アター大学の学生が
考案した世界中の子
どもにプレゼントを
するサンタクロース
が出かける準備をす
るという内容であ
る。子どもが 択の
クイズに参加できる形のシアターで、内容は 歳児を想
定して作られている。 歳児であるため、それも想定し
て実施した。 月ということもあって、答えることが
できる子どももあり、興味をもってすすめることができ
た。 歳児になると「右、左」で答える子どももでてく
るが、クイズを出す学生は「こっちかな？」というよう
に質問を行い、すぐに肯定か否定がしやすいように言葉
がけを行った。途中に入る「サンタさん◯◯◯、どっち
かな」という歌は一緒に手拍子をする様子もあり、保護
者が一緒に共に歌う姿もみられた。
　②「すてきなぼうしやさん」パネルシアター
　これについては、ケロポンズが制作したものを学生が
役割を決めて歌と劇をしていく形式で行った。マイクを
使用していないため、セリフが聞きづらい場面もあり、
その点は今後の課題である。問いかけを「これかな？　
これかな？」とし、答えやすいようにしたことは効果が
あった。 拍子の音楽にのって揺れながら歌う内容であ
り、保護者と一緒に揺れながら「すてきなぼうしやさん」
を歌おうとする様子もみられた。

　 歳児においては、小さな経験が積み重なる一つとし
て興味のもてる機会であった。シアター系の活動におい
ては、お話しを通して、学生とのコミュニケーションや
意思の表明など、自発的な表現の様子もみられた。また
ハンドベル演奏については、多様な音楽的感覚の芽生え
の一助となる。言葉や表情から表現に対する自分の意思
の表出の試みへと繋がると推測する。音楽やお話し等の
関わりを持つことが音楽経験の積み重ねとなる。ライブ
の演奏に触れることは、小学校の鑑賞の授業においても、
CD鑑賞またはDVD鑑賞、ライブ演奏による体験をど

うとらえるか課題となるところである。そうした背景を
念頭においても、実際の演奏を体験することは意義のあ
ることである。未満児においても、同空間を共有して行
われる聴く体験の意義を再確認できた場となった。ハン
ドベルによる演奏は、美しい音色、響きから年齢を問わ
ず楽しめる音楽表現であることが、今回の活動からも確
信できた。
 （坪井 眞里子）

幼稚園教育要領（平成 年文部科学省告示第 号）

日時：令和 年 月 日（月） 時～ 時 分
場所：名古屋女子大学付属幼稚園ホール
講師：河合玲子（名古屋女子大学短期大学部）

　参加者は、当園のプレスクールに通う 歳児ひよこ組
の子どもとその保護者であった。
　今回の内容は、寒くなってきた季節「ふゆ」を歌やお
話から感じ、自分なりに「ゆき」の降る世界のイメージ
を持ち、身体表現、造形表現、音楽表現の活動を行った。
　その内容については、以下に記す。

　 時から 時 分までの時間に受付を行い、ホール
では、BGMとしてピアノによる「ゆきだるまのチャチ
ャチャ」の音楽の演奏を行った。

　活動内容の歌あそびの曲目とリトミックの内容を記
す。
○歌あそび
「パンダうさぎコアラ」／「げんこつやまのたぬきさん」
／「チョキチョキダンス」／「さかながはねて」／「あ
たま・かた・ひざ・ポン」／「いとまき」／「ゆきのこ
ぼうず」／「雪だるまのチャチャチャ」／「かぜひきキ
ツネ」
○ゆきの世界観を知ろう！〈絵本の読み聞かせ〉
・いしかわようじ作『どうぶついろいろかくれんぼ』
・ステフィ・ブロコリ作『ゆきのあさ』
○雪が降ってくるイメージを広げよう！

図 　 ホワイトボードシアター「サ
ンタさんのおしたく」
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・白の大判スカーフ・白のお花紙
・ゆきだるまのカード製作
○雪をイメージした歌あそび、リズム遊び
「ゆきだるまのチャチャチャ」

　ホールの隅に置かれた箱太鼓に興味を持ち、何人かの
子どもが箱を積み木にして並べたり、積んだりしていた。
箱を持つと鈴の音がするため、振る子どももいた。

　「パンダうさぎコアラ」、「げんこつやまのたぬきさん」、
「チョキチョキダンスは、座ったままで行った。次の「さ
かながはねて」からは、立ちあがって体全体を使った活
動にシフトし、「あたま・かた・ひざ・ポン」、冬のお出
掛けの際に身にまとう帽子、マフラー、手袋に置き換え
て「いとまき」の歌あそびを行った。
　「ゆき」のイメージを広げるために、「いとまき」と同
じメロディーの子どもの歌「ゆきのこぼうず」（村山寿
子詞・外国曲）を歌唱した。
　BGMでも使用した「ゆきだるまのチャチャチャ」は、
雪が降ってくると外の世界は白い世界となること。そし
て、積雪があると、ゆきだるまを作るなどの雪遊びを行
うことができる。ゆきだるまを父親、母親、自分の一つ
の家族と捉え、それぞれのイメージに合わせた動きが付
けられている。そして、チャの箇所では手拍子を打つ。
四分の二拍子、四分音符と八分音符が二つのリズムパタ
ーンを 回繰り返し、最後に四分音符四分休符で落ち着
くという 小節でまとめられたフレーズが続く歌であ
る。
　次の読み聞かせの活動に繋げられるように「かぜひき
キツネ」の朗読手遊びを行った。ステフィ・ブロコリ
作『ゆきのあさ』の内容が、白一色の世界に凹凸で動物
の足跡が印刷され、足跡の先の白い動物の形を捲るとそ
の下に動物が隠れているという仕掛け絵本であるため、
先ずは、いしかわようじ作『どうぶついろいろかくれん
ぼ』を読み進めることで絵本の世界観に繋げる試みを行
った。
　『ゆきのあさ』は、真っ白で角度を違えてみることで
凹凸の印影から足跡がわかる絵本である。積雪があった
場合、雪が全てを覆い、あたり一面真っ白の世界となる

ことから子どもに積雪のイメージを抱いてもらうことと
した。そして、読み聞かせを終えると、幼稚園の森岡先
生と皆川先生に白の大判のリトミックスカーフの端を持
ってもらい、参加者の頭上を白いトンネルの中のように
して舞ってもらった。実際、保護者の方も含め、子ども
たちはとても喜んでいた。おそらく頭上に白い世界が広
がることで、白い雪の世界をイメージできたのではない
かと考える。
　次の活動は、薄い白のお花紙を千切り、上に向けて投
げる活動である。その際、紙片が軽いため、ひらひらと
ゆっくり落下する。その様子を体験し、自分が雪を降ら
せたり、保護者が降らせた雪を味わったりする遊びを行
った。千切り方や紙片の大きさの違いから、落ちる速度
や様子が異なるため、子どもたちも興味深く見ている姿
があった。
　次は、水色の画用紙にゆきだるまが貼ってあるカード
に、目と口をシールで作成し、水色の部分に子どもそれ
ぞれがイメージする雪を白のシールで具象化する遊びを
行った。黒色のシール 枚と赤色のシール 枚をゆきだ
るまの上部の円に貼るだけでも、それぞれ違った顔の表
情となり、子どもも自分の作成したゆきだるまに満足し
た表情であった。水色部分の降雪の様子についても、そ
れぞれの子どもが自分のイメージに沿って、シールを貼
っている姿があった。
　「ふゆまつり」の最後の活動として、大きな円状に箱
の太鼓を並べ、参加者たちには、その外側に円状となっ
て並んでもらい、歌に合わせ、チャチャチャと手を叩く
時は立ち止まるという約束を行い、振りを付けながら歩
いてもらう活動を行った。実際、「ゆきだるまのチャチ
ャチャ」の楽曲の構成は、四分の二拍子、 小節である。
基本となるリズムは、四分音符 個と八分音符 個から
なるリズムの連続である。このリズムが 回繰り返され、
チャチャチャの部分で同じリズムを 回と四分音符 個
と四分休符で落ち着くのである。これが フレーズ繰り
返される。そして、その後には二分音符からなるリズム
が 小節続き、基本となるリズムが 回と八分音符 個
となるリズム、そしてまた基本のリズムが 回登場し、
最後に四分音符と四分休符で締めるのである。
　この結果、子どもたちのリズムに合わせた歩みには、
指示をしていないが、最初の四分音符 個と八分音符
個からなるリズムから構成されているリズムでは、 小
節を、 歩歩き、 歩目で立ち止まり、チャチャチャの
部分を止まったままで手を叩くということができてい
た。この動きで 小節分、一つのフレーズとなる。次の
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フレーズも同じように歩くことができていた。それに続
く音型は、 小節を同じ音程で歌うことから、フレーズ
的には二分音符の印象となる。両手で大きな輪を作り、
左右に揺らしながら歩くという歩みになるが、その結果、
歩が二分音符の歩みとなり、ゆったりと大きな歩幅で
歩歩いていた。そして、それに続く箇所では、最初と
同じリズム形と八分音符のリズム 個、そして最初の音
型のリズム、計 小節では、四分音符のリズムに合わせ
て 歩歩き、 歩目で立ち止まり、チャチャチャの箇所
を手で叩いていた。
　次は、歌に合わせて円状に並べられた箱太鼓の外側を、
振りを付けながら歩き、手拍子の代わりに箱太鼓を叩く
という活動を行った。チャチャチャの箇所で立ち止まる
たびに、異なった箱太鼓を叩くことができるので、箱の
大きさの違いや、その音の違いを聴き比べたり、触った
感触を楽しんだりする姿があった。
　 歳児や 歳児の子どもを相手に、理論から指導した
ならば、四分音符のリズムの歩みと二分音符の歩みの違
いを表現することはできなかっただろう。今回、子ども
たちは、「ゆきだるまのチャチャチャ」の歌を通して、
フレーズを身体で感じ取ったことで、一定の拍子感を体
現することができたのは、リトミックにおける成果があ
ったといえる。

　箱太鼓を使ったリズム遊びを最後に行ったこともあ
り、会場に並べられた箱を積み木代わりにして楽しむ子
どもの姿があった。また、ゆきだるまのカードを大切そ
うにして持ち帰る子どもの姿があった。また、千切った
お花紙を回収する箱に入れず、持ち帰る子どももいた。
終了後、ゆきだるまのカードを兄弟姉妹の分も欲しい、
あげたいという子どもや、お花紙を家で千切って楽しみ
たいから欲しいという子どもがいた。

　今回は、領域「環境」と「表現」の両面から冬の季節
に親しむ活動として、雪のイメージを広げ、冬が本格化
して降雪への期待感に繋げる活動を行った。参加者から
は楽しかったとの感想があり、冬に親しむ活動を楽しく
できたと考える。
　子どもの歌には、季節に因んだ多くの歌がある。今後
も、歌詞の意味を理解するには難しい年齢の子どもに対
してでも、体の動きや視覚的、聴覚的な視点から、子ど
もの想像力を豊かにするような活動の研究を行うと共

に、保護者も含め、それらを子どもと一緒に共感できる
ような子どもの表現の研究を行っていきたい。
 （河合 玲子）

文部科学省『幼稚園教育要領解説』フレーベル社（ ）p. 
小林美実監修・井戸和秀編『いろいろな伴奏で弾ける選曲こども
のうた 』チャイルド社（ ）

　大学の実習指導関連の授業や就職試験対策において、
模擬保育や実技試験の相談に乗ることがあるが、その際
にしばしば気になることが絵本の扱われ方である。製作
活動や表現活動の導入として絵本を「使う」学生が大変
に多いことである。また絵本を導入に「使う」ことが当
然のように行われている保育現場の様子も実習訪問の際
に目にする。
　絵本は単なる保育活動の導入の道具ではない。「絵本
の世界とは、絵本が喚起する想像力の躍動によって開か
れ、子どもたちがそこに入っていき、そこで冒険する世
界である」と村田が述べるように、子どもは絵本そのも
のを楽しみ、その世界に入り込み、心を動かす体験をす
るのである。
　筆者は本学児童教育学部において絵本研究ゼミナール
を担当し、保育者をめざす学生らと絵本の理論研究及び
実践研究（絵本を題材としたワークショップ）に取り組
んでいる。プレスクールの活動においては、集団生活未
経験の 歳児と保護者が共に絵本を楽しみ、絵本の世界
に入り込む喜びを共有する場の創出を試みた。またゼミ
活動として、ゼミに所属したばかりの 年生が最初に企
画から運営まで取り組むワークショップであり、子ども
たちと一緒に絵本の世界に入り、子どもの物語体験につ
いて学ぶことも目的とした。

　本活動のプレスクールイベントの呼びかけ文は次の通
りである。
　「今回のキーワードは「大きい」です。大きなものが
出てくる絵本を楽しんで、大きなクレヨンで大きな紙に
絵をかきます。みんなでかいた絵でなにができるかな」
　テーマをどのようにするかゼミで話し合い、「子ども
は「大きな」ものに憧れを抱くことから「大きい」をテ
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ーマに設定した。
　「大きい」がテーマとなる絵本の選定にあたり、初め
に「大きい」を様々な角度から捉え、絵本を収集した。
実際に大きなサイズのものが出てくる絵本の他、大きく
なる＝成長がテーマとなった絵本も検討した上で、今回
は①視覚的に大きいを感じられる絵本、② 歳児（ 月
末なのでほとんどの子どもは 歳を迎えていると考えら
れる）が共感できる絵本、③集団で楽しめる絵本や紙芝
居を選択した。また、ビッグブックや大型絵本と呼ばれ
る集団用の大型サイズの絵本を入手し、大きさを実感し
てもらうことにした。
　さらに、実際に子どもたちが絵本の中の「大きい」を
実際に感じられる経験を生み出す活動を考えた。

　上述のテーマとねらいのもと、プログラムを以下のよ
うに決定した。
①【オープニング】『ボボンバボンボン』（高畠純作、光
村教育出版、 年）リズム体操

②【大型紙芝居】『おおきく　おおきく　おおきくなあれ』
（まついのりこ作、童心社、 年）
③【大型絵本 】『きょだいなきょだいな』（長谷川摂子
文、降矢なな絵、福音館書店、 年）

④【大型絵本 】『ぼくのクレヨン』（長新太作、講談社、
年）

⑤【ワークショップ】お絵かき「大きな絵をかこう」
【オープニング】プレスクールの参加者と我々は初対面
である。緊張を和らげ、体をほぐすことをねらいとして、
体をつかった表現あそびを取り入れた。ゼミ生には、◯
◯体操、など保育現場で実施されている既成のものでは
なく、絵本にこだわった活動を求めた。プレスクールの
参加者（保護者）は「大学の絵本ゼミの学生さんがやっ
てくる」ため、保護者は新しい絵本の情報などを求めて
いると考えられる。ただ導入として取り上げるため、読
み語りではなく、表現遊びを行い、事後、絵本を紹介す
ることとした。『ボボンバボンボン』はいろいろな動物
が登場し、リズムカルな言葉と同時に静と動のギャップ
を楽しむ絵本である。みんなでゴリラになったりダチョ
ウになったりした後、絵本の紹介を行った。
【大型紙芝居】定番の紙芝居であるが、今回のテーマの
導入として最適な素材として取り上げることにした。ま
た紙芝居は集団で楽しむように作られている。集団生活
が未経験の未就園児である参加者にぜひ出会ってほしい
紙芝居でもある。この紙芝居は大型紙芝居が販売されて

いる。はじめに通常
サイズの紙芝居を見
せた後、「おおきく
おおきくおおきくな
あれ」とおまじない
をかけ、大型紙芝居
を提示した。このお
まじないが今回の活動を貫くキーセンテンスとなった。
参加型の紙芝居であるので、子どもたちとのやりとりを
楽しみながら演じた。
【大型絵本 】はじめに通常サイズの絵本を見せた後、
おまじないをかけると黒布の下から大型絵本が現れるし
かけにした。
　キツネの棲む巨大な世界に 人のこどもたちがやっ
てきてピアノやトイレットペーパーなど巨大なものをリ
ズミカルな七五調の語り口で楽しむ絵本である。親子で
楽しむだけでなく、集団で一緒に楽しめる絵本である。
【大型絵本 】この絵本も同様に通常サイズから大型へ
とおまじないで大きくした。
　ぞうがクレヨンでびゅーびゅーと青く塗ったところ、
カエルが池とまちがえて飛び込んでしまったりと、長新
太のダイナミックなナンセンスワールドが広がる絵本で
ある。物語展開も奇想天外だが、登場する大きなクレヨ
ンがなんとも魅力的な絵本である。
　大きなものが次々に登場する絵本を楽しんだ後のプロ
グラムとして、この絵本を題材とした活動に展開するこ
ととした。

図 　大きいクレヨンで描く活動

【ワークショップ】『ぼくのクレヨン』は画面いっぱい
に大きなクレヨンが登場する。このクレヨンを再現し、
大きなクレヨンでびゅーびゅーと描く活動をすることと
した。硬めの丸型ペットボトルに色画用紙を巻いてクレ
ヨン型を作り、先にスポンジを取り付け、絵具を付けて
大きな紙に自由に描くことにした。ペットボトルの大き
さはいろいろ検討した結果、 歳児が両手で持って絵を
描けるサイズとして mlのものを採用した（実際には、
片手で上からつかむように持って描く参加者がほとんど

図 　大型紙芝居
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図 　 幼稚園バスをイメージした
パネルの車体
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だった）。池に見立て
たブルーシートを床に
広げ、その上に模造紙
枚をつないだものを
用意した。親子参加の
イベントなので、保護
者に絵具の入った紙皿
の管理をお願いして、
模造紙の周りに集って自由にビュービューと描いてもら
った。使用した色は 原色（赤、青、黄）を用意した。
参加者はそれぞれビュービューと描いたり、トントンと
スタンピングしたり、思い思いのお絵かきを楽しんだ。
そのうち、色を混ぜる子どもが出てきて、緑や紫も出現
した。
　でき上った絵は、壁際に設置しておいた園バス（付属
幼稚園の園バスをイメージした緑と白のバス）のパネル
の車体に貼った。バスは顔はめパネル仕様になっており、
窓から顔を出して写真が撮れるようにした。また、バス
ごっこをした。
　完成したバスを見て、親子からは、歓声が上がった。
早くバスに乗りたくてうずうずしていた子どももいた
が、子どもたちが顔を出すバスの窓の位置が高すぎて、
抱っこをしなくてはならなかったのは反省点である。

　「大きい」というキーワードに沿った選書を行い、お
まじないを使って大きさを実感した上で絵本を読むとい
うしかけは納得のいくプログラム構成であったと思われ
る。また選書内容も適切であったと考える。大きなクレ
ヨンを使ったお絵かきワークショップも子どもを絵本の
世界に引きこむアイテムとしてよい発想であったと思
う。ただ企画者の思いのみが先行し、子どもたちの心躍
る経験となったかという点において課題が山積している
と思われる。絵本を読み手と聞き手が共に楽しむために
必要な保育上のスキルが未熟であった。子どもたちがワ
クワクするような言葉掛けや活動の展開方法、その作品
を生かす読み方等が挙げられる。聞き手の心を躍動させ
るような読み語りとは、についても今後は考えていきた
い。
　読み手と聞き手が思いを一つにする経験を届けていく
ことについて様々な模索を続けていきたい。
 （村田 あゆみ）

村田康常・黒岩茉由「絵本との「出あい」における子どもの想像
力の躍動─絵本体験の独立峰的な高まりと連峰的な共有構造
─」名古屋柳城女子大学研究紀要第 号、 年度、p. 

　現代の子どもたちを取り巻く環境は、科学技術の発展
や都市化の進行により、身体を動かす機会が減少してい
る。特に、子どもが遊ぶ「時間」、「空間」、「仲間」の減少、
いわゆる「三間の減少」が著しく、体力や運動能力、多
様な動きの獲得にも影響が懸念されている。『幼児期運
動指針』（文部科学省、 ）においても、こうした課
題に対し、運動や遊びの保障の重要性が示されている。
　 歳児は、乳児期に発達する「移動運動の技能」から、
「基本運動の技能」へと移行する時期にあたり、この段
階で多様な身体活動の機会を持つことは、運動の基礎づ
くりにおいて重要である。また、神経系が著しく発達す
るこの時期には、運動の楽しさに触れることが、後の身
体的発達や運動習慣の形成にも好影響を与えると考えら
れる。幼児が身に付ける「基本的な身体動作（走・跳・
投）」は、粗大運動として広く重視されているが、「くぐ
る」、「ぶら下がる」などを含む「 の基本動作」も日
常的な動きの発達において意義がある。特に「投げる」
動作は、現行の学習指導要領にも示されているように、
児童期に向けての重要な素地であり、幼児期からの経験
が望ましい。
　本イベントでは、室内でも安全に「投げる」動作を取
り入れられるよう、風船に養生テープやガムテープを貼
って跳ね返りを強化した “風船ボール” を活用し、親子
で楽しみながら身体を動かせる遊びの体験機会を提供
した。家庭でも取り組みやすい運動遊びの工夫として、
家庭内の遊びへの展開可能性も視野に入れている。ま
た、WHOが 年に発表した『身体活動・座位行動・
睡眠に関するガイドライン（Guidelines on Physical 
Activity, Sedentary Behaviour and Sleep for Children 
under  Years of Age）』では、 歳未満の子どもに対し、
日のうちに少なくとも 分間、さまざまな強度の身

体活動を行うことが推奨されている。特に 歳から 歳
児に対しては、強度を問わず多様な身体活動を 日
分以上行うことが求められ、その中には中強度から高強
度の活動も含めることが望ましいとされている。 歳か
ら 歳児については、同じく 分以上の身体活動のう
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図 　親子でボール投げをする様子

図 　 親子で新聞紙にボールを乗
せて運ぶ様子
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ち、少なくとも 分は中強度から高強度の活動とする
ことが推奨されている。こうした基準に対し、特に未就
園児では家庭内での過ごし方が大きく影響するため、日
常における運動機会の確保が課題とされる。本イベント
では、 歳児とその保護者を対象に、家庭でも実践可能
な運動遊びの体験を通じて、運動の楽しさと習慣化の意
識づけを目的とした。

【手を使った運動遊び（立位）】
・タッチ（手と手を触れ合う）
・押す（押しあいっこ）
・引っ張る（引っ張りあいっこ）
【足を使った運動遊び（座位）】
・タッチ（足と足を触れ合う）
・押す（押しあいっこ）
・引っ張る（引っ張りあいっこ）
【移動の運動遊び】
・お尻歩き→足を浮かせてバランス
・ハイハイ→片足を浮かせてバランス
・高這い→片足を浮かせてバランス
・保護者がお尻歩きし、上に乗る
・手押し車
・保護者を木に見立てて登る→くるりと回転

　ワニ、うさぎ、ライオンの動物の名前の文字数に合わ
せて、「手を叩く」、「膝を叩く」、「足踏み」、「両足ジャンプ」
を行う。

　各自新聞紙を 枚持ち、自分の「島」とする。島以外
は「川」とする。「ワニが来たよ～！」の声かけで島に
逃げる。新聞紙を折り畳み、徐々に小さくしていき、最
終的には片足やつま先でバランスを取る。

　 人につき 個の風船を配布。 つには養生テープや
ガムテープを貼り、跳ね返りを強化する。 種類の風船
（通常・テープ付き）の違いを体験し、子どもが使いた
い風船を選んでボール遊びを行う。
・座ってコロコロ転がす
・投げる、転がす、蹴る（図 ）

・新聞紙に風船を乗せて運ぶ
・保護者と 人で新聞紙に乗せて運ぶ（図 ）

　胸の前、腕、頭などに新聞紙を張り付け、落とさずに
走り続ける。

・マッサージしあいっこ
・抱きしめて呼吸（互いの体温や心臓の鼓動を感じる）

　イベント当日、子どもたちは終始楽しそうに運動遊び
に取り組んでおり、保護者も積極的に身体を動かす様子
が見られた。水分補給のタイミングでは、「身体がポカ
ポカしてきたかな？」、「心臓ドキドキしてきたかな？」
といった声かけを行うことで、身体や気持ちの変化を言
語化する機会を設け、気づきや楽しさを共有する工夫を
行った。このような声かけは、場の一体感を生み、活動
の盛り上がりを促進する一因となったと考えられる。
　風船にテープを貼ることで、通常の風船とは異なる反
発力を持つ “風船ボール” ができ、室内でもより活発な
運動遊びが可能となった。また、テープを貼る工程には、
身体活動に加えて造形的な要素も含まれており、子ども
たちは保護者とともにその作業自体を楽しんでいた。こ
のように創作的な体験
を取り入れることで、
運動遊びの中に多様な
遊びの側面を持たせる
ことができた。さらに、
本イベントでは通常の
風船とテープ付きの風
船の 種類を用意し、
その違いを体感できる
ようにした。子どもた
ちはそれぞれに好みの
風船を選び、自らのペ
ースで活動に取り組む
姿が見られた。このよ
うな選択の自由は、子
ども一人ひとりの主体
性や楽しさの実感につ
ながったと考えられ
る。一方で、風船が割
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れる場面も複数回見られた。ある場面では、子どもが驚
いて泣き出す様子が見られたため、「大きな音にびっく
りするのも成長の一部」といった声かけを行ったが、ま
ずは驚きや怖さへの共感を示すような配慮が求められた
と考えられる。突発的な出来事に対する対応については、
今後も検討を要する。
　整理運動において実施した「マッサージしあいっこ」
や「抱きしめて呼吸」では、保護者とのスキンシップを
通じて子どもが安心感を得られるように工夫した。これ
らの活動は単なる整理運動ではなく、愛情表現や心の安
定を促す時間としての意味合いも有しており、身体を動
かした後の余韻を穏やかに共有する役割を果たしてい
た。子どもと保護者が互いに気持ちを伝え合いながら活
動を終えることで、全体として温かい雰囲気の中で締め
くくることができた。また、本イベントは 歳児を対象
としており、集団的な協働活動よりも個々の身体感覚や
運動体験を重視する構成とした。しかし、イベント終了
後に保護者から「うちの子が違うことをしてしまってす
みません」といった趣旨の発言が聞かれた。自由な遊び
の中でこそ、子どもは自分のペースで探索し、発達して
いくことができることから、今後は事前の説明や声かけ
の中で「違っていてよい」、「自由に動いてよい」という
意図を明確に伝えていく必要性があると感じた。
　今回の取り組みを通して、保護者とともに身体を動か
す楽しさを共有することが、家庭での運動遊びのきっか
けとなる可能性があること、そして室内においても安全
に「投げる」動作を取り入れるための工夫として風船ボ
ールが有効であることが確認された。今後は、活動の自
由度と安全性の両立を図るとともに、保護者への働きか
けの方法についても引き続き検討を進めていく必要があ
る。
 （権野 めぐみ）

　 年 月、こども家庭庁が発足した。そのコンセ
プトの一つに掲げられているのが、「こどもまんなか」
である。こども家庭庁は、次のように説明している。

　「常にこどもの最善の利益を第一に考え、こどもに関
する取組・政策を我が国社会の真ん中に据えて、こども
の視点で、こどもを取り巻くあらゆる環境を視野に入れ、
こどもの権利を保障し、こどもを誰一人取り残さず、健
やかな成長を社会全体で後押しする。」）

　また、「主体性」という言葉は、以前から日本各地の
現場で頻繁に語られてきた概念である。広辞苑によると、
主体性とは「他から影響されることなく、自分の意志や
判断によって行動しようとする性質・態度」と定義され
ている。つまり、自分の価値観や意志を基に行動する姿
勢のことを指す。では、幼児保育・幼児教育において、
この「こどもまんなか」や「主体性」はどのように大切
にされるべきなのだろうか。私たち大人は、今一度、こ
の問いに深く向き合い、考えていく必要があるだろう。
　最初に、作業療法をご存じでない方もいらっしゃるか
もしれないので、簡単に説明をさせていただきたい。日
本作業療法士協会の新定義（ 年））によると、作業
療法とは、「人々の健康と幸福を促進するために、医療、
保健、福祉、教育、職業などの領域で行われる、作業に
焦点を当てた治療、指導、援助である。」とされている。
ここでいう「作業」とは、「対象となる人々にとって目
的や価値を持つ生活行為」を指す。作業には、日常生活
活動、家事、仕事、趣味、遊び、対人交流、休養など、
人が営む生活行為と、それを行うのに必要な心身の活動
が含まれる。また、作業には、「できるようになりたい
こと」、「できる必要があること」、「できることが期待さ
れていること」といった、個別的な目的や価値が含まれ
るのも特徴である。そのため、幼児が対象になる場合、
この「作業」はその目的や状況によって、「食事」・「着
替え」・「遊び」などになる訳である。かつては、作業療
法の対象は「身体又は精神に障害のある者」と限定され
て表現されることが多かった。しかし、ニューロダイバ
ーシティ ）の考え方や、介護予防などの観点から、近年
では作業療法の対象はより広く「人々」と捉えられるよ
うになっている。
　さて、ここで、今回の運動会を振り返りながら、発達
領域作業療法の立場から、読者の皆さまと つの大切な
視点を共有させていただきたいと思う。一つ目は、基礎
的な「身体／体力」づくりの大切さ。二つ目は、「模倣」、
つまり真似をする能力の重要性。最後の一つは、「自由
／自発性」、あるいは「創造性」の大切さである。
　一つ目は、基礎的な「身体／体力」づくりの重要性
である。図 は、当時赤ちゃん研究で著名だった下条
信輔氏が 年に作業療法の雑誌へ寄稿したものであ
る ）。この図に示されているように、こどもがこの世界
で発達の一歩を踏み出してから、自分の身体を樹木の幹
とし、その後、成長・発達に伴い、自分の身体を介して
世界を探索しながら枝葉を伸ばすように様々な能力を獲
得していく。したがって、この大樹の幹である身体をし
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図 　樹木のモデル
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っかりと育むこと、そのために外の世界との交流を通じ
て自然と体の使い方を身につけることが、乳幼児期には
非常に重要である。そして、我々大人の重要な役割の一
つは、こうした多様な体験・経験を積むことができる環
境を準備・提供することにある。
　文部科学省が実施している「体力・運動能力調査」）

は 年に開始され 年度で 回目の節目を迎えた
そうだ。この調査で明らかになったのは、児童の体力・
運動能力の推移である。 年代前半のデータが最も
高い水準だったが、それ以降低下傾向が続き、現在もそ
の水準で安定している。この調査から、外遊びの減少や、
室内遊びの増加、運動習慣を確立することの大切さ、多
様な運動経験（跳ぶ・走る・投げる・転がる・バランス
を取る）、集団遊び・外遊び（特に自由遊び）の重要性
が指摘された。加えて、幼児期においては、園庭の広さ
など物理的環境やスポーツ行事への参加、異年齢交流な
どの心理社会的環境も重要である ）。一方で、最近の我々
が神経発達症児 ～ 歳を対象にした調査 ）では、年齢・
認知機能の発達と協調運動（粗大運動・巧緻運動）には
密接な関係があること、また、自閉症傾向の強さと姿勢
保持筋力やバランス能力との間に関連がみられた（ただ
し因果関係を示すものではない）。
　二つ目は、人間発達における「模倣」つまり真似をす
る能力の重要性である。この点については、多くのエビ
デンスが存在する ）。端的に言えば、人間が「社会的動物」
と呼ばれる理由の一つにこの模倣（真似）の重要性が挙
げられる。生後赤ちゃんと親が交互に真似したり、真似
されたりする経験を通して、社会的相互作用が生まれる。
そして、模倣することはされる人に対して ‘あなたに興
味がある’ というメッセージを伝えることになり、模倣

された場合に模倣されていることに気づく、とは、自分
の行動へのフィードバックにもなる ）。さらに、模倣は
人の心を理解するためのシミュレーションにも関与して
いる。これは「共感」や「共鳴」といった、人間関係の
中で相手の気持ちを感じ取る重要なプロセスとも深く関
係している ）。
　三つ目は、「自由／自発性」或いは「創造性」の重要
性である。この視点は、こどもの権利条約にも深く関わ
っている。条約では、こどもの参加（こどもが自分に関
わる事柄について意見を表し、それが大人に考慮される
こと）が重要な権利であるとされ、こどもが「意味のあ
る参加（meaningful participation）」となることが大切
である ）。そうした観点から考えると、今回の付属幼稚
園の運動会は、先生方とこどもたちが一緒に作りあげた
場であり、そこには co-creation（共創的学習）の要素
が多く含まれていた。その結果、運動会当日だけでなく、
運動会までのプロセスそのものが、こどもたちにとって
大きな成長の機会となった。これは、非常に素晴らしい
取り組みであったと考えられる。
　最後に、「こどもまんなか」・「主体性」を考えるにあ
たり、生後まもないこどもを大人と同様に扱うべき、と
言っているわけではない。寧ろ、こども一人ひとりの運
動・認知・社会・情緒等の発達を、私たち大人がよく観
察し、理解するところから始めていきたい。
 （塙 杉子）

） 厚生労働省（ ）：『こども政策の新たな推進体制に関する
基本方針のポイント～こどもまんなか社会を目指すこども
家庭庁の創設～（令和 年 月資料 － ）』取得日：
年 月 日　https://www.mhlw.go.jp/content/ /

.pdf
） 一般社団法人日本作業療法士協会（ ）：『協会トピックス
「作業療法の定義」を改定しました』取得日： 年 月 日　
https://www.jaot.or.jp/about/topics/detail/ /

） 村中直人 （ ）：『ニューロダイバーシティの教科書─多様
性尊重社会へのキーワード─』金子書房

） 下条信輔（ ）：「知覚と行動の発達」『作業療法』 、pp. 
‒

） 文部科学省（ ）：『スポーツ庁　令和 年度体力・運
動能力調査結果の概要及び報告書について「令和 年度
体力・運動能力調査」の概要』取得日： 年 月
日　https://www.mext.go.jp/sports/content/ -spt_
kensport - _ .pdf

） 森司朗ほか（ ）：『幼児の運動能力における時代推移と発
達促進のための実践的介入　平成 ～ 年度文部科学省科
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学研究費補助金（基盤研究Ｂ）研究成果報告書』
） 塙杉子、浅野大喜、バンジャマン・タユ他（ ）：「 種類
の関係性の理解学習～神経発達症児による研究から～」日本
発達系作業療法学会　第 回学術集会、口述、東京
） Sugiko Hanawa, Motoaki Sugiura, Takayuki Nozawa, 
et al., ( ): The neural basis of the imitation drive, 
Social Cognitive and Affective Neuroscience, Volume 
, Issue , January , Pages ‒ , https://doi.

org/ . /scan/nsv
） 浅野大喜（ ）：『リハビリテーションのための発達科学入
門─身体をもった心の発達─』 協同医書出版社、 pp. ‒

） 大村祥恵、 町村純子、 NPO法人はびりす、 井川典克 （監修）
（ ）:『いちばんはじまりの本─赤ちゃんをむかえる前か
ら読む発達のレシピ─』クリエイツかもがわ、 pp. ‒

） ユニセフ（UNICEF：国連児童基金）（ ）：『こどもの権
利条約の考え方』取得日： 年 月 日　https://www.
unicef.or.jp/crc/principles/

　質問項目を表 に示す。質問項目No. ～ では、「 ．
そう思わない」「 ．あまり思わない」「 ．どちらとも
思わない」「 ．そう思う」「 ．とてもそう思う」によ
る 段階評価での回答を求めた。

表１　保護者対象アンケートの質問項目

No. 質問項目

お子様は幼稚園に行くのを楽しみにしていますか。

お子様は家庭で、幼稚園や先生、友達のことを話しますか。

お子様は着替えなど基本的生活習慣が身につきましたか。

お子様は絵本やお話を聞いたり、見たりすることが好きに
なりましたか。

お子様は先生や友達と一緒に歌ったり、踊ったりすること
が好きになりましたか。

お子様は言語の面が発達し、文字や文章に興味を持つよう
になりましたか。

お子様は虫や植物など自然に興味を持つことができました
か。

お子様は体を動かすことが好きになり、体力がついたと思
いますか。

お子様は給食を通して、「食」に関心をもつことができる
ようになりましたか。

お子様は幼稚園で自分の力を十分に発揮していると思いま
すか。

お子様はいろいろなことに興味を持つことができるように
なりましたか。

お子様は様々なことに挑戦しようとする気持ちが芽生えて
きていると思いますか。

お子様は周りの人（家族、先生、友達など）に対して思い
やりの気持ちがもてるようになりましたか。

お子様の主体的（自分の意思、判断に基づいて行動する様
子など）な表現をするようになったと思いますか。

生活発表会をご覧になられて、お子様の心身の成長を感じ
られましたか。

ドキュメンテーションのアプリ『おうちえん』からライブ
配信動画、全体や学年、クラス毎の配信をしました。お子
様や幼稚園の様子はわかりましたか。

ドキュメンテーションを通して、ご家庭でお子様との対話
は増えましたか。

ドキュメンテーションを通して、幼稚園がより身近になり
ましたか。

幼稚園は大学との連携（講演会や子育て支援など）をとっ
ていると思われますか。

幼稚園はお子様の好奇心や思考力などを育てる保育をして
いると思いますか。

幼稚園は園舎や園庭、遊具など子どもたちがワクワクする
ような環境を整備していると思いますか。

幼稚園は教育・保育において、ICT 環境（タブレット、デジ
タルカメラ、Wi-Fi 環境等）を活用していると思いますか。

幼稚園は教育・保育において、「食」の安心・安全に努力
していると思いますか。

幼稚園で提供される給食の内容に満足されていますか。

幼稚園は教育・保育において、様々な表現活動を行ってい
ると思いますか。

幼稚園は教育・保育において、自然や季節をたくさん取り
入れていると思いますか。

　在園児保護者 名（年少 名、年中 名、年長 名）
を対象に、生活発表会終了後の令和 年 月 日～
月 日の期間、幼稚園・連絡アプリのシステムによる
インターネット調査（自記式）を実施した。回答者数
は 名（年少 名、年中 名、年長 名）、回答率は
. ％であった。そのうち、無回答項目のあった 件（年
少 名、年中 名、年長 名）を除外し、 件を分析
対象とした。

　調査を実施するにあたっては、各クラス担任から園児
を通してアンケート依頼文書を保護者に配布し事前周知
するとともに、生活発表会終了後に口頭で調査目的と内
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表２　保護者対象アンケートの回答（人）N=

No.
そう思わない　　← 　　 段階　　 →　　とてもそう思う

表３　各質問項目における学年ごとの得点

No.
年少　N= 年中　N= 年長　N=

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

 . . . . . .

 . . . . . .

 . . . . . .
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容の説明を行った。回答に協力が得られない場合であっ
ても不利益は生じることはなく、データから個人が特定
されることはないことを明示した。

　質問項目No. ～ の回答結果を表 に示す。各項
目の回答について、 段階評価のうち ～ を「否定」
群、 ～ を「肯定」群にまとめ、正確二項検定を行
った。その結果、いずれの質問項目においても「肯定」
の度数が「否定」の度数よりも有意に多かった （p= 、

effect size g= . ～ . 、power= 、両側検定）。
　質問項目の関連性を見るために、相関係数を計算した。
その結果、「幼稚園は教育・保育において、「食」の安心・
安全に努力していると思いますか」（No. ）と「幼稚
園で提供される給食の内容に満足されていますか」（No. 
）の間（r= . 、F= . 、df = 、df = 、p<. ）

に有意な正の相関が見られた。相関の強さは中程度とい
える。

　学年による回答の傾向があるかを分析した。質問項目
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No. ～ について、「そう思わない」を 点、「あまり
思わない」を 点、「どちらとも思わない」を 点、「そ
う思う」を 点、「とてもそう思う」を 点として学年
ごとに得点化し（表 ）、分散分析を行った。その結果、
いずれの項目においても平均の差は有意ではなかった。

　今回の保護者アンケートの結果から、付属幼稚園のそ
れぞれの取り組みは保護者から肯定的な評価を得ている
と捉えることができる。
　特に注目すべきは、「幼稚園は教育・保育において、
「食」の安心・安全に努力していると思いますか」（No. 
）と「幼稚園で提供される給食の内容に満足されてい
ますか」（No. ）の間に有意な正の相関が見られた点
である。この相関は、保護者が幼稚園の「食」の安心・
安全への取り組みを評価しているほど、給食の内容への
満足度も高いという関連性を示している。つまり、給食
のおいしさだけでなく、「安心して子どもに食べさせら
れる」という安全・衛生面への信頼が、保護者の給食に
対する満足度を左右する要素の一つであるといえる。こ
の結果は、付属幼稚園が日頃から「食」の安心・安全に
関する情報を積極的に保護者に発信し、透明性を高めて
きたこととも関連していると考えられる。
　さらに、昨年度のアンケートでは給食の満足度に関し
て学年間で評価の差が見られたものの、今年度はこの学
年間の差が解消されたことにも注目したい。これは、付
属幼稚園がこの 年間で、学年ごとのニーズに対応した
質の高い給食を提供するための改善策を講じ、それが成
功したことを示唆している。
　これらのアンケート結果は、付属幼稚園がドキュメン
テーションなどを通じて保護者とのコミュニケーション
を深め、そのニーズを理解することで、教育・保育の質
を継続的に向上させているという、保護者との協働的な
取り組みを裏付けているといえる。
 （山田 勝洋）

　令和 年度の「幼児教育で育みたい資質・能力に関す
る研究－幼稚園におけるプロジェクト型保育の可能性に
関する研究Ⅱ」は、幼稚園教諭と幼児保育研究会所属の
大学・短期大学部の研究者による、第 回幼児教育研究
会（Zoom開催）（令和 年 月 日）において、実践
報告及び意見交換が行われた。その後、付属幼稚園全教
諭による、オープンカフェ方式の園内研修（令和 年

月 日）において、令和 年度の研究の最終的な振り返
り及び令和 年度に向けた新たな課題と方向性を明確に
することができた。

　令和 年度は、行事企画を含めて、「こいのぼり」「七
夕（わらび餅）」「どろんこあそび」「夕涼み会」「お月見
（お月見おだんご会）」「運動会」「芋掘り（お芋クッキン
グ）」「おんがくかい」「クリスマス会」「お米作り（おに
ぎりクッキング）」「節分（福茶）」「生活発表会」の
プロジェクトを実施した。令和 年度は様々なプロジェ
クトに「クッキング・食育関連企画」を連動させて実施
した。また、令和 年度に計画した つの個人プロジェ
クトは時間的要因などを考慮しプロジェクトから外すこ
とにした。
　全体の活動を振り返ると、令和 年度より一段と子ど
も主体・中心という考え方と共に、教諭らに、「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」の 項目への意識が
浸透したと考えられる。それらの成果は、それぞれの行
事プロジェクトに反映され、特に今年度の「パワフル」
をキーワードとした、運動能力育成という新たな課題は
大学の研究者らの協力もあり、子ども達の体力強化を目
的とした普段の遊びの改善に繋がった。また、運動会で
の観察を通した子ども達の運動能力の分析は、その後の
保育上の改善に役立った。このような運動能力育成のポ
イントについての専門的な立場からのアドバイスは保育
現場にフィードバックされ、それらは生活発表会におい
て最終的な成果として確認することができた。
　特に、幼稚園教育の集大成と位置付けている生活発表
会では、幾つかの課題は残しながらも明確な総合的な表
現としての成果が可視化（ の姿全て）されたと考え
られる。発表会としての劇遊びのテーマは、前年度まで
は既存の絵本などのストーリーを基に変化をつけた展開
も見られたが、令和 年度は、全てのクラスで、子ども
達と担任が話し合いながら、幼稚園での普段の遊びを取
り入れたり、ファンタジーを膨らませた展開にしたりし
て、楽しいオリジナルの劇遊び（思考力の芽生え）（協
同性）に仕上がったことは大きな成果だと考えられる。
前年度の課題として残った、「生活発表会のために取り
入れた身体表現が、普段の保育のどこから繋がってきた
のか」という疑問はほぼ解消されたと思われる。令和
年度は、それぞれのクラスのストーリーの中に、一人一
人の園児の得意技や、遊びを通して獲得した身体機能（鉄
棒、片足バランス、けんけん、平均台、縄跳び等）を応
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用した見せ場が充分組み込まれていた（健康な心と体）
ことで、文字通りの、「生活発表会」になっていたと考
えられる。更に一人一人の役割分担、台詞、大道具、小
道具、衣装、看板、文字まで子ども達の思いのこもった
表現（豊かな感性と表現）がなされていた。
　今回特に注目したいのは、友達同士の関わりや全員で
やり遂げるという協同性が育まれたことである。それぞ
れの発表後の、子ども達の達成感は非常に大きなもので
あったことは、彼らの高揚した笑顔にはっきりと表れて
いた。また、援助の必要な園児も健常児も全員がお互い
を励ましたり協力したりする暖かな交流（協同性）の成
果としての一体感も大きなものがあった。
　一方、造形表現に関しては、少々物足りなさを感じる
部分があった。本来、生活発表会での総合的な成果は、
身体、音楽、造形分野がバランスよく表出することが望
ましいが、本来の子どもの力として、まだまだ引き出せ
る要素が多かったように感じられる。すなわち、日々の
保育の中で、豊かな素材をふんだんに使い、様々な道具
を使った、技能を伴う豊かな体験が十分になされていた
なら、子ども達はそれらをベースに更なる新たな表現（豊
かな感性と表現）への挑戦ができたのではないかと考え
られる。例えば、ホール前に設定されている、普段あま
り使わないような自然素材・布等を自由に使えるように
設定している「素材コーナー」をもっと有効に使ってい
たならば、その経験が生活発表会にも投影されたのでは
ないかという仮説である。創造性とは「自分の過去の経
験と知識の組み合わせ」という一般的な定義に沿うなら
ば、素材コーナーを普段の保育の中で身近なものにする
ことにより、豊かな創造的な表現に結びつけることが可
能だと考えられる。この点は、それぞれの教諭が教え込
んだり、手をかけたりするのではなく、普段の保育の中
で、素材コーナーという環境を身近にすると共に、基本
的な道具使用法を伝えることにより、普段の子ども達の
表現から、生活発表会での創造的なダイナミックな表現
（豊かな感性と表現）に繋げることが可能になると考え
られる。
　保護者向けの保育全体に関するアンケート結果は、概
ね肯定的な評価がなされていたと思われるが、個別には
多岐にわたる要望、感想が寄せられており、できるだけ
応える試みを続けたいと考えている。

　第 回幼児教育研究会（Zoom開催）（令和 年 月
日）において、幼児教育研究会所属の大学・短期大

学部の研究者らからは、次のような指摘があった。
　幼稚園では、正しい、上手などの評価がなされない世
界であり、子どもにとって受け身ではない、得意・不得
意・苦手全てを包み込んだ楽しい活動が子どもの記憶に
残り、将来的に人生を豊かにする。プロジェクトが深ま
っており、子ども同士の意見調整など、生きる上での力
を育んでおり、教諭自身も楽しく人生を豊かにすること
に繋がっている。プロジェクトは計画を立てて目標を持
ちながら実践、振り返りを行うことは有意義である。今
の幼児は、身体を動かす機会が減っており、腹筋も弱く
五感と運動とを連携させるべきである。プロジェクトは
年々充実しており、子ども達の経験を増やすことが自己
表現、コミュニケーションの経験となり心も落ち着かせ
る。教諭が前向きに探究する姿勢が、子ども達の共感や
達成感を実感させる。子どもの主体的な活動を教諭らが
大切にしていることが伝わった。食育・音楽・運動など
多岐にわたる活動は意義深いことであり、保護者が参加
することも印象的であった。集団としても個別性として
も発揮できる場がそれぞれあったことは良かった。節分
プロジェクトでは、豆の数を工夫して数える実践やお月
様の形の観察、運動会での玉入れ等は小学校で習う概念
をプロジェクト内で触れる経験になっていた。忙しすぎ
る・子どもにゆとりがない、教諭が安心安全に職務を果
たせるかという懸念があり、プロジェクトの取りやめ、
考え直しも必要ではないか。各プロジェクトは同時進行
しており、それぞれが互いにフォローできる。
　以上から、プロジェクト型保育の充実は意義深いと評
価された一方で、忙しすぎる、保育として負担が大きい、
取りやめも考えるべきという指摘もあった。本研究テー
マは今回 年目であり、充実した活動という点では一定
の評価をすることができたが問題点や課題については総
合的に見直すことが必要という結論にいたった。

　以上の経緯を踏まえ、付属幼稚園全教諭が子ども主体
の教育・保育を目指すという共通理念の基、できるだけ
自由な意見交換ができるように配慮し、オープンカフェ
方式の園内研修（令和 年 月 日）を行った。
　検討方法として、 年間のプロジェクトを振り返り、
良かった点及び問題点・課題に焦点を絞り、KJ 法で分
析した。まず良かった点は、「プロジェクトは充実した」
に集約された。内容として、「運動能力は促進された」「遠
足など園外での活動が体力づくりに繋がった」「保護者
との一体感が得られた」に分類できた。



─　　─

機関研究論文

　一方問題点としては「プロジェクトが多すぎた」に集
約された。内容としては、「内容が濃すぎた」「行事プロ
ジェクトがメインになった」「同時進行のプロジェクト
があり負担が大きかった」「行事が多く子ども達が自由
に好きな遊びができなかった」「どれも大事なプロジェ
クトで省力化が難しい」に分類できた。
　その他の課題としては次の課題が上げられた。「米作
りはプロジェクトとして定着したが、きれい事にしてし
まった」「節分プロジェクトにおいて、造形表現として
の豆づくり、数の捉え方が統一されず混乱があった」等
が上げられた。
　これらを基に検討した結果、次のような方針を確認し
た。プロジェクトを減らすというより、関係性を重視し
て派生する活動を考える。音楽会は秋の外遊びに最適な
季節に練習が重なり本来の遊びができなかったことか
ら、各クラス単位の、保護者を交えたサロン形式の音楽
会の可能性を考える。体力向上は普段の保育に組み入れ
ていく。園外保育を体力づくりに繋げる。画像、動画を
有効に使い、保育計画書などは簡略化すると共にドキュ
メンテーションを有効に使い省力化に繋げる。米作りは
継続するが、田んぼの見学を取り入れたり、収穫量、育
ち具合などの実情・実態を子ども達と共有する。

　以上の検討を通して令和 年度の新たな課題と方向性
を次のように明確にした。
　本研究の理念として、子ども中心の主体的な保育を
目指すことを全員で共有した上で、幼稚園の現状に
即した新たなテーマも加え、「園庭遊具開発」「年間行
事」「運動能力育成」「食育」「ICT の有効活用」という
つのプロジェクトを設定した。そして、それぞれを

相互に関連させながら、年間を通した計画を立てる上
で、「お母さん・お父さん先生」のシステムを有効な形
で組み込み、より子ども中心の保育を本質的なものに
する試行を行う。それらと共に、子ども達、教諭、保
護者も含めてWell Being を目指す。また、今後の研究
形態として、教諭らの直感（気づき）を重視して、前
年度の実践報告論文「おわりに」において提案した、
OODACA（Observatio・観察）、（Orientation・状況判
断）、（Decision・意思決定）、（Action・行動）、（Check・
評価）、（Act・改善）方式を定着させる。
　その他として、個人プロジェクトとしては中止した、
ダンゴムシ、カタツムリ、カブトムシ、蝶などの飼育、
植物栽培などは、それぞれの教諭の得意分野を他クラス

に提案する、「プランナー」というシステムとして日常
的なものとして定着させる。
　最後に、多くの付属幼稚園の保護者、大学・短期大学
部の研究者の皆様のご協力により、充実した、本研究の
深化に向けた検討が行えましたことに深く感謝申し上げ
ます。
 （渋谷 寿）

渋谷寿（代表）他 名、「幼児教育で育みたい資質・能力に関す
る研究─幼稚園におけるプロジェクト型保育の可能性に関す
る実践研究Ⅰ─」『総合科学研究』、第 号、名古屋女子大学、

井上眞理子編著、『保育の質が高まる組織マネジメント』、中央法
規出版、

井上眞理子、田澤里喜、田島大輔編著、『質の向上を目指す保育
マネジメント』、中央法規出版、

今川公平著、佐川早季子、山本一成編著、『 . . 歳児保育計画通
りに行かない！　ジグザグ保育がつくる子ども主体の学び』、
Gakken、

大豆生田啓友、『豊かな直接体験をベースに ICT で広がる保育─
子どもの興味＆意欲が高まる！ ICT 活用実践例─』、チャイ
ルド本社、
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Investigation of Intrinsic Factors and Injury Characteristics 
in Female High School Athletes with Sports Injuries

Kazuhisa MATSUI, Yoshiji KATO, Shinnosuke KOKETSU, Toru TAMAKI,
Koichi NAITO, Junko WATANABE, and Kazuto ISHIDA

　女性アスリートのスポーツ障害は、男性と比較して特
有の発生パターンを示すことが知られている。スポー
ツ障害の発生率は年齢層別にみると 代後半から 代
前半に高い傾向があり、全体の約 ～ ％を占めてい
る ））。特に女性においては、この時期が身体的成長・
発達と競技力向上を両立させる重要な段階であり、受傷
から競技復帰までには数週間から数ヶ月を要する ））こ
とは選手として活躍できる期間が制限されるため、その
時間的影響は大きい。
　近年、女性のスポーツ参加は著しく多様化しており、
参加者人口の分布にも変化がみられる。ここ 年間の
動向として、全国の硬式野球の加盟校数は 校 ）、バ
スケットボール加盟校は , 校減少する一方で、女子
サッカー加盟校は 校、女子自転車競技は 校増加し
ている ）。このような女性スポーツ人口の変化に伴い、
女性特有のスポーツ障害の発生状況も変化していること
が予想される。
　スポーツ障害は大きく外傷性障害と非外傷性障害に分
類される。非外傷性スポーツ障害は、反復的な運動や不
適切な動作により微細な損傷が積み重なり、特定の組織
に過度の負荷がかかることで発生する。明らかな受傷イ
ベントを伴わないこの障害は、治癒の目処が立ちにくい
ことから長期間にわたって抱えることが多く、女性ア
スリートではバスケットやバレーボールのような跳躍
競技では膝蓋大腿症候群がスポーツ障害の約 ％を占
め ）、陸上競技では脛骨や中足骨の疲労骨折が多くみら
れる ）。
　これまでの疫学研究は主に参加者が多いスポーツに焦
点を当ててきたが、女性が多く参加する競技や女性特有
の受傷パターンについては十分に検討されていない。こ

のため、参加者が少ないスポーツにおける女性の障害報
告は少なく、国外の研究においても弓道や剣道など日本
発祥の競技が調査対象に含まれることはほとんどない。
そのため、競技者数の少ないスポーツにおける受傷状況
については類似した身体の使い方をする競技種目の結果
を参照せざるを得ない状況である ）。
　スポーツを行う若い世代には、高い競技レベルを追求
する者と趣味としてスポーツを楽しむ者がいる。趣味
としてスポーツを楽しむ選手のスポーツ障害好発年齢
は 代半ばであるが、競技レベルを追求する者と同様
に受傷率は競技種目によって異なることが知られてい
る ） ）。各競技別や特定の世代に焦点を当てたスポーツ
障害の調査は、選手の安全性や健康管理を向上させ、競
技力を維持・向上させるための戦略を策定する上で不可
欠である。
　外傷性スポーツ障害とは異なり、非外傷性スポーツ障
害は競技種目や受傷好発部位など特徴を明らかにできれ
ば予防が期待できる。男性に多い外傷性スポーツ障害と
は異なり、非外傷性スポーツ障害では、女性特有の解剖
学的・生理学的特徴が受傷リスクに影響することが考え
られる。そのため、直近の国内スポーツ参加人口の変化
を反映させた障害動向の調査は、現在の女性アスリート
のスポーツ障害を予防するための基礎資料として非常に
重要である。
　本研究の目的は、国内の高等学校生徒が携わる多種目
のスポーツにおける非外傷性スポーツ障害について、男
性との受傷比率、女性の受傷しやすい競技と身体部位に
焦点をあて、その障害発生の傾向を明らかにすることで
ある。さらに、競技時間を基に、練習中と試合中のスポ
ーツ障害発生リスクについても検討する。
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　対象 歳から 歳までの高等学校生徒（以下：高校
生）で、運動部もしくはクラブチームに所属しスポーツ
活動を行っていた者を対象とした。除外基準は、運動部
もしくはクラブチームでのスポーツ活動経験がない者と
した。
　研究協力は高等学校 校を介し、オンラインによる
アンケート調査を実施した。研究参加への同意は、
歳以上の場合は本人の同意、 歳未満の場合は本人と
代諾者の同意を得た。同意確認はオンラインアンケート
の回答開始前に設定し、アンケートには氏名やメールア
ドレスなど個人を特定可能な情報は一切含まない形式と
した。アンケートは自己回答形式とし、経験スポーツ（種
類、競技歴、受傷歴、受傷部位、受傷状況、練習時間、
週間あたりの練習回数、試合時間、 年間あたりの試

合回数、利き手、利き足）について調査した。本研究に
おけるスポーツでの受傷は、“ 日以上スポーツ活動を
休まなくてはいけなかった障害”と定義した。本研究は、
名古屋女子大学『人を対象とする研究の倫理審査委員会』
により承認された（承認番号 ‒ ）。

　調査に必要なサンプルサイズは Kimura（ ））の
研究をもとに受傷率を . ％、許容誤差を ％、信頼水
準を ％に設定し、

n= Z  P( -P)
d 

として、Ｒ（ver. . . , The R Foundation, https://www.
r-project.org/）により算出した。

　回答者の競技レベルは 週間あたりの練習時間によ
り、（ ）競技レベル： 週間あたり 時間以上の練習を
行っている者、（ ）レクリエーションレベル： 週間あ
たり 時間未満、 時間以上練習している者、（ ）ライ
トエクササイズレベル： 週間あたり 時間未満、 .
時間以上練習している者、として分類した ）。
　受傷率を算出するにあたり、選手 名の年間の練
習と試合に参加する総時間である暴露時間（Athlete 
Exposures: AEs）を算出した。受傷率は 時間あた
りの受傷率は、以下の数式にて、

受傷率＝ 受傷数
各選手の年間練習時間＋年間試合時間

算出した ）。練習中と試合中の外傷性スポーツ障害の状
況別受傷率比は、

状況別受傷率比＝ 試合中の受傷数／年間試合時間
練習中の受傷数／年間練習時間

により算出 ）した。格闘技や新体操のような競技時間
の短い競技、水泳や陸上のような競技時間を競う競技、
受傷件数が少なかった競技は試合中の暴露時間として

時間確保できないため、受傷率比の変わりにオッ
ズ比、

オッズ比＝ 練習中の受傷数 試合中の非受傷数
試合中の受傷数 練習中の非受傷数

により算出した。
　外傷性スポーツ障害は明らかな受傷エピソードがある
障害、明らかな非外傷性スポーツ障害は受傷エピソード
がない場合 ）と定義し、外傷性と非外傷性の受傷タイプ
比は、

受傷タイプ比＝ 外傷性スポーツ障害数／（年間練習時間＋試合時間）
非外傷性スポーツ障害数／（年間練習時間＋試合時間）

として算出した。
　再受傷率は、

再受傷率＝ 再受傷者数
全受傷者数

より算出した。

　性差による年齢、スポーツ経験年数などの一般情報は
対応のないｔ検定により比較した。受傷率、練習中と試
合中の受傷率、受傷タイプの比較には Fisher の正確確
率検定を用いた。身体部位別の受傷率は χ 適合度検定
にて比較した。

　必要サンプルサイズの最低数 名に対し、 校よ
り研究協力の同意が得られ、 名がオンラインアンケ
ートにアクセスした。このうち 名は同意が得られず、
名は運動経験がなかったため、最終的な分析対象者

は 名となった（図 ）。
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　対象者の基本属性を表 に示す。スポーツ経験年数は
女性の方が有意に少なかったものの（p< . ）、 週間
あたりの練習時間（p= . ）と練習回数（p= . ）に
性差はみられなかった。受傷率は女性 . ％、男性 .
％、再受傷率は女性 . ％、男性 . ％であった。

校へ
オンラインアンケートを

依頼

回答フォームへ
アクセス（ 名）

回答（ 名）

名同意得られず

名スポーツ経験なし

スポーツ経験者
（ 名）

校協力同意

図１　アンケート実施の流れ

表１　回答者プロフィール

女性 男性 計

回答者数（名）

年齢（歳） . . . . . .

身長（cm) . . . . . .

体重（kg） . . . . . .

利き手（右）

利き足（右）

スポーツ歴（年） . . . . . .

練習時間（時間／回） . . . . . .

練習回数（回／週） . . . . . .

　競技レベル別では、競技レベル 名、レクリエーシ
ョンレベル 名、ライトエクササイズレベル 名であ
った（表 ）。 種目のスポーツ経験者から回答が得ら
れ、少数回答者には BMX、スピードスケート、フィギ
ュアスケート、ドッヂボール、チアリーディング、バト
ントワリングが含まれた（表 ）。
　回答者の AEs は , . 時間であり、 時間あ
たりの試合と練習の受傷率、外傷性スポーツ障害と非
外傷性スポーツ障害率に有意差は認められなかった
（p= . 、p= . ）。

　身体部位間の受傷率は全ての部位間で有意な差が認め

られた（p< . ）。最も受傷率が高かったのは足関節・
足部（ . ％）で、次いで膝関節（ . ％）、手・指
関節（ . ％）の順であった（表 ）。
　女性に特徴的な競技別受傷パターンとして、足関節の
受傷率が最も高かったのはバレーボール（ . ％）、膝
関節は新体操・器械体操・バレエ・ダンス（ . ％）、
手・指関節はバスケットボール（ . ％）であった（表
）。

　年間試合時間が 時間を超える種目は 種目のみ
であった（表 ‒ ）。女性アスリートが多く参加する競
技において、試合中の受傷リスクが高かった種目は、バ
レーボール（受傷率： . ％、受傷率比 . ）、サッ
カー（受傷率： . ％、受傷率比： . ）であった（表
‒ 、 ‒ ）。
　練習中の受傷率が高かったのは 競技以上あり、女
性アスリートが参加する競技では、新体操（オッズ比：
. ）、テニス（オッズ比： . ）であった（表 ‒ ）。

一方、卓球、水泳、アーチェリー・弓道、ボート・カッ
ター・カヌー・ローイングでは受傷報告がなかった。各
競技における受傷率の性差は認められなかった。

　練習中の受傷者（全体の . ％）のうち、 . ％が外
傷性のスポーツ障害であった（表 、 ）。総受傷件数
は , , AEs 中 件であった。 AE あたりの試
合時間における外傷性スポーツ障害と非外傷性スポーツ
障害の受傷率に有意差のある競技種目はなかった。
　外傷性スポーツ障害率が高かったのはバスケットボー
ル（ . ％）、バドミントン（ . ％）で、最も試合中
の受傷リスクが高かったのはバスケットボール（オッズ
比： . ）であった。

　回答者の . ％が医療機関を受診し、治療を受けてい
た。診断名を回答できた 名のうち、下腿・足関節・
足部の障害が 件、膝関節が 件、手・指関節が
件であった（表 ）。
　骨折、脱臼、軟骨損傷など骨・関節の受傷が最も多く、
損傷部位が明らかな受傷者全体の . ％を占めた。その
内訳は、骨折 例、疲労骨折 例、脱臼 例であった。
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表３　 時間当たりの身体部位別受傷率

性別 頸部 腰部 肩関節 肘・前腕 手・指関節 股関節 膝関節
下腿・

足関節・足部
p

バレーボール
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

野球・ソフトボール
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

サッカー
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

テニス
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

バスケットボール
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

卓球
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

剣道・フェンシング
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

水泳
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

陸上
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

ハンドボール
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

新体操、器械体操、バレエ、ダンス
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

格闘技
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

アーチェリー、弓道
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

バドミントン
女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

ボート、カッター、カヌー、ロー
イング

女性 . . . . . . . . .

男性 . . . . . . . . .

その他（BMX、スピードスケート、
フィギュアスケート、ドッヂボール、
チアリーディング、バトントワリング）

女性 . . . . . . . . .

男性 ― ― ― ― ― ― ― ―
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表 ‒ 　試合中と練習中に発生した受傷率比
AEs：暴露時間、受傷率： AEs あたりの受傷率（％）

性別
外傷性
受傷数

試合中 練習中 状況別
受傷率比AEs（時間） 受傷率 AEs（時間） 受傷率

バレーボール 女性 . . . . .

野球・ソフトボール 男性 . . . . .

サッカー
女性 . . . . .

男性 . . . . .

表 ‒ 　試合時間が AEs 以下の競技における、試合中と練習中に発生した外傷性スポーツ障害発生率のオッズ比

性別
外傷性
受傷数

試合中 練習中
オッズ比

AEs（時間） 受傷数 AEs（時間） 受傷数

バレーボール 男性 . . .

野球・ソフトボール 女性 . . .

テニス
女性 . . .

男性 . . .

バスケットボール
女性 . . .

男性 . . .

卓球
女性 . . NA

男性 . . NA

剣道・フェンシング
女性 . . .

男性 . . .

水泳
女性 . . NA

男性 . . NA

陸上
女性 . . .

男性 . . .

ハンドボール
女性 . . .

男性 . . .

新体操・器械体操・バレエ・ダンス
女性 . . .

男性 . . NA

格闘技
女性 . . NA

男性 . . .

アーチェリー、弓道
女性 . . NA

男性 . . NA

バドミントン
女性 . . .

男性 . . .

ボート、カッター、カヌー、ローイング
女性 . . NA

男性 . . NA

その他（BMX、スピードスケート、フィギュアスケー
ト、ドッヂボール、チアリーディング、バトントワリング）

女性 . . .

男性 ― ― ― ― ― NA
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表 ‒ 　受傷者の総AEs が 時間以上の外傷性スポーツ障害と非外傷性スポーツ障害の受傷タイプ比

性別
外傷性 非外傷性 受傷

タイプ比 p
受傷数 AEs（時間） 受傷率 受傷数 AEs（時間） 受傷率

バレーボール 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

野球・ソフトボール 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

サッカー 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

テニス 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

バスケットボール 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

卓球 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

剣道・フェンシング 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

水泳 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

陸上 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

ハンドボール 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

新体操、器械体操、バレエ、ダンス 女性 . . . . . .

格闘技 女性 . . . . . .

男性 . . . . . .

アーチェリー、弓道 女性 . . . . . .

ボート、カッター、カヌー、ローイング 男性 . . . . . .

その他（BMX、スピードスケート、フ
ィギュアスケート、ドッヂボール、チア
リーディング、バトントワリング）

女性 . . . . . .

表 ‒ 　受傷者の外傷性もしくは非外傷性スポーツ障害の総AEs が 時間未満の競技の外傷性と非外傷性スポーツ障害の受傷比

外傷性 非外傷性
オッズ比 p

受傷数 AEs（時間） 受傷率（％） 受傷数 AEs（時間） 受傷率（％）

新体操、器械体操、バレエ、ダ
ンス

男性 . .
NA

NA NA

アーチェリー、弓道 男性 . . NA NA NA

バドミントン
女性 . . . . . .

男性 . . NA NA NA

ボート、カッター、カヌー、ローイング 女性 . . . . NA

総合科学研究　第 号
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表６　受傷部位別スポーツ障害数
受診者 診断名回答者 骨関節障害 靭帯損傷 筋・腱障害 その他

頸部 骨折
その他

腰部 分離症
椎間板ヘルニア
骨折
椎間関節障害
その他

肩関節 骨折
肩関節前方脱臼
肩関節亜脱臼
近位骨端線離開
疲労骨折
その他

肘関節・前腕 骨折
疲労骨折
内側側副靱帯損傷
上腕骨内側上顆炎
上腕骨内側上顆炎
その他

手・指関節 骨折
腱鞘炎
三角線維軟骨複合体損傷
疲労骨折
「突き指」
その他

股関節 骨折
疲労骨折
脱臼
筋挫傷
その他

膝関節 前十字靭帯損傷
オスグッド・シュラッター病
半月板損傷
内側側副靱帯損傷
外側側副靱帯損傷
膝蓋腱炎
腸脛靭帯炎
その他

下腿・足関節・足部 前距腓靭帯損傷
骨折
筋挫傷
脛骨過労性骨膜炎
疲労骨折
脱臼
三角靭帯損傷
遠位脛腓靭帯損傷
アキレス腱断裂
その他

プロジェクト研究論文

筋肉および靱帯の損傷はそれぞれ . ％、 . ％であっ
た（表 ）。

　競技種目全体を通じて下腿・足関節・足部が最も受傷
しやすい部位であることが明らかになった。 代選手
の障害として、膝関節の障害は脳震盪と同様に重度な障

害として調査している研究が多い ）が、本研究では膝関
節障害は二番目に多い障害部位であり、脳震盪は最も少
ないスポーツ障害であった。新体操・器械体操・バレ
エ・ダンスで膝関節受傷率が . ％と高かったことは、
これらの競技における反復的な跳躍や着地動作と、女性
特有の関節弛緩性の影響が考えられる。
　下腿・足関節・足部、腰部は受傷エピソードを伴わな
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い脛骨過労性骨膜炎や疲労骨折のような障害が多く報告
された。脛骨過労性骨膜炎は負荷の高いトレーニング
や、走行中の地面の質に関連していることが示唆されて
いる ）。女性アスリートでは、特に成長期における身体
的変化と競技活動の両立という課題があり、今後これら
の要因と受傷リスクとの関連について詳細な調査が必要
である。また、腰椎分離症のバイオメカニクス研究では、
腰椎伸展による椎弓根への圧迫や、腰椎屈曲と軸回旋に
より、椎弓根へストレスが増加することが報告されてい
る ）。受傷率の高さに関連した、腰椎分離症の運動負荷
のような損傷組織に関連した内的因子や、脛骨過労性骨
膜炎に関連した走行環境の地面の質のような外的因子を
もとに、運動パターンや練習方法を指導することは身体
部位特有の受傷リスクを軽減させることにつながること
は、伝統的な知識である。スポーツチームにおける受傷
予防プログラムとして、チームスタッフの役割を理解し
指導とサポートを長期的に実践するためには、受傷予防
の教育対象者や所要時間を含む教育展開戦略を考慮する
必要性が示唆されている ）。スポーツ障害リスクを軽減
していくことは、選手と治療者の関係だけではなく、競
技チーム全体として取り組んでいくことが求められてき
ている。本研究では、少数競技人口を含む多様な競技種
目に着目して調査し、スポーツ障害の分布状況を明らか
にすることができた。具体的予防策を構築するためには、
トレーニング場所、部活動やスポーツチームのスタッフ
を含んだ環境を含め、更に調査していく必要がある。
　アメリカの中高校生を対象とした疫学研究では、脛骨
過労性骨膜炎と膝蓋大腿症候群が ）多く報告されている
が、本研究において、単位時間あたりの受傷率として算
出した本結果では、外傷性と非外傷性スポーツ障害受傷
率の違いは認められなかった。競技レベルの生徒におけ
る非外傷性スポーツ障害と比較した外傷性スポーツ障害
の受傷率は . 倍であったが、 AEs あたりの受傷率
では受傷リスクに差がなかった。このことから、女性ア
スリートにとって、非外傷性スポーツ障害リスクに関連
した内的因子・外的因子を明らかにしていくことは、外
傷性スポーツ障害リスクを防ぐことと同程度の意義があ
るといえる。特に女性では、解剖学的・生理学的な特徴
が非外傷性障害のリスクに影響する可能性があり、今後
詳細な調査が必要である。
　身体部位ごとにみると、腰部では分離症のような明ら
かな受傷エピソードを持たないスポーツ障害の受傷数が
多く、足部では前距腓靭帯損傷や骨折のような受傷エピ
ソードを伴う障害が多かった。固有感覚が未発達な若年

世代 ） ）にはスポーツ動作における反復動作における関
節負荷はかかりやすい可能性がある。女性では関節弛緩
性の影響も加わることで、より注意深い指導が必要であ
ることからも、競技特性と関節構造の機能的特性を組み
合わせた分析により、非障害性スポーツ障害を特定して
いくことは予防的観点から重要である。
　本研究ではスポーツ経験のある高校生の幅広い競技種
目を対象とした受傷率、受傷部位や組織に関する調査を
実施した。受傷率は年齢層の違いに加え、性別や競技レ
ベルによっても異なる ）。本研究の限界として、以下の
点があげられる。格闘技や新体操のような試合時間が

短い競技では、暴露時間（ AEs）あたりの受傷率を
算出することはできなかった。更に、 競技では試合中
の受傷報告がなく、同一時間内の競技中の受傷リスクを
比較することができなかった今後の女性アスリート研究
においては、より多くの競技者を対象として調査を行い、
女性特有の生理学的・解剖学的因子と受傷リスクとの関
連について詳細な分析が必要である。競技レベルにおけ
る再発件数は受傷件数の ％以上であったが、女性に
おける再発の要因についても今後の研究で明らかにして
いく必要がある。
　競技特性と関節構造の機能的特性を組み合わせた分析
により、女性特有の非外傷性スポーツ障害を特定してい
くことは予防的観点から重要である。

　本研究では、高校生女性アスリートのスポーツ障害特
性を他競技にわたり明らかにした。全体として下腿・足
関節・足部が最も受傷しやすい部位であったが、女性ア
スリートには膝の障害が多くみられた。特に新体操・器
械体操・バレエ・ダンスでは膝関節受傷率が極めて高
く、これらの競技における反復的な跳躍や着地動作と女
性の解剖学的特徴は関連があるかもしれない。また、外
傷性と非外傷性スポーツ障害の単位時間あたりの受傷率
に差がないことから、慢性的な障害予防の重要性が明ら
かになった。
　受傷件数は外傷性スポーツ障害が 倍近く多いが、ス
ポーツ障害を受傷するまでの、単位時間あたりの受傷率
を比較すると、外傷性と非外傷性スポーツ障害の発生リ
スクに有意差は認められないことが示された。また、高
校生の受傷の再発率は ％以上で、適切な競技復帰プ
ログラムの必要性が示唆された。
　これらの結果は、女性アスリートには競技特性と性別
特有の身体部位の機能的特性を考慮した予防プログラム
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の開発、および選手・指導者・医療従事者が一体となっ
た包括的な障害予防の取り組みの重要性を示している。
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　本研究は、本学創立者越原春子の建学の精神、教育理
念および国内外の女子教育について、研究メンバーが各
自の専門分野から多角的に研究・検証することを目的と
している。平成 年度に始まった第 期から第 期ま
での研究を経て、一昨年度から第 期（令和 ～ 年度）
の研究に入り、その 年目にあたる。第 期の研究も、
これまでの研究方法を踏襲し、各メンバーが個人の専門
性に基づき研究を進める課題Ａと、研究会一同として共
通に取り組む課題Ｂの 本立てで進めている。課題Ｂに
ついては、本学の歴史を物語る『春嵐』の「年表」が昭
和 年（ ）までの記載であるため、昭和 年～平
成 年（ ）頃までの年表の補遺作成を行う予定に
伴い、昨年度 PDF化をした「学報」を読み込んでいる。
今後は、この資料を基に各学部・学科の教育内容の歴史
を描き出したいと考えている。

　昨年度、羽場学生支援センター長補佐を招いて行った
聞き取り調査原稿の原案が提示され、現在の学生に関わ
る状況やコロナ時の対応について、慎重な検討を要する
ことが確認された。
　また、今年度の研究計画や予算について協議した。今
年度の聞き取り調査については、尾崎学術情報センター
長補佐を第一候補として進めていくことが確認された。
小山静子・石岡学編著『男女共学の成立』（六花出版）、
伊藤公雄・樹村みのり・國信潤子著『女性学・男性学』
（第 版）（有斐閣）を研究の参考書籍として購入するこ
とが確認された。

　小山静子・石岡学編著『男女共学の成立』（ 年、
六花出版）の参考文献解説について、遠山が担当した。
男女別学から男女共学化へという変遷の中で、平等の教
育制度とジェンダーによる教育内容の相違という二重構
造が生まれたこと、地域の諸事情が絡み多様なケースが
発生したことなどが指摘された。また、小山静子『戦後
教育のジェンダー秩序』（ 年、勁草書房）を、全員
購入することが確認された。

　図書館から学術情報センターへという変遷について、
尾崎学術情報センター長補佐を招いて、聞き取り調査を
実施した。

　来年度の本学共学化に伴い女子教育の研究を推進する
ことはできなくなるため、来年度以降の研究の方向性が
協議された。審議の結果、創立者越原春子の教育理念や
本学の教育史を解明・検討していくことは重要なことで
あり、「創立者越原春子および本学園が歩んできた教育
史（のち教育へ変更）に関する研究」と名称変更して継
続することが了承された。
　また、今年度実施された、尾崎学術情報センター長補
佐の聞き取り調査の原稿案が提示され、協議された。

　小山静子著『良妻賢母という規範（新装改訂版）』（
年、勁草書房）の参考文献解説について、河合教授が担
当した。「良妻賢母という規範」について、江戸時代の
前史を踏まえ、明治時代（とくに日露戦争時）に良妻賢
母思想が登場し、学校教育と家庭教育との関連性、第一
次世界大戦後（大正時代）および昭和初期における良妻
賢母思想の変遷等を検討した。

　小山静子著『高等女学校と女性の近代』（ 年、勁
草書房）の参考文献解説について、三宅教授が担当し、
伊藤公雄・樹村みのり・國信潤子著『女性学・男性学
（第 版）』（ 年、有斐閣）の参考文献解説について、
吉川教授が担当した。とくに、『高等女学校と女性の近代』
では、高等女学校の社会的意義について述べられており、
本学園の就職に重きを置いた教育について協議した。
　また、各自の中間報告および来年度の総括に関する内
容を確認した。
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　前年度同様、「学報」の記事を中心に、『学園七十年史
春嵐』以降の状況を示していきたい。本稿では、昨年
度の続きとして昭和 年（ ）から平成元年（ ）
を中心に記していきたい。

　昭和 年 月、日本デザイナークラブ主催のフレッ
シュコンテストが名古屋市民会館で開催され、短期大学
部専攻科の学生がグランプリの 位～ 位、 ・ 位
を独占し、学報の追録が発行された。なお、前年昭和
年の同コンテストも専攻科の学生がグランプリを受

賞しており、短期大学部アパレル分野の全盛期といえる。

　昭和 年度より、天白学舎に文学部が開設されたこ
とを契機として、「文学と人生」をテーマとした公開講
座が、 月 日～ 日に開かれた。講師は本学教員が
中心であったが、テーマによっては学外の専門家も委嘱
された。 回にわたった講座のテーマは次の通りである。
・「大伴旅人の文学と人生」
・「『平家物語』にみる愛と真実」
・「古典芸能への招待─狂言の世界─」
・「万葉歌人の愛と慟哭─柿本人麻呂を中心として─」
・「紫式部の文学人生─清少納言と比較して─」
　また、翌平成元年度は、「国際社会を生きる」をテー
マとし、外山滋比古（お茶の水女子大学名誉教授）ら
も招き、 回にわたって開催した。

・「国際社会の英語教育」
・「日本文化と欧米文化」
・「日本の英語」
・「翻訳における機械と人間」
・「アイリッシュ・ハープの世界」
・「シェイクスピアとフェミニズム」

　昭和 年 月、天白学舎の前庭にて、同窓会の寄付
によって、越原公明前学園長の胸像が建てられた。創作
者は、日展評議員の本学教員吉田鎮雄で、春子・和先生

の胸像に続いての制作である。故人にゆかりの深い天白
学舎の様子を温かく見守っている。

　平成元年（ ） 月、創立者春子先生の『日誌　美
濃少女（みののおとめ）』（明治 年 月 日～ 月 日）
が刊行された。右ページに直筆の原寸の原文複写を、左
ページにその翻刻を添える凝った形態で、全学共通科目
「建学のこころ」（越原研修）をより一層の充実を図る目
的として編纂された。編者である越原一郎学園長は、第
一に新入生と同じ ～ 歳としての共感、第二に親の
反対を押し切って教育者の道に進み、やがて本学園の創
立へと繋がる想い、第三に手書き文字から伝わる人格を
感じることを意図している。また、巻末には春子先生等
の写真、年譜、関連資料等が掲載されている。なお、そ
の後、令和 年度までの新入生全員に配布され続け、現
在は電子版で公開している。

　生活科学研究所は、設立 周年を迎え、平成元年
月に記念講演会が開催された。また、平成 年には広正
義教授がアセアン学術連盟の交流使節団に参加してい
る。園芸研究会は、昭和 年（ ）以来 回を超え
た公開講座で、地域の文化発展のために貢献していたが、
平成 年に幕を閉じた。それに代わり、平成 年より、
服装文化講座が開かれた。
　教育研究所では、昭和 年に児童相談室を開設し、
幼児の才能教育、中学生の学力向上、心理教育相談の研
究を進めている。心理教育相談のカウンセリングでは、
ことばの未発達な子どもに対して、箱庭療法を精力的に
進めている。また、昭和 年に付属幼稚園の母親対象
から始まった女性体操教室は、天白・汐路学舎で計約

人が登録され、地域に定着している。

　今後も、本学の教育活動に関わる歴史を、年代を追っ
て詳細に詰めていくことが課題である。
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　本研究は、日本の音楽史においても重要な人物である
弘田龍太郎（ ‒ ）が、名古屋女学院短期大学（現
名古屋女子大学短期大学部）に音楽主任として昭和
（ ）年に就任したという記載のパンフレットを見つ
けたことが発端である。昭和 年の 月に亡くなった
ため、 年半という短い期間であった。 年目となる本
年度は、引き続き本学園との関係につながる資料研究を
行うと共に、弘田の童謡につい て研究を行うこととした。

　雑誌『赤い鳥』は、鈴木三重吉（ ‒ ）が子ど
ものための童謡運動として大正 （ ）年に創刊し
た文芸雑誌である。この運動には、成田為三、草川信、
山田耕筰、近衛秀麿等、当時、活躍をしていた作曲家
たちが賛同して作品を提供しており、弘田も北原白秋
（ ‒ ）の詩に 曲以上の童謡を作曲している。
　例を挙げるならば、相馬御風（ ‒ ）の詩によ
る「春よ来い」や鹿島鳴秋（ ‒ ）の詩による「金
魚の昼寝」、「落葉の踊り」、「浜千鳥」等の他、清水かつ
ら（ ‒ ）の詩による「靴が鳴る」、「雀の学校」、
「叱られて」等の作品、また、北原白秋の作品では、「雉
子ぐるま」、「りすりす小りす」、「雀のお宿」等がある。
　その他の詩人の作品では、野口雨情（ ‒ ）や
葛原しげる（ ‒ ）、河井酔名（ ‒ ）、西條
八十（ ‒ ）、林柳波（ ‒ ）、「浜辺の歌」
を作詞した林古径（ ‒ ）、岡本かの子（ ‒ ）、
与謝野晶子（ ‒ ）、木下杢太郎（ ‒ ）、若
山牧水（ ‒ ）、サトウハチロー（ ‒ ）、ま
た、弘田の妻の父（義父）である高安月郊（ ‒ ）
の詩による童謡も作曲している。
　歌曲では、島崎藤村（ ‒ ）の詩による「小諸
なる古城のほとり」、「千曲川旅情のうた」等の名曲も作
曲している。

　松本（ ）の先行研究により、「まつぼっくり」の
作曲者である小林つや江（ ‒ ）が、東京音楽学
校師範科に入学した大正 （ ）年、教師陣には文部

省唱歌「ふるさと」を作曲した岡野貞一（ ‒ ）
が唱歌の助教授、作詞した高野辰之（ ‒ ）が国
語の教授として教鞭を執っていたことと、弘田も同年
月からピアノ、音楽通論、和声論を教えていたことがわ
かった。

　これまで弘田に関する資料収集を行ってきたが、森澤
郁夫監修『子どものための歌─弘田龍太郎作品集─』の
書籍から本学園との縁の記載を見つけることができた。
　そこには弘田についての略歴が紹介されており、「大
正 年 月東京音楽学校本科器楽部ピアノ科助教、昭和
年文部省在外研究員としてベルリン留学、ピアノ・作

曲を研究、帰国後の昭和 年 月、東京音楽学校の教授
に就任。同年 月に同校を退官。昭和 年 月ゆかり
文化幼稚園園長に就任。昭和 年 月名古屋女学院短
期大学音楽主任、東京宝泉短期大学教授音楽主任に就
任。」（原文ママ）と記載されている。

　今後は、更に本学との縁を裏付ける資料の調査を行う
とともに、弘田が幼児教育の分野で残した足跡について
研究をまとめていきたい。

読売新聞文化部『唱歌・童謡ものがたり』岩波書店（ ）
井手口彰典『童謡の百年─なぜ「心のふるさと」になったのか─』

筑摩選書（ ）
鈴木三重吉赤い鳥の会『鈴木三重吉への招待』教育出版センター

（ ）
大地宏子「童謡作曲家、弘田龍太郎の幼児音楽教育」鶴見大学紀

要第 号（ ）
松本晴子「小林つや江、作曲活動の根底にあるもの」宮城学院女

子大学発達科学研究（ ）
森澤郁夫監修『子どものための歌─弘田龍太郎作品集─』創風社

（ ）（引用 p. ）
https://www.city.wako.lg.jp/kosodate/rekishi/ /

/ / .html/ 最終アクセス . .
https://www.city.itoigawa.lg.jp/site/rekimin/ .html/最終ア

クセス . .
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　前報までは、三輪田眞佐子（ ～ 、以下眞佐子
と記す）の女子教育について、家政観と女性観を中心に
述べた。家政観では、秩序や序列といった家庭観念を基
礎として、科学的な「家政」の知識を実際の生活に用い
ることであると結論づけた。次に女性観では、男子と同
等の知識教育ではなく、男子が身に付けた教育内容を理
解しその実践に協力することであるとした良妻賢母を理
想としていることが確認できた。
　最後に本報では、女子教育の理念について、眞佐子が
歩んだ人生から推察できる家庭観を概観する。

　眞佐子が歩んだ家庭生活は、平坦ではなかった。ま
ず、三輪田元綱（婚姻前は三輪田綱一郎）との婚姻であ
る。夫の元綱は尊皇攘夷の活動家であり、足利木像梟首
事件を仲間と共に起こした罪で豊岡藩の預かりとなり、
後に釈放されて役人となった人物である。眞佐子（婚姻
前は中條梅野）は当時岩倉具視の内典侍講を務めていた
が、そこで親友となった松尾多勢子が元綱の仲間であっ
たことから、岩倉具視の勧めもあり多勢子が仲立ちとな
って婚姻した。眞佐子はこの婚姻について、国事の為に
は私財、係累、生命までも抛って働く人と結婚すること
は嬉しいが「家庭を造ると云う上に於いて何であらうか
と、さまざまに考へました」）と心配していた。そして
その時の約束が、「自分も一生帰らうと言はない代わり
に、夫も亦去らうと言うて下さるな。若し意気の合はぬ
事があつたら、打ち開けて相談し、何事も二人で研究す
る事にしやう」）であった。眞佐子は相当な覚悟を持っ
て婚姻したと考えられ、婚姻後の生活は決して安定した
ものではなかった。元綱は元来わがままな気質であった
ためすぐに喧嘩をして役人を辞めてしまい、神官として
宮司となり転居を繰り返した。眞佐子は転居の度に子を
連れて追いかけていき、これが祟って 人の子を乳児の
時に亡くした。元綱は、子を亡くした悲しみを紛らわす
ために大酒を飲み仕送りも浪費して全財産を失うなどの
振る舞いで、眞佐子を、私物まで売るほどの窮地に追い
込んだりもした。眞佐子にとっても、転居を強いられた
ことが実子 人を乳児の時に亡くしたことと無関係では
なかったと考えれば、悲しみと後悔は大きかったと思

われる ）。しかし、眞佐子は家庭や夫について次の通り
語っている。「夫に心配をかけまいと思ふ私の胸の内は、
並大抵でございませんでした。それで家の内は、出来る
だけ節倹して、生活難と闘ひ、一方病夫の看護に力を尽
くして、毫も逆境に在ると云ふ思ひをいたさせませぬも
のでしたから、夫は非常に喜んで、能く維持して呉れた
と、褒められたのでございます。」）また、「客が来れば
夜昼の別なく、酒肴を出す事になって居りました。で私
は、今日は何う云ふお客様が来るか、そして何人来るか
と云ふ事を苦心して、予め知って置きまして、お客様が
来る、夫が手をたたく、おいそれと膳を持ち出すやうに
いたしました。」）とも述べている。その後元綱は身の重
病を患い 歳の生涯を閉じ、眞佐子は当時の家庭の状
況について次の通り語っている。「亡くなつた当時は、
借財が大分嵩んで、（中略）何日までも、是れが残つて
居るやうでは、亡くなつた夫の恥辱である、是れを返す
のは、死後の妻たるものの道である」）とし家財道具一
切の物を売り払ってすべての借銭を済ませた。また、「夫
が妻子や家庭のため蓄財することは少しもしなかった人
であり妻たる私も夫のこの精神を理解し、且つ尊敬もし
ておりましたので、家事のために夫を煩わすやうなこと
は決してしないやうに務めました。」「それ相応の苦痛も
受けましたが、亦言い知れぬ喜びも人知れぬ誇りも持つ
ことが出来た」）とも語っている。ここまで出来たのは、
眞佐子にとって、家族は楽しいことも悲しいことも共に
し尊重して秘密を持たないこと、借財による良心の呵責
を受けないこと、後世のそしりを受けないこと、そのため
に良く働くことが家庭の幸福と考えていたからである。

　これらのことから、眞佐子の家庭観は家庭内の平和、
心に疚しさが無いという幸福感の中に日々の行為を於い
て顕す、即ち日常を道徳的にすることであると結論づけ
られる。「日常即ち道徳」であり日常を怠らないように
する家庭観は「活学」を基本とする眞佐子の女子教育の
理念とされたと考えられる。

） 三輪田眞佐子、三輪田眞佐子「教え草／他」、日本図書セン
ター、 年

） 三輪田学園紀要、第 号、三輪田学園、 年 月
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　 年にOpen AI 社から ChatGPT が公開され、世
界中でAI（Artificial Intelligence）フィーバーとなった。
その後、Microsoft 社の Copilot、Google 社の Gemini
が登場し、誰でもいつでも利用できるものとして、PC
利用時にはその存在が通常となっている。気軽に使える
この AI は、「生成 AI」と呼ばれるもので、人間からの
要件に関するインプットに対して、新たな生成物を生み
出し返し、文章、音声、画像、動画など、人間の要望に
瞬時に応える便利で強力な道具となっている。「生成AI
を使いこなせなければ未来はない」とまで言われ、教育
の現場においても AI の活用は必要とされてきている。
これからの時代を生きるためにAI 活用能力が新たに求
められているのである。
　しかし、この便利な生成AI の返す生成物にはバイア
スが含まれている可能性があることを認識しておかなけ
ればならない。生成AI は人間の求めに対して高速で処
理できるようになったが、これは過去の膨大な人間の
作ってきた情報を機械学習によって取り込み、そのデ
ータの中での最適な解を返しているに過ぎないのであ
る。生成AI が利用している基のデータが現在から過去
のものであるということは、過去の情報がAI の生成物
に強く反映していると言える。現在でも、多くのバイア
スがAI による生成物に含まれていることが問題視され
ている。特に、人種、性別、宗教、政治的立場に関する
バイアスがあるという指摘がある。つまり、過去に強く
有ったバイアスは、現在にAI による生成物として帰っ
てきているということである。過去にあったイメージや
偏見を含んだ情報をデータとして学習し、生成された現
在の生成物にそのイメージや偏見がひっそりと含まれて
しまい、その生成物を違和感なく受け入れることで過去
のイメージや偏見がそのまま残り続けるということにな
る。むしろ増幅されかねないという危険もある。例えば、
ChatGPT の回答にアメリカの民主党への政治的なバイ
アスがあったという報告 ）、また、職種によって性別が
固定されたような絵や回答が返されることなど、無意識
にそのイメージを受け入れてしまい、バイアスに気付か
ない事例も多い。
　生成AI による明治時代の女性像についての回答にも

偏りがあるという指摘 ）があり、機会学習のデータの偏
りは明らかである。ジェンダーギャップの元凶となる男
性が優位であった社会の情報がAI の学習するデータの
基になっているという事実は、AI の生成結果にその影
響が入り込んでしまう。つまり、AI の学習するデータ
にジェンダーバイアスがあることで、AI 利用が進むと
その偏りが益々顕著になってしまう恐れがあるというこ
とである。

　この社会に刻まれたジェンダーバイアスのイメージは
生まれ持った本能ではない。つまり、幼少期からの環境
や教育によるところが大きいと言わざるをえない。無意
識なジェンダーバイアスが存在し、それが次の世代へと
伝わっていき、現在に至っている。この連鎖を断ち切る
には、教育が大事になっているということである。「学
校は次代を担う子供たちが男女共同参画を推進する意識
を育む基盤となる重要な場」）とあり、教育者や保育者
へのジェンダー教育が、教育を通して次の世代へと伝わ
っていく。生成AI にある気付かないジェンダーバイア
スの改善には、教育を通した社会の意識の変化が必要
となる。来たる AI 時代の AI で現れるジェンダーギャ
ップを小さくするためには、AI を利用する人、そして
携る人におけるリテラシー教育が必要になる。そして、
AI 時代を生き抜く力としての女子教育が求められてく
る。
　本研究では、今後、AI 時代を見据えてジェンダーバ
イアスの軽減・解消に向けた教育の役割についても考え
ていくことにする。

） 「More human than human: measuring ChatGPT political 
bias」、Springer、 年 月 日　https://link.springer.
com/article/ . /s - - - （令和 年 月 日
閲覧）

） 亀井ダイチ、利永子：「生成 AI の考える『明治時代の女
性』」、立正大学データサイエンスセンター紀要　創刊号　
pp. ‒ （ ）

） 国立女性教育会館「学校における男女共同参画の推進のため
の教員研修プログラム　実施の手引き」（ ）
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　本研究は、平成 年度から授業改善プロジェクト「大
学における効果的な授業法の研究」としてはじまり、第
期目となった。第 期の「本学教育に適した効果的

なインストラクショナルデザインに関する研究」におい
ては、新しい時代を見据えた、本学学生に適した授業方
法をインストラクショナルデザインにより理論と実践か
ら研究行った。そこで、この研究成果を引き継ぎ、イン
ストラクショナルデザインによる授業改善の方法を研究
することとなった。
　本研究へと移行する背景として次の つが挙げられ
る。 ） 年に始まった GIGA スクール構想の目標
はほぼ達成された状況にあり、アフターGIGAスクール
への取り組みが進み、NEXT GIGA構想へと進んでいる。
そのような環境の中で学び入学してきた本学学生に柔軟
に対応できる授業法が求められている。 ）ChatGPT
など生成AI の急速な進歩と普及により、教育の現場に
も生成AI が入ってきた。これからの時代を生きるため
にAI の活用が求められている。大学の教育においても
この生成AI への対応が迫られている。 ）本学は
年度より名古屋葵大学となり共学化する。女子だけだっ
た学生から男女が学ぶ授業となる。この変化に対応でき
る授業が求められている。つまり、新しい時代を見据え
たインストラクショナルデザインを活用した授業改善が
急務となっていると言える。本学でも、新しい教育に対
応し、学生主体の学修を支援し、そして共学化への対応
ができる授業改善方法の研究を行い、全学へと提供でき
る土台づくりとしたい。
　そこで、大学教員が絶えず授業改善を検討し、効率よ
く効果的に授業改善を行うための授業改善サイクルの確
立を目指し、本研究では、インストラクショナルデザイ
ンを活用した、新しい時代に対応できる授業設計・授業
評価・授業改善のサイクルを確立し、学生の実態や教育
環境の変化に迅速に対応できる方法を検討することとす
る。

　本年度は、①インストラクショナルデザインを基にし
た授業改善のサイクルを理論面から学ぶ。②本大学での
授業改善の事例を本研究参加教員の実践を基に調査し、
授業改善の知見とする。③生成AI の現状を理解・把握
し、教育現場での利用や対応について、実際に使ってみ
ることで検討する。の つを課題として研究を進めた。
　第 回（ 月）、第 回（ 月）、第 回（ 月）、第
回（ 月）、第 回（ 月）の研究会議を行った。

　①の課題では、「大学授業改善とインストラクショナ
ルデザイン」（松田岳士・根本淳子・鈴木克明編著　ミ
ネルヴァ書房）を輪読し、大学での授業デザインと授業
改善、FDの実際について学び、本学での授業改善への
適用について研究を進めた。ここで、出口（学修目標）
と入口（学生）を分析し、評価の方法を十分検討するこ
とがまず求められることが理解できた。つまり、入口の
変化（共学化）の分析が必要である。②の課題では、参
加教員自身の体験や授業の様子の報告から議論を始め、
授業改善の方向性について知見を深めた。自分以外の教
員の授業についても知ることが授業改善につながるとし
て、今後の研究方針につながった。③の課題では、まず
教員が生成AI を使ってみることを目標に、利用して解
ってくることを個々に蓄積していくことを目指した。今
後、さらに教育現場での生成AI 利用についての研究を
進めていく必要性が分った。

　 年目の研究成果を踏まえ、次年度は大学教員が絶え
ず授業改善を検討できる、授業改善サイクルの確立を目
指し、出口・入口分析―評価の検討―シラバスの見直し
―理論による授業改善の流れについて検討し、実践と理
論の両面から新しい時代に対応できる授業づくりの事例
研究を進める。また、生成AI のある授業環境を想定し、
近い未来へ対応できる授業改善の方法についても、議論
を深め、研究を行っていく。
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　本研究会の根底にあるものは一貫して、「食」はまさ
に健康を大きく左右する人間生活の根幹の つであると
いうことである。これを基盤とする本研究会の目的は、
ヒトの健康を支える「食生活のあり方」をライフステー
ジに従って栄養の摂り方や食品の開発について追求する
こと、そして多岐にわたる情報を精査して学内・外に発
信することにより、学術の振興および地域社会への貢献
に寄与することである。そのため本研究会ではこれまで、
それぞれのステージにおける栄養摂取のあり方を改善す
ることを究極の目標として、幼児および小学校での新し
い食育への貢献、および地域の食生活に特化した特色の
ある食材についての栄養面での支援のための貢献を念頭
においた研究を行なってきた。具体的には、幼児の食育
に役立てるための絵本の分析、小学校での新しい食育教
材の開発とその使用効果、およびアユに着目した栄養素
の分析による地域食材としての価値の明確化である。こ
れらの つ つについて、これまでの成果を報告する。

　本研究会では以前の研究成果として、食育に利用がで
きると思われる絵本（食育絵本）と日本でミリオンセラ
ーとなった一般的な絵本との間で、価格および外見に統
計的な違いがあることを明らかにして報告した ）。その
後、この研究はさらに詳細に分析を行なっているところ
であり、まずミリオンセラーではない一般的な絵本でも
食育絵本と差異があるのかどうかを明らかにするため
に、新たに一般的な絵本を多くの観点で測定した。現在
はこの測定結果を精査して統計的な分析を行なっている
ところである。次に、以前の成果では着目していなかっ
た絵本の「色」に関して、測定方法と分析方法を検討し
ているところである。測定方法については概ね固まった
が、分析方法については現在検討中であり、来年度に持
ち越して成果を出す予定である。

　すでに開発済みの食育のための小冊子『「かむ」って
なぁ～んだ？』）を、より子どもたちが親しみやすく受
け入れられやすいものとして、紙芝居『「かむ」ってな
ぁ～んだ？』を新しく開発したことは以前に報告した。
この紙芝居教材『「かむ」ってなぁ～んだ？』を小学校
で本格的に使用してもらうための予備的なものとして、
複数の小学校の関係者にお渡しして感想を伺った。これ
は正式な研究結果には含めないため、今後、研究倫理審
査を経て本格的な調査に進むための参考とするものであ
る。すると、この紙芝居教材について、複数の小学校か
ら養護教諭や学校長名でお礼状をいただくに至ってい
る。確かな手応えを得たので、来年度、正式に使用の効
果を研究する予定である。

　昨年度の中間報告で述べたように、食育のための小冊
子、『「かむ」ってなぁ～んだ？』の中の特に評判が良か
った、「いろいろな動物の食べ方・かみ方」だけを取り
出して、単独の食育教材の制作を進めてきた。これには、
子どもたちになじみ深い動物として、『「かむ」ってなぁ
～んだ？』に使用したイヌやネコ、およびヤギやウシな
どの動物はそのまま使用したが、さらにオオアリクイや
コモドオオトカゲといった、子どもが興味を引くであろ
うと思われる動物も加えた。この動物の挿し絵は、全て
本研究会員が自作で作成しているので、当初の計画より
も時間がかかったが、ここにきて完成し既に製本業者に
製作を依頼してある。

　我が国は地域によって多くの伝統食材が存在するため
に、住む土地によってこれを「食」する機会が多いか少
ないかがヒトの健康に影響を与えている可能性があると
いう考えに基づいて、川魚のアユに着目してきた。アユ
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が含む物質の中でも特に各種脂肪酸に注目して解析を行
なった結果、アユが養殖であるか天然であるか、♂であ
るか♀であるかなどによって、いくつかの脂肪酸含有量
に違いがあることを見いだした。この成果は、既に報告
し ）、国立国会図書館にも送られている。今年度はさら
に別の比較点でのアプローチで分析を進めてきたが、年
度前半は多数のサンプルを準備するのに時間を要し、後
半になってからその測定を行なったところである。

） 高橋哲也・小椋郁夫・駒田格知：食育に関する絵本と一般
的な人気絵本との外見的な数値による比較，総合科学研究，
・ ‒ （ ）．

） 駒田格知・伊藤美穂子・大曽基宣・小椋郁夫・高橋哲也・田
辺賢一・山田久美子・山中なつみ：『食と健康シリーズ①「か
む」ってなぁ～んだ？』名古屋女子大学　食と健康研究会
（ ）．
） 駒田格知・高橋哲也・村瀬温子：天然および人工孵化養殖ア
ユにおける不飽和脂肪酸の含有量について，淡水魚類研究会
会報， ・ ‒ （ ）．
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　日本の高等教育は「大学全入時代」を迎えており、大
学生の学修意欲や学修に対する姿勢は多様化している。
その結果、必ずしも高い学修意欲を持たない学生も増え
ている。そのため、画一的な教育ではなく、学生の状況
に応じた適切な教育支援を行うことが、学修意欲の向上
および学業成績の向上に寄与すると考えられる。
　近年の研究では、生活習慣が学修習慣や学力と強い相
関があることが報告されている。良好な睡眠習慣は学修
の集中力や記憶の定着を促し、運動習慣はストレス耐性
を向上させる効果があるとされている。大学生は生活リ
ズムが不規則になりやすく、睡眠不足や運動不足が生じ
やすいと指摘されており、こうした要因が学修にどのよ
うな影響を与えるかを検討することは、教育支援の充実
につながると考えられる。
　医療系学生は、学業に加えて臨床実習や国家試験とい
った高いストレスを伴う課題に直面することが特徴的で
ある。また、卒業後は医療現場において、患者の死や重
篤な疾患と向き合う機会も多く、精神的負担が大きいと
される。さらに、チーム医療の一員として、他の医療ス
タッフと連携し、情報共有を円滑に行うことで、質の高
い医療を提供することが求められる。医療系専門職とし
てのキャリアを歩むうえで、困難な状況に適応し、乗り
越える力であるレジリエンスや、社会的スキルは重要な
資質の一つと考えられる。学生時代からレジリエンスを
高めることは、学修の継続や将来的な職務適応に寄与す
る可能性がある。教育機関において、学修意欲を高める
ための適切な支援を行い、医療系専門職としてのキャリ
ア形成を行える土台を作ることが必要である。これまで、
医療系学生において学修意欲、生活習慣、非認知能力が
単独で調査されることはあったが、その関連性について
は明らかになっていない。
　本研究では、まず理学療法学科学生の学修意欲、非認
知能力の学年ごとの変化を明らかにする。次に、学修意
欲やレジリエンス、社会的スキルと生活習慣との関連に
ついて明らかにすることを目的とし、中間報告を行う。

　本研究の参加者は、大学理学療法学科の 年生から
年生の 名であり、有効な回答が得られた 名（ 年
生 名、 年生 名、 年生 名）を解析対象とした
（有効回答率： . ％）。参加者には、研究の意義と目的、
参加の同意や撤回が成績評価に影響しないこと、データ
が匿名化されること、参加や撤回が自由であることを口
頭で説明した。その上で、アンケート内の同意項目にチ
ェックを入れることで、参加同意を得た。本研究は、名
古屋女子大学「人を対象とする研究に関する倫理審査委
員会」の承認を得て実施した（承認番号： - ）。
　大学生の学修意欲は、Academic Motivation Scale の
日本語版（以下、AMS-J）を用いて評価した。AMS-J は、
尺度、 項目からなる 段階法の質問紙であり、無

気力、外的報酬、自己証明、実社会への準備、知的向上
心、追従、青春謳歌の各スケールを評価した。
　非認知能力として、心理的な回復力や強さを表すレジ
リエンスおよび対人関係を円滑にする能力である社会的
スキルを評価した。レジリエンスの評価には、二次元レ
ジリエンス要因尺度（Bidimensional Resilience Scale; 
以下、BRS）を使用した。BRS は、個人内のレジリエン
ス要因を資質的レジリエンス要因と獲得的レジリエンス
要因に分けて評価可能な二次元構造を有している。社会
的スキルレベルは、菊池らが開発した社会的スキル尺度
（Kikuchi’s Scale of Social Skills; 以下、KiSS- ）を使
用して評価した。
　睡眠の質は、ピッツバーグ睡眠質問票（Pittsburgh 
Sleep Quality Index; 以下、PSQI）を用いて評価した。
PSQI のスコアは 点から 点の範囲であり、スコアが
高いほど睡眠の質が低いことを意味する。
　統計解析には JMP（SAS 社）を使用し、有意水準
は ％に設定した。AMS-J の各スケール（無気力、外
的報酬、自己証明、実社会への準備、知的向上心、追
従、青春謳歌）、資質的レジリエンス、獲得的レジリエ
ンス、社会的スキル、および PSQI を学年ごとに比較し
た。正規性は Shapiro-Wilk 検定で確認し、正規分布の
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場合は Tukey HSD 検定、非正規分布の場合は Dunn-
Bonferroni 検定を用いた。次に、学修意欲・非認知能
力と睡眠の関連を検討するため、目的変数に資質的・獲
得的レジリエンス、社会的スキル、AMS-J の各スケー
ルを設定し、説明変数に PSQI を用いた。正規性を確認
後、正規分布の場合は Pearson の相関係数、非正規分
布の場合は Spearman の順位相関係数で解析を行った。

　AMS-J の各項目において、学年間の有意な差は認め
られなかった。また、資質的レジリエンス、獲得的レジ
リエンス（表 ）、および社会的スキルにも学年による
明らかな差はみられなかった（表 ）。一方、PSQI に
おいては、 年生から 年生になるにつれて点数が上昇
する傾向がみられた（表 ）。特に、 年生は 年生よ
りも高い値を示し、統計的に有意ではないものの高くな
る傾向を示した（p= . ）。
　次に、学修意欲、非認知能力と睡眠との相関関係を調
べた。AMS-J の各項目、資質的レジリエンス、獲得的
レジリエンス、社会的スキルと PSQI との間に、有意な
相関関係は認められなかった。

表１　学修意欲（一部抜粋）

学修意欲 無気力 外的報酬 知的向上心

年生 . . . . . .

年生 . . . . . .

年生 . . . . . .

表２　非認知能力

レジリエンス
資質的 獲得的 社会的スキル PSQI

年生 . . . . . . . .

年生 . . . . . . . .

年生 . . . . . . . .

　本研究の中間報告結果より、学修意欲、レジリエン
ス、および社会的スキルにおいて学年による有意な差は
認められなかった。一方、睡眠障害の指標である PSQI
は、 年生に比べて 年生が高い値を示し、 年生の睡
眠の質が低い傾向が示唆された。一方、PSQIと学修意欲、
レジリエンス、および社会的スキルとの間に有意な相関
関係は認められなかった。
　この結果は、学業に対する目標意識や興味関心の継続
が、学修意欲の維持に寄与している可能性を示唆してい

る。泉澤らは、高学年になるにつれて学修意欲が低下す
ることを報告している ）。また、後藤らは、看護学生に
おいて 年生の社会的スキルが 年生よりも低値である
ことを報告しているが ）、本研究の参加者は自己が認知
する社会的スキルの低下が見られず、実社会への準備が
順調に進んでいることが学修意欲の維持に関与している
可能性が考えられる。一方、杉本らは、レジリエンスは
学年が進むにつれて高まることを報告しているが ）、本
研究の参加者においてレジリエンスが向上しなかった原
因については、更なる調査が必要である。
　後藤らは、社会的スキルが臨床実習の実施によって変
化する可能性があると示唆している ）。これは、臨床実
習において、スタッフや患者との関わり、チームの一員
として医療に参加するなど、これまでに経験したことの
ない社会的スキルを発揮する必要があるためと考えられ
る。また、臨床実習では、自ら考え行動することが求め
られるため、学修意欲や非認知能力にも大きな変化が生
じる可能性が高い。そのため、臨床実習前後での比較を
行うなど、さらなる検討が必要である。
　睡眠と学修意欲および非認知能力との間に有意な相関
関係は認められなかった。学修意欲は、個人的要因、社
会的要因、教育的要因が複合的に関連しているとされ、
個人の興味・関心や目標に加えて、家庭環境、学校環境、
学修支援方法などの外的要因にも影響を受ける。単純な
因果関係ではなく、さまざまな要因が複雑に影響し合っ
ていることが予想されるため、多様化する学生への対応
に向けて、評価を継続的に実施し、多様な要因の関係性
を検証する必要がある。本研究では睡眠に着目したが、
運動習慣や食習慣などの他の生活習慣については評価し
ていない。今後の研究では、睡眠以外の生活習慣も包括
的に評価することが必要であり、継続して研究を実施す
ることが求められる。そして、学生一人ひとりの状況に
応じた教育支援の方法についても、引き続き検討を進め
ていくことを今後の目標とする。

） 泉澤真紀，栗田克実．（ ）．看護大学生の学習継続のた
めの学習意欲・動機づけに関する研究．保健福祉学部紀要，
， ‒ .

） 後藤満津子，石﨑文子，中井芙美子他．（ ）．看護大学生
の社会的スキルと状態・特性不安の関連─学年別と性別の比
較─．健康科学と人間形成， ( )， ‒ .

） 杉本千恵，笠原聡子，岡耕平．（ ）．二次元レジリエンス
要因尺度を用いた看護学生のレジリエンス特性の学年による
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　ホットパック治療は、日本における物理療法の代表的
な治療手技の一つであり、使用状況の調査によると、利
用可能性、使用率ともに最も高かったことが示されてい
る。ホットパックは、表在性温熱療法の代表的なデバイ
スで、標的とする細胞、組織の熱伝達の上昇は皮膚から
概ね ～ mmとされている。標的組織の温度を ℃～
℃に上昇させることで、治療効果を得ることができる。

エビデンスの高い治療効果として、発汗による皮膚イン
ピーダンスの上昇や、知覚神経終末の鎮静作用による疼
痛抑制効果などが考えられる ）。ホットパックは湿熱ホ
ットパックと、乾熱ホットパックに大別され、熱伝導形
態は、ホットパックの熱が身体に移動する伝導熱を利用
している。湿熱ホットパックの代表として挙げられるハ
イドロコレータパックは、吸水性の高いシリカゲルやベ
ントナイトを厚い木綿性の袋で包んだ物、ビニール製の
袋を用いたものなどがあり、どちらも約 ℃に設定し
た加温装置（ハイドロコレータ）の中に浸し、熱量を確
保して使用する。一方、乾熱ホットパックは、ハイドロ
コレータパックをビニール袋で包み使用する方法や、ハ
イドロコレータを使用せず電源をつないで加温する電熱
式ホットパック、電子レンジで加温して使用する電子レ
ンジホットパックなど様々なタイプのホットパックが使
用されている。従来、ハイドロコレータパックを用いて、
湿熱法または乾熱法を適用させ使用されていたが、ハイ
ドロコレータの管理には、時間やコスト面で問題がある。
　ホットパックに関する研究は、 年代の中盤から
後半にかけて多くみられる。熱伝導性に関して、篠原ら ）

は、乾熱法に比較し、湿熱法では熱伝導性が高いと報告、
古後ら ）は、乾熱法に比べ湿熱法では筋硬度は低下し、
熱伝導性の良さが影響していると報告している。しかし、
一方では治療効果に差が無いとする報告もある ）。温度
の経時的変化に関して先行研究では、皮膚表在の温度は、
ホットパック施行後 分から 分後に最高温度に達し、

温度上昇は ～ ℃、その後下降することが報告されて
いる ‒ ）。また、深達度に関しては、皮下 mmの組織
温度は軽度上昇するとの Lehmannら ）の報告があるが、
Draperら ）はその研究方法等を否定的に捉え、関節包が
表在から cm以内にある関節の場合は、ホットパック
でも適度な加温は可能であることを報告している。しか
し、これらの研究で用いているホットパックは、ハイド
ロコレータパックに関しての報告が主である。
　近年、乾熱法の一つとして、様々な鉱石を詰め込んで、
専用の加温器を用いて加温する鉱石ホットパックが使用
されるようになった。従来のハイドロコレータに比べ衛
生面、管理面で使用しやすく、業務効率の点から、簡便
に使用でき、効果に違いがなければ今後、より使用頻度
は増すものと考えられる。鉱石ホットパックは、時間経
過による温度変化を示したデータが提示されているもの
の、その伝導熱が、皮下のどの組織まで伝わり、何度温
度上昇をもたらすのか、またその時間的推移についての
報告は見当たらない。そこで、本研究では、鉱石ホット
パックの温熱効果に関する基礎的研究として、温度変化
が、どのくらいの層（深さ）まで達し、どれくらいの温
度変化をもたらすのか、他のホットパックとの違いを検
証することを目的とした。今回、中間報告として、鉱石
ホットパックのみを対象として、皮膚表面からどれくら
いの深さを標的組織とできるのか、熱伝導の時間的変化
と深達性の関係について生体温度上昇モニタリングファ
ントムを用いて実験し、表面からの深達性、温度変化の
時間的推移との関係性を明らかにすることを目的とし
た。

　鉱石ホットパックはフィジオパック（SAKAI med
社）のＭサイズ（ mm）を使用し、専用カバ
ーに入れ ℃に設定した保温装置（フィジオパックウ
ォーマー）にて 時間以上保温した（図 ）。生体温
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図１　鉱石ホットパック（フィジオパック）
図左：ホットパック単体と、専用のカバーを示す（写真はＬサイズ）。
図右：フィジオパックウォーマー（加温装置）、 ℃に設定して使用。

図２　生体温度上昇モニタリングファントム
（ （mm））

生体温度上昇モニタリンファントムは、比熱 . （cal/g・℃）、熱伝
導率 . ‒ （kcal/s・m・k）の均一構造となっている。

図３　温度計センサ刺入部位の超音波画像
温度センサの刺入として、超音波画像診断装置、Ｂモードエコーにて
ファントム内をモニタリングしながら、目標の深さに誤差 ％以内に
到達できるように調整した。

表１　結果まとめ（３施行）
計測部位 表面 mm mm mm mm mm
深さ
（実測値）
（mm）

. ～ . . ～ . . ～ . . ～ . . ～ .

温度
変化（℃）
（ホットパック
施行中）

. ～ . . ～ . . ～ . . ～ . . ～ . . ～ .

温度
変化（℃）
（除去後）

低下傾向 低下傾向
変化
少ない
. ～ .

上昇傾向
. ～ .

上昇傾向
. ～ .

上昇傾向
. ～ .

超音波画像診断装置にて計測したセンサ部位の深さにおけるホットパック中
と、ホットパック除去後の温度変化の傾向を示す。

プロジェクト研究中間報告

度上昇モニタリングファントム（以下ファントム）に
は TMM- S- ST（ mm；OST 株式会社
製）を用いた（図 ）。温度の測定は、防水型無線温度計　
SK WP-B 及び、標準センサー　S WP- （ともに

佐藤軽量器製作所）を用いて、測定精度 . ℃で経時
的に温度を測定した。温度測定はファントムの表面及び、
表面から mmごとに、 mm、 mm、 mm、 mm
の 点とし、 分間の室温への暴露後、 分間のホッ
トパック施行、ホットパック除去後 分間の合計 分
間を連続的に記録した。温度計のセンサーの刺入には、
センサーの中心部が標的の深さとなるように超音波画像
診断装置のＢモードエコーガイド下にて行い、誤差 ％
以内に収まるよう調整した（図 ）。計測値は、 分ご
とのデジタル表示を読み取り、書面に記録するとともに、
USB受信ユニットSK-BTU -R（佐藤軽量器製作所）にて、
パーソナルコンピュータに転送した。ホットパックは、
専用カバーに入れて使用し、ファントムとの接触面は上
面のみとなるように調整した。ホットパックの保温のた
め、ファントムと反対側の面をホットパックの上に 層
にしたコットンタオルとビニールで覆った。また、表面
の温度測定には、センサーに直接ホットパックの熱が伝
わらないように断熱材でホットパックの当たる側を覆っ
た。全ての時間帯で 分ごとの値の変化と時間経過、深
さによる熱伝導の違いを検討した。同様の実験は、日を
変え 回施行した。

　 施行で、同様の傾向を示した（表 ）。そのうちの
施行の経時的変化を図 に示す。傾向として、表面、

表面から mm、 mmまでは、ホットパック試行中に
温度は上昇し、ほぼ最高温度に達し、除去後下降する傾
向を認めた。しかし、 mm、 mm、 mmの深部では、
温度上昇は、緩やかで遅く、ホットパック除去後にさら
に上昇し、最高温度に達するかもしくは、計測終了まで
上昇を続けた。
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図４　結果経時的変化
各深さの温度の経時的変化（表面から mmごと mmまでの値）を示す。縦軸は開始時点からの温
度の変化値、横軸は時間経過で、縦線はホットパック開始時とホットパック除去時を示す。
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　ホットパックによる生体皮膚表面温度の変化を示した
先行研究 ‒ ）では、開始後 分から 分で最高温度に達
し、温度上昇は ～ ℃で 分以降の皮膚温は ℃程
度の下降を示している。対して今回の結果は、表面では、
. ℃～ . ℃、深さ mmでも . ℃～ . ℃と先行研究
より高い傾向を示した。この違いとして、ホットパック
の温度、熱量の違いが考えられる。生体にホットパック
を適応する際には、ホットパックと皮膚との間にコット
ンタオル等を ～ 枚重ねて、 ℃前後に温度の調整
を行う。先行研究では同様に調整をして、生体と接触す
る面のホットパックの温度を、 ℃前後に設定している。
今回我々は、ファントムを用いた実験のため、ホットパ
ックは、 ℃に設定した保温装置から出し、接触面には
タオルを使用していない。そのためファントムとの接触
面の温度は、開始時で . ℃～ . ℃と高いことが影響
していると考えられる。

　 施行で同様な傾向を示した。その特徴として温熱の
深部への伝達に関しては、 mmと mmでは、温度
変化の時間的推移が異なり、この間には境界線がある可
能性を示唆している。
　熱の伝達には つの様式がある ）。今回使用した、鉱
石ホットパックは、様々なトルマリンやゲルマニウム鉱
石など幾種類かの鉱石を使用しているため、それらから

放出される遠赤外線による放射熱が考えられる。また、
ホットパックによる温熱は、ホットパックとの接触面か
らの熱伝導による伝達であり、鉱石ホットパックも同様
に、熱伝導が主体と考えられる。従って、表面から時間
経過とともに、徐々に深部に熱は伝えられて行く。伝
導によって移動する熱の大きさは、熱の与えられる時
間、与えられる範囲、温度差、熱伝導率に比例し、物体
の厚さに反比例している。また、熱の伝わる速度は熱移
動速度＝接触面積 熱伝導率 温度差／組織の厚さであ
り ）、熱伝導率の違いが、熱伝達に大きく影響を及ぼす。
今回使用した、ファントムは、比熱は皮下脂肪よりも皮
膚や筋に近く、熱伝導率は脂肪よりも筋・骨に近い物を
使用した。また、ファントムは、均一構造で筋・骨を反
映し、熱の伝わり方は、温熱材としてのホットパックの
持つ熱量の分だけ、時間とともに表面から徐々に深部へ
伝えられることが考えられる。今回 施行の結果から、
表在から mmまでと、 mm以降の深部では、温度
上昇の傾向が異なり、 mmと、 mmの間には、境界
線があることが推察された。この結果は、ホットパック
での適応に皮下 mmとする先行研究 ‒ ）を指示してい
るといえるが、本研究では、ホットパックを除去した後
の結果ではあるものの、深さ mm、 mmにおいても
℃前後の温度上昇を認めている。理学療法手技による

臨床効果を期待する症状として、軟部組織の拘縮や、瘢
痕拘縮などがあげられる。この効果をもたらす生理学的
効果として、ストレッチングとの併用による結合組織の
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伸展性の増大が必要となる。そのためにはコラーゲン線
維の伸張性を増大する必要があり、 ～ ℃の組織温の
上昇を必要とする ）。また、伸展性が最大となるのは、
組織温度が ～ ℃で、 ～ 分間維持される場合と
されている ）。このことは、脂肪組織が薄く表在から
mm程度にある筋・腱組織の伸張として、鉱石ホット

パックを適用できる可能性を示唆している。
　深部組織への温熱療法としては、マイクロ波や超短波
治療を使用することが基本とされるが、それらを使用で
きない環境や禁忌事項を有する部位、状態においては代
用できる可能性があり、鉱石ホットパックの効果に着目
し解明することは意義が高いと考えられる。

　今回使用したファントムの比熱や熱伝導率において
は、生体皮膚や筋・骨に近いため、模擬生体としての使
用に問題はなかったが、生体とは異なることを前提とす
る必要はある。生体では、血流や皮膚の発汗など体温調
整機構が働き、温度上昇を抑え火傷を防ぐため、今回の
結果ほど温度上昇は起きない可能性がある。また、今回
使用したファントムは、比熱、熱伝導率は一定の構造で
あることから、生体とは一部異なっている。生体では、
筋に到達するまでに、角質層、表皮、真皮、皮下（脂肪
組織）を経て、筋となり、熱伝導率の違いにより、熱の
移動は遅れる可能性はある。生体で深部の温度を非侵襲
的に計測することは様々な制約により、現状では難しい
ため、ファントムでの実験から推測する意義は高い。ま
た、今回他のホットパックとの比較を行っていないため、
この結果は鉱石ホットパックに特有の物かどうか断言す
ることはできない。
　以上より、今後の研究として以下を行う必要性がある。
　ファントムを使用し、同様の実験を他のホットパック
（ハイドロコレータパック、電子レンジホットパック）
に対して行い、本結果が鉱石ホットパックに特有か否か
を検証する。次に、生体皮膚に対して、前記した各種ホ
ットパックでの温度上昇の違いを検証する。この実験に
際しては、皮膚と接するホットパックの温度が一定にな
るように予備実験を行い、タオルの枚数等を調整する。
その際のホットパックの温度を ～ ℃、 ～ ℃の
条件を設定し、熱量の違いについても検証する。

　鉱石ホットパック（乾熱法）の温熱効果に関する基礎
的研究の第一段階として、非侵襲的に温熱の深部への到
達度を計測するために、生体温度上昇モニタリングファ

ントムを用いて、温度変化を経時的に観察した。結果、
表面温度の温度上昇は、生体で検証した先行研究よりも、
高く、最高温度に達する時間は延長した。 mmまでは、
ホットパック試行中に温度は上昇し、ほぼ最高温度に達
するが、 mm以降の深部では、温度上昇は緩やかで、
施行中には最高温度まで達せず、除去後にも温度は上昇
を続ける傾向を示した。 mm及び mmの深部でも
℃の温度上昇を認めた。

　この結果からの考察として、深達度に関しては mm
と mmの間に境界線が存在する可能性が推察された。
この結果は、鉱石ホットパックに特有の物かどうか、ま
た、生体との違いなど、現段階では言及することはでき
ない。今後更に生体皮膚の温度変化及び、他のホットパ
ックとの比較実験を行い、鉱石ホットパックの温熱効果
について検証していきたい。

） 細田多穂（監）、木村貞二ほか（編）：シンプル理学療法学シ
リーズ　物理療法学テキスト　改訂第 版、南江堂（ ）

） 篠原英紀、市橋則明ほか：ホットパックの適切な使用方
法について─湿熱と乾熱の違い─、理学療法学 ( )、pp. 

‒ （ ）
） 古後晴基、村田伸ほか：ホットパックの乾熱法と湿熱法の違いが

筋硬度に及ぼす効果、理学療法科学 ( )、pp. ‒ （ ）
） 庄本康治（編）：エビデンスから身につける物理療法　第
版、羊土社（ ）

） 高橋光彦、山中正紀ほか：ホットパック療法の熱伝導性に
関する基礎的検討、北海道リハビリテーション学会雑誌 、
pp. ‒ （ ）

） 川上裕貴、瀧原純ほか：超音波画像診断装置を用いた大腿直
筋と中間広筋の筋厚および筋輝度評価の信頼性、日本基礎理
学療法学雑誌 ( )、pp. ‒ （ ）

） David o. DraperShane T. Harris, et al.: Hot-Pack and 
-MHz Ultrasound Treatments Have an Additive Effect on 
Muscle Temperature Increase, J of Athletic Training : 
‒  ( )

） Lehmann JF, Stonebridge JB, et al.: Temperatures in 
human thighs after hot pack treatment followed by 
ultrasound, Arch Phys Med Rehabil : ‒  ( )

） 吉田英樹（編）：Crosslink 理学療法学テキスト　物理療法
学、pp. ‒ 、MEDICALVIEW（ ）

） 小南和志：ホットパックを用いた全身性温熱療法の可能性─
新たな治療領域の拡大と定量化に向けて─、学位論文（ ）

） 吉田英樹（編）：Crosslink 理学療法学テキスト　物理療法
学、pp. ‒ 、MEDICALVIEW（ ）

） Cameron M. H.（編著）、渡部一郎（訳）：EBM物理療法　
原著第 版、医歯薬出版（ ）



─　　─

総合科学研究　第 号

　本学の「開かれた地域貢献事業」は、平成 年度に
開催された名古屋女子大学もえぎ塾による活動「いきい
きみずほ」として、瑞穂通り 丁目市場を基点に展示会、
即売会、講習会を行うことから始まり、平成 年度には、
真冬に春のライトアップ『春待ち小町（はるまちこまち）』
と銘打ち、地域と文化的情報の相互交流がなされたのが
契機といえる。平成 年度には、地域の公共施設との
共催事業として名古屋市瑞穂児童館（以下、「瑞穂児童館」
という。）・名古屋市瑞穂福祉会館の新館開館イベントと
して「みんなで遊ぼう！　子どもから高齢者まで」が開
催された。その翌年には、瑞穂児童館に加え、名古屋市
瑞穂保健センター（以下、「瑞穂保健センター」という。）
との共催事業として「開かれた地域貢献事業」を展開し、
本年度で 年目となる。また、平成 年度からは、名
古屋市瑞穂区役所（以下、「瑞穂区役所」という。）との
共催事業も加わった。
　令和 年度からの瑞穂児童館や瑞穂区役所との共催事
業は、令和元年度末からの未曽有の新型コロナウイルス
感染症拡大の影響のため、感染拡大防止の観点から規模
を縮小し、活動内容も細心の留意を払っての実施となっ
た。そして、瑞穂保健センターとの共催事業は保健セン
ターの立場を鑑み、すべて中止とした。しかし、新型コ
ロナウイルス感染症の位置づけが、令和 年 月に「新
型インフルエンザ等感染症（いわゆる 類相当）」から「
類感染症」へ移行したことから、令和 年度には感染防
止に留意しながらも共催事業を再開する方向で調整が進
められた。
　各事業への参画は、昨年同様、本年度も教員を対象に
学内公募を行い、これらの交流事業を展開したので報告
する。

　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　今年度も瑞穂児童館、瑞穂区役所、瑞穂保健センター
等の公共施設との交流事業を予定していることを確認

し、決定した。昨年度と同様の方法で講師の募集を行っ
た結果、瑞穂児童館で 件、瑞穂保健センターで 件の
応募があった。開催時期、講座回数、内容の方向性を決
め、詳細は随時検討していくこととした。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　瑞穂児童館、瑞穂区役所、瑞穂保健センターそれぞれ
との準備の進捗状況が報告され、共催事業を実施する講
座の企画概要と担当者が承認された。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　瑞穂区役所との共催事業「子どもと朝ごはんレシピ瑞
穂区ナンバー 決定戦！　 」について、終了報告が
なされ、来年度も事業継続の方向性が承認された。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　申請のあったプロジェクト研究 件についての採択に
関する審議がなされ、 件は予算調整の上で採択、 件
は 月の倫理審査通過を条件として採択、残る 件は書
類の一部修正、補足の上で再審査することとした。
　また、来年度の予算案が提示され、承認された。
　大学講演会についての意見交換がなされ、次回に検討
することとした。各交流事業の内容について経過説明お
よび事後報告がなされた。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　保留中のプロジェクト研究の 件について、倫理審査
の結果待ちである旨が報告された。また、令和 年度機
関研究に関する規定の変更案、および研究要項の案が提
示され、これを確認し、次回の運営委員会で再度審議す
ることとした。次年度の大学講演会の講師、テーマにつ
いて意見交換がなされ、さらに情報収集を進めることを
確認した。
　瑞穂児童館や瑞穂保健センターとの共催事業について
は、現時点で終了したイベントや講座が無事に終了した
旨が報告された。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　保留中のプロジェクト研究について、倫理審査の承認
が下りれば採用する方針で合意がなされた。また、機関
研究要綱案、規定変更案について説明がなされ、これを
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承認した。各交流事業の内容については、経過説明およ
び事後報告がなされ、これを承認した。

　この企画は、平成 年度に改正施行された介護保険
法における認知症や老年期うつ等の予防・支援に関し
て、要介護状態になることを予防し、健康寿命を延ばす
目的で保健センターが行っているものであり、平成
年度までは「若がえり教室」を総合科学研究所の「開か
れた地域貢献事業」として共催してきた。
　その後、名古屋市の方針の変化に伴い、平成 年度
からは新しい総合事業の一般介護予防事業に変わること
となったが、これまでと同様に講座を開き、地域貢献事
業を展開していくこととした。そして、名称を「若返り
きらきらセミナー」と変え、総合科学研究所の「開かれ
た地域貢献事業」の一環として共催することとした。本
地域貢献事業への参画については、学内公募という形で
教員に依頼した。その結果、新たな領域が加わり、本学
ならではの充実した企画が採択され、実施されてきた。

　本講座は、 歳以上の地域の高齢者を対象として、「自
ら介護予防に取り組めること」を目的にしていたため、
運動、認知予防、口腔、栄養の つのテーマを考慮した
内容を実施する計画で、瑞穂保健センターとの調整を進
めてきた。新型コロナウイルス感染症拡大回避のため、
令和元年度以降、講座の開催を見送っていたが、令和
年度は事業の再開に向けて調整が進められた。

・令和 年 月 日（金）（於名古屋女子大学）
　瑞穂保健センターより「若返りきらきらセミナー」全
体の概要・目的についての説明を受け、総合科学研究所
との共催として 回の講座を企画し、運営することを協
議した。講座は、応募があった 件の内容と、瑞穂保健
センターが主導する 件の内容について検討し、 月か
らのスタートに向けてスケジュールの確認を行った。ま
た各講座では、瑞穂区内で活動している「健康ささえ隊」
による「みずほ体操」の実演を取り入れることの依頼が
あり、これを承認した。
　参加者　瑞穂保健センター（植村氏・江藤氏・後藤
氏・細窪氏）、本学（山中・河合・坪井・片山・松林・
牧野）

・令和 年 月 日（金）（於名古屋女子大学）
　 年ぶりに再開することができた「若返りきらきらセ
ミナー」の共催事業について総括を行った。本年度は、
名の応募があり、毎回 ～ 名程度の参加があった。

今年度の講座の改善点や今後の課題を共有し、瑞穂保健
センターからは次年度の共催事業の継続開催の希望が出
され、調整を進めることとなった。
　参加者　瑞穂保健センター（植村氏・後藤氏・細窪
氏）、本学（山中・河合・牧野・岡）

　瑞穂保健センター健康運動指導士　三輪哲子先生
　第 回目の講座として、瑞穂保健センター担当者によ
る「みずほ体操」が実施された。

写真①　「みずほ体操」講座の様子

　児童教育学部児童教育学科　坪井眞里子、学生 名
　懐かしい唱歌や童謡、わらべうたを歌い、リズムにの



─　　─

総合科学研究　第 号

って手拍子や、身体を動かして音楽の楽しさを味わう講
座であった。歌うことは口腔ケアにもつながり、歌を歌
って心と身体を健康にしながら楽しむことができた。

　医療科学部理学療法学科　松林義人
　年齢を重ねると生じる身体（特に骨や筋肉・関節）の
変化を知り、今からでも予防できる運動の基本やポイン
トについて知る内容。転倒やフレイル（虚弱）について、
それぞれの特徴と予防方法についてもわかりやすく解説
があり、予防のための簡単な体操を行った。

写真③　「介護予防 Part 」講座の様子

　医療科学部理学療法学科　加藤芳司
　介護状態とならないために自宅等でできる簡単で効果
のある運動を紹介した。音楽に合わせた体操を楽しく行
い、最後にはギターに合わせて歌を歌いながら終わった。

写真④　「介護予防 Part 」講座の様子

　健康科学部健康栄養学科　片山直美
　おいしくて便秘改善にもなる大学芋を、 分の時間
で電子レンジとフライパンで作成した。自宅でも簡単に
作れる「添加物なしの食物繊維が豊富なおやつ作り」を、
参加者は手際よく調理し、おいしく食べることができた。

写真⑤　「美味しく食べて健康に」講座の様子

　交流事業は、瑞穂児童館を拠点として、本学の教職員
と学生が断続的に支援する形で、地域の子育て支援を行
うことを目的にしている。昨年度に引き続き今年度も定
期的な講座とイベント開催の 本立てで実施することに
した。また、瑞穂保健センターとの交流事業と同様に、
学内公募という形で企画した。

　参加する教員、学生については、感染予防対策のため、
引き続き講座中のマスク着用の要請の旨が報告された。
また、クリスマスイベントについては、コロナ禍前と同
様、終日開催、自由参加形式での開催となった。

・第 回協議／ 月 日（木）（於名古屋女子大学）
　瑞穂児童館、大学双方からの昨年度の反省と課題につ
いて検討し、今年度の事業計画について審議され、昨年
度と同様、講座に関しては、 月後半以降から担当す
ることとして調整を行った。調理実習を行う講座は、本
学開催とする旨を確認した。学内で公募を行った結果、
講座への応募が教員から 件あり、これらを仮決定とし
た。また、春光会の講座は児童館まつりのイベントと同
時開催する方向性が示された。その他、瑞穂児童館から
は、月に 回開催される「ベイビーすまいる」の 月講
座の講師依頼、児童館まつりでの造形教室の講座依頼が
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あり、検討を行うこととした。また、クリスマスイベン
トは 月 日（日）に決定し、開催の内容（仮）やチ
ラシの作成等についての協議を行った。学内の公募は
件あり、 ～ 月頃に、イベントスケジュールやチラ
シ内容等の詳細を、イベント担当者を交えて児童館と検
討していくこととした。
　参加者　瑞穂児童館（北川氏・平野氏）、本学（山中・
河合・牧野）

・瑞穂児童館（講座）学内打ち合わせ会議／ 月 日（金）
（於名古屋女子大学）
　本年度の「開かれた地域貢献事業」のこれまでの経緯
が報告され、講座を引き受けた教員から概要の説明があ
り、これを確認した。さらに、児童館からの要望、注意
点などを伺った。
　参加者　瑞穂児童館（北川氏・平野氏）、本学（春光
会（浅野）・片山・辻（愛）・吉川・山中・河合・牧野）
・瑞穂児童館（クリスマスイベント）学内打ち合わせ会
議／ 月 日（金）（於名古屋女子大学）
　クリスマスイベントについての概要が児童館より説明
された。また、各イベントの担当者より具体的な企画が
説明された。詳細事項の書類を配布し、事前準備や荷物
搬入・タイムスケジュール・参加学生数等の詳細な確認
作業を進めた。そして、参加教員、学生のマスク着用の
協力依頼等、調整を行った。
　参加者　瑞穂児童館（北川氏・平野氏）、本学（山中・
河合・鈴木（美）・坪井・森屋・吉川・牧野）

　各種講座の受付窓口は児童館とし、その PRは瑞穂区
役所まちづくり推進課のご協力を得て、事前に「広報な
ごや」瑞穂区版へ掲載されるほか、瑞穂児童館で作成し
たオリジナルチラシを毎月の「瑞穂児童館だより」と一
緒に配布されることが報告された。さらに、クリスマス
イベントのチラシは昨年度同様本学で作成し、瑞穂児童
館に配布してもらうことを確認した。

・ 月 日（金） ： ～ ： （於名古屋女子大学）
　本年度の交流事業、応募の講座 件と児童館より依頼
を受けた講座 件、合計で 講座とクリスマスイベント
についての総括を行い、全件問題なく開催できたことを
確認した。安全面では、感染予防にも配慮し、教員や参
加学生はマスクを着用して参加したことが確認された。
　参加者　瑞穂児童館（猿子氏・北川氏）、本学（山中・
河合・牧野）

　
　

　短期大学部生活学科　石﨑智恵利、学生 名
　持参した写真やその場で撮った写真をもとにしたカー
ド製作。育児の一コマを記念に残すことが出来たと参加
者からの言葉もあり、保護者の皆さんに笑顔になっても
らうことができたようであった。

写真⑥　「お子さんの写真で食卓を彩るカード作り」の様子

　日時： 月 日（日） ： ～ ：
　会場：瑞穂児童館　ホール
　対象：年長児以上　
　児童教育学部児童教育学科　渋谷寿、吉川直志、学生
名、研究所員　山田勝洋

　幼児から小学生までの子どもを対象に、ヒノキの木材
を用いて自分の音が出せる楽器としてトーンタングを作
るワークショップを展開した。完成後は、それぞれ自分
の楽器を持って、補助の学生らと一緒に楽しく合奏を楽
しんでもらうことができた。

写真⑦　「ヒノキの楽器「トーンタング」をつくろう」の様子
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　日時： 月 日（日） ： ～ ：
　会場：瑞穂児童館　
　対象：なし
　春光会　千葉史子、高田麻紀
　今年度は、新しい企画として 時から 時までの午
前を乳幼児と保護者、 時から 時までの午後を小学
生から高校生を対象にし、定員を各 名の事前申込制
とした。幸いにも相談者が途切れることがなく、地域に
寄り添うことができた。

　短期大学部保育学科　山本麻美、学生 名
　工作コーナーとして、「おさんぽとかげ」と「うちゅう
をめざせ！　ふうせんロケット」の製作を実施した。幼
児から小学生まで 組の参加があり、片付けなどは大
変であったが、参加者に大変喜んでもらうことができた。

　健康科学部健康栄養学科　片山直美、学生 名
　 名の小学生と保護者 名、職員 名とともに楽し
くクッキーを作ることができた。参加者からは、楽しか
ったので家でも作りたいとの感想が寄せられた。

　健康科学部健康栄養学科　辻愛

　乳児親子向けイベントの 月講座として、乳幼児期に
必要な栄養に加え、母親に不足しがちな栄養に関する説
明を行い、離乳食や親向けレシピの紹介などを行った。
交流タイムも設け、参加者からの質問に対し助言を行う
など、栄養に関する理解を深める機会となった。

　児童教育学部児童教育学科　吉川直志、学生 名
　手でビー玉を回してゴムで動かすおもちゃと、糸を引
くことでゴムを巻いて走るおもちゃ作りを行い、学生主
体で不思議を楽しく体験できる講座となった。

　イベント来場者には受付で本学特製のクリスマスカー
ドを渡した。

・「ハンドベルのひびきでクリスマス」
　時間： ） ： ～、 ） ： ～
　 ）ハンドベルでクリスマス～きよしこの夜
　 ）ハンドベル天使のハーモニー 戦場のメリークリ

スマス
　児童教育学部児童教育学科　坪井眞里子、学生 名
　主に乳幼児を対象として、ハンドベル演奏やクリスマ
スの歌の演奏披露のほか、手あそびやパネルシアター「サ
ンタさんの服えらび」のゲームを行い、参加者と一緒に
クリスマス会を楽しむ活動を行った。また、クリスマス
の歌では振りを付け、子どもたちもおねえさんたちと一
緒に楽しく踊ることができたようであった。

写真⑨　「ハンドベルのひびきでクリスマス」の様子
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・「みんなでゲームやダンスを楽しみましょう！」
　時間： ： ～ ：
　短期大学部保育学科　河合玲子、学生 名
　主に小学生以上を対象に、学生が主体となって輪投げ
やボーリング、カードゲームのほか、ダンスのイベント
などの遊びを企画し、行った。ゲームの難易度は参加す
る子どもの年齢に合わせて設定するなどの配慮も行い、
小学生のみならず、幼児の参加者も一緒に楽しむことが
できた。

写真⑩　「みんなでゲームやダンスを楽しみましょう！」の様子

・「クリスマスのペーパークラフトをつくろう！」
　時間：【午前】 ： ～ ： （ ： 最終受付）
　　　　【午後】 ： ～ ： （ ： 最終受付）
　短期大学部生活学科　森屋裕治、学生 名
　クリスマスを題材にしたペーパークラフトを作成し
た。 種類を用意して子どもたちが材料を選択、それを
学生に手伝ってもらいながら作成した。完成した作品は
持ち帰ってもらった。昨年度同様に、今年度も 時間の
食事休憩を設けた。参加者は、おねえさんたちと一緒に
作成することで楽しい時間を過ごしたようであった。

写真⑪　「クリスマスのペーパークラフトをつくろう！」の様子

・「みんなでクリスマス」
　時間： ） ： ～ ： 、 ） ： ～ ：
　 ）クリスマスのおもちゃをつくろう

　 ）クリスマスツリーをつくろう
　短期大学部保育学科　鈴木美枝子、田中弘美、学生
名
　午前の部では乳幼児と保護者を対象に「クリスマスの
おもちゃをつくろう―くつしたのマラカスつくり―」と、
午後の部では主に小学生を対象に「クリスマスツリーを
つくろう」の工作を行った。用意していた材料はすべて
使い切ることができた。出来上がった作品は保護者にも
好評で、参加者たちは大事そうに持ち帰った。

写真⑫　「みんなでクリスマス」の様子

・「うごくおもちゃづくり」
　時間： ： ～ ：
　児童教育学部児童教育学科　吉川直志、学生 名
　今回は、いとまきぐるまづくりの製作活動を行った。
また、「おねえさんのかがくショー」では、子どもたち
にゴムを放す遊びやドライヤーで風船を浮かせる実験に
参加してもらった。科学の不思議さに触れる楽しい時間
となったようであった。

写真⑬　「うごくおもちゃづくり」の様子

　当日の参加者にアンケート調査を依頼し、乳幼児保
護者 組、小学生以上 名程度から回答を回収できた。
感想としては例年同様に「楽しかった」「またやりたい」
など、よい印象を与えていた。寄せられたこれらの意見
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図①　乳幼児保護者用のアンケート用紙

図②　小学生以上用のアンケート用紙
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を、次年度開催の参考にしていきたい。

　平成 年度、本学園と瑞穂区役所との協定締結を受
け、本学としては瑞穂区役所と新たな地域貢献事業を模
索する動きが強まったことから、総合科学研究所として、
瑞穂区内の働く女性の支援を目的としたイベントを開催
する計画を構想した。本学は「よき家庭人であり力強き
職能人としての女性」の育成を謳っており、地域の働く
女性に特化したイベントを開催することで、本学の特徴
を地域にアピールし、また学生の人生のロールモデル選
定の一助になると考えた。

　具体的な連携内容案として、「育児休業中であり、仕
事復帰予定の女性をターゲットにした講座・イベント」
と定め、平成 年度と令和元年度にわたり、「時短レシ
ピ調理実習」をテーマとした講座を実施した。令和 年
度は、新型コロナウイルス感染症予防のため中止にし、
令和 年度は、参加者それぞれが自宅等にて調理実習を
Zoomによるオンライン講座にて開催した。令和 年度、
令和 年度は、瑞穂区役所より、区による子育て支援活
動としてより広くアピールできるものとしたいとの意見
が出され、子育て支援に役立つ料理レシピコンテストを
開催し、大学で調理実習および託児を行った。

　瑞穂区役所との協議は、連携事業の確認と総括を本学
園と瑞穂区役所企画経理課とで年度初めと年度末の頃に
行い、各連携事業の内容については、担当部署となる民
生子ども課と協議の必要となる時期に合わせて行ってい
る。

・第 回協議／ 月 日（木）（於名古屋女子大学）
　本年度の連携事業について検討した結果、昨年度と同
様、次のように具体的な内容を決定した。
・目的：瑞穂区の子育て支援活動の PR
・名称：「子どもと朝ごはんレシピ　瑞穂区ナンバー

決定戦！　 」
・日時： 月 日（日） ： ～ ：
・対象　瑞穂区在住の子育て世帯　 組程度
　　　　（保護者のみ、夫婦での参加可）、本学学生
・内容　レシピコンテストの実施、調理実習及び審査
　　　　テーマに沿ったレシピを公募
　　　　上位 組程度を選抜し、大学でレシピの料理を

調理
　　　　大学教員による栄養評価や、区長等による試食

評価により、最優秀レシピを選抜
・テーマ　「こ どもと朝ごはんレシピ」と題し、ローリ

ングストック食材を用いた時間や手間、栄養面
等を考慮したレシピを募集

・会場　名古屋女子大学本館調理室（調理）
　　　　／本館講義室（託児）
・広報　広報なごや、チラシでの周知
・託児　生後 か月～ 歳未満
　　　　学生および外部ボランティアが担当
　本年度の応募レシピのテーマや日程、今後のスケジュ
ール等を確認し、「広報なごや」への掲載内容や講座の
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「開かれた地域貢献事業」報告

詳細については、引き続き調整・検討することとした。
　参加者　瑞穂区役所（民生こども課　橋本氏・岩田
氏）、瑞穂区子育てネットワーク「さくらっこ」（小関氏）、
本学（山中・河合・牧野）

　区役所により「広報なごや」瑞穂区版へ案内が掲載さ
れた。また大学側で作成したチラシを配布した。

図③　チラシの表面と裏面

・第 回協議／ 月 日（月）（於名古屋女子大学）
　本年度の共催事業について、振り返り、意見交換を行
った。
　参加者アンケート結果からは、多くの参加者にとって
満足度の高い事業が開催できたことを確認することがで
きた。また、今回の特別賞は、前年度の反省からコンテ

スト会場に公開され、高評価を得た。託児についても、
歳 か月と 歳 か月の子どもと「ぞうさん」のスタ

ッフ 名、学生 名で遊び、落ち着いた雰囲気で託児を
行うことができた。
　今回は本学の大学祭の期間中に実施したが、コンテス
ト終了後も構内のイベントに参加するなど、参加者にと
っても楽しい一日だったとのコメントもあり、次年度も
大学祭の期間に合わせて実施する方向で進めることを確
認した。
　参加者　瑞穂区役所（民生こども課　古田氏）、瑞穂
区子育てネットワーク「さくらっこ」（小関氏）、本学（山
中・河合・牧野）

・第 回協議／ 月 日（金） ： ～ ： （於名
古屋女子大学）
　第 回協議の協議内容をもとに意見交換が行われ、令
和 年度も引き続き、地域の子育て世帯の支援を目的と
した事業計画を実施することを確認した。具体的な内容
については、新年度に入り次第、実施に向けて準備を進
めることを確認した。
　参加者　瑞穂区役所（民生こども課　橋本氏・岩田
氏）、瑞穂区子育てネットワーク「さくらっこ」（小関氏）、
本学（山中・河合・岡）

　地域の子育て世帯の応援を目的としたレシピコンテス
トを開催した。応募のあった一般 組、学生 組のレシ
ピの中から書類審査を経て、本学での最終審査会には一
般 組、学生 組の計 組が参加した。本学生活環境
学部教員、総合科学研究所所長、地域からの選出者の合
計 名が審査員となり、実際に調理された料理の審査を
行った。
　感染対策として、会場の常時換気、調理中のマスクの
着用を推奨して実施し、挨拶、審査員紹介のあと、
分間の調理が行われた。調理後は参加者によるアピール
タイムがあり、その後審査が開始された。審査結果の発
表で「ナンバー レシピ」には、一般から応募の「まご
わやさしい こどもたのしい　朝ごはん」が選ばれ、そ
の賞品には、電気圧力鍋が贈られた。また参加者同士で
も試食投票を行い、学生の「サバ味噌チーズトーストと
具だくさんコーンスープ」が特別賞に選ばれた。
　なお、本学の生活環境学部生活環境学科、健康科学部
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健康栄養学科の学生もレシピを応募し、栄養はもちろん、
調理の簡単さ、洗い物の少なさ、子どもの食べやすさや
好みなど、忙しい子育て世帯の朝を想定した工夫がこら
された様々なレシピが提案された。
　イベント中は希望者に対して託児を行い、瑞穂区の子
育てネットワーク「ぞうさん」 名が主体となり、本学
の児童教育学部児童教育学科、短期大学部保育学科の学
生 名がボランティアとして参加した。
　多くの学科の教員や学生がそれぞれの専門分野を生か
し、地域貢献活動に参加することができた。
　参加者　応募者 名と付き添い 名、託児 名。
　補助者　瑞穂区役所（福祉部長　杉原氏、民生こども課　
河口氏・橋本氏・岩田氏）、田沢氏（民生委員支部長）、
託児スタッフ「ぞうさん」 名、学生ボランティア 名
（児教 名、保育 名）、本学（渋谷・山中・間宮・牧野）

写真⑭　「最終審査会」の様子

・第 回協議／ 月 日（金）（於名古屋女子大学）
　本年度に実施予定されている連携事業について確認し
た。コロナ禍で中止していた瑞穂保健センターとの共催
事業「若返りきらきらセミナー」は、前年度の打ち合わ
せの際に令和 年度より再開を予定していることを受
け、今後、調整を進めていくことが報告された。また、
継続して実施している児童虐待防止キャンペーンへの学
生参加や、瑞穂区の魅力を発信するパンフレットの発行
等、今後も引き続き連携を進めていくことを確認した。
　また、学園より、令和 年 月から大学共学化、およ
び校名変更に関しての説明がなされ、学園と瑞穂区役所
の包括連携協定書については、適宜内容の見直しや名称
変更などを行うべく、今後、双方で検討を行うことを確
認し、進めることとなった。
　区役所からは、区民に対し、「児童虐待防止オレンジ
リボンキャンペーン」の認知度が低かったことから、今
年度も引き続き本キャンペーンへの参加と協力の要望が

出された。本学からも、大学認証評価、短大承認評価に
おける第三者評価として、瑞穂区役所による名古屋女子
大学図書館の施設評価は重要であるため、引き続き協力
いただきたいとの要望が出された。
　参加者　瑞穂区役所（企画経理課　黒田課長、後藤氏、
地域力推進課　細江氏）、本学（山中・河合・牧野、各務）
・第 回協議／令和 年 月 日（金）（於名古屋女子
大学）
　今年度、 年ぶりに再開となった瑞穂保健センターと
の共催事業「若返りきらきらセミナー」について報告を
行った。また、本事業における令和 年度の実績、およ
び実施された 件の事業の確認、そして、令和 年度
の事業の予定について確認した。
参加者　瑞穂区役所（企画経理課　黒田課長、後藤氏、
地域力推進課　細江氏）、本学（山中・河合・岡、各務）

　令和 年度の「開かれた地域貢献事業」は、上記のよ
うに終了した。
　新型コロナウイルス感染症に関しても「With コロナ」
として感染予防に努め、安全性に配慮等を行いながらも、
瑞穂児童館、瑞穂区役所との共催事業を無事に開催する
ことができた。また、令和元年以降、実施できなかった
瑞穂保健センターとの共催事業についても、今年度は、
高齢者に向けた講座として「若返りきらきらセミナー」
の講座を再開することができた。
　本学の地域における貢献事業も、地域に根差した活動
となり、参加いただいた方々からは高い評価を得ている。
瑞穂保健センター、瑞穂児童館、瑞穂区役所との協議の
場では、今後も各公共施設との交流事業を継続していく
という基本方針が示された。ただし、継続していく上で、
定期的な見直しが必要であることも確認している。今後
も打ち合わせを重ね、事業を継続していけるよう、各公
共施設と協力して取り組んでいきたい。
　少子高齢化の社会の中で、子育て支援や高齢者への講
座開設など、これらの事業を実施したことで地域活性化
のお手伝いができた。また、本学学生のコミュニケーシ
ョン能力についても、地域との関わりをもったことで「社
会人基礎力」を養うためのよい機会となった。今後も残
された課題を解決しながら、より一層発展させていきた
い。
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講演会報告

日時：　令和 年 月 日（金） ： ～ ：
場所：　学校法人越原学園　名古屋女子大学　南 号館 講義室
演題：　AI、ChatGPT の最新状況
講師：　東中竜一郎氏（名古屋大学大学院情報学研究科知能システム学専攻教授）

　昨年に引き続き呼んでいただけて私も驚きました。ぜ
ひ役に立つ最新情報等を教えてくださいとご連絡を受け
ました。そのため、私なりにこの 年結構色々ありまし
たので、その話を共有させていただければと思います。
「AI、ChatGPT に関する最新状況」というテーマとなっ
ています。
　前回私が講演させていただいたのが昨年の 月 日
で、ちょうど 年前でした。その時はGPT- が出た直
後くらいだったと思います。
　本当にそこから色々な技術が出てきました。それにキ
ャッチアップしておかないと、どんどん置いていかれる
ような、そういった時代になってきております。そこ
で、少しでも、今こういう風になっているということを
今日お伝えして、それを踏まえた上で教育であったりご
自身の生活等であったりに役立てていただければと思い
ます。
　お配りした資料には「最新状況」までしか書かれてい
ないと思います。その下に「対話システムを中心に」と
スライドでは書かせていただきました。私の専門が対話
システムなのですが、その分野の話も少し入れたいな
と思います。ChatGPT 等をもちろん使った研究ですが、
まだ難しいところもあるという話も最後にします。講演
時間は ～ 分くらいを予定しています。よろしくお
願いします。
（スライド ）
　皆さんにぜひご紹介したいのはこの新しく出版された
本（『Python と大規模言語モデルで作るリアルタイムマ
ルチモーダル対話システム』）です。大規模言語モデル
を使って人間と対話するようなシステムをどう作るのか
といった本を最近出しました。もしこの話を最後まで聞
いて面白そうだなと思われたら、ぜひ Amazon で購入
いただければなと思います。
（スライド ）
本題に入る前に、昨年度私が 年前ここでどういうお話

をしていたかという簡単なおさらいをします。そして、
そこからどう進歩していったのかという話をしたいと思
います。皆さんの中では、ほとんど 年前にいらっしゃ
った方ばかりかと思います。 、 枚程度で昨年度の話
をして、今回の話にうつりたいと思います。
（スライド ）
　昨年の私がここで示したスライドの最後の方のものを
ここに持ってきました。昨年、私がお話しした内容は、
そもそも生成AI とはなにか、ChatGPT とはどういうも
のかという話です。その後、生成AI が起こしているさ
まざまな課題、例えばフェイクニュースであるとか、倫
理的な諸々の課題、著作権の問題、そういう問題がある
という話をしました。そして、それに対応するために、
今色々な所が出している生成AI に関するガイドライン
についてご紹介しました。そういうものも踏まえて利活
用すると良いというポイントを、色々な人達が示してい
るものがあるため、それを私なりにまとめてご紹介しま
した。最後に、今後の展開がどのようになっていくのか
という話を少ししたと思います。それが一応前回の流れ
でした。
　右に示しているのが人工知能学会の会誌の表紙絵で
す。そのときちょうど生成AI の特集があり、それを
枚の絵で示したものがありました。これを最後のスライ
ドに載せていました。生成AI で非常に有名なこの馬に
乗った宇宙飛行士や、こういう Explainable AI、いろ
いろなキーワードがのっているものを示して、どんどん
広がりを見せているのですという話をしました。実際、
今その通りに広がりを見せているよという話を、今日は
していきます。
（スライド ）
　生成AI とはなんだろなという話をしますが、前回と
同じスライドなので覚えている方もいらっしゃるかもし
れません。生成AI というのは人工知能のことです。生
成的人工知能、または生成AI というのは、プロンプト
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と呼ばれる入力に対して、テキストとか、画像とか、色々
なメディアを生成する、生み出すことができる人工知能
システムの一種です。たくさんのデータから、その中で
の規則性のようなものをデータから学習して、いわゆる
データサイエンス的な手法で学習します。こういうパタ
ーンが多いな、少ないなということを学習しておきます。
それを踏まえて特定の入力から、それに対応するものを
どんどん生み出していくのが生成AI のやっていること
です。生成AI モデルは、入力された大量の訓練データ
の規則性その中にある構造を習得して、同様の似たよう
な特性を持つ新たなデータを生成することができます。
これを英語だとGenerative AI 等と呼び、今世の中でい
ろいろと使われているということです。
（スライド ）
　その中で使われている技術がこのニューラルネットワ
ークという技術です。人間の脳の構造を模したような構
造をコンピュータの中に作って、それを使って生成して
います。脳の中にはこういうニューロンがたくさんあっ
て、繋がって何らかの高度な処理をします。皆さんの頭
の中にもニューロンがたくさんあって、それがまた繋が
り合いながら、例えば目から得た情報を何らかのアクシ
ョンに最終的には対応づけるようなことをしています。
それをコンピュータ上に模して作ったのがこういう構造
です。ここは つしかニューロンがない、非常にシンプ
ルなニューラルネットワークです。しかし、何らかの入
力を入れると、例えばこれまでの対話の文脈を入れるや
猫の画像を入れるなどでいいですが、何かを入れると、
そのときに次に出すべきものとかを学習し、出力します。
例えば、猫の画像を入れると「猫」って出て欲しい、何
らかの対話の文脈を入れると、次の単語を出して欲しい
みたいな形です。これのときにこれを出して欲しいのよ
うに、データを大量に準備すると、この中のニューロン
の繋がりが自動的に学習されていい感じの繋がりが求め
られます。そして、猫の画像を入れると「猫」が出て、
犬を入れると「犬」が出ます。対話の文脈を入れると、
次の単語として適切なものが出ます。これがニューラル
ネットワークの学習の仕方です。これは つしかないで
すが、それを大量に、この線の数のことをパラメーター
数というのです。これが複雑であるほど高度な処理がで
きます。これは今 くらいしか線がないですが、今の
最新のモデルは大体 兆くらいあります。それで高度な
ことをしているわけです。
（スライド ）
　どんなことができるのかというと、画像を入力した場

合に、例えばこういう何もないようなところから、こう
いう城の絵にしたいというようなことを学習することが
できます。そして、徐々に城に近づけていくような学習
をすることによって、画像が最初ノイズだったのが、ど
んどん城のようにきれいになっていきます。そういう入
力と出力の対応関係です。何かしら、少しノイズがある
画像を、少しきれいにするっていうことを、何度も実は
繰り返すのです。結果、何もない所から城みたいなもの
を生み出すことができる。文字、単語を作っていくとい
うのもChatGPT の基本機能です。
（スライド ）
　例えば「the boy went to the …」という後にどうい
う単語が来ますかのようなことを、大量のデータから学
習しておきます。次に park が来やすいや、store が来
やすい、grocery が来やすい、そういう言語の規則性を
学習できているため、こういう棒グラフが書けるわけで
す。この棒グラフの中から、一個選ぶということをして
います。毎回最も確率が高いものを選んでいると、毎回
毎回 park と言ってしまいます。それでは、多様性が生
まれないため、ここでサイコロを転がします。そのサイ
コロというのは、park が一番出やすいけど、store が二
番目に出やすいというサイコロを作って転がすのです。
そうすると、たまにはparkになったりstoreになったり、
restaurant になったりするのです。そして選ばれた単語
をここに入れていくのです。そうすると、例えば「The 
boy went to the restaurant」その次の単語が何かとな
れば、同じ棒グラフを作ってサイコロを転がして選んで
いくというのを繰り返していき文章を作れるのです。こ
れが、生成AI が文章を作っている理屈です。それをこ
ういったニューラルネットワークで実現しています。生
成AI が行っていることは、単純にそれだけです。
（スライド ）
　ChatGPT とは何かと入れると、次に出てくるような
説明文を 単語ずつ次の単語はこれかな、これかな、と
一個ずつ作っていくのです。その結果、こういう回答が
我々の目の前に出てきます。そういったことになってい
るのです。
（スライド ）
　こういう技術が出てきて、皆使い出しました。世の中
が少しずつ変わろうとしてきたというのが、昨年の私が
来た 月 日です。今日が令和 年の 月 日で、
年で何がどのくらい変わったのかという話をしたいと思
います。
（スライド ）
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　主に今回お伝えしたいことが、ここに書いてある
つです。まず ChatGPT が大きく伸びているという

ことです。これはやはり先行者利益ではないですが、
ChatGPT が大変によく使われているのです。他の追
随を許さないということを、まず先にお伝えしたいで
す。そうなのですが、やはり競争が始まっています。
ChatGPT が便利でみんな使っています。そこにビジネ
スが集中してしまうわけですが、同じようなことをたく
らんでいる色々な大きな企業があります。そいうところ
が同じようなChatGPT のようなものを、どんどん出し
てきています。そういった状況となってきています。で
は性能が 年でどう変わったのかというのを、その後に
お伝えします。先程言ったモデルサイズ、モデルサイズ
はパラメーター数のことです。先程 兆とお伝えしまし
たが、どのように変わってきているのかという話をしま
す。そして最近の一番大きな流れは、ビジネス利用の拡
大だと思います。そのあたりも少し触れたいと思います。
あと期待と、今どういう懸念があるのかという話をしま
す。
（スライド ）
　 年で何が変わったかという話としてお伝えしようと
思います。これが前半部分の話になります。
（スライド ）
　ChatGPT、非常に伸びているという話でした。そん
なに気付かないかもしれないですが、どんどんユーザー
が増えていることは確実です。こちらはつい最近 月
日のニュースです。ChatGPT の瞬間アクティブユーザ
ーが 憶人になったというニュースがありました。 年
足らずで倍増しているということです。非常に多くのユ
ーザー数、色々な人が使っている状況になってきて、本
当に一般化しはじめているということが言えます。
（スライド ）
　次のページに、伸びのグラフを書いてあります。ここ
で公開されたとき、公開されて、一回伸びて、ちょっと
停滞しています。また最近伸びた感じが分かると思いま
す。それで、このあたりで何が起こっているかといいま
すと、スマートフォンのアプリが提供されて、パソコン
だけではなく、みんなが使えるようになった、どこでも
使えるようになったのがまず大きいポイントです。あと
はマルチモーダルに対応したことです。これは後で出て
きますが、入力がテキストだけでなく、画像も入れられ
るようになりました。色々な新しい展開が生まれるよう
になりました。例えば、「こういうレイアウトの何か作
って」みたいに言ったとき、写真を出すとそのように作

ってくれるような機能が出てきています。入力がテキス
トだけでは限界がありました。マルチモーダルに対応す
ることによって、非常に大きな広がりを見せてユーザー
が増えています。
　さらに、我々のようなエンジニアにとって一番重要か
もしれないのが、高速なモデルや API というプログラ
ムとのやり取りの機能です。そういうものが、非常に充
実してきたというのがあります。やはり遅いとたくさん
使えないです。色々な機能を呼び出したいが、返ってく
るまでに、 秒かかるのでは、プログラムとしてうまく
動かなくなってしまいます。一瞬で答えが返ってくるよ
うにする。そういうことも、やっぱりビジネス面では非
常に重要というわけです。最初の方は、わりとこの辺り
は、OpenAI 社はずっと高速なモデルを作ることに結構
注力していたと思います。実際それを実現して、色々な
人が高速に何度も繰り返し呼び出すようなそういった枠
組みを作りました。それによって、本当に大量に使われ
るようになったということが分かります。この右側が、
どれくらいChatGPT が強いのかというのを示していま
す。これが ChatGPT がどれくらい使われているか、最
近どのくらいアクセスがあったかというのを示していま
す。
　 番目が「Gemini」です。Google が出している生成
AI です。その後が「Character ai」、キャラクターに特
化したAI です。「Claude」というのが、ChatGPT の元々
OpenAI にいた人が作った新たな会社で、そこが作って
いる生成AI です。日本語には結構強いと言われていま
す。これを考えるとまだまだChatGPT 一強だというこ
とが分かります。非常にどんどん性能を伸ばしているこ
とも背後にあるということです。
　最近、ニュースでChatGPT のユーザー数がすごく減
ったというニュースが流れたことを聞いた人もいるかも
しれません。それは誤報でした。急に落ちたようなこと
を言われていましたが、実は伸びていたということです。
これを踏まえて少しお話しします。
（スライド ）
　私も ChatGPT を色々なところで使っています。この
間リトアニアに行く機会がありました。リトアニアの公
園の中にこういうモニュメントがありました。リトアニ
ア語分かる人がいたら解読してほしいですが、何かなと
思って写真を撮って、何て書いてあるのかと聞くと、ち
ゃんと答えてくれました。ここに「何て書いてあります
か？」、これ、私が入れたものですが、そう聞くと、「そ
の画像に書かれているテキストはリトアニア語です。以
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下のように解釈できます。」上の部分は「我々は祖国の
ために死んだ」。下の部分は、「誰もこれ以上の愛を持っ
ていない」等が書いてあることが分かりました。
　私はこの出張中に何度もChatGPT 使いました。これ
は、従来はできなかったことです。そもそもリトアニア
語をどうやって入れればいいか分からなかったです。マ
ルチモーダル対応したことによって、色々なところで写
真を撮って、これ何とか、どういう意味であるかと聞く
と、立ちどころに答えてくれます。これは非常に便利で、
色々な人が使うだろうなと思いました。
（スライド ）
　一方で、競争もはじまっています。先程いくつか紹介
しましたが、これらはこれからどんどん伸びていくだろ
うと思います。「Gemini」は、性能がかなりいいと言わ
れています。ChatGPT が色々なところで先行していま
すが、色々なところがChatGPT のようなモデルを出し
てきています。それらが、これらの有名な大規模言語モ
デルになります。名前だけでも覚えて帰ってもらうとい
いかなと思って書いておきました。Google が出してい
るのが「Gemini」です。これはよくウェブの広告でも
出てくると思います。あと「Gemma」というものも出
ています。これは少し小さいモデルですが、非常に小回
りのきくいいモデルだと言われています。
　あとMeta 社は「Llama」というすごく有名なモデル
を出しています。これはオープンソースなので研究者
は大体使うことが多いです。Google の「Gemini」と
か ChatGPT は、やっぱりクローズドモデルのため、皆
が自由に使えません。研究者が自由に使っていいの
は「Llama」が有名です。我々はこれを多く使ってい
ます。「Anthropic」これは OpenAI のスピンオフみた
いな会社です。そこが出している「Claude」を使われ
ている方も結構いるかなと思います。文章生成能力が
かなり高いと言われています。私の学生も「Claude」
と ChatGPT 両方使いこなしながら論文を書いている
といった状況になっています。あと「xAI」、これは
Twitter、Ｘの会社が出しているもので、わりと最近良
くなってきているといわれています。あと「NVIDIA」
というのがGPU、深層学習のためのCPUのようなもの
を作っている会社ですが、そこもかなり良いモデルを出
しています。まだ有名ではないですが、少なくとも上の
つは覚えてもらえば良いかなと思います。これからど

んどん出てくると思います。研究されている方、お手元
で何か試したい方は「Llama」が良いと思います。
（スライド ）

　どのくらいの性能であるか。最近のモデルはどのく
らいの能力かということをお伝えしたいと思います。
「Chabot Arena」という有名なサイトがあります。そこ
で色々な人が、色々なモデルを試すことができます。そ
ういうウェブサイトがあります。そこで色々な人が入力
して出力されるものを見て点数付けをします。その点数
をもとに集計した結果のランキングになっているサイト
です。それを見て、何が今一番強いのかなというのを確
認するということを、我々が最近よくやっています。こ
うして見ると、ここで一番上のスコアが「Gemini」と
いうことが分かります。これは Google の「Gemini」
です。能力的にはこの「Elo Score」というものがあり
ます。これは「勝率」を示していて、「Chabot Arena」
というのはArena と書いてある通り、対決ができます。
あるモデルと、あるモデルを対決させてどっちの出力が
良いかというのを、ウェブサイトを訪れた人が、こっち
が良い、あっちが良いとか選びます。それにどれくらい
勝ったのかということを示しているスコアです。それに
よると「Gemini」の方が、今はChatGPT よりも良いと
いうことです。非常に僅差で何とも言えないところはあ
ります。あと「Grok」、これがＸの作っているものです。
GPT- o、GPT- o mini、「Claude」になっています。こ
の辺りの商用モデル、proprietary というのは商用モデ
ルという意味です。企業ががんばって作っているモデル
が、上位を独占していることが分かります。
　ここに「Llama」が入っています。一番我々が使いや
すいモデルです。それがこの辺りにあります。これが大
きいモデルです。研究室では多分動かすのが無理なレベ
ルです。パラメーター数で言うと , 億です。普通の
計算機ではなかなか動かない感じのモデルになっていま
す。ここに「Arena Hard Auto」と書いてあります。こ
れが色々な難しい問題で、「Arena Hard Auto」という
のはここに書いてあるような、こういう難しい問題にど
れくらいちゃんと答えられたかというのを示したスコア
になります。例えば、「Fizz Buzz」と呼ばれるプログラ
ミングの特定の課題があります。それを「Perl」という
言語のスクリプトで書いて、それをシェイクスピアのス
タイルで注釈せよといった無理難題、難しい課題をやら
せます。こういった課題ばかりの入った、難しいテスト
問題集のようなものがあります。それをやらせると、ど
れくらい解けるかというのを示しています。GPT- だ
と大体 点くらい解けるということです。この辺りは、
まだスコアが出せていないので空欄になっています。
割くらいです。このMMLUというのも、この業界では
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有名なテスト問題集です。これは読解問題がほとんどで
す。LU は Language understand の略でして、こうい
う問題よりもう少し簡単な、わりと人間であれば解きや
すいシンプルな問題がたくさん入っています。何点くら
い解けるかというと、 点や 点くらいのスコアにな
っています。
（スライド ）
　そして、 年くらい前のモデルが、大体今どれくらい
のスコアなのかというと、これをずっと下にスクロー
ルしていくと出てきます。我々がすごく馴染みのある
GPT .  Turbo という、私もよく使っていました 年く
らい前のモデルですが、「Arena Hard Auto」のスコア、
点くらいです。簡単に言うと、 年間で 倍くらい

難しい問題が解ける能力が上がったということです。そ
して、ちょっと下の方にGPT .  Turbo 、これより
少しだけ前のモデルがあります。それよりも難しい問題
を解く能力が . 倍、簡単な問題の方は元々 点取れて
いたため、あまり伸びがないです。しかし、 . 倍くら
いGPTについては性能が上がっているということです。
地道にじりじりじりじりと性能が上がっています。最近
では、高度な問題も解けるようになっています。これを
しっかりと解ける人間はそんなにも大勢いないと思いま
す。そもそもシェイクスピアのスタイルで注釈を付ける
と言われても分からないです。つまり、そういうことも
できるようになってきています。
（スライド ）
　日本語はどうなのかということですが、日本語のだけ
を抜粋したランキングもあります。興味ある方はそちら
をみていただければと思います。日本語の場合、テスト
問題集が違います。ある特定の問題集で実施すると、一
番いいのが、「Claude」です。GPT- の色々なバージョ
ンが並びます。あと「Llama」もわりと良くなっています。
「Llama」の一番大きなモデルが一番良いということで
す。こういったスコアになっているということを知って
ください。レベル感としては、 年前から言えば、人間
が解くような難しい問題に限って言えば、 倍くらい頭
が良くなっています。 点くらい取れるようになった
ということです。
（スライド ）
　モデルのサイズ、パラメーターの数はどれくらいにな
っているかというと、GPT- はちょうど、私が昨年来た
ちょっと前くらいに出たもので、実はそこからサイズ感
はそんなに変わってないです。このモデルは大体 . 兆
というのが、つい先日研究者が言ってしまったことから

発覚しました。大体これくらいのサイズ感であることが
分かりました。
　 . 兆の線、ニューラルネットワークを使って、答え
を導き出しているのです。GPT- . は , 億という風
に言われているので、そこからするとちょうど 倍く
らいのサイズになっていたということが分かったわけで
す。「Gemini」は . 兆、「Claude 」だと 兆くらいの
パラメーターがあります。かなりサイズ感的には拮抗し
ています。ここから何が勝敗を分けていくかというと、
やはりどれくらい社会に使われるようになっていくのか
というのが、これから勝敗を分けていくことになってい
る段階だと思います。「Olympus」というのはAmazon
が出しているモデルで、それほど有名ではないです。今
後のモデルは、ひょっとしたらこれくらいの大きさにな
るのではないかということがこの図では書かれていま
す。
　日本語も、日本語専用モデルのようなものを日本人が
頑張って作っています。日本の中で LLM-jp というプロ
ジェクトが立ち上がっていて、情報学研究所の黒橋先生
という、元々京大の先生をされていた方が、今トップに
なっています。日本語特化のモデルを今作ろうとしてい
ます。それが今（資料の）ここです、と言っています。
これが , 憶くらいのパラメーターのモデルができま
したというのが、つい先日発表がありました。この同じ
サイズ感というと、これがちょうどChatGPT が出たて
のGPT- . くらいのサイズ感になっています。GPT- か
らは、まだまだ追随をできないような感じになっていま
す。日本も頑張ってやっているということを説明してお
きたいと思います。
（スライド ）
　そして、モデルは大きければいいかというと、そのよ
うなことはありません。このパラメーター数が無茶苦茶
あると、それを全部コンピュータの中のメモリに格納し
てから処理しないといけないのです。そうすると ,
億とか、 兆くらいの値を、まずそもそもコンピュータ
が読み込まないと処理ができないです。 兆個の値をコ
ンピュータのメモリに入れることは大変難しいです。す
ごく大きい、高いコンピュータではないと動かないです。
小さくしないとビジネスとしてスケールしないです。小
さくても良いモデルというものを作ろうという動きが、
最近は非常に活発になされています。
（スライド ）
　そのやり方っていうのが、一つは蒸留という方法です。
これを使ったモデルがいくつも出てきています。GPT-
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o mini という名前を聞いたことがある方もいると思い
ます。これは恐らく蒸留されているモデルだと思いま
す。蒸留とは何かというと、すごく大きな賢いモデルが
記憶した内容を、学習データとして学習した小さいモデ
ルのことです。すごく賢い人の入出力を見聞きして、門
前の小僧ではないですが、それを学んでそれっぽくして
あげることによって、小さいけど大人っぽいことを言う
ようなモデルが作れるのは蒸留という手法です。GPT-
o mini は恐らくそれを行っています。非常に小さくて
速い、かつ性能も悪くないというモデルが出てきていま
す。こういったモデルが、商用利用に非常に向いていま
す。今OpenAI がどんどん伸びている理由の一つにな
っていると思います。
　あと、よく整備されたデータで学習したモデルという
ものも多く出てきています。何でもいいから、とにかく
入れて学習させればいいというのが、最初の流れだった
のですが、それよりデータをしっかり良いもの、きれい
にして、ノイズが少ないものにしてやった方が効率よく
学習できることが分かってきました。そのため、最近は
データをまずきれいにして、そのきれいなデータでしっ
かり学習した方が、小さいモデルであってもしっかりと
学習できるということも分かってきています。この つ
の流れで、小さくて良いモデルがどんどん出てくるよう
になっています。
　これは日本語でのモデルの比較です。二つのスコア
があります。一つは言語能力、もう一つは人間の言
うことを聞くかというアライメント能力と呼ばれるも
のです。プロットしたものですが、もちろんこの辺り
に ChatGPT がたまっています。両方とも能力高いで
す。その少し下くらいに 億しかパラメーターがな
い「Llama」のモデル、 兆に比べたらよっぽど少な
いですが、かなり拮抗した能力を持っています。あと
「Qwen」、これはアリババが出しているモデルです。こ
れも 億しかないです。 兆から比較するとよっぽど
少ないわけですが、そういうのもこれくらい能力は担保
しているということです。小さいモデルで、我々が動か
せる計算機くらいでも、それなりの性能が出るものがど
んどん出されているということをお伝えしたいと思いま
す。
（スライド ）
　あと商用モデルが跋扈しすぎると、研究者がなかなか
太刀打ちできないということがありますので、最近はオ
ープンモデル「Llama」をベースとした Llama 系のモ
デルがどんどん出てきています。それらの改善がなされ

ていて、能力差が徐々に縮まっています。モデルが小さ
く賢くなる、かつそれをみんなが使えるようになるとい
うことを志向した動きというのが世の中に出てきていま
す。OpenAI 一強の時代が、いつかこの辺りまで行くと
終わるかもしれないということです。それまでにビジネ
スが確立されていたりすると、なかなか太刀打ちできな
くなるかもしれない。OpenAI で作ってしまっているの
で戻せません、変えられませんということもあるかなと
いう気はします。
（スライド ）
　最近はですね、大規模言語モデルを前提としたサービ
スが無茶苦茶たくさん出ています。これがOpenAI の
成功の要因だと思います。例えばこれは「Dify」という
サービスです。内部にたくさんの大規模言語モデルを組
み合わせることができます。パズルのような形で自分自
身のアプリケーションが作れるといったサービスです。
例えば、特定の業界向けのChatbot と AI アシスタント
をこのサイトで作れます。何が書いてあるかというと「
分以内にある特定の領域のドメイン知識を組み込んだカ
スタマイズされたChatbotやAIアシスタントを展開し、
人間とAI の協働を先導します」ということを 分でで
きますと言っているわけです。中に色々な大規模言語モ
デルが入っていて、それをうまく組み合わせるとこうい
うことができます。あとは長さの制限なしでどのような
長い文章でも入れて、そこからドキュメントが作れます。
このようなことです。こういうアプリケーションの例が、
たくさんこのサイトに行けば載っています。中で何が動
いているかというと、大規模言語モデルがたくさん動い
ています。色々な言語モデルが組み合わさって、特定の
こういう機能を実現しています。そういったサイトが、
非常に人気を得ています。
（スライド ）
　もう一つ非常に有名なweb サービスです。「v （ブイ
ゼロ）」というのを聞いたことがある人はいますでしょ
うか。ホームページやそういったものを開発、デザイン
する人向けではあります。プロンプトを書くとweb サ
イトが作れます。非常にきれいなウェブサイトが作れま
す。これ私の研究室のウェブサイトを作ってもらった例
になります。ここに大学の研究室のランディングページ、
トップページを作ってくださいと書きました。そうする
と、こういうのを作りますと言って色々な作り方を書い
て、実際プログラムに落としてこういうページを出して
くれます。最初は何とか大学研究室など適当に書いてあ
りました。さらに私は、「東中研究室」という名前にし
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てくださいと言うと、「東中研究室にようこそ」と入れ
てくれました。そして、どこから抽出したか分かりませ
んが、勝手に研究分野・対話システムと拾ってきて、そ
れまでも入れてくれました。私のweb サイトができて
しまいました。これはボタン一つでネットに公開できる
ようなサービスです。ご自身のプロジェクトや、何かし
らこういう公開したものがあったら、このサイトで少し
プロンプトを打つと良いです。本当にカスタマイズした
かったならば、Javascript の知識があった方がいいです。
ただ、なくても中でたくさん言語モデルが動いていて、
こういった場合にはこういうコードを書いたら良いと中
で勝手に動いて、非常に見た目も良いウェブサイトを、
誰でも作れるということが実現されて非常に話題になっ
ています。みんなでこれを最近使ってサイト等を作って
います。
（スライド ）
　さらに発展させて、これはすごく最近の論文から拾っ
てきました。ウェブサイトとかでなく、これはもう大規
模言語モデルに研究させてしまおうという話です。もう
最近は、人間より良いのではないかと言われているとい
う話です。これが、AI が実際に論文を書く流れを示し
ています。この一個一個のブロックが、大規模言語モデ
ルが動いているところです。 、 個くらいの大規
模言語モデルが組み合わさって、最終的に論文を仕上げ
るということをやっているパイプラインになっていま
す。最初に、LLM Idea/Plan Innovation、まずアイデ
アをたくさん発想させます。トピックは与えます。例え
ば「大規模言語モデルの改善」のようなトピックを与え
ます。それを改善するためのアイデアのようなものを、
数千個くらいつくります。アイデアというのは何かとい
うと、どういうことをするかという目的や関連研究、そ
れを確かめるための実験プランです。そういったものを
生成するのが、Idea Generation と言います。そういっ
たことを LLMにさせます。大規模言語モデルにさせる
のです。そのあとNovelty Check、自分自身でこの研
究プランが良いか悪いかを自分自身で判断させます。過
去の色々なアブストラクトみたいなものも、一緒にデー
タとして与えます。これが新しいのかどうかということ
を、大規模言語モデルが色々な所を参照しながら判断
します。最終的にそのアイデアを並び替えます。「この
アイデアの方がこっちより良い」のように、並び替えま
す。そうした後に、それを実際に試してみようと実験を
します。ということもAI がやってしまう、ということ
です。Experiment Template という特定の実験をする

ための形式に落とし込むことが必要です。落とし込んだ
上で目的からプログラムを自動的に走らせる、aider と
いう大規模言語モデルでつくられたツールがあります。
それを走らせて、実際に実験の結果まで得るということ
もします。ここで考えたアイデアの実験を、大規模言語
モデルが自分自身で実行します。そして結果を得るので
す。結果うまくいかなかったら修正します。そして、そ
れをNumerical Data/plots というところでグラフ化し
て、最後に特定の論文のテンプレートに、その情報を
全部流し込んで最後に論文を書くのです。これは Paper 
Write-Up のところですることです。そして論文を書き
ます。論文がいい論文かということを、さらに自分自身
で評価します。これが LLM Paper Reviewing と書いて
ありますが、実際のこれまでの人間のレビュー等を参考
にしながら、この論文はどれくらいの点数か大規模言語
モデルが自分自身で点数付けをします。最近は大規模言
語モデルが点数付けするのが当たり前になってきていま
す。しかもそれが人間並みの精度を持っているというこ
とが分かってきています。人間がやるスコアと同じくら
いのスコアを出します。それで何点以上ならOKかとい
うことで、最終的に論文が出来上がるのです。
（スライド ）
　こういうパイプラインを経て、このような論文が書き
あがるのです。これはわりとしっかり読んで、ちょっと
した変なところも多分あると思います。しかし、それな
りのフォーマットを満たしています。AI のレビューイ
ングによると、結構良いスコアが出ています。こういう
形で、AI が色々なそれぞれのパートパートを実現する
AI が組み合わさっています。こういうパイプラインを
経て人間のような、人間にしかできないと思われていた
研究のようなことをやっているというのが実情です。
（スライド ）
　さらに、これは昨日か一昨日くらいに出た論文から持
ってきました。研究のプロポーザルをAI に書いてもら
おうというものです。研究するのと同じような流れの研
究です。それで実際何が分かったかというと、これは
AI が書いたプロポーザルと、人間が作ったプロポーザ
ルとを比較しています。人間が書いたプロポーザルを人
間が評価した場合、 . 点でした。何段階か忘れました
が、AI が作ったものを人間が評価すると . 点でした。
すでに、人間よりもより良いアイデアと人間が認知する
ようなアイデアが生み出されているということです。ま
あ少しプロミッシングなのは、AI が作ったアイデアを
人間がこちらの方が良いなと思って並び替えることによ
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って、上澄みを良くすることができて、少しスコアが上
がることも分かっているわけです。人間がやっているこ
とより、AI が生み出しているプロポーザルの方が、人
間が見ても良いというような状況になっています。こう
いうのを見て思うのは、やっぱり人間がやるべきことは
何なのか、研究ですらAI の方ができているのではない
のかということです。そういったことが、徐々に色々な
研究で分かってきているということです。先ほどの論文
の最後の方に、人間の研究者にどういう影響があるかと
いうことを書いた章がありました。そこから、いくつか
おもしろそうなパートを持ってきました。大規模言語モ
デル等のAI を、この社会的システムに取り入れること
で、予期せぬ結果を招く可能性があります。AI に過度
に依存すると、人間の独創的な思考が減少する恐れがあ
ります。一方で、LLMを使ったアイデア創出が増える
と、人間同士が協力してアイデアを磨き広げる機会が減
るかもしれません。そのたあたりが懸念されています。
こういったリスクを軽減するためには、新しい形の人間
とAI の協力関係を模索する必要があるのではないかと
いわれています。私達の研究結果によると、AI が作成
したアイデアを人間が再評価する、並び替えるというア
プローチでも非常に効果がある、性能が上がるというこ
とが示されています。人間は中間的なフィードバックを
提供したり、AI によって生まれたアイデアを発展させ
るためにインスピレーションとして活用したり、自分の
専門知識を活かす等を行うと良いのではないかと書かれ
ています。人間だけでやっていると、もはや限界ではな
いのかということです。AI と協力してやっていかない
と、もはやAI に負けていますというようなことが書か
れています。これが今の状況、まさにここ 週間ぐらい
の研究がいくつか出てきています。最新状況としてお伝
えさせていただきます。
（スライド ）
　これが最初のパートの最後のスライドです。前回配っ
たHype Cycle も持ってきています。生成AI というの
は、今過度な期待のピーク期にありますという話をしま
した。その生成AI も色々なカテゴリ、色々な技術に分
かれています。生成AI に特化したもののHype Cycle
が先日出てきたのでそれを持ってきました。大規模言語
モデル単体といったものは、減滅期に入ろうとしていま
す。それを使った色々なアプリケーションがこれからど
んどん生まれはじめています。これからどんどん使われ
ていき、いくつかが定着していくという感じかなと思い
ます。一部分は、こんなことしかできないのねと思う人

もいるかもしれません。そこから派生した、先程のよう
に例えば科学に使うやアプリケーション作成に使うとい
った用法が、どんどん生み出されてきています。そうい
ったものが、今後広がりを見せていくのではないかと思
います。
（スライド ）
　ちょっと暗い話になってしまいました。しかし、これ
からはAI そんなに賢くないという人間の尊厳を取り戻
したいと思います。
（スライド ）
　その話をするために、私がやっている研究分野、対話
システムの話をさせていただきます。対話システムと
はどういう分野かといいますと、このように ChatGPT
も入ります。基本的に人間と言葉でやり取りをするコ
ンピュータの分野を対話システムといいます。Siri や
Alexa、Peppe、ChatGPT も含めて言葉でやり取りをす
るといったシステムのことを対話システム呼んでいま
す。これをいかに賢くできるかというのが、私がやって
いる研究になります。もちろん ChatGPT は、先程説明
したように本当に様々な機能があります。一部では人間
の研究能力すら凌駕するような能力があります。世の中
で、実際音声で、例えばこういったロボットと話してい
る人いますかというと、そんなにいないわけです。そこ
ではまだまだギャップがあります。
（スライド ）
　これは 年に Apple が作ったコンセプトムービー
です。これが、Siri が目指しているような対話システム
の形なのです。少し最初に見てもらおうと思います。研
究者がみんな、こういうもの作れたらいいなという理想
的な対話システムの様子です。少し共有しておきたいと
思います。

（動画視聴）
対話システム「メッセージが 件あります。先生の研究
員チームがグアテマラから連絡してきました。大学 年
生のロバート・ジョーダンが期末レポートの提出を再延
長してもらいたいとのこと。そして最後に、先生の…」
人間「日曜の父さんの誕生パーティーを忘れるなだろ」
対話システム「今日の 時に、学部内の昼食会があり
ます。 時にキャシーを飛行場まで連れていき、 時
分からアマゾン雨林における森林伐採について講義

です。」
人間「わかった。前期からの講義ノートを見せてくれた
まえ。…だめだ、これじゃ十分じゃないな。もっと最近
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の文献を見直そう。まだ読んでない新しい論文を出して
くれ」
対話システム「専門誌からですか？」
人間「そうだ」
対話システム「先生の友人のジル・ギルバート女史が発
表した論文があります。アマゾンの雨林伐採がサハラ砂
漠以南の雨量にどんな影響を及ぼすか、さらに干ばつが
どのようにアフリカの食糧生産に影響し、食糧輸入を増
加させるか述べています」
人間「ジルに連絡して」
対話システム「連絡しましたがただいま席を外していま
す。先生から電話があったというメッセージは残してお
きました」
人間「OK。そうだ、フレセン博士とかいった人が 年
ほど前ジルの研究に真っ向から反対した論文を発表して
いたと思うんだがな」
対話システム「ウプサラ大学のフレミング博士です。

年 月 日のアースサイエンス誌の中でその論文
を発表しました」
人間「そうだそうだ。森林伐採によって外気に放出され
る二酸化炭素の量をジルが予測したんだが…」

　はい、このような感じのシステムが 年ぐらい前に
Apple がビジョンとして出しました。このようなシステ
ムができたらいいなと、対話システムとしてはなかなか
完成形だなと思って色々な人が目指しています。一部で
きないこともないですが、こういったものができるには
まだまだやらなきゃいけないことがあります。
（スライド ）
　これは私がよく作っているシステムの構成図です。こ
れは少しややこしいので説明します。今のほとんどのシ
ステム、特に予約をするやレストランを検索する、仕事
する系のシステムはこういう作り方をしていることを紹
介します。ユーザーが何か言うと音声認識されます。そ
れが一体どういう意図をもっているかというのを推定し
ます。例えば、これはインド料理のレストランに行きた
いという例です。レストランのタイプは、インド料理と
いうのが理解されます。これを踏まえて、この場でユー
ザーが色々と言ってきたことを踏まえた、最終的なユー
ザーがやりたいことを推定します。私が、このインド料
理のレストランに行きたいと言っていた前に、例えば安
いところが良いと言っていたとします。それも踏まえて
フードタイプはインド料理で、値段のレンジは安いとい
うのを推定するのがこの部分です。それを踏まえてレス

トランデータベースを検索してレストランを見つけて、
レストランが多く見つかった場合、例えばエリアの質問
や次に何をするかということを判断します。場所を聞こ
うと判断して、例えばエリアの質問をします。エリアは
どちらでしょうかと言って音声で私に伝えると、こうい
ったことをくるくる回すと対話ができるというのがこう
いったシステムを作る定石です。そういったシステムも
最近は大規模言語モデルを使って結構変わってきている
ということをここで示しています。
（スライド ）
　今説明したのがこれです。すごく古い方法として示さ
れています。最近はこういうやり方になっていますとい
うことです。これはエージェントになります。これに全
部丸投げして、適当に考えてレストランを予約するとい
うような仕組みです。これは最初の上の方は、パイプラ
インシステムと呼ばれています。色々な先程のAI サイ
エンスみたいに部品が繋がって、最終的にレストランを
検索するのです。これをパイプラインとして実装すると、
こういうそれぞれの部品というのを、それぞれの学習デ
ータ、学ぶべきデータというのを作ります。それを使っ
て学習するということをやっていたのです。それを不要
にするのが、このエージェントアプローチというのが流
行です。ユーザーが何かを発言することで、自分でこの
外部 API を呼べば良いや、このときこの情報がないと
答えられないなとかいうのを自分で考えてやり取りをし
てレストランを検索する、予約をするということをしま
す。学習データが不要になってきているということを示
しています。これは何を言おうとしているかというと、
色々な分野で学習データなしにアプリケーションが作れ
るようになってきたということです。レストラン検索と
かずっと我々やってきたのは、学習データがそれしかな
かったからです。しかし、これからは全然学習データが
ない分野であっても、こういった話ができるエージェン
トというものができてくる可能性があります。そのため
に、必要なのはタスク定義だけです。このタスクは、こ
ういう機能が必要でこういうふうに組み合わせれば良い
ですよということをこのエージェントに教えます。それ
によって、様々なタスクが実現できるようになってきた
というのが今の流れです。今は本当にごく限られた予約
しかできないですが、これからおそらく色々な分野での
色々な仕事というのが、こういったシステムに置き換わ
っていく可能性があるということです。
（スライド ）
　今は大体GPT- 使ってもこういうレストラン予約を
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％くらいしかできないです。徐々に性能は上がってい
くのではないかと思っています。 ％というのは券売機
でいうと 回に 回しか券売機の切符が買えないくらい
のスコアなのでまだまだ低いと思って安心して良いで
す。これが 割 分くらいになってくると、そろそろ対
話システムでも良いかなとなってくると思います。
（スライド ）
　お仕事する系のシステム以外にも、もうひとつカテゴ
リがあります。雑談するシステムというものもあります。
私も結構やっています。最近は大規模言語モデルを使っ
て、入力に対してその応答を出力するようなシステムが
主流になってきました。昔は手書きのルールを使って応
答していました。例えば、こういう入力をユーザーが言
ったときに、システムはこういう応答をしましょうとい
うことをたくさん手で書きます。私もこういうのを
万個書きました。書いたのですが、もう今の大規模言語
モデルの性能には遠く及ばないという形です。今は大規
模言語モデル一強という感じではあります。
（スライド ）
　その性能はどれくらいかというと、雑談をするには十
分なレベルになっています。大体GPT- を使うと、
点満点中 . 点くらいの雑談ができるくらいになってい
ます。これは大規模言語モデルなので当たり前です。言
葉の繋がりがうまい人なので雑談はすごくできます。
（スライド ）
　さらに最近は雑談モデルがどんどん進化しています。
どう進化しているかですが、自分自身で会話しながら進
化していきます。それが結構今大きな流れになっていま
す。この従来手法、ShareGPT というサイトがあります。
これはみなさんのChatGPTのログがあると思いますが、
それを、シェアボタンを押してシェアされたデータがあ
るところで集積されています。そのデータセットの名前
を ShareGPT と言います。これは人間とChatGPT が話
した記録を学習源にして、人間とより良く話せるように
したモデルが従来作られていました。
　これであれば、人間がこの ChatGPT と話して大量
のデータを蓄積しないといけないので大変です。この
ChatGPT に人間役をやってもらい、それとChatGPT と
話してもらって、この会話を情報源としてシステムを作
っていこうというアイデアについになりました。これは
人間ではないため、少し人間くささがないという問題が
あります。最近の研究では、この ShareGPT から、ま
ず人間らしく話すモデルを一つ作り、それと ChatGPT
と会話させます。そして、ここでたくさんの人間らしい

会話を生み出して、それをもとに雑談能力をさらに高め
るということをします。それが結構性能が上がるという
ことが分かっています。自分自身でどんどん良くするこ
とができるということです。この PlatoLM- b という、
これ 億のみのパラメーターがないモデルです。その
能力はGPT- . と匹敵するくらいで、これを使うと高め
ることができます。GPT- . というのは、 憶のパラ
メーターがあります。それと同程度にたかだか 憶の
パラメーターで、性能が出ますよというのがこの研究の
おもしろいところです。最近の対話システム研究の大き
な流れというのは、システム同士で会話させて能力を高
めるというところに来ています。
（スライド ）
　ですが、ここで言っておきたいのは、雑談と言ってい
ますが、本当に限られた範囲でしか今のChatGPT の能
力は計られていないというところに気を付けておく必要
があると思っています。我々の会話ですが色々なところ
で行っています。交通機関の中で、学校で、施設で、屋
外でレジャー活動をしながら、色々なところで会話って
やっています。これ我々が会話の中で色々な状況でどう
いう会話が行われているか分析した結果です。例えば交
通機関、電車の中やバスの中ではナラティブが多いです。
自分の身の回りの話をしていることが多いとかです。レ
ジャー活動だと依頼をしていたり、Involvement とい
う要素が多かったり、提案が多かったりします。バーベ
キューとかだとそうなります。今のChatGPT をレジャ
ー活動の中にぽいっと置いたときに、何も話せないわけ
です。肉を焼いているわけではないです。そのときの状
況をちゃんと踏まえて話すことができるわけではない。
徐々に賢くなってはいます。それは言葉だけのやり取り
を繰り返して、人間らしいものを生み出しているにすぎ
ないというところを十分に踏まえておかないといけませ
ん。何でもできてしまうと思ってしまうかもしれません。
本当にたくさんの会話の状況を見過ごしてきているとい
うことが、最近結構この業界で言われています。家の中
に置いたときに、ちゃんと話せるのか、また、例えば仲
間内の 人くらいの中にChatGPTを急に置いたときに、
どうなるのかと言われたら、それは何もできないわけで
す。その状況が全くわからないし、人間関係も分からな
いし、本当に何も分からない状態です。そこをどうする
かというのが、これからの課題になっていくわけです。
その知識をChatGPTは持ち得ていないというわけです。
（スライド ）
　さて、私がやっているコンペティションを少し紹介し
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たいと思います。私は対話システムの能力を高めるため
には色々な人が、色々な取り組みをしなければいけない
と思っています。いわゆるコンペをしています。これが、
私がやっているコンペのイメージ図です。対話システム
と人間が話している様子を、こういうライブ会場のよう
なところで行います。みんなで見て、さっきのシステム
良かったなど、システムが良くなかったよねとかみんな
で評価し合うようなコンペをすると、こういったシステ
ムの能力がもっと高められるのではないかと思っていま
す。そういったことをやっています。これが実際の様子
です。学会の シーンですけど、話す人がいて、システ
ムがいて、話していて、みんなが見て、Google フォー
ムで評価するというイベントをやっています。この能力
が、今どのくらいなのかというとChatGPT が当然中で
使われています。それを使ってどれくらい人間らしい会
話が今できているのかというところを測ろうとしていま
す。
（スライド ）
　そのときにまた色々な設定が必要で、先程たくさん
の会話状況があると言いました。そういった状況の一
つを取り上げて、ChatGPT 等に対話させるということ
をやっています。これが前回のコンペで使ったシチュ
エーションです。このシチュエーションに合うように
ChatGPT にちゃんと話せよと伝える内容です。システ
ムはシズカさんという女性です。ユーザーがユウキさん
です。年齢 歳で、両方とも大学 年生、同じ大学の
映画サークルの友人同士です。当日の授業後のカフェで
打ち合わせをしています。話題は何かというと、映画サ
ークルの顧問の教員が交代して、今月から新しく顧問と
なった小林先生の歓迎会の企画をしたいと考えているユ
ウキに対して、同じ映画サークルの友人シズカに、歓迎
会について相談しようとしているというシチュエーショ
ンです。かなり狭まったシチュエーションで、人間関係
もあります。ここに細かく書いてあります。どちらかは
結構大きなパーティーをしたいと思っています。もう片
方は、もうちょっとこじんまりしたパーティーをしたい
という心づもりがあります。そういうときに、人間らし
い対話がちゃんとできるかというものを測っているコン
ペになります。その様子を少しお見せしようと思います。
（スライド ）

（動画視聴）
ユウキ「そろそろ準備しないとね」
シズカ「そうだね、ユウキ。まずは会場から決めよう

か。学内にする？　それとも学外のレストランとかにす
る？」
ユウキ「学内で良いんじゃないかな」
シズカ「…うーん、でも学外のレストランの方が雰囲気
が出るし、小林先生も喜ぶんじゃないかな。それか、ち
ょっとぜいたくするのもいいと思うよ。…そうだね、プ
レゼントも考えないとね、小林先生は映画が好きだから、
何か映画に関連したものはどうか。例えば、特別な映画
のポスターや、映画監督のサイン入りグッズとか」
ユウキ「なるほど、サイン入りグッズはどうやって入手
するのかな」
シズカ「…そうだね、それはちょっと調べてみないと。
でもネットオークションとかで手に入ることもあるよ。
それにサイン入りグッズなら小林先生も喜んでくれると
思うよ」
ユウキ「なるほど、小林先生の好きな映画って何かわか
る？」
シズカ「…うーん具体的には聞いたことないけど、小林
先生は映画全般に詳しいから何でも喜んでくれると思う
よ。それにサイン入りグッズならどの映画でも特別感が
あるし、いいと思うんだけど、どうかな」
ユウキ「どの作品を選ぶか難しいよね」

　こんな感じです。後ろで ChatGPT が動いています。
今の対話システムの最新状況が、微妙です。少なくとも
友達と話している雰囲気ではないです。何が問題なのか
というと、まずは遅さです。これがこれからたぶん研究
されていくと思います。
（スライド ）
　これは会場にいた人達に聞いたアンケートの結果で
す。何が問題だと思いますかと聞きました。そこにいる
のは 人くらいの研究者でした。彼らの答えは、動作
が遅い、リアルタイム性がない、ターンテイキングが不
自然、表情やジェスチャーの表現不足等が上位の問題と
して挙げられました。ChatGPT は、テキストのみ出し
ていればよかったので、こういうところには無頓着だっ
たわけです。実際にこうして人間と話すというものを作
ってみると、そういったところがなかなかできないです。
実際 ChatGPT の中にも、色々な命令を仕込んでいて、
少しジェスチャーしていたと思います。こういうときに
は、こういう動きをするみたいなことが、プロンプトに
入っていました。それを使ってジェスチャーしているの
ですが、先程のようなもっさりした動きになってしまい
ました。
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（スライド ）
　とにかく遅いです。これは人間の分布です。これは相
手が話し始めるのがいつかということです。誰かが話し
終わったところを として、相手がいつ話しはじめるか
ということを示したグラフです。見て分かる通り、相手
が話し終わるよりも前に、人間は結構話しています。こ
のへんですと、大体話し終わる 秒前に人間は話しはじ
めています。ピークが大体 ミリ秒から ミリ秒ぐ
らいのところで話します。だから人間というのは、相手
が話し終わるとともにすぐ話す、そういった能力を備え
ているのです。これがこのあいだのコンペのシステムの
分布になっています。いずれのシステムも、相手が話し
終わってから話しはじめているので、 秒からスタート
です。こっち側（ 秒より前）には存在しないです。一
番のピークがここ、 秒です。ここでちょっと 秒のと
ころに、たくさんグラフが書かれていると思うのです。
これは相手の発話が終わった瞬間に、とりあえず何か言
うという戦略を取っているチームがいたからです。そう
いうことすると、ここにちょっと出てきますが、まとも
な応答が出てきているのはこの辺りです。大体 秒くら
い掛かって応答するというようなシステムになります。
これをすると、人間同士のやり取りからほど遠いものに
なります。会話の中でChatGPT のようなものを使って
いこうとすると、結構まだまだ問題があります。賢い応
答をするために、何度も何度も大規模言語モデルを呼ぶ
という方法を、AI サイエンティストの中でも使われて
います。そういうことをすると、 秒くらい実は応答
時間がかかってしまいます。そうすると、もう会話にな
らないということです。非常に大きな問題であることが
よく分かりました。
（スライド ）
　最近そういうものに対応すべく、人間らしいやり取り
を実現する研究というものも出てきています。その音声
をお聞かせしたいと思います。これが元々の人間の音声
です。こういうことをしたいという、目的のやり取りで
す。聞いてみてください。
（音声約 秒）
　人間の会話は大体こんな感じです。今のシステムはど
うなっているかですが、音声認識して、大規模言語モデ
ルで、会話で何を言うか考えて音声合成するとなります。
今のやり取りはこのような感じになってしまいます。
（音声約 秒）
　このような感じです。これが先ほどお見せしたライブ
コンテンツです。結構似たようなやり方です。最新のや

り方だと、音声から次の音声をすぐに生成するという手
法が出てきています。このような感じの音声が、今作れ
ます。
（音声約 秒）
　このような感じです。人間らしい会話になっていると
思います。ただ、これは中身がめちゃくちゃです。しか
し、音声のやり取りとしては、結構いい感じのものがで
きています。
（スライド ）
　これはここで説明しませんが、音声を入力として次の
音声を出力するようなものというものを学習することに
よって、ダイレクトに音声から音声を作っています。一
回、その考える過程をとばして、音声から音声を作って
います。速く動く、その代わりに結構意味を失ってしま
います。よく分からないことを言ってしまうというもの
です。恐らくこれが、今後高度化して人間らしいやり取
りができてくるのではないかと思います。
（スライド ）
　最近は、それをさらに拡張して、映像からさらに映像
を作るという技術もできてきています。対話、相手の顔、
表情も作りながら、音声を作るということもできてきて
います。左が例えば……。
女性「Hi are you a football fun?」
　これが入力です。これに対して、このしゃべっている
音声含めて、全部自動生成されているのが右側です。
男性「Yes, I like to football!」
　それなりに自然にできていると思います。これを徐々
に進歩していくと、先程お見せした Apple のナレッジ
ナビゲーターの中にいる人のようなものが、できてくる
のではないかなというわけです。
（スライド ）
　最近は、どんどん進歩しています。もちろんOpenAI
も、こういった音声モデルに非常に興味を持っています。
まだまだ私達のスマホでは提供されていないです。ただ
し、似たような技術に取り組んでいるはずです。次の音
声バージョンがそろそろ出ますといったことを、ずっと
OpenAI は言っています。それは恐らく、このようなモ
デル（スライド 参照）を使って、自然な音声ででき
るようにしようというのを、企んでいるのだと思います。
うまく行けば、近いうちに出してくれるのではないかと
思います。そうなると、かなり進歩した音声対話ができ
てしまう可能性があります。業界としては、結構怖いな
というところです。
（スライド ）
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　最後、もう時間が来たので、最近の流れとしてマルチ
モーダル対話AI というのを紹介しておきます。色々な
画像入力を、最近は取り込んで会話ができるようになっ
ています。これは「AI 幹事」という、最近のサービス
で有名になったものです。知っている方もいるかと思い
ます。このテーブルの中を見て、ここにいるタブレット
が、これ頼んだ方がいいのではないかと、どんどん言っ
てくるというシステムです。それによって頼んでしまう
ということです。見てみましょう。

AI 幹事「今料理は枝豆とサラダがあるね。両方ともま
だあるけどそろそろ他にも注文しようか。何か食べたい
ものある？　例えば唐揚げとか焼き鳥とかどう？　それ
から飲み物だけどビールがだいぶ減ってきているね、片
方が 分の くらいしか残ってないし、もう一方も 分
の くらいだから、追加で頼んでおくよ。ビールで良い
かな？　それとも他に飲みたいものある人いる？」

　このような感じのシステムが出てきているわけです。
これは、画像の入力を使って実際大規模言語モデルの中
で、システムを組んで実際にサービス化している例です。
こういう使い方もできています。徐々に、先程言ったチ
ャットという世界から、世の中に入っていっているとい
うニュースが、こういったことからも分かるかと思いま
す。
（スライド ～ ）省略
（スライド ）
　こういったシステムが、世の中に入っていくと、もち
ろん倫理的な課題がたくさん出てきます。対話システム
は、特にこういった分野にセンシティブにならないとい
けないなと思っています。毎日自分の身の回りにいるも
のですから、プライバシーの保護をしっかりとできるの
か、システムが急にサービスを停止すると恐喝してくる、
お金を奪おうとしてくるなど、色々なことが考えられま
す。身の回りにいるからこそ、このようなサービスはリ
スクが高いのです。そういった色々なことが起こりえる
ということを、法学者の先生が書いた記事があります。
興味ありましたらこういったところも見ていただけると
良いかなと思います。そろそろ世の中に入ってくる、よ
りスピードが速くなってくると、使いやすいということ
になります。非常に賢い存在が、自分の会話の中に入っ
てくるようになるだろうと思います。そうしたときには、
こういった課題があるということを、認識して研究者も
使う側も理解しておかなければいけないと思います。

（スライド ）
（スライド ）
　最後時間になりましたので、まとめさせていただきま
す。何を話したかというと、はじめに昨年度のおさらい
をさせていただきました。GPT- が出てきて色々なガイ
ドラインが整備されてきました。そのような話をしまし
た。 年で非常に大きく変化がありました。性能はもち
ろん伸びたとともに、商用サービスがたくさん出ていま
す。世の中で、実際たくさん使われているという状態に
なっているということです。かつ能力、色々組み合わせ
ることで、論文を書く等、人間のアイデアを凌駕するよ
うなシステムも出てきている状況に今なってしまいまし
た。そういうことを踏まえて、対話システムがどうなっ
ているのということです。そこは、まだまだギャップが
あります。分からないことがいっぱいあります。自分の
身の回りのことも分からないし、人間関係も分からない
ので変なこともよく言ってしまいます。そして、とにか
く遅いのです。人間の高度な知性のように、ぱっと反応
できるかというと、全然できてないところがあります。
そこに対する営みも最近増えています。今の能力の進み
方からすると、近いうちにAI 幹事のようなものが、さ
らに進化したものが、身の回りにできている時代になっ
ていくのではないかと考えられます。AI サイエンティ
ストの論文でも言っています。これからは、AI vs 人間
と言っている場合でなく、人間とAI が協力して物事を
こなしていくことが当たり前になっていくと思います。
そういうことを踏まえて、AI を活用していただければ
と思っております。ちょっと長くなりました。私からは
以上となります。ありがとうございました。

〇司会
　先生ありがとうございました。それでは質疑応答の方
にうつりたいと思います。何か先生に質問等ある方は挙
手でお願いします。

〇山鹿
　先生、非常に興味深い講演ありがとうございました。
昨年度も実は質問させていただきました。教育の中でど
うAI を取り込んでいくかということでした。先生から
は、学内での取り決めとガイドライン等を作成しながら
整備していく必要があるとご回答いただきました。今回
のお話を聞いていくと、どんどん立ち遅れているような
気がしています。何をじゃあ教育していくか。先程の研
究に関しても、大分進んできている中で、学生に何を教
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授していくかというのをすごく、今後の社会で生きてい
く、活躍していけるような人材を育成する大学としての
使命というものは何が変わってきたのかなと、何を伝え
ていけば良いかなというのが気になっています。大学と
して、今後どういう風にあるべきなのかという、先生の
お考えがあればぜひお伺いしたいです。

〇東中
　結局社会に役立つということが、最終ゴールだと思う
のです。それを踏まえて、今誰でも、例えばAI と話す
だけで、社会に貢献できるような能力を身に付いてしま
うわけではないと思います。だから、この大学が社会に
こういう貢献をしたいといったことをちゃんと決めた上
で、それをAI と協力して実現するようなことを範疇に
据えた上での教えるということになると思います。基礎
的な能力は、もちろん今でも教えておかないと、どれだ
けがんばっても変なことを言ってしまうのは統計的にや
っている以上変わりないのです。最終的な責任は取らな
きゃいけないです。判断も確実ではない、 、 ％くら
いできたとしても残り ％ができる人材が必要になっ
てきます。私も論文を書く時、結構使っています。やは
りわりとミスが多いです。ちゃんとしたものを書こうと
するとです。そういうところが、ちゃんとできる人、責
任を取れる人というのと、最終的な専門性とを持ち合わ
せている人というのは、どの分野でもより重要になって
くる、より必要になってくると思います。

〇山鹿
　ありがとうございます。最近、以前もお伺いした論文
をAI が判断、AI が書いたものを人間が判断するのもな
かなか難しいことを、昨年度教えていただきました。や
はり、そのへんの最終的な責任と分かったもの、判断で
きる能力というと、かなり高度な人材じゃないとできな
いかなという印象を持っているのです。そこらへんも、
大学では教育していく必要があるという理解で良いです
でしょうか。

〇東中
　そうなっていかないと、結局使われているだけという
形になりえると思います。もちろん、AI が不得意なと
ころをもっとやっていくという案もあると思います。例
えば、アクチュエーションとかです。難しいですが、人
間の動きとか、できない知覚みたいなものは、たくさん
あります。例えば、保育やそういったことはまだまだ難

しいわけです。やはり専門性というものが求められてい
くのはたしかで、それがないとAI から出てくるものを
受け入れるしかないというところになってしまうのかな
と思います。

〇山鹿
　ありがとうございます。

〇稲木
　とても興味深いご講演ありがとうございました。私は
音楽教育や音楽表現に携わる者です。先程AI による論
文のレビューや執筆というものがありました。私が所属
している音楽教育や音楽表現の学会の機関紙等論文の査
読に関わっておりますと、中には自身の論文の焼き直し
のようなものとか、英語の論文を日本語に訳しただけと
か、査読の中で引っかかったりするものがあります。チ
ェックの作業がすごく大変で、皆さんの中でAI を使っ
た剽窃チェックソフトなどを、導入しましょうみたいな
方針が出ています。すでに剽窃とか焼き直しのようなも
のが分かっているものを、AI のチェックソフト等でや
ったりしました。まだまだ全然チェック漏れがあって、
あまり有用性がなかったです。ビッグデータというもの
は、包括的なデータだと思います。分野によって、芸術
的な面で、特に音楽関係では、なかなか有用性が他の分
野に比べてばらつきがあるのかなという印象がありま
す。分野ごとのAI の有用性等について、先生のお考え
をお聞かせいただけますか。

〇東中
　ありがとうございます。大規模言語モデルは、その言
葉のように言語です。インターネット上にある、たくさ
んのテキストをソースにしています。そういった意味で、
言語に優れるということです。他の分野、あと写真やイ
ラストは、インターネット上にたくさんあります。そう
いった意味でも、そこについては強いと思います。です
が、映像は少し苦労しているかなというところがありま
す。音楽は、私もどれだけのデータベースが整っている
か分からないですが、少なくともテキストよりは少ない
ので、そういった部分においてデータ量というものの差
が出てきているかなと思います。対話システムもそうで
すが、その分野のデータがないということが、結構たく
さんあります。例えば、医療分野であれば、患者と医者
の会話が世の中にたくさん公開されているかというと、
絶対公開されていないわけです。ただ、患者と医者のカ
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ルテのようなものが、例えば一部公開されたとします。
それを使って対話を生成するということは、最近よくや
っているんです。生成したものから、対話システムが学
習するようなことをやっています。無いところからうま
く作って対応するということもあります。映像であった
り、音楽であったりしても、AI に作らせた上でそれを
さらに学習源とするというのはデータが少ない領域だと
考えられるかなと思います。今後の能力はそういった意
味で上がっていくのではないかと思います。

〇稲木
　ありがとうございます。

〇西本
　作業療法学科、西本と申します。ありがとうございま
した。最後のお話ですが、テレビ番組に、脅迫、強要、
恐喝をしてくるような対話ロボットが出るのではないか
という話が出てきました。もうずいぶん古い話ですけど、
「アイロボット」でしたか、ロボット 原則、「人間に危
害を加えてはならない」というようなものを含めて 原
則あるようですが、そういうような内容もこの中に盛り
込まれていると考えてよろしいでしょうか、その上でこ
ういうことが起こってくる可能性があるのでしょうか。

〇東中
　この辺りの分野は、アラインメントと呼ばれています。
人間の意に沿うように振舞えるかどうかというところで
す。やはり難しいです。色々なことを考慮した上で、最
適なものって何って、結局トロッコ問題みたいなものが
発生します。恐喝しないと誰かが死ぬなら恐喝するかも
しれないわけです。そういう意味で、人間に危害を加え
うる可能性は、たぶんいかにもありえるという気がして
きています。それをどう制御、ある範疇内におさめるよ
うに、どのようにガイドラインを作っていくかというこ
とを考えないといけないと思います。そういったことを、
人工知能学会でも考えているんです。やってしまう人は
やってしまうと思います。こういったものを、いかにう
まいこと技術開発を進めていくかというところが、上の
方の人たち、アメリカとか特にですが、考えていると思
います。

〇西本
　ありがとうございます。

〇加藤
　先生お話ありがとうございます。事務職員の加藤と申
します。先生、私は ChatGPT をすごく仕事で使ってお
ります。ここ最近進化が良いなと、明らかに賢くなって
いると実感しています。その理由は先生のご講演の前半
にあったところで、すごく感動しました。一つ分からな
いことがあります。パワーポイントのタスク指向型対応
システムの方法論というところの一番下、エージェント
で実装、学習データが不要、タスク定義のみで答えが出
てくるというところです。例えば、インド料理店に行き
たいとユーザーが言って、学習データがないのにどうや
ったら答えを出しているのだろうと思いました。すみま
せん、お願いいたします。

〇東中
　タスク定義というところを、どこまでしっかりと書
いていくかによります。例えば、レストラン検索のAPI
はこういう仕様で、こういう情報が入っているよという
のを、しっかり文章で書くことをしないといけません。
あと、レストランもこういう要素があって、こういうこ
とは検索できるけど、こういったことは検索できないと、
できることがしっかりと、明確になっている必要があり
ます。その上で、今ユーザーの要望を満たすためには、
どの機能を呼び出せば良いのかを、エージェントが考え
るのです。ここは、大規模言語モデルに元々入っている
常識というものを照らし合わせて、こういったことを予
約したい人は、この知識とこの知識とこの知識がいるな
というのをまず予測します。それを使って、外部の仕様
に従ってAPI、質問、クエリというのを作成して、外部
の情報源をもって検索します。そこから得た知識を踏ま
えて、ユーザーの要望に応えるには、これをまず聞かな
ければいけない、得られた情報を要約して伝えないとい
けないなど、そういったアクションを自分で考えます。
もしくは、自分で集めた情報が十分でなかったら、もう
一回考え直して、こういったこともいるなとなり、また
外部の情報源を聞いてというのを繰り返すわけです。自
分は何ができるかというのは、人間が与えないといけな
いのが、今のポイントです。かなり綿密にできることを
示してあげると、そこから人間の要望を満たすような行
動系列を常識的なものから作り出して、それを使って応
答するという流れになります。

〇加藤
　ありがとうございました。
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〇早川
　生活学科の早川と言います。私は食品や栄養の関係の
ことをやっています。少し遊びでGPT- . のバージョン
に、「山口百恵と郷ひろみの関係について」というのを
聞いたときに、 人は色々な沿革とか、あと知り合って
結婚したと出てきました。お聞きしたいことは、生成
AI は新しいことを生み出すことが得意です。ですが間
違ったことも生み出しているのかなと心配な点です。そ
れでもう一つ、研究、専門的なことを調べていくと、例
えば、これに関する専門家は誰ですか、名前が出てき
て、その人の代表的な論文も…と調べてくと出てくるの
です。しかし、何だか間違ったものが出てきている気が
します。だから、これを使う所での注意点ですが、調べ
ものには向いてないとか、新たなクリエイティブなこと
を作り出すには非常に向いているとか、そういった得手
不得手みたいなことに関して教えていただきたいです。

〇東中
　まず、今のGPT は大分賢くなっている、特にそれを
賢くしているのは、一つは RAGというやり方です。先
程のガートナーのHype Cycle にも書いてあります。こ
のへんにありますね（スライド ）。RAGって書いてあ
りますが、Retrieval-Augmented Generation と言って、
検索をしながら生成するというやり方です。自分の中で
持っている知識だけで回答するのではなく、最近は色々
なところを検索して、それらしい、ちゃんとしたエビデ
ンスを踏まえて、生成するようなことができるようにな
ってきています。昔より、随分とハルシネーションと呼
ばれる現象が減ってきていることが一つです。もう一つ
は、リフレクションと最近は呼ばれていますが、自分で
考えを深めるということをやるようになりました。これ
が、随分性能アップするということを伝えていて、自分
で一回生成します。それを見直して、少し違うかもと生
成しなおすということを何度もやることで、最終的な生
成の質が担保されるというやり方があります。もちろん、
それにも限界があります。ハルシネーション自体は、大
分できたかなという印象があります。一方で、どういう
ときに使えるかというと、自分自身で真偽が判定できる
分野で使わないと、誤った方向に行ってしまうと思いま
す。やっぱり ％の技術はないわけです。重要なとこ
ろとか、専門分野の人しか知らない、そういう人しか分
かっていないようなことは分からないわけです。世の中
にあるアクセスできる、しかも学習可能、検索可能なと
ころからしか、知識は取ってきていないわけです。そう

いった、及んでいないところについては、当て推量にな
ってしまうわけです。そういったものに対して、業界の
勘を持っている者でしか、今の所判断できないものがあ
ります。人間が、自分が見た時、これだめだなと思うと
きくらいが、ちょうどいいっていう感じです。使う側と
しては。そうでなく「よく分からないけどまあいいや、
コピペしちゃえ」となってしまうと、それは本当に酷い
ことになってしまう可能性があるということです。自分
自身が結果を見て、ちゃんと誤りとか疑義が指摘できる
ときに使うのが、おすすめの使い方かなと思います。

〇早川
　ありがとうございます。

〇司会
　私からよろしいでしょうか。対話というところではま
だまだというお話だったのですけど、出力として、動き
として出てくることが次出てくるのかなと思っていま
す。先生が飛ばされたスライドに、すごく興味がありま
した。もう少しお時間あるのでそこを少し教えていただ
ければなと思います。

〇東中
（スライド ）
　時間がなかったので飛ばしました。最近はロボットに
大規模言語モデルを乗せて動かすようなこともやられ
ています。これは有名な例を持ってきました。これが、
Google が作っている、手があるロボットです。「今から
コーラがこぼれるので何とかして」というふうに人間が
言います。ロボットが、頑張って片付けようとする様子
の動画になっています。中で何をやっているかというと、
今の自分のまわりの情報をセンサーからとらえて、今自
分は何ができるかというのを考えています。かつ、大規
模言語モデルを使って、こういうとき何をすべきか考え
ています。それを突き合わせる、今自分がやるべきこと
とできることと突き合せて、できることからやっていく
ということで実現しているシステムになります。今コー
ラがこぼれているので、口頭で言っているわけではない
ですが、何とかしてくれという指示をタイピングしてい
ます。それを見て、何をするかロボットが考えて、自分
ができることと、やるべきことのようなものが、ここに
表示されています。まず缶を捨てるのです。自分では、
ごみ箱に入れられないのでここに置きます。次にふかな
ければいけないため、スポンジを見つけて、「スポンジ
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が良い」ということが、大規模言語モデルで分かるので
す。それを持って行くと、最終的に拭く能力がないので
置かれたスポンジを使って人間が拭くのです。協力して、
片付けできているというようには、理解できます。これ
は、言語と物理的な状況を踏まえて動くことができると
いう意味では、かなりおもしろいです。ビジョンの情報、
動きの情報を見て、今自分は何ができるかを推測して動
くということが実現できています。将来的には、より賢
い家事ロボットみたいなものに繋がっていく、そんな動
画でした。

（スライド 、 ）
　先程言ったように、これも人間と協業しています。そ
れを少し推し進めたようなことを、私もやっています。
これは、ニフレルという大阪にある海遊館さんが運用し
ている水族館があります。そこでロボット 体を置いて
接客、案内するということやっています。このシステム
は、大体ちゃんと答えられます。 割方答えられます。
％くらいは変なことを言ったり、答えられなかったり

することがあります。そういうときには、後ろに控えて
いるオペレーター、人間がロボットに成り代わって答え
るというシステムを作っています。これで結構しっかり
と応対できるということが分かりました。

（スライド ）
　実際はこんなシステムです。

（動画約 秒）
男性「イイダコって何？」
ロボット「イイダコはマダコ科に属する小型のタコで、
東アジアの浅い海に生息しています」
男性「イイダコって食べられるの？」
ロボット「…ええと…食べられます。産卵期前の体内に
卵を持っている子持ちダコが美味とされていて、冬が旬
です。」

　こんな感じのシステムを作っていて、しっかりと答え
られます。まれにうまくいかない時があります。そうい
う時は、どういう時かというのを動画で示しています。

（動画約 秒）
男性「イイダコってなぁに？」
ロボット「……」

　反応できなかったです。何故かというと、このシステ
ムは、顔をしっかりと認識した上で会話をするというシ
ステムのため、帽子とマスクで人間の顔がよく分からな
かったというエラーです。

（動画約 秒）
男性「紹介してください」
ロボット「こんにちはニフレルへようこそ」
男性「…はい」

　これは、まわりの音声を拾ってしまって、それに答え
てしまって、この人のメインの発話には答えられなかっ
た様子を示しています。

（動画約 秒）
子ども「こんにちは！」
ロボット「……」
子ども「こーんにーちはー！」

　可愛いですけど、顔が低すぎて会話ができなかったで
す。人間であったら、こんなこと起きないわけです。ま
わりの状況をちゃんと理解しないといけない。こういっ
たところを改造していけば、徐々に ％とか ％くら
いちゃんと回答できるようになります。人間は、ほとん
ど異常事態だけに回答するだけで案内できるのではない
かと思います。うまくいけば、もっと効率的な案内がで
きるのではないかということで、こういった実験をやっ
ています。
　同じようなことを、今グラングリーン大阪でこういっ
た実験をしています。大阪に行く機会があれば、私達が
作った機械 台を置いて、飲食店の案内等をしています。
もし行かれたら見ていただければと思います。

〇司会
　ありがとうございました。それではお時間になりまし
たので、講演会終了とさせていただきます。途中、人間
に存在意義があるのかなということで、少し暗くなりま
した。最後AI と研究者の協力が必要なところもあると
聞いて安心していただいたと思います。先生、本日はあ
りがとうございました。

〇東中
　ありがとうございました。
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　　　　　　 ．その他
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　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号目次案・スケジュール案
　　　　　　 ．総合科学研究所規程改正案
　　　　　　 ．名古屋女子大学紀要編集委員会細則
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究応募要領
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究申請書類（K‒ ～K‒ ）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算執行状況（R . . 時点）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算配分案
　　　　　　 ．令和 年度予算提出までのスケジュール
　　　　　　 ．瑞穂区役所共催事業実施記録、アンケート結果
　　　　　　 ．瑞穂児童館学内打ち合わせ会（講座・イベント）記録
　　　　　　 ．瑞穂保健センター共催事業実施記録
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　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～ ）

　④　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　河合玲子
　　　　　　委　員　坂本麗香・中神克之・堀部要子・松林義人
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度プロジェクト研究採択
　　　　　　 ．令和 年度予算について
　　　　　　 ．令和 年度予算について
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会について
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号について
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号について
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．地域連携窓口業務について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 ～ 年度予算配分案と決算
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所決算報告書
　　　　　　 ．令和 年度予算執行一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．大学講演会概要一覧
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会アンケート集計結果
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号目次
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号構成案・発行部数案・発行スケジュール案
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号構成案・発行部数案・発行スケジュール案
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号背景色・巻頭言執筆者検討資料
　　　　　　 ．令和 年度越原学園地域連携事業一覧（中間報告）
　　　　　　 ．瑞穂区役所共催事業第 回打ち合わせ記録
　　　　　　 ．瑞穂保健センター共催講座実施記録
　　　　　　 ．令和 年度地域連携窓口対応一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～ ）

　⑤　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　河合玲子
　　　　　　委　員　坂本麗香・中神克之・堀部要子・松林義人
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度プロジェクト研究について
　　　　　　 ．令和 年度機関研究について
　　　　　　 ．令和 年度予算について
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会について
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号の発刊について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号の発刊について
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　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．地域連携窓口業務について
　　　　　　 ．その他
　　議　題： ．総合科学研究所規程変更案
　　　　　　 ．総合科学研究所機関研究要項案
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算配分案
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算執行状況（R . . 時点）
　　　　　　 ．年度末執行状況と書類締切の連絡文書
　　　　　　 ．大学講演会一覧・大学講演会講師候補資料
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号構成・背景色検討資料
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号構成
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催クリスマスイベント実施記録・アンケート用紙・アンケート結果
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催講座実施記録
　　　　　　 ．瑞穂保健センター講座実施記録
　　　　　　 ．令和 年度地域連携窓口業務対応一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．総合科学研究所規程案（R . . 改正）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～R . ）

　⑥　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　河合玲子
　　　　　　委　員　坂本麗香・中神克之・堀部要子・松林義人
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・岡千明
　　議　題： ．令和 年度プロジェクト研究について
　　　　　　 ．令和 年度機関研究について
　　　　　　 ．令和 年度事業報告
　　　　　　 ．令和 年度決算報告
　　　　　　 ．令和 年度開かれた地域貢献事業について
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号について
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号について
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会について
　　　　　　 ．地域連携窓口業務について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．総合科学研究所機関研究要項案
　　　　　　 ．総合科学研究所規程変更案（R . . 改正）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所事業報告
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算執行状況（R . . 時点）
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催講座実施記録・アンケート結果
　　　　　　 ．瑞穂保健センター共催講座実施記録・アンケート結果
　　　　　　 ．瑞穂保健センター第 回打ち合わせ会記録
　　　　　　 ．令和 年度地域貢献事業応募要領・応募用紙・募集案内メール文案
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号配布先・部数一覧
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号配布部数・外部送付先一覧
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　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号背景色検討資料
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号配布先・部数一覧
　　　　　　 ．大学講演会資料
　　　　　　 ．令和 年度地域連携窓口業務対応一覧
　　　　　　 ．令和 年度越原学園地域連携事業一覧
　　　　　　 ．令和 年度機関研究「食と健康」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度機関研究「女子教育」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度機関研究「大学授業法 」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度機関研究「幼児保育研究会」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度研究メンバー募集案内・機関研究申込承認願
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～ ）

　　幼児保育研究会
　　〈幼稚園教員〉渋谷寿（代表）　森岡とき子　関戸紀久子　山本利麻　　渡邊和代
　　　　　　　　 白木律子　　　 平岩保子　　光崎亜紀美　皆川奈津美　小澤黎花　　竹内敦子
　　〈大 学 教 員〉河合玲子　　　 権野めぐみ　坪井眞里子　塙杉子　　　村田あゆみ　山中なつみ
　　　　　　　　 山本忠　　　　 山本麻美　　吉川直志
　　〈総合科学研究所所員〉　 　　 山田勝洋

　　研究会
　　第 回　令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分「令和 年度の方針について」
　　　　　参加者：幼稚園教員 名・河合玲子・権野めぐみ・坪井眞里子・塙杉子・村田あゆみ・
　　　　　　　　　山中なつみ・山本忠・山本麻美・吉川直志・牧野弘実

　　第 回　令和 年 月 日（水） 時 分～ 時 分「令和 年度実践報告」
　　　　　参加者：幼稚園教員 名・河合玲子・権野めぐみ・坪井眞里子・塙杉子・村田あゆみ・
　　　　　　　　　山本忠・山本麻美・吉川直志・山田勝洋・岡千明

　　遠山佳治（代表）・河合玲子・三宅元子・吉川直志

　　吉川直志（代表）・加藤芳司・河合玲子・佐々木基裕・鈴木美枝子
　　田中弘美・内藤紘一・橋本侑美・長谷川隆史・羽澄直子・服部幹雄

　　高橋哲也（代表）・小椋郁夫・駒田格知

　　研究課題　理学療法学科学生の学業成績向上プログラム開発のための予備的研究
　　　　　　　─女子大学生における生活習慣と学業成績との関連─
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　　　　　　　駒形純也（代表）・石田和人・内藤紘一・長谷川隆史・玉木徹・坂本祐太（健康科学大学）
　　研究課題　鉱石ホットパック（乾熱法）の温熱効果作用に関する基礎的研究
　　　　　　　─他のホットパックとの違いの検討─
　　　　　　　荻原久佳（代表）・岡田誠・松林義人・森下勝行（城西国際大学）・横田龍（葵会仙台病院）

　総合科学研究所では、平成 年度より「開かれた地域貢献事業」を企画し実施している。令和 年度は名古屋市
瑞穂児童館、名古屋市瑞穂保健センター、名古屋市瑞穂区役所との共催でイベントや講座を行うこととなった。なお、
名古屋市瑞穂保健センターとの共催講座は、新型コロナウイルス感染症の状況を鑑みしばらく中止していたが、 年
ぶりに実施することとなった。

　平成 年度より、学園の地域連携事業の窓口を担っており、年に一度「学校法人越原学園地域連携NEWSLETTER」
を発行している。

　　講　師：東中竜一郎氏（名古屋大学大学院情報学研究科知能システム学専攻教授）
　　内　容：「AI、ChatGPT の最新状況」
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　場　所：名古屋女子大学南 号館 講義室
　　参加者：名古屋女子大学・短期大学教職員計 名
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 平成 年 月 日制定
 令和 年 月 日最終改正
第 条（趣旨）
　　名古屋葵大学学則第 条に基づき、名古屋葵大学総合科学研究所（以下、「研究所」という。）に関する規程を
定める。

第 条（所在地）
　　研究所は、名古屋葵大学内に事務所を置く。
第 条（目的）
　　研究所は、名古屋葵大学の建学の精神に基づき、自然・家政、文化・教育、社会福祉・医療に関する理論並びに
実際を研究すると共に、その専門分野の枠にとらわれず広く共同研究、調査を推進し、文化の創造と学術の進歩、
併せて地域文化の進歩向上に貢献することを目的とする。

第 条（事業）
　 　研究所は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
　　（ ）本学創立者及び教育に関する研究
　　（ ）自然・家政、文化・教育、社会福祉・医療に関する研究並びに調査
　　（ ）広く専門分野の枠を越えた総合的な共同研究
　　（ ）研究成果、調査資料の普及発表及び研究報告書などの刊行
　　（ ）研究会、報告会、講演会の開催
　　（ ）研究資料の収集・整理及び保管
　　（ ）国内、国外の研究機関との連絡並びに情報交換
　　（ ）学校法人越原学園の地域連携窓口としての情報集約及び活動成果の公表
　　（ ）その他、目的達成に必要な事業
　 　第 項第 号、第 号、第 号に規定する研究を行う者は、第 号に規定する研究報告書に研究論文を掲載す

る。研究報告書に掲載された原稿は名古屋葵大学ホームページに掲載され、その著作権は名古屋葵大学に帰属す
る。ただし、著者自身による学術教育目的での利用は無条件で承諾する。

第 条（構成員）
　 　研究所は、次の者をもって構成する。
　　（ ）所長　　（ ）主任　　（ ）所員　　（ ）事務職員　　（ ）研究員
　 　所長、主任及び専任の職員は理事長が任命し、その他の兼務者は所長が委嘱する。
　 　第 項第 号に規定する所員は次の各号により構成する。
　　（ ）名古屋葵大学、名古屋女子大学短期大学部及び付属幼稚園の専任教員
　　（ ）その他、第 条の目的に賛同する者で、研究所長が認めた者
　 　第 項第 号に規定する所員を希望する者は、次の各号の所定の書類等を提出するものとする。
　　（ ）本研究所所定の申込書　　（ ）履歴書　　（ ）研究業績・研究目的書
第 条の （顧問）
　 　研究所は、必要に応じて顧問を置くことができる。
　 　顧問は理事長が委嘱する。
第 条（任務）
　 　所長は、研究所を代表し、庶務を掌理する。その任期は 年とし、再任を妨げない。
　 　顧問は、原則として運営委員会、機関研究会議等に出席することとし、所長に助言するなど研究所の運営に助

力する。
　 　主任は、所長の職務を補佐し、所長に事故あるときは、その職務を代行する。
　 　事務職員は、所長の命を受け事務を担当する。
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第 条（監事）
　 　研究所に監事 名を置き、理事長が委嘱する。
　 　監事は次の職務を行う。
　　（ ）財産の状況並びに職員の業務執行の状況を監査する。
　　（ ）財産の状況または業務について不整の事実を発見した場合は、これを学長または運営委員会に報告する。
第 条（運営委員会）
　 　研究所の運営を円滑に行うため、研究所運営委員会（以下、「委員会」という。）を置く。
　 　委員会は、所長の諮問に応じ研究所の運営に関する重要事項を審議する。
　 　委員会は次の委員をもって組織する。委員は、所長が名古屋葵大学及び名古屋女子大学短期大学部専任教員の

中から各学部 名程度を推薦し、学長が指名する。
　 　委員の任期は 年とし、再任を妨げない。
　 　委員会には、委員長を置き、委員の互選により選出する。
　 　委員会は委員長が招集し、その議長となる。
　 　委員会は委員の過半数の出席によって成立し、議事は過半数の賛成によって成立する。
　 　所長は前項の規程にかかわらず、必要のある場合は構成員以外の者を出席させ発言させることができる。
第 条（研究員）
　 　研究所に研究員を置くことができる。研究員は次の資格を有する者の中から選考のうえ所長がこれを許可する。
　　（ ）大学（短期大学部も含む）を卒業した者またはこれに準ずる資格のある者
　　（ ）その他所長が特に認めた者
　 　研究員を希望する者は、次の各号の所定の書類等を提出するものとする。
　　（ ）本研究所所定の申込書　　（ ）履歴書　　（ ）最終学校卒業証明書
　 　研究員として許可された者は、所定の登録料を納めなくてはならない。
　 　登録料は半期につき , 円とし、研究所が指定する日までに納付するものとする。
第 条（会計）
　 　研究所の経費は、校費、助成金、寄付金その他をもってこれにあてる。
　 　会計に関する事項は別に定める。
第 条（顧問料）
　　第 条の に規定する顧問に、別に定める顧問料を支給する。
第 条（規程）
　　この規程の改廃は、常務理事会の議を経て理事長が定める。

附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
．この規程は、平成 年 月 日から施行する。
．心理教育相談室内規は、この規程施行の日から、これを廃止する。
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附　則
　この規程は、令和 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、令和 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、令和 年 月 日から施行する。



「総合科学研究」第 号を発行することができました。これも、機関研究やプロジェクト研
究に尽力された先生方、そして活動にご理解・ご協力をいただいた皆様のおかげです。心より
感謝申し上げます。
今号では、ジェンダー研究、キャリア教育、地域貢献事業など、多様な研究報告を掲載しま

した。特に、女性の活躍推進や地域との連携による教育効果の検証など、本学の特色を活かし
た成果が見られます。また、学生による地域貢献活動の報告もあり、実践を通じた学びの深化
が感じられます。
今年度、本学は名古屋葵大学として新たな一歩を踏み出しました。「共創社会」の実現に向け、

建学の精神である「親切」を根幹とし、誰もが能力を発揮できる教育環境を創造し、社会に貢
献できる人材を育成してまいります。
今後も質の高い研究活動を推進し、学術的な貢献を続けてまいります。引き続き、ご支援と

ご協力をよろしくお願い申し上げます。

 中神　克之
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